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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：四季童子、猫猫 猫、安達洋介、いろは楓、佐々木あかね、


鈴羅木かりん、円花子
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はじめに






　みなさんこんにちは、鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッド』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』の三番目のリプレイ・シリーズ〝ブレイク〟の第三巻かんです。

　第二巻の発売から一年と二ヶ月ほど時間が経たちました。

　その間、世の中も変わり、『アリアンロッド・サガ』の世界でも、いろいろなことが起こりました。なんと、〝ブレイク〟シリーズが出ていない間にも、ブレイクのキャラクターが菊きく池ちたけしの手によるサガリプレイシリーズに出しゆつ張ちようして、活かつ躍やくしていたりしたのです。

　これまでの経けい過かを思い出すために、あるいは菊池たけしのリプレイは読まずに〝ブレイク〟だけを追いかけてきた、という読者のみなさんのために、〝ブレイク〟二巻からこの巻が始まるまでの間に何が起こったのかをマンガでまとめました。題して……。




「どーしてこーなった、サガ・ブレイク」




　ということで、まずは次のページから始まるマンガを読んでみてください。














































































































アリアンロッド・サガについて






　……というわけで、改めまして〝はじめに〟の続きです。

　もし、あなたが菊池たけしのリプレイシリーズをすでに読んでいる場合でも、まだ読んでいない場合でも、本書は〝ブレイク〟だけを読んでいれば話が通じるように書いてあります。そのまま読み進めていただいて問題ありません。ただし、もしネタバレがイヤで、事件の順番に読みたいという方は、次の二冊さつを先に読むことをお勧めします。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ３　殺意のエトワール』


菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]著ちよ



『アリアンロッド・サガ・リプレイ４　裏うら切ぎりのマリオネット』


菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]著






　これらの本以外にも、『アリアンロッド・サガ』の関連書しよ籍せきは多数出ています。簡かん単たんに解かい説せつしておきますので、興味が湧いたのであればぜひ手に取ってみてください。

　もうご存じの方はさっさと飛ばして、本編から読んでいただいてもけっこうです（笑）。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ

　通つう称しよう、無印。著ちよ者しやは『アリアンロッド』のゲームデザイナーであるきくたけこと、菊池たけし。

　フェリタニア王国の女王ピアニィ、第一の騎き士しアル・イーズデイルらを主人公とした『アリアンロッド・サガ』の本ほん筋すじとなるシリーズです。

　三巻および四巻では『ブレイク』シリーズのメンバーとの対戦や、メンバーをシャッフリングしたリプレイなど、コラボ企き画かくを行なっています。

　二〇一〇年一一月発売予定の五巻では、物語も大きく動きます！　乞こうご期待!!




▼アリアンロッド・サガ・アクロス　久保田悠羅くぼた・ゆうら

　通称、サガＡ。著者は、『アリアンロッド』のシステム・デザイナー久保田悠羅。

　ＰＣを１レベルから開始した、入門者にはぴったりのリプレイ・シリーズです。ＴＲＰＧや『アリアンロッド』に知ち識しきのあまりない方には、特にお勧すすめです。

　本書の重要人物のひとりカテナ・アウレアが、ＮＰＣとして登場しています。

　スタートは『ブレイク』の開始時期をさかのぼること五年前だったのですが、最新の第四巻では、ついに時代が『ブレイク』のスタート時に追いつきました。




▼アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク

　通称、サガＢ。著者はＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の社長でもある、わたしこと鈴吹太郎。

『無印』とのコラボレーションも終わり、いよいよ本書三巻では、ファントムレイダーズがグラスウェルズ王国の秘ひ密みつに迫せまります。




▼アリアンロッド・サガ・コンチェルト

　通称、サガＣ。こちらはリプレイではなく、『電でん撃げき G's Festival! COMIC』（アスキー・メディアワークス刊かん）で連れん載さい中のコミックで、著者は佐さ々さ木きあかねです。

『無印』の三年前のピアニィを描えがくファンタジー学園物で、主人公は、グラスウェルズの騎士の家か系けいに生まれたセシル・フォーミダブル（ただし、本人は争いごとが嫌きらい）。彼かれと、ピアニィや学園の仲間たちとの絆きずなや友ゆう情じようを描いたハートフルな物語です。




▼アリアンロッド・サガ・デスマーチ

　通称、サガＤ。著者は〝かわたな〟こと、田中信二。

　無印で描くことができなかった隙すき間まを埋うめていくシリーズとして急きゆう遽きよ誕たん生じようしました。名は体を表わすかのごとく、その制せい作さく進行は常つねにデスマーチになっています。

　主人公はアルやエルザの義ぎ妹まいアキナ・ブルックスで、プレイヤーは声せい優ゆうの酒井香奈子さかい・かなこさんが担たん当とうしています。一巻『死んで花実が咲さくものか！』、二巻『愛はお金で買えません！』が好こう評ひよう発売中。




▼アリアンロッド・サガ・エチュード

　通称、サガＥ。著者は新人ライターの緑谷明澄りよくや・あきすみ。ピアニィのプレイヤーである大竹みゆさんが部長を務つとめる、ＴＲＰＧ部〝ルティナス〟のメンバーでもあります。

　サガＣと同じく、エストネルのシェルドニアン学園を舞ぶ台たいとしたリプレイで、プレイヤーとして前ぜん述じゆつの大竹みゆさんが参加しています（ただし、ピアニィ役ではありません）。

　ゲームサポート誌しに読み切り企画として掲けい載さいされたのですが、二〇一〇年一一月にドラゴンブックから単行本化していただけることになりました。乞こうご期待。




▼アリアンロッド・サガ ファンブック

　通称、サガＦ。正式タイトルは『アリアンロッド・サガ　ファンブック　Fellowship of Stone』。リプレイ＋ボイスドラマ＋シナリオで構こう成せいされていて、コンセプトは「読んで、聴きいて、楽しむ本」。リプレイ、ボイスドラマ共に、ピアニィと彼かの女じよの母ティナの物語となっています。なお、『アリアンロッド・サガ　ファンブック』の発売元は富ふ士じ見み書しよ房ぼうではなく、エンターブレインなのでお気をつけください。




▼アリアンロッド・サガ　矢野俊策やの・しゆんさく

　これはリプレイではありません。『サガ・リプレイ』のＰＣ、放ほう浪ろうの剣けん士しアルの冒ぼう険けんを描く小説です。第一巻『ルーズ・ソードマスター』、第二巻『ワンダリング・プリンセス』、第三巻『ロンサム・ヒーロー』が発売中です。著者は、デザイナーより『アリアンロッド』のルールにくわしいんじゃないか、といわれる矢野俊策です。

　なお、最さい終しゆう刊かん『ロンサム・ヒーロー』ではナーシアが表紙を飾かざりました。




▼アリアンロッド・サガ　アルディオン大陸ガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　これは文庫ではありません。Ｂ５判の書籍で、ＴＲＰＧ『アリアンロッド』のサプリメントです。舞台となるアルディオン大陸のくわしい情じよう報ほうや、大陸特有の種族、クラス、モンスターなどの追加データが掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ・トラベルガイド　～ベネット見聞録～

　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　アリアンロッド・サガの舞台アルディオン大陸の情報がよく分かる文庫サイズのワールドガイドです。『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズに登場する三下狼おおかみ娘むすめベネットの視し点てんで描かれます。シナリオが二本掲載されています。




▼アリアンロッド・サガ・タクティクスガイド　菊池たけし／Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]

　この本により、アリアンロッド・サガに待望の大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールが導どう入にゆうされました。大規模戦闘のルールやガイダンスの他ほか、ＰＣに特別な設せつ定ていや能のう力りよくを与あたえるレジェンドデータ、最新の国こく際さい情じよう勢せいと人物の状じよう況きようなどのワールド解説が掲載されています。




　これ以外にも、『サガ』の関連書籍はありますし、これからも次々と刊かん行こうされる予定です。




　……少々前置きが長くなりましたね。

　そろそろ、本ほん編ぺんを開始いたしましょう。





























ＰＲＥＰＬＡＹ






　その日、東京秋葉原にあるＴＲＰＧ製せい作さく会社、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に五人の男女が集まっていた。もちろん、本書に収しゆう録ろくするリプレイ用のセッションのためだ。

　前回『ブレイク』を収録してから一年以上、すいぶん久ひさしぶりということになる。

　そのメンバーを、ここで改めて紹しよう介かいしておこう。




▼小暮英麻こぐれ・えま

　実じつ力りよく派はの声優で、代表的な出演作は『ナイトウィザード　The ANIMATION』（アンゼロット、緋室灯ひむろ・あかり）、ＯＶＡ『ToHeart2』（まーりゃん先輩）など。ＴＡＢプロダクション所しよ属ぞく。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のカミュラ、『アルシャードガイア・リプレイ神かみ薙なぐ御み剣つるぎ』の神戸屋るんなど、他作品のリプレイでも活躍していただいている。

　本書では、クールな暗殺者、ナーシア・アガルタを演えんじる。




▼菊池たけし

〝きくたけ〟という愛あい称しようでお馴な染じみ、『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』シリーズを作ったゲーム・デザイナーであり、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の専せん務む取とり締しまり役やく副社長。『アリアンロッド・サガ』企画の言い出だしっぺ。

　本書では、グラスウェルズに仕える気のいい騎士、アンソン・マンソンを演じる。




▼久保田悠羅

『アリアンロッド』のシステム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。リプレイでは『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』シリーズや『ナイトウィザード　The 2nd Edition　リプレイ　モノクロームの境きよう界かい』の著者として、精せい力りよく的てきに活動を続けている。

　理知的かつ冷静沈ちん着ちやく、『アリアンロッド』のデータを熟じゆく知ちした、頼たよりになる男である。

　本書では、元傭兵のエルダナーン、カテナ・アウレアを演じる。




▼長田崇おさだ・たかし

『神曲奏そう界ポリフォニカＲＰＧ』のゲーム・デザイナー、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]所属。社内ではグラフィックデザインからスケジュール管理までをこなすオールラウンドプレイヤー。

　寡か黙もくで真面目な性せい格かくであるが、胸むねに秘ひめたＴＲＰＧに対する愛は、花よりも可憐で、海よりも神秘的だ。

　本書では、愛をテーマに生きる老ネヴァーフ、ゼパ・フリンジコルトを演じる。




▼鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]代表取締役。『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズを世に送り出したデザイナー。さらにＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]デザインのＴＲＰＧのほとんどのプロデュースを手がける。

　ＧＭ担当にして本書の著者、つまりわたしのことである。




ＧＭ：それでは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第五話の収録を開始したいと思います。

一同：よろしくお願いしまーす！

きくたけ：いやあ、久しぶりだなあ。前回どこまで進んだか忘わすれちゃったよ！（笑）

ＧＭ：はい、進行を助けるセリフをありがとう（笑）。

久保田：まあ、今回は特に、おさらいが重要ですからね。

きくたけ：前の巻が発はつ刊かんされてから、間が空いたからなあ（しみじみ）。

小暮：その割には、なんだかそれほど間が空いてもいないような……。

長田：二冊分、無印シリーズにお邪じや魔ましましたからねえ。

小暮：ですよねー（笑）。

ＧＭ：では、基き本ほん的てきなところから……。みなさんは、アルディオン大陸にある白はく竜りゆう王国グラスウェルズの精せい鋭えい部隊、幻げん竜りゆう騎き士し団だん所属、秘密部隊『ファントムレイダーズ』の面々です。

きくたけ：覚えているナリ♪

ＧＭ：菊池さん、それは『デスマーチ』シリーズのキャラの喋しやべり方かたです！

きくたけ：すいません。冗じよう談だんです。

ＧＭ：このリプレイが始まったときには新しん参ざんもの扱あつかいだったみなさんですが、数々の任務をこなし、手柄も立てて、今では幻竜騎士団内で中ちゆう堅けんにまで成長しました。

きくたけ：うん。レベルも着実に上がっているしな。

久保田：でも手柄の内容は公おおやけにはできないという……（笑）。

ＧＭ：さて、そんなあるとき、グラスウェルズ国王フィリップが暗殺されそうになり、みなさんはなんとかそれを阻そ止ししました。




[image: ]




久保田：そして、実じつ行こう犯はんを捕つかまえて……。

ＧＭ：はい、その実行犯は「フェリタニア王国の女王ピアニィの差し金だ」と自白しました。そして、みなさんは真偽を確たしかめるため、ピアニィの許へ向かったのです。




[image: ]




きくたけ：「場合によっては殺せ」って命令されたけどな（笑）。

久保田：ここまでが、『ブレイク』シリーズ既き刊かんのおさらいですね。

ＧＭ：では、ここからが無印でのお話になります。みなさんがフェリタニアへ向かう直前に、グラスウェルズはレイウォールと手を組み、フェリタニアに進軍しました。

きくたけ：だけど、ピアニィはそれを上手にかわし、フェリタニアはメルトランドと連合王国を作り上げちゃうんだよなー。

ＧＭ：みなさんは改めてゴーダ伯はくからピアニィ暗殺を命じられ、戦いに行くわけですが……。

小暮：あと少しのところで、負けてしまいました。

きくたけ：しかし、戦いの後で誤ご解かいが解とけて、和わ解かいしたわけだ。

久保田：ここまでが『無印』三巻のお話。

ＧＭ：『無印』四巻は混成パーティの話でした。ナーシアとアンソンは、ピアニィとアルに協力してもらい、バルムンクの手に落ちたロッシュを救出します。ただ、ロッシュは魂たましいを封ふうじられていまして、なんとか肉体だけ奪うばい返かえした、という状況です。




[image: ]




きくたけ：そして、魂をなくした状じよう態たいのロッシュを連れて、グラスウェルズ国外へ逃とう亡ぼうしたところで終わったんですよね。

ＧＭ：補ほ足そくしておくと、現げん在ざいのロッシュはゴーダ伯の書しよ状じようにより、アンソンの家であるマンソン家の預あずかりになってます。




[image: ]




小暮：一いち応おう、私とゴーダ伯は別れの言葉を交かわしたんですよね。

きくたけ：「もうこれでお会いすることはないでしょう」だっけ？

小暮：もう！　思い出さなくていいから!!

きくたけ：……え？　なに気にしてるの？

小暮：…………。

ＧＭ：かたや、カテナとゼパは、ステラ救出のためにレイウォールに向かったナヴァールとベネットに同行しました。




[image: ]




きくたけ：そして、ハーリング伯になりすましていたバルムンクのベイオネットを倒たおし、捕とらわれていたステラを救出！




[image: ]




ＧＭ：カテナは一族の敵かたきを討うったわけです。

久保田：公式には、ハーリング伯家は滅めつ亡ぼうしたことになった？

きくたけ：カテナがレイウォールに戻もどり、自分がハーリング伯の跡あと取とりだと名乗りをあげれば再さい興こうできるかも。

久保田：そのつもりはないな。貴族がイヤで飛び出たわけだし……。

長田：そんなわけで、ナーシアたちの身を案じて、グラスウェルズに戻るところで終わりました、まる。

ＧＭ：そして、帝てい紀き八一二年一二月、エストネル王国で停戦会談が催もよおされました。結果、グラスウェルズ・レイウォール両軍の侵しん攻こうは、背はい後ごに〝不正な陰いん謀ぼうがあった〟として認みとめられず、旧きゆう国こつ境きよう付近まで撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされました。

きくたけ：メルトランド戦役が正式に決着したわけだ。

ＧＭ：はい。新たな統とう一いつ帝ていが生まれることはなく、ピアニィが主しゆ張ちようする、フェリタニア・メルトランド連合王国は認められました。

久保田：グラスウェルズやレイウォールに引けを取らない大国が、アルディオン大陸の中央にできてしまったわけです。

きくたけ：びっくりだよね（笑）。

小暮：グラスウェルズは負けたんですか？

ＧＭ：メルトランドへの侵しん攻こうは白紙、領土を失ってはいませんが、事実上の敗戦です。王国軍師ゴーダ伯は責任を取らされて、更迭されました。

長田：ワシらの上司が……。

ＧＭ：だから、もう正式には上司じゃありません（笑）。グラスウェルズ国内はひどいことになってますが、その話はまた後で。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そして、ここからが無印四巻から後の話になります。

きくたけ：まだ続くんですよねー（笑）。

ＧＭ：アルディオン大陸は新年を迎むかえ、大陸の地図は大きく描き換かわりました（と言いつつ地図をプレイヤーに見せる）。

小暮：（地図を覗のぞき込こんで）メルトランド、なくなっちゃった？















ＧＭ：いえ、フェリタニアと連合王国になっただけで、存そん在ざいはしてます。ピアニィも「メルトランド女王のスリスと私は同どう格かく」と言ってますし。
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久保田：ただ、スリスはもう神しん託たくを受けられませんし、ナーシアも巫み女こになるのを拒こばんでいるわけですから、国として残ったといえるかどうかは微び妙みようなところです。

ＧＭ：今の連合王国は、フェリタニア女王ピアニィがリーダーシップを取っていて、メルトランドやフェリタニア出身の人々がそれを支ささえている国、と考え方がいいかもしれません。

きくたけ：でも、人じん口こう比ひ率りつはメルトランド人の方が圧倒的に多いんだよね（笑）。

久保田：メルトランド人が納なつ得とくしないと、国単位での政せい治じは動かせなさそうな状態ですね。

小暮：ピアニィが暗殺でもされたら大変なことになりそう……。

ＧＭ：そのとおりですね。それから、フェリタニアの首都はバーランドだったのですが、連合王国樹じゆ立りつにより、ノルウィッチへと遷せん都としました。

きくたけ：メルトランドの首都レスノールも戦争でぼろぼろになったしな。……いや、我われ々われ自身にも責せき任にんはあるんだが（笑）。

ＧＭ：ですから、ピアニィやスリスをはじめ、ナヴァールやアルなど、主だった人物はみな、ノルウィッチにいます。そのため、ロッシュはノルウィッチに連れて行くことになります。
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小暮：ノルウィッチに、ですか？

ＧＭ：ロッシュを預けるのに最さい適てきな人物は、現在ノルウィッチとレスノールの間を忙いそがしく往おう復ふくしているオトガルだからです。




オトガル・カルカーニ

　メルトランド人。グラスウェルズにメルトランドが侵しん略りやくされた際、レジスタンスを率ひきいて反はん抗こうする。その際、グラスウェルズ王・フィリップの暗殺を試みるが、その計画そのものがバルムンクの罠わなだった。

　偶ぐう然ぜん旧きゆう知ちのナーシアと出会い、玉ぎよく座ざに着くように彼女に訴そ願がんした。
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長田：オトガルはメルトランド側の重じゆう鎮ちんだから、首都にいるのは自然だとして。なぜレスノールとノルウィッチを往復してるんです？

きくたけ：オトガルはレスノールで旧きゆうメルトランド王国軍の再さい編へん成せいをしてるんだよ。

ＧＭ：メルトランド軍が再編成されるとしたら、総そう大だい将しようはオトガルになるんです。メルトランド人の代表扱いですし、ピアニィとの仲も良好ですから。

小暮：良好なんですか？

ＧＭ：ナーシアとロッシュを連れて戻ってきましたから、「ピアニィ陛下はちゃんと約束を守る、信しん頼らいできる御方だ」って思ったわけです。

小暮：なるほど。

久保田：昔の軍隊を再編成するのには、旧きゆう王おう都とが向いているけど……。

ＧＭ：ただ、オトガルが迂う闊かつにノルウィッチを離はなれると、「やつは謀む反ほんを企くわだてているのでは？」とフェリタニアよりの人間から疑うたがいをかけられてしまう危き険けん性せいがあります。

長田：だからノルウィッチとレスノールの間を往復しているんですか。

きくたけ：大変だよねえ（笑）。

久保田：まあ、他にもノルウィッチは城しろが堅かたく防ぼう御ぎよ面でも安全度が高いなど、預け先として妥だ当とうでしょう。

ＧＭ：以上が、今までのおさらいです。

一同：……ふ――――――っ！

小暮：あー、長かった（笑）。




●今回予告とハンドアウト


ＧＭ：では、今回予告とハンドアウトを読み上げます。




　メルトランド戦役は終結、アルディオン大陸の戦せん乱らんは一旦は収おさまった。

　しかし、野望と陰謀はつきることなく、くすぶり続ける。

　帝紀八一三年九月。

　グラスウェルズに戻ったファントムレイダーズも、黒い罠から逃のがれることはできなかった。白竜王国に潜ひそむ見えざる影かげ、真の敵てきの正体は、はたして……？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第五話「見えざる影」

　……すべては竜りゆう輝き石せきの導みちびきの下に。




ＧＭ：今回の話は、帝紀八一三年九月頃ごろになります。

小暮：九月って……。前が帝紀八一二年一二月だったから……、九ヶ月も間が空いてます？

ＧＭ：秋の収しゆう穫かくシーズンが終わるまでは、どこの国もそう簡単に動けないんです。

久保田：冬は冬で寒かったり雪が降ふったりで、軍隊は動かし難がたいんですけどね。

きくたけ：秋口くらいからが戦争のシーズンだよな。略りやく奪だつ的てきに考えても。

ＧＭ：その戦争のシーズンが来て、きな臭い雰囲気になったところで、シナリオスタートというわけです（笑）。

長田：今日はこの〝見えざる影〟――つまりグラスウェルズに潜むバルムンクを追う話じゃな。

ＧＭ：そんな感じだと思ってください。

久保田：なるほど。

ＧＭ：物語はＰＣたちがグラスウェルズの首都ベルクシーレに戻って集合したところで開始です。だから、ハンドアウトはみんなそんな感じです。ただ、それをミドルフェイズの最初にして、オープニングはそれまでの各自の様子を演出する方針で行こうと思います。

長田：ふむ。〝ファントムレイダーズの日にち常じよう〟、というわけじゃな。

きくたけ：なるほど。現げん状じよう確かく認にんのために、それはありがたい。

ＧＭ：ちなみに、ゴーダ伯の後こう任にんのブランドル女伯は、ファントムレイダーズに指令を出していません。内ない政せいで忙しくて、それどころではないというのが実じつ情じようです。みなさんの身み柄がらはフリーな状態です。……そんなわけで、九月時点で、みなさんはどこにいます？

小暮：ナーシアはずっとロッシュのそばにいるでしょうから、ノルウィッチですね。

きくたけ：じゃあ、アンソンはナーシアとロッシュをノルウィッチまで送おくり届とどけたあと、実家のあるグラスウェルズに帰国かな。ロッシュはマンソン家の預かりってことになってるし。

久保田：カテナは、幻竜騎士団の身分を活いかして、グラスウェルズ国内で、バルムンクの内ない偵ていを進めると思います。

ＧＭ：なるほど。最後にゼパは？

長田：幻竜騎士団で後こう輩はいの指し導どうをしつつ、ゴーダ伯とチェスにでも興きようじられたら嬉うれしいです。

ＧＭ：なるほど、それは面おも白しろい。……では、ゼパはゴーダ伯の家に護ご衛えいとして派は遣けんされたということでどうでしょう？

長田：（目を輝かがやかせて）ぜひそれで！

ＧＭ：それでは、みなさんのハンドアウトを読み上げます。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：バルムンク　　　関係：仇敵

　ロッシュ（の身体）を救出し、グラスウェルズを脱だつ出しゆつしたキミは、オトガルを頼ってメルトランドに行った。連合王国の将しよう軍ぐんとして働く彼は、キミたちを快こころよく迎むかえ入いれてくれた。

　しかし、ロッシュはいまだ目を覚まさない。ロッシュの魂を探さがさなくてはならない。探たん索さくのカギはグラスウェルズに潜むバルムンクであることは間違いない。

　キミは再びグラスウェルズへ向かった。




ＧＭ：ノルウィッチに滞在していたナーシアですが、ロッシュの魂を探すためにはグラスウェルズに戻らなくてはなりません。

小暮（以下、ナーシア）：ロッシュの側にいたのはどれくらいの期間なんでしょう？

ＧＭ：そこは相談して決めましょう。

きくたけ：いろんな企画と関連してくるからな（笑）。

小暮：少なくとも『ファンブック』には出てますものね（笑）。




▼カテナ用ハンドアウト

コネクション：バルムンクの影　　　関係：疑ぎ惑わく

　一族の仇かたきである、バルムンクのベイオネットを、キミはついに倒した。

　しかし、バルムンクは大陸の影で、次なる陰謀を巡めぐらしているに違いない。この大陸からバルムンクの最後のひとりを倒す日まで、キミの旅は終わらない。

　まずはグラスウェルズに潜むバルムンクを見つけるべく、キミはベルクシーレに戻った。




久保田（以下、カテナ）：うーん。ピアニィ暗殺へと仕向けたのは、オトガルの背後にいた黒くろ幕まくだから、グラスウェルズ国内にいるかは微妙じゃないですか？

ＧＭ：そうですね。でも最終的にフェリタニア攻こう撃げきの判はん断だんを下したのはレアノールですよ。それを考こう慮りよすれば、グラスウェルズ国内に扇せん動どう役やくのバルムンクがいることは間ま違ちがいないかと。
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ゼパ：なるほど、確かにそうなのじゃ。

カテナ：……ただ、ベイオネットはもう倒したから、実はカテナ自身は、もはや清すが々すがしい気持ちで満たされてます（一同笑）。

きくたけ：おおっ！　カテナが菩ぼ薩さつのような顔になっている！（笑）

カテナ：いえいえいえ（笑）。もちろん、バルムンクをすべて倒すまで、がんばりますよ！




▼ゼパ用ハンドアウト

コネクション：グラスウェルズ王国　　　関係：愛

　白竜王国グラスウェルズ。今、この国は危機に瀕ひんしている。戦争に負け、陰謀に敗れ、それでも燃もえ尽つきることのない野望と欲よく望ぼうの黒い炎ほのおが渦うず巻まいている。

　この国を救えるのは愛だけだ！　キミのいない間に、誰だれかがそう叫さけんだ。

　そう、今こそキミの出番だ!!　キミの愛でグラスウェルズを救え！




きくたけ：誰が叫んだんだよっ！　ってアンソンのことか、これ（一同爆笑）。

ＧＭ：はい、『無印』四巻ですね（笑）。

長田（以下、ゼパ）：叫ばれたならしょうがない。助けに行かんといけないのぅ（笑）。

ナーシア：ゼパ様のハンドアウトはいつも「愛」だなぁ（笑）。

ＧＭ：ゼパは、愛があれば自分の使命が果たせるという設定ですから、愛のために戦っている限り、自分の目的に近づいていけるはずです！

ゼパ：うむ、そうじゃのぅ！（意い気き揚よう々よう）

ＧＭ：ＧＭにとっては、とてもありがたい設定です（笑）。




▼アンソン用ハンドアウト

コネクション：フィリップ王　　　関係：庇ひ護ご

　メルトランド戦役は終わり、グラスウェルズ国内は敗戦ムードが色いろ濃こく漂ただよっていた。王都では貴族たちが、相も変わらず権けん力りよくを巡る暗い争いに明あけ暮くれている。

　ゴーダ伯、リシャール、そしてロッシュがそばから離れ、この殺さつ伐ばつとした王宮にひとり取り残されたフィリップ王はいったいどのような気持ちでいるのであろうか？　王とは言えまだ一二歳さいのフィリップを守ることができるのは、キミだけだ……。




きくたけ（以下、アンソン）：リシャール先輩も王宮から離れたんでしたっけ？
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ＧＭ：「自分にも責任がある」と言って、幻竜騎士団に団だん長ちよう辞じ任にんの辞表を提てい出しゆつしてしまいましたから。その辺はシナリオがスタートしてから、改めて説明します。

アンソン：とにかく！　フィリップ王のことは僕が守らなきゃいけないってわけだなっ！　がんばらねば!!




●ＰＣのレベルアップ

　ＰＣのレベルアップは次のとおりです。それぞれのデータについては、次ページからのキャラクター紹介をご覧ください。




ナーシア：《デスゲイル》　１シナリオ一回、ダメージ＋30。

　　　　　《アクセルヒット》白兵のダメージが上昇。

カテナ：　《ダブルキャスト》　二回攻撃が、１シナリオ二回に。

　　　　　《アンプリフィケイション》　魔法ダメージ上昇。

ゼパ：　　《パーフェクトシールド》　盾の防御力が上昇。

　　　　　《スネイクビート》　武器攻撃のリアクションにダイスマイナス１。

アンソン：《インペレイティブ》　セットアップのスキルをふたつ使用可能。

　　　　　《フェイタルアーツ》　アコライトのスキルの効果＋10。











































▼ギルドスキル

ＧＭ：では、ギルドスキルの選せん択たくをお願いします。ギルドレベルはひとつ上昇しているので、新しいスキルを取得できますよ。

ナーシア：……どうせなら、個こ性せい的てきなスキルがいいなぁ。

カテナ：ファリストル城じようを改かい築ちくという演出で、《ＧＨ：》系の何かを取りますか？（笑）

ＧＭ：《ＧＨ：サルーン》を取得して、酒場でも開くとか？（笑）

ナーシア：（スキルガイドを眺ながめつつ）あ、《ＧＨ：クアハウス》がいい！　温おん泉せんを掘ほり当あてましょうよ！

アンソン：温泉!?　こ、効果は？

カテナ：【最大ＨＰ】が＋10。《ＧＨ：サルーン》だと、【最大ＭＰ】が＋10だね。

ナーシア：温泉に入れるから、《ＧＨ：クアハウス》にしましょう！（笑）

ＧＭ：そして、挿さし絵えではゼパ様の入浴シーンが描かれる（一同爆笑）。

カテナ：誰が喜ぶんですか、それは！（笑）

ＧＭ：ではそろそろ、最終的に持って行くスキルを宣せん言げんしてください。

カテナ：《蘇生》《祝福》《陣形》《目め利きき》《再さい行こう動どう》《限げん界かい突とつ破ぱ》《偽ぎ装そう情報》《高機動部隊》《ギルドシンボル》《ＧＨ：クアハウス》です。

ＧＭ：では、以上でプリプレイを終しゆう了りようします。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆ノルウィッチの陽光




　フェリタニア・メルトランド連合王国の王都ノルウィッチ。

　活気にあふれた新しい王都の喧けん騒そうを見下ろすノルウィッチ城じようにナーシアはいた。

「ねぇ、ロッシュ。今日は、花か壇だんの花が咲さいたの」

　目を覚まさない弟の手を握にぎり、ナーシアは話しかけるのだった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。まずナーシアのシーンから始めましょう。

ナーシア：はい。……どうぞ。

ＧＭ：舞ぶ台たいはフェリタニア・メルトランド連合王国の首都ノルウィッチ。その城じよう内ないにある塔のひとつ、日当たりのいい小こ綺ぎ麗れいな部屋がロッシュのために用意されました。

ナーシア：……ロッシュはずっと眠ねむったままなんですよね？

ＧＭ：そうですね。単たん純じゆんに寝ねているというよりは、ものすごく時間を引ひき延のばしたような状じよう態たいになっています。じっくり観察すると、とてもゆっくり呼こ吸きゆうをしていて、生きていることは間ま違ちがいないのですが、意い識しきはありません。刺し激げきを与あたえても、まったく反はん応のうを返しません。

ナーシア：……それでも、私わたしはロッシュの手を握って、「今日はね、花壇の花が咲いたのよ」と話しかけます。

ＧＭ：ああ、ロッシュは花が好きでしたね。

ナーシア：はい。返事はないと分かっていても、その日の出来事を、毎日報ほう告こくしています。

アンソン：うわー……。なんというか落ち着かない気分になってきたぞ（笑）。

カテナ：菊きく池ちさんはギャグが途と絶だえると耐たえられなくなる人だからなあ（笑）。

ゼパ：まるで子こ供どもなのじゃ。

ナーシア：（スルーして）「……ロッシュ。もうすぐ春がやってくるわ……」

ＧＭ：では、そんな風にナーシアがロッシュと過すごしていると、部屋にオトガルがやってきます。メルトランドへロッシュを移うつしてからというもの、オトガルは忙いそがしい公こう務むの合間を縫ぬって、ナーシアたちの面めん倒どうをよく見てくれてます。

ナーシア：……えっと（ちょっと困った顔をする）。

アンソン：ん、どうしたの？　ああ、そういえばオトガルはナーシアにメルトランドの女王になって欲ほしいと考えてるんだっけ？

ＧＭ：はい、ナーシアは聖樹に選ばれた巫み女こですから。ただ、現在の連合王国の状況を考えて、そういう発言はほとんどしませんよ。

カテナ：下手なことを言うと、内乱に発展しかねないからな（笑）。

ＧＭ：これはＧＭからの質問ですが、ナーシアはメルトランドの女王になることについて、どう思っているんですか？

ナーシア：プレイヤーはすっごく興味あるんですけどね、女王に！（一同爆笑）

アンソン：そうなのかっ!?

ナーシア：でもナーシアは、今はロッシュのことで頭がいっぱいだと思います。

ＧＭ：分かりました（笑）。オトガルが来たのは別の用件です。「ナーシア様、スリス様とイザベラ様がお会いしたいとのことです」と話しかけます。

ナーシア：……お世話になっている身ですし、会うのを断ことわる理由もないですから、承しよう諾だくします。ふたりに会いに行きましょう。




スリス・ロイドス

　メルトランド王国の元女王。グラスウェルズによるメルトランド侵しん攻こうの際、わずか五歳さいでありながら女王としての決けつ断だんを下し、新しん興こう国家フェリタニア王国との連合に成功した。その際、メルトランド女王の座を連合王国の女王となるピアニィに信しん託たくしている。




イザベラ・クリード

　現げん在ざい、フェリタニア・メルトランド連合王国の新しい首都となったノルウィッチを領りよう有ゆうする女伯はく爵しやく。メルトランド王家の血を引く。

　ノルウィッチはメルトランド王国の南なん端たんに位置していたが、グラスウェルズによるメルトランド侵攻に際した混こん乱らんの中、スリスを奉ほうじて徹てつ底てい抗こう戦せんを図はかる。そのときスリス奪だつ還かんに協力してくれたフェリタニア王国の女王ピアニィと親交を結び、協力してグラスウェルズ撃げき破はの切きっ掛かけを作った。
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ゼパ：しかし、なーんでスリスとイザベラがナーシアに会いたがるのじゃ？

ＧＭ：メルトランドにはロイドス、クリード、ガースの三つの王家があります。そして、その中のひとつの家か系けいから女王が選ばれます。その三つのうちのひとつがナーシアの母の家系なわけですが、残りふたつの家系の代表者がそれぞれ、スリスとイザベラなんですよ。




　メルトランドは聖せいなる樹きを信しん仰こうする民たみによって構こう成せいされる国。その声を聴きくことができるのは王家の中の選ばれた女じよ性せいに限かぎられる。それ故ゆえに女王を排はい出しゆつする三つの家は相そう互ごに婚こん姻いんをするなどして、血けつ統とうを保たもってきたのである。




ゼパ：おお理り解かいした！　要するに、親しん戚せきみたいなものなのじゃな。

ＧＭ：〝みたい〟じゃなくて、本当に血が繫がってます。ナーシアがやってくると、スリスは椅い子すから立ち上がってスカートの裾すそを摘つみ、頭を下げて挨あい拶さつします。「はじめまして、ナーシア様。あなたのことは、聖樹から伺うかがっておりました」

ナーシア：スリスはこの時点では五歳くらいですよね？　礼れい儀ぎ正ただしいなぁ……。

ＧＭ：一方、イザベラはいきなりナーシアに抱だきつきます。「あぁナーシアちゃん、久ひさしぶり！　生きていたのね、よかったわー！」

ナーシア：え？　え？（戸と惑まどっている）

ＧＭ：「ほら、イザベラよ！　覚えてない？」と顔を覗のぞき込こんできますよ（笑）。

ナーシア：（おずおずと）お、覚えて……ない。

アンソン：ああ、ナーシアはイザベラと会ったことがあるのか。

ＧＭ：親戚ですから（笑）。イザベラは「覚えてないかー。仕方ないかぁ。あの時のあなたは、今のスリスより幼おさなかったものねー」と頷うなずきつつ、昔話をしてくれます。

ナーシア：昔話？

ＧＭ：ナーシアの両親のことや、ナーシアが生まれた時のこと。イザベラは親戚のお姉さんですから、一緒に遊んだりもしたと思います。

ナーシア：……両親はどうしていなくなってしまったんでしたっけ？

ＧＭ：グラスウェルズの騎士の許に嫁いだあと、戦せん乱らんに巻まき込こまれて亡なくなりました。助かったのはナーシアとロッシュだけでした。

ナーシア：その後、ゴーダ伯に引き取られたんですね。

ＧＭ：そうです。

ナーシア：なるほど。……それで、スリスとイザベラは、昔話をしにきただけ？

ＧＭ：そのとおりです。ただ、同じ血を引く者同士ですから、ナーシアに対して興きよう味み津しん々しん。今までどうしてたのか、とかいろいろ聞かれることにはなります。

アンソン：……それ、マズくないか？

ＧＭ：メルトランドの聖樹のことですか？　そのことなら、ふたりは知ってますよ。

一同：えっ!?

ＧＭ：だって、みなさん二巻でオトガルに全部話してるでしょ？　それにスリスは、聖樹の神託として、ナーシアが聖樹の最期に立ち会うことを聞いていますし。

アンソン：そっかー。

ＧＭ：噂では「ファントムレイダーズが聖樹の命脈を盗んだ」と言われてますが、みなさんが枯らせたわけじゃないですから。そのことをふたりは理解してくれています。さすがに、グラスウェルズでのナーシアの立場を正確に知っているわけじゃないですが。

ナーシア：幻竜騎士団のことを詳しくは話せないので、ふたりからの質問には、グラスウェルズの騎き士し団だんに所しよ属ぞくしていた、とだけ答えておきます。

ＧＭ：すると、イザベラは「お父さんのあとを継いだのね」と納なつ得とくしたようです。そして、楽しそうにナーシアの両親の思い出話をしてくれます。スリスはニコニコ笑いながら、ナーシアを見ています。

ナーシア：今まで、こんな温かい環かん境きようにいたことがなかったから……どうしたらいいのか分からない。戸惑います。居い心ごこ地ちが悪いというか……。

ＧＭ：では、ある程てい度ど話をしたところで、イザベラが「それで、これからナーシアちゃんはどうするの？」と聞いてきます。

ナーシア：……ちらりとスリスを見ます。

ＧＭ：「聖樹が選んだのはナーシア様です。本来ならあなたがメルトランドの女王になるべき方です」とスリスは言います。イザベラは「メルトランドに帰ってきなさいよ、一緒に暮らしましょう」と笑います。

ナーシア：すごく動揺します。なんて答えたらいいか分からない……。

アンソン：まずはロッシュをどうにかしないと。

ナーシア：そうでした。「……今はロッシュのことで手て一いつ杯ぱい。申もうし訳わけないけれど、そこまでは考えられない」と答えます。

ＧＭ：イザベラが「じゃあ、せめて聖樹が最後に何を言ったのか、教えてもらえない？」と聞きます。

アンソン：それって、そんなに気にすることなの？

ＧＭ：スリスやイザベラはメルトランド王家のしきたりに慣なれ親したしんだ人間ですから、国を守ってきた聖樹のお告げはとても気になるものですよ。

ナーシア：スリスたちはお告げを聞いてない？

ＧＭ：あくまで、聖樹に選ばれた巫女はナーシアですから。スリスはお告げがあったことを知っていますが、その内ない容ようまでは聞かされていないわけです。

ナーシア：なるほど。では、知ち恵えの竜輝石を預あずかり、聖樹が生まれ変わる日まで守り抜ぬくよう言われた、と説明します。

ＧＭ：「聖樹が再ふたたび生まれてくるその時こそ、メルトランドの復ふつ興こうの時なのでしょうね」とスリスが言います。

ナーシア：「……たぶん」ロッシュのことでとてもお世話になっているから、お礼として、いずれは聖樹の若わか木ぎを見つけてきたいな……。

ＧＭ：ナーシアがその旨むねを話すと、ふたりはとても喜びます。それぞれ役目があるからこの地を離はなれることはできないけれど、できる限りの協力をすると言ってくれます。

ナーシア：……うん。よろしく。

ＧＭ：ふたりはナーシアの手を握ります。「何か辛つらいことがあったら、いつでもここへ帰ってきなさい。ここは、あなたの家なのだから」

ナーシア：……ありがとう。

ＧＭ：そこでオトガルがロッシュの話をします。「いろいろな医者に見せて、魔ま術じゆつ的てき手しゆ段だんも講こうじてみましたが、ロッシュ様を目覚めさせるのは無理でした。抜ぬき出だされた魂たましいを取とり戻もどさない限り、ロッシュ様が目覚めることはないとの見立てです」と説明します。

ナーシア：それは、ノルウィッチへ来てから、いろいろ試ためした結果ってこと？

ＧＭ：そうです。

ナーシア：（悲しげに）……そう。

ＧＭ：「ナーシア様は、ロッシュ様の魂の行方ゆくえに関して、お心当たりはございませんか？」

ナーシア：……私が会いに行った時には、すでに魂は。……ロッシュがベイオネットに乗っ取られる兆ちよう候こうみたいなものはなかったよね？

アンソン：うん。会いに行ったら、すでに乗っ取られたあとだった。

ゼパ：こうしてナーシアは、ロッシュの魂を捜さがしてあちこち出かけたのじゃな。

カテナ：そしてその間に、ナーシアはバルムンク一二人衆最強の敵と戦ったりしているわけで（笑）。

ナーシア：……帝紀八一三年の三月くらいの話、だっけ？




　そのあたりのくわしいことは、『アリアンロッド・サガファンブック　竜輝石の仲間たち』付ふ属ぞくのＣＤに収しゆう録ろくされた、ボイスドラマを参照してください。




ＧＭ：そしてさらに月日が経たって……。

カテナ：では、八月になったくらいの時期に、私がナーシアに手紙を出していたことにしましょう。「ロッシュの魂を奪うばったバルムンクは、きっとまだグラスウェルズ内に潜せん伏ぷくしているに違ちがいない」という内容で、グラスウェルズからノルウィッチのナーシア宛あてに送ります。

アンソン：グラスウェルズにいるバルムンクか。いったいどこに潜ひそんでいるのやら。

カテナ：まずは、乗っ取られる直前の、ロッシュの動きを洗あらい直すところから始めるべきだと思う。

アンソン：なるほど。手がかりっぽいのはそのあたりだもんな。

ナーシア：了解。では、そういう手紙のやり取りをした結果として、グラスウェルズに戻りましょう。オトガルに「……ロッシュの魂を探さがしに行ってきます。あとのことはよろしくお願いします」と頼たのんでおきます。

ＧＭ：進行にご協力ありがとうございます（笑）。では、ナーシアが再びグラスウェルズに戻るべく旅立ったところで、シーンを終了します。







◆Opening 02◆ゴーダ伯邸にて





　グラスウェルズ王都ベルクシーレにある、ゴーダ伯はくの屋や敷しき。

　そこで、ゼパは屋敷の主であるゴーダ伯とチェスに興きようじていた。

　もっとも、どうやら実力にはずいぶん差があるようだが……。




ＧＭ：次は、ゼパのオープニングシーン。住みこみでゴーダ伯の護衛をしているということでいいんですよね？

ゼパ：はい。できれば、ふたりでチェスみたいなゲームを一いつ緒しよにやりたいのじゃ。

ＧＭ：そういえばさっきもそんなことを言ってましたね。……では、場所はゴーダ伯の屋敷。ふたりでチェスをしているところから始めましょう。

ゼパ：ゴーダ伯は、今どんな状態なのじゃろうか？　軍ぐん師しは解かい任にんされたとのことじゃが。

アンソン：僕たちが前に会った時は、反対派の騎士に襲撃されて、リシャール先輩の屋敷に避難してたよね？（笑）

カテナ：『無印』四巻でのエピソードだね。

ＧＭ：もう自宅に戻っています。あんな事件があったので、護衛がつきましたが。

ゼパ：ワシのことか！（笑）

ＧＭ：ゴーダ伯は自分のことには無む頓とん着ちやくな人でしたので、今までは家に警けい備び員いんはおらず、家事をするだけの家令が数名いるのみでした。そのため、ゼパが警備役を買って出た時に、ブランドル女伯は喜んで辞令を出したという次し第だいです。
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ナーシア：ゴーダ伯の後こう任にんの人ですよね。

ＧＭ：はい。現在、王国軍師代行という肩書きです。

ゼパ：ワシとブランドル女伯は会話したりはしてるのかのぅ？

ＧＭ：してます。ゴーダ伯の後こう任にんがブランドル女伯ですから、現在のゼパの上司です。話が前後して申し訳ないですが、挨拶とかは、すませたことにしましょう。

ゼパ：なるほど、分かったのじゃ。

ナーシア：ゴーダ伯は、毎日なにしてるんですか？

ＧＭ：それなりに忙しく過ごしています。一応、自宅謹慎になっているので、屋敷から出ることはありませんが、来客の対たい応おうをしたり、書しよ斎さいで書類に目を通したりしてます。ちなみに、一番よく訪れるのはブランドル女伯です。

カテナ：王宮の執しつ務む室しつでやっていたことを、自じ宅たくでやっているだけ？

ＧＭ：さすがに王宮にいた頃ほど忙しくはありません。だからゼパとチェスをするくらいの時間は作れるわけです（笑）。ということで、今ふたりはチェスをしています。夕食後、来客もすべて帰って、居間でくつろいでいるところです。

アンソン：ゼパはずっと長考してたりして（笑）。

ゼパ：うーむ、と頭を捻ひねり。一いつ生しよう懸けん命めい考えながら、駒こまを置くのじゃ。

ＧＭ：「本当にそこでいいのかな？　このビショップがクイーンを取ってしまうぞ？」

ゼパ：「むむ、ま、待った！　い、今のはなしじゃ！」（一同笑）

一同：やっぱり、負けてる（爆笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯はあまり無駄なことはしゃべらないのですが、なんとなく楽しそうですよ。ていねいに良手を説明してくれたりします。

ナーシア：へぇ……、いつもとなんか違う（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ゴーダ伯の家にはもうひとり警備員として住みこんでいる人物がいます。

ゼパ：ふむ？　誰じゃ？

ＧＭ：幻竜騎士団の仲間、スカーです。
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一同：スカーが！（笑）

カテナ：一巻のオープニングにちょっとだけ登場したヤツか（笑）。

ゼパ：もしかして、スカーもゴーダ伯を尊そん敬けいしておるのか？

ＧＭ：いえ。スカーは、リシャールに対して畏い敬けいの念を持っていて、彼かれの命令だけは聞くのです。そのリシャールから依い頼らいされ、ここにいるという感じです。

アンソン：さすがは先せん輩ぱい。政せい敵てきのゴーダ伯の身辺警護に気を配るのか。

ゼパ：ならば、空き時間はスカーも一緒にチェスに興じているわけじゃな。

ＧＭ：スカーは気が短いので、負けそうになるとチェス盤ばんを引っくり返しますけど（笑）。

ゼパ：そういう時は、仲良く喧けん嘩かするのじゃ♪（一同爆笑）

カテナ：トム＆ジェリーじゃないんだから（笑）。

ゼパ：他にはどんな人物と会えるのじゃろうか？

ＧＭ：ブランドル女伯の次によく現われるのはクレセントです。

ゼパ：おお、クレセントも幻竜騎士団の同僚なのじゃ。




クレセント

　幻竜騎士団所しよ属ぞくの工作員。変へん装そうの名手で神出鬼没。ＰＣの前には連絡役として登場することが多い。




[image: ]




ＧＭ：彼かの女じよもブランドル女伯の部下になっているはずですが、それとは別に、ゴーダ伯と連れん絡らくを取っているようです。

カテナ：変装の名人だから、毎回違う姿で現あらわれたりして（笑）。

ゼパ：風のように現あらわれて、風のように去っていくのじゃな（うんうんと頷く）。

アンソン：……なあ、ゼパ。いまのうちにクレセントと少しは話をしておいたらどうだ？

ナーシア：あっ、そうだ。無印の四巻では気になる終わり方をしてたから……。




　無印四巻に登場したクレセントは、エンディングで謎なぞの人物に、ファントムレイダーズやピアニィに関する情じよう報ほうを報告していた。なお、報告はマスターシーンで行なわれたので、プレイヤーは知っているけれど、ＰＣは知らない情報という扱あつかいなのである。




ゼパ：むむぅ。……では、近きん況きよう報告くらいはしておくかのぅ。

ＧＭ：それではクレセントとの会話をしておきましょうか。ゴーダ伯と会った後、帰ろうとするクレセントに話しかけたということで。

ゼパ：うむ。クレセントよ息そく災さいじゃったか？

ＧＭ：「とりあえず生きている。お前もな」と答えると、珍しく笑顔を浮かべ「フリーバレットには勝ったな、おめでとう」と言います。

ゼパ：約束は果たしたのじゃ。

ＧＭ：「ゼパ、お前ゴーダ伯の護衛をしているのか」とクレセントは聞いてきます。

ゼパ：もちろんじゃ。ゴーダ伯は、このグラスウェルズに必要な方じゃからのぅ。

ＧＭ：「だが、伯はすでに王国軍軍師ではないのだぞ？」と興きよう味み深ぶかげに聞いてきます。

ゼパ：役やく職しよくなど関係ないのじゃ。

ＧＭ：「ふぅん。……お前自身の好意でやっている、ということか？」と不思議そうな顔で訊きいてきます。

ゼパ：ワシはグラスウェルズから給料をもらっている軍人じゃ。グラスウェルズを支える人物のために働くのは、当然のことなのじゃ。

ＧＭ：「……この国に尽つくそうというのか？」

ゼパ：当然なのじゃ！（胸むねを張はる）

ＧＭ：「どこからやってきたかも分からぬお前が、グラスウェルズに忠ちゆう誠せいを尽くすのはおかしな話ではないか？」

ゼパ：どこの出身か分からぬのは、ゴーダ伯とて同じ。さまざまな国の人間を受け入れてきたこの国に忠誠を誓ちかうのは、悪い話ではないじゃろうて。

ＧＭ：すると、クレセントは、納得したような、していないような、微妙な表情を浮うかべます。

ゼパ：むむ……？

ＧＭ：「そうか。では、……仕事があるので、この辺で」と言って、クレセントは去っていく、というところでシーンを終了したいと思います。

ゼパ：クレセントは何か言いたかったのじゃろうか。気になる……。







◆Opening 03◆アンソンの憂鬱





　ナーシアはノルウィッチから帰らず、リシャールは辞表を出した。

　ひとり寂しく今後について悩なやんでいたアンソンの許に、従じゆう者しやが辞令を持ってやってきた。

　そしてその辞令を出した人物は、――――なんとも微妙な男であった。




ＧＭ：さて、みなさんお待ちかねの、アンソンのオープニングです。

アンソン：お待たせしました。アンソンです（笑）。僕は基き本ほん的てきにグラスウェルズにいるぞ。というかどこにも行けそうもない。

ＧＭ：ナーシアたちがノルウィッチに行くまでは同行しますよね？

アンソン：うん。ナーシアが落ち着いて、周りにいる人たちも信しん頼らいできる人がどうかの確認はするな。ゴーダ伯からうちにロッシュを預けられたわけだから、僕にも責せき任にんがあるし。

ＧＭ：そうすると、イザベラたちがナーシアに優やさしくするのは目もく撃げきしたわけですね。

アンソン：そうそう。微笑ほほえましく見守るよ。

ナーシア：……殺す（笑）。

アンソン：なんでだよっ！

ＧＭ：ほら、慣れない場面なんで照れがあるんですよ（笑）。

ナーシア：そういうわけじゃないですけど……。

ＧＭ：はいはい、ツンデレツンデレ（一同爆笑）。そんなわけで、アンソンは、スリスやイザベラたちならば信用できるだろうと思い、グラスウェルズに帰き郷きようしました。ところが帰ってみると、リシャールが辞表を出し、幻竜騎士団は揉もめに揉めています。




　グラスウェルズの国内情勢を簡単に説明しよう。

　グラスウェルズの貴族は大きくふたつの派閥に分かれている。ひとつは守しゆ旧きゆう派（昔からの貴族の権利を守ろうとするグループ）、もうひとつが新しん興こう派（最近になって手柄を立て、地位を高めてきたグループ）である。

　新興派の最有力者ゴーダ伯が、メルトランド侵攻の失敗の責任を取らされて更こう迭てつされたのを皮切りに、現在、守旧派の勢力が増しており王宮での実権を掌しよう握あくしようとしている。ところが、守旧派の代表格であるリシャールも幻竜騎士団長を辞任、それを引き留める守旧派と、巻き返しを狙う新興派が争い、グラスウェルズの王宮は混迷を極めているのだ。




アンソン：リシャール先輩は人望があるからなあ（しみじみ）。

ＧＭ：さらに悪い情報があります。

アンソン：やだなー（笑）。

ＧＭ：中央の政情が混乱している影響で、各地で小さな反乱が次々と起きます。

アンソン：周囲を征服してどんどん大きくなってきた国だからね、火種はたくさんある。

ＧＭ：さらに、アンソンのところへは個人的な知らせが来ます。

アンソン：個人的に？　誰からの知らせ？

ＧＭ：フェリタニア王国軍師ナヴァールです（笑）。

一同：えぇー!!

ＧＭ：内容は「レイウォールの大商人が、グラスウェルズ国内に大量の食料や物資を運び込む計画を立てていた。ちなみに、その商人ゴルドレイの正体はバルムンクである。ご用心されるよう」というものです。

アンソン：ああー、ゴルドレイか！




　ゴルドレイは、『アリアンロッド・サガ・デスマーチ②　愛はお金で買えません！』に登場するバルムンクである。リプレイ中で、ＰＣたちはゴルドレイから謎の書類を手に入れる。報告を受けたナヴァールはその内容をアンソンに知らせてきたというわけである。
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アンソン：社長、あのエピソード拾ったんだ。あの時の書類の内容はそういうことだったんだ（←『デスマーチ』シリーズにＰＣとして参加している）。それは調査しないと。

ＧＭ：レイウォールからの物資は、どうやらグラスウェルズ国内の反乱分子を支援する目的があったようです。ナヴァールからの情報を基に素早く対処できたので、押収できたものもありますが、一部は行方不明です。

カテナ：そんな状態で、幻竜騎士団長不在で大丈夫なのか？

ＧＭ：国内の反乱への対処は、基本的に王国軍師代行のブランドル女伯の担当です。彼女はゴーダ伯の指示を受けてなんとかやっています。リシャールも団長は辞任していますが、個人的には協力しているようです。今のところ深刻な紛争には発展していません。

ゼパ：やはりあのふたりがいないと、この国はダメじゃな。

ＧＭ：そんなこんなで、帝紀八一三年八月頃。どうにか幻竜騎士団団長の後任が決まって就しゆう任にん式しきのためにベルクシーレに赴任しました。新任の団長はエダム公アンリという人物です。
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アンソン：ああ……。

カテナ：あいつが出てきたか。

ナーシア：誰？

カテナ：（微妙な顔で）我々は一応知っているのです。

ナーシア：偉い人なんですか？

ＧＭ：何しろ、「フィリップ王の叔お父じ」ですから。グラスウェルズ王国王位継けい承しよう権けん第一位。フィリップ王の祖そ父ふであるエグベルト王の末まつ子しです。ちなみに、王位継承権第二位の人物はこのシナリオに出てこず、第三位はリシャールになります。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：ハーフエルダナーンの男だん性せい、独どく身しん。現在は三三歳で、エグベルト王が死し亡ぼう時にはまだ五歳でした。エルダナーンの血を引いているため、年ねん齢れいの割わりには若わかくて、美形です。

カテナ：女性関係にはだらしないはず……。

ＧＭ：そのエダム公アンリから、アンソンは召しよう喚かんされます。就任式より前ですね。

アンソン：リシャール先輩の後任かぁ。……よし！　後任としてふさわしい人物か僕が見み極きわめに行ってやる！

ＧＭ：はいはい、がんばってください。と、いうわけでエダム公アンリとアンソンは、幻竜騎士団団長室で会うことになります。

アンソン：……少し前まではリシャール先輩が使っていたあの部屋か。行き慣なれているから、普ふ通つうにドアをノックしよう。

ＧＭ：すると、部屋の中から「入りたまえ」という声が聞こえます。

アンソン：「失礼します」と言って入室、と同時に素す早ばやく調度品をチェーック！　悪あく趣しゆ味みなものに変わっているかどうかで、相手の器うつわが知れるからな！（笑）

ＧＭ：リシャールの時に比べると、調度品は相当派は手でになっています。

アンソン：これは減げん点てん対象だな（メモを取るポーズで）。

ＧＭ：アンリは鎧よろいや軍服ではない、貴族らしい派手な服を着ています。アンソンに向かって「やあ、アンソン卿！　よく来てくれたね！　まぁまぁ、かけたまえ！」とにこやかに話しかけてきます。

アンソン：「こ、これはありがとうございます」と、緊張しながら椅子に腰こしをかけよう。

ＧＭ：アンリはフレンドリーな態度でアンソンに話しかけます。「いやぁ、今日はキミに頼たのみたいことがあってねー！」（テンションが高い）

アンソン：……ん？

ＧＭ：アンリは、執務用のデスクからワインとグラスを出して、アンソンに勧すすめます。「まぁ、一杯ぱい飲みたまえ」

一同：えっ！

アンソン：今、何時頃？

ＧＭ：真っ昼間ですよ。ちなみに、アンリはもう飲んでるようです、顔が赤い（笑）。

アンソン：え？　え？　王位継承権第一位の人だから、かしこまった態度を取ろうとしてたんだけど。どう対応していいのか分からない！（笑）

ナーシア：知ってるんじゃなかったの？

アンソン：フランクな人だってことは知ってたけどさ、ここまでとは思ってなかったよ！

ＧＭ：無理矢理アンソンにグラスを渡わたすと、アンリは自分のにもワインを注ぎます。で、「グラスウェルズの未来に、乾かん杯ぱい！」とグラスをぶつけ、一気に飲のみ干ほしてしまいます。
















アンソン：……ま、まぁ、自分より身分の高い人が飲めというんだから、断るわけにもいかないな。……ワインを飲みます。

ＧＭ：「今度、僕が幻竜騎士団の団長をやることになったんだけどさー。幻竜騎士団ってこの大陸最強の騎士団だろう？」

アンソン：は、さようでございます。

ＧＭ：「リシャールは華はな々ばなしい戦功を立ててきた立りつ派ぱな男だ。でも、あの戦争の責任を取って辞任だろ？　なかなか後任がいなくてねー」

アンソン：は。あの方に代わる騎士は誰だろうと、常つね々づね思っておりました。

ＧＭ：「いやぁ、リシャールの代わりを務つとめられるような騎士はいないよー。でも、後任を決めないわけにもいかないだろ？　だから、みんなから『身分とか血ち筋すじとかあるから、キミが納おさまれば誰も文句言わないだろう。やっとけよ』って言われちゃってさー。しょうがないから引き受けたんだよー！」

アンソン：えっと……そ、それは、おめでとうございます（やや退き気味）。

ＧＭ：「ありがとー。でも、僕に務まるといいなぁー」

アンソン：はい……。ただ、そのフランク過ぎる態度は改められた方がよいかと。

ＧＭ：「まぁまぁ、そーんなカタイことは言わず！　ささ、もう一杯！」

アンソン：「は、いただきます」といただいて……三〇分後。

一同：？

アンソン：「いやぁ！　フランクな方が気心が知れていいですよねぇ、本当に！」と、ぐでんぐでんに酔よっ払ぱらっている僕！（一同爆笑）

一同：おい―――っ！

カテナ：駄だ目めだコイツ！　使いものにならん!!（笑）

ＧＭ：アンリは「でしょでしょ？」と、アンソンの言ったことに陽気に相づちを打ちます。アンリは大変お酒が好きなのです（笑）。

カテナ：……パーティとかをよく開かい催さいするタイプですよね。ある意味貴族らしい。

アンソン：なるほど。分かりやすい。

ＧＭ：「僕、武ぶ術じゆつとか苦手なんだよ。むかーしちょっとだけ戦場に行ったこともあるけど、けちょんけちょんに負けちゃったしさー。あ、当然指揮とかも苦手なわけよ」

アンソン：は、はぁ。……いかん返事のしようがない！（笑）

ＧＭ：「団長にならなきゃいけないのにねー。困こまっちゃってさー」

ゼパ：……菊池さんと悠羅さんが微妙な顔をしていた理由が分かったのじゃ。

アンソン：いやぁ、想像以上だよ（笑）。

カテナ：お前もだがな（笑）。

ナーシア：……幻竜騎士団、終わったな（一同爆笑）。




　ちなみに、なぜ菊池と久く保ぼ田たが微妙な顔をしていたかというと、アンリの人となりは二〇一〇年八月末に発売された、『アリアンロッド・サガ・タクティクスガイド』に紹しよう介かいされており、執しつ筆ぴつ者しやであるふたりは、その原げん稿こうの中身を知っていたからです。

　なお、こういう残念な人物として設せつ定ていしたのは鈴吹の希望によるものだったりします。




ＧＭ：アンリは言います。「リシャールにも相談したんだ。『お前の代わりに少しの間、団長をやるけど。軍事は苦手だから、困るなー』って言ったら、『歴戦の勇士を副団長にすればいい』ってアドバイスされたんだよー」

アンソン：ああ、それはとてもいい案ですなあ。

ＧＭ：「だから、アンソン君に、副団長になって欲しいんだよねー」

一同：…………。

アンソン：……はあぁ!?（素すっ頓とん狂きような声を上げる）

ＧＭ：「リシャールがキミを大プッシュしてたんだよねー」

アンソン：……ＧＭ、再さい確かく認にんしますが、僕の地位と実力は、幻竜騎士団内でどのくらい？

ＧＭ：国王暗殺を防いだり、手柄もずいぶん立てましたが、副団長は大抜擢と言えます。それに、地位に関してはそれなりです。もっといい家系の人もいますから。

アンソン：……素面しらふだったら断るところだが。

ナーシア：……だが？

アンソン：今の僕は酔っ払っていて気がでかくなっているので、引き受けちゃう！（笑）

一同：やっぱり、こいつもダメだ!!（笑）

ＧＭ：「キミならそう言ってくれると思ったよ！　じゃあ、今日からキミは幻竜騎士団の副団長ね。あ、この承しよう諾だく書しよにサインして」

アンソン：は、サインしますよー！　ラッキー♪（笑）

ＧＭ：「僕は戦争はからきしなんで、よろしく頼むよ！」

アンソン：任まかせてください！　リシャール先輩仕じ込こみの腕うで前まえをご覧らんにいれましょう！

ＧＭ：「うんうん。リシャールも応おう援えんしてくれるって言ってるから、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

アンソン：ですよねー。

ＧＭ：「じゃ、さっそく、フィリップに報告に行こうか」

アンソン：「行きましょう！」　……待て、酔よっ払ったまま行くのか!?（一同爆笑）

ＧＭ：アンリはアンソンを引き連れ、意い気き揚よう々ようと王宮に向かいます。

アンソン：では、歩いていくにつれ、徐じよ々じよに酔いが醒さめていくことにします。

ＧＭ：アンリは鼻歌とか歌って、楽しそうです。

カテナ：一方、だんだん冷静になるアンソンであった（笑）。

アンソン：待て……僕はさっき、何に、サインをした？（笑）

ゼパ：後こう悔かい先に立たずなのじゃ。

ＧＭ：胸を張り、颯さつ爽そうと王宮を歩くアンリ。態度から、育ちのよさが伺うかがえます。

アンソン：で、ですよねー。王位継承権第一位なんだもんなぁ。

ＧＭ：女官のお尻しりにタッチしたりして、「もうアンリ様ったら！」なんて言われてます。

アンソン：……軽けい薄はくな貴族のテンプレートのような御お方かただ。

ＧＭ：そんな感じですね。謁えつ見けんの間へ入るのにも、誰の咎とがめもありません。むしろ、警けい備び兵へいなどが一いつ斉せいに頭を下げたりするくらいです。

アンソン：ひー！

ＧＭ：しかし、「ああ、いいんだよー、かしこまらなくて」と言いながら、アンリはすたすたとフィリップの許へと行きます。

アンソン：ＧＭに質問。僕がフィリップ王に会うのはどれくらい久しぶりですか？

ＧＭ：身分的にアンソンひとりでフィリップに会いに行くのは厳きびしいでしょうから、リシャールと一緒に会いに行った時以来でしょう。

アンソン：そうなると、半年以上会ってなかったってことか。

ＧＭ：フィリップは立ち上がって「これはアンリ叔父上、ようこそいらっしゃいました」と挨拶をします。隣となりにはレアノールもいます。

アンソン：レアノール……王おう太たい后ごうまでいるの!?

ＧＭ：「陛へい下か！　前にお話しした件についてですが。幻竜騎士団団長を拝はい命めいするにあたって、副団長はぜひこの男にと言っていた、アンソン・マンソンが快こころよく承しよう知ちしてくれました」と言って、アンソンの肩かたを抱きます（一同笑）。

アンソン：「あ、あのー……本当に、僕のような若じやく輩はい者ものでよろしいのですか？」ってびくびくしながら聞いちゃうよ！

ＧＭ：フィリップは嬉しそうに立ち上がると「アンソンか、もっと近くに」と言います。

カテナ：衛えい兵へいは止めたりしないの？

ＧＭ：制せい止ししようとしますが、フィリップが「よい」と言うと、おとなしく下がります。

アンソン：で、では、言われたとおりにフィリップに近づきます。

ＧＭ：「久しいな、アンソン」と言うと、顔と顔が触れあいそうなくらいまで近づきます。

アンソン：？

ＧＭ：他の人に聞こえないくらいの声で、「ロッシュはどうしたのだ？　なぜ王宮に来ない？　オスウィンがお前に預けると言っていたが……今、どうしている？」と訊ねてきます。

カテナ：ロッシュの事じ件けんは、フィリップ王には知らされてないのか。

アンソン：僕はフィリップに心を許ゆるしているからなあ、全部言いそう（笑）。

ナーシア：（冷たく）アンソン。迂う闊かつなこと言わないで。

アンソン：（焦あせりつつ）は、はい！　い、今はグラスウェルズを離れておりまして。そ、その……療りよう養ようのために！

ＧＭ：「そうなのか……病やまいならば、仕方あるまい。治ったならば、必ず宮きゆう殿でんに顔を出すように伝えてくれ」

アンソン：それはもちろん。

ＧＭ：「ロッシュがいないと毎日がとても退たい屈くつだ。くれぐれもよろしく頼むぞ、アンソン」

アンソン：は、お任せくださいませ！

ＧＭ：では、すっと顔を離します。「アンソン。そこに膝ひざをつけ」

アンソン：「は、はい」　言われたとおり、片かた膝ひざをつきます。

ＧＭ：フィリップはつかつかとアンソンの前に立つと、剣を抜きます。




　フィリップは王おう剣けんを抜くと、刀身の平の部分をアンソンの肩に当て、おごそかに宣せん言げんする。

「アンソン・マンソン。純じゆん白ぱく竜りゆうアインの加護の下、汝なんじを伯爵に任ずる」




アンソン：うわああ！　も、もうあとには退けないぃぃぃっ!?

ＧＭ：「いつでも王宮に来て、ロッシュの話をしてくれ。執務室にはいつ来てもいいように、侍従たちに伝えておく」

アンソン：……なるほど。これで僕は、フィリップ陛下の話し相手として、王宮内のフリーパスを手に入れたことになるんだな。

ＧＭ：そういうことですね。今日から、騎士アンソンサー・アンソンではなく、アンソン伯爵カウント・アンソンになります。

カテナ：マンソン家の地位ってどれくらいだっけ？

ＧＭ：あくまで聖せい騎き士しの家いえ柄がらであって、伯はく爵しやく家けではありませんでした。アンソンはとてつもなく出世したことになります。領地などに関しては、あとで通達がくるでしょう。

カテナ：仮かりにも幻竜騎士団の副団長だから、伯爵くらいの地位がないと、周りに示しめしがつかないんだろうなあ。

ＧＭ：そうですね。そして、周囲にいた人たちはざわめいています。

カテナ：伯爵だから、アンソンの一代では終わらないからね。お取とり潰つぶしにならない限り、子孫まで受うけ継つがれることになる。

アンソン：「ありがたく拝命します」……でも、周りの視し線せんが痛いたいよー！（笑）

ＧＭ：すると、フィリップの側にいたレアノールは、アンソンの手を取ります。

アンソン：うっ、この人は苦手なんだよな……。

ＧＭ：弱々しい声で「フィリップをお願いしますね」と繰くり返かえします。

アンソン：へっ？

ＧＭ：まじまじとレアノールを見ると、なんだかちょっと老ふけたような印象を受けます。

アンソン：……いろいろな事件の心労で老けた感じ？

ＧＭ：アンソンにはそう見えます。

アンソン：さすがに、フィリップに対しては親身になって考えているんだなあ。ここは「身命に代えまして」と真ま面じ目めに答えよう。

ＧＭ：「ありがとう。頼たよりにしていますよ」

アンソン：……何だ、案外いい人じゃないか！　自分が書いた原稿では、ひどい人っぽく扱っちゃったよ、ごめんね！（一同笑）

カテナ：この状況ですから、レアノールは結けつ構こう心理的ダメージを受けているんでしょうね。

ＧＭ：大切な息むす子こであるフィリップの暗殺未み遂すい事件が起きたり、絶ぜつ大だいな信頼を置いていたゴーダ伯が更迭されたり。その上、宮中内では腹はらの立つことも多いでしょう。

アンソン：言われてみれば、そのとおりだな。

ＧＭ：そのようなやり取りのあと、アンリはアンソンを連れて謁見の間から出ます。アンリは「もう一杯飲んでいかないか？」とアンソンを自分の部屋へと誘さそいますが、どうします？

アンソン：いえ、これ以上飲むと何を言いだすか分からないので、やめておきます！（笑）







◆Opening 04◆カテナの憂鬱





　人生最大の目的――一族の仇あだ討うちを遂とげてしまったカテナ。

　しかし、真の意味での復ふく讐しゆうはまだ終わっていない。〝バルムンク〟という組そ織しきを追おい詰つめ、潰すまで終わるわけにはいかない。単身調ちよう査さを進めるカテナだったが――。




ＧＭ：では、最後に。カテナのオープニングシーンになります。

カテナ：九月までの間は、ベルクシーレでいろいろと探さぐっております。フィリップ王暗殺未遂事件についてや……。

アンソン：ロッシュの件も知っていていいんじゃないかな？

ＧＭ：そうですね、全員集合はしなくても、連絡を取り合うことはできるでしょうから。

カテナ：うん。ベイオネットはこの手で倒たおして、仇あだを討うったはずだったんだが……どうやって、ロッシュに取り憑ついたのだろう？

ＧＭ：何らかの支し援えんがあっただろうことは推すい定ていできます。ナーシアたちの前に現われた時に「あの御方にもう一度だけチャンスをいただいた」と言ってました。

ナーシア：ああ、言ってた言ってた。あの御方って……。

ＧＭ：プレイヤーが混乱しないように説明しますが、〝あの御方〟自体は菊池さんの担当なので、こっちには出てきません（一同笑）。ただ……。

カテナ：グラスウェルズにいる、他のバルムンクの協力があったのは間違いない、と？

ＧＭ：はい、そのとおりです。そこまではカテナが推測してよいでしょう。

カテナ：……では、自分の探たん査さ能のう力りよくの限げん界かいを感じ、フェリタニア・メルトランド連合王国に向かったナーシアと連絡を取ったりしました。

ＧＭ：それがナーシアのオープニングシーンに繫つながるわけですね？

カテナ：はい。そのとおりです。

ＧＭ：ＧＭとしてはたいへん助かります（笑）。では、そんなこんなで月日が経ち……、九月よりは前、日付を明確にする必要はないので、夏のある日としておきましょう。カテナは、ブランドル女伯の執務室に呼よばれます。

カテナ：ファントムレイダーズの隊員全員で？

ＧＭ：いえ。ファントムレイダーズとしてではなく、カテナ個人として呼び出されます。

カテナ：……では、呼び出しに応おうじます。でも、この人とまだ面識はないんだよな（笑）。

ＧＭ：ブランドル女伯はゴーダ伯の後任だから、現在の上司です。すでに赴任の挨拶はすんでいることにしましょう。場所は、かつてゴーダ伯のものだった執務室です。

カテナ：何なに事ごとでしょうか？

ＧＭ：その部屋の新しい主は、カテナが訪れると、椅子を勧めるより前に「貴き君くんにひとつ、頼みがある」と切り出します。

カテナ：いきなりだなぁ（笑）。「頼み、ですか？」

ＧＭ：「私が今、グラスウェルズ王国軍軍師代行を務めているのは知っているな？」

カテナ：はい。

ＧＭ：「貴君に、わたしの……、軍師補ほ佐さ官かんになっていただきたい」

カテナ：……意外な申し出だな。「なぜわたしに？　わたしは、グラスウェルズ生まれではございません」

ＧＭ：ブランドル女伯は、「わたしの上司であるゴーダ伯とて、もともとはグラスウェルズの人間ではない」と笑って答えます。

カテナ：ではこちらも苦く笑しようしましょう。「確たしかに、それはそのとおりです。しかし、そのような大切な役目をなぜわたしに？」

ＧＭ：「メルトランド戦せん役えきで、グラスウェルズは事実上敗北を喫きつした。そのせいで、この国はいろいろと揺ゆれている。私の仕事も非ひ常じように難むずかしい。優ゆう秀しゆうな補ほ佐さ官が必要だ」

カテナ：「はい」　忙しいのは、今までの話で分かっていることだからな。

ＧＭ：「カテナ・アウレア。貴君の傭よう兵へい時代の華々しい戦歴については、調べさせてもらった。いろいろと苦労をしたようだが、補佐官として務めてもらえれば、領りよう地ちだって手に入るぞ？」　ちなみに、カテナが元レイウォール貴族であることは知らないようですね。

カテナ：それは、命令ですか？

ＧＭ：「このような仕事だから、強きよう制せいするつもりはない。だが、断る理由もないと思うが？　貴君がグラスウェルズのために働いてきたことは、報ほう告こく書しよを見れば分かる」

アンソン：カテナは知的な人物だから、ブランドル女伯は自分の側に置きたがってるんだろう。他にあまり軍師系キャラがいない（笑）。

ＧＭ：カテナの働きだけ見れば、彼女の評価が高いこと自体は不思議ではないでしょう。出世ですから、世間的に考えればとてもいい話です。

カテナ：だからといって、受けられる話ではないな。……お話はありがたいのですが、わたしにはまだやり残したことがございますので。

ＧＭ：断られると思っていなかったようで、ブランドル女伯は驚きます。

カテナ：わたしは……一度、部下を亡くしておりますゆえ。

ＧＭ：「……そうか。……では、この話は保ほ留りゆうということにしておこう。気が変わったらいつでも言ってくれ。少なくとも、私が騎士の身分までは保ほ証しようできる。私には、補佐をしてくれる優秀な人材がどうしても必要なのだ」

カテナ：補佐官になることはできませんが、必要なことがあればお手伝いいたしましょう。

ＧＭ：「ありがたい。私は、いずれはゴーダ伯が復ふつ帰きなされると思っている。その時には、私と並ならんでゴーダ伯の補佐をしてもらいたい。それと……」

カテナ：それと？

ＧＭ：ここでブランドル女伯は笑って言います。「貴君を補佐官にするように根回しをした時、守旧派が嫌いやがると思ったのだが、ひとりだけ熱ねつ烈れつに支し持じをするものがいてな？　比ひ較かく的てき、話がとおりやすかったのだよ」と言います。

ナーシア：……それって。

カテナ：そ、それは、白竜騎士団団長のエゼルバルド卿ですか？
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ＧＭ：「そうだ」

一同：やっぱり！（笑）

カテナ：……それは、……彼らしいですね（苦笑）。

ＧＭ：「エゼルバルド卿は貴君の白竜騎士団時代の仕事ぶりを、大たい層そう評ひよう価かしていたぞ？」

カテナ：あまり無下に断るのも何なんで、ここは「分かりました」と引き下がろう。

ＧＭ：はい。ブランドル女伯は、自分に都合の悪いことには耳を貸かさないタイプなので、それでいいと思います（笑）。

カテナ：王宮内で動きやすい立場を手に入れられるのはありがたいから、このくらいの立ち位置がいいところだと思う。

アンソン：ここで探っておいて欲しいことがあるんだけどな。ブランドル女伯は、ロッシュの件について、どれくらい知ってるかについて。

カテナ：なるほど。それは重要なことなので質問しておきましょう。

ＧＭ：「陛下の従者か？　アンソン卿の預かりになったと、ゴーダ伯からは聞いているが」という反応です。行方不明になったことは知らないようですね。

カテナ：フィリップ王暗殺未遂事件の顚てん末まつはどうなった？

ＧＭ：「暗あん殺さつ犯はんは処しよ刑けいされた。貴君らの報告により、ピアニィが犯はん人にんではないとされたが、その後は捜そう査さに進展はない」バルムンクについて、ブランドル女伯に報告しますか？

カテナ：そうですね。難しいところだな――――。それでは、バルムンクという言葉を知っているか、かまをかけてみましょう。

ＧＭ：ブランドル女伯はこう答えます。「国をまたいだ犯はん罪ざい組織か？　私はよく知らん。ゴーダ伯には何かお考えがあるようだったが……貴君がその調査を担たん当とうしているのか？」

カテナ：ゴーダ伯から受けた任にん務むの中に、そのようなものがあったとだけ言っておきます。「残念ながら、あまり進展しておりません」

ＧＭ：「悪いが、その件にはあまり人員は回せない。フィリップ王暗殺未遂事件の捜査については、貴君に一いち任にんしよう。何か必要なものがあれば、言ってくれ」

カテナ：……ゼパを借り受けることはできますか？

ＧＭ：「かまわない。ゼパ・フリンジコルトは今、ゴーダ伯の護衛を買って出ているが、個人的に協力を求めるとよい。ファントムレイダーズは事実上、小隊としては解かい散さんだからな」

ナーシア：えっ、そうなの？

ＧＭ：ブランドル女伯は続けます（笑）。「この件は知っているか？」

カテナ：なんでしょう？

ＧＭ：「アンソン卿が、幻竜騎士団の副団長に就しゆう任にんするそうだ」

カテナ：……はい？　い、今、何と？（一同爆笑）

アンソン：なにその表情！　何がそんなにおかしいんだ!?（笑）

ナーシア：……自分でも笑ってるくせに（笑）。

カテナ：プレイヤーは知ってたけれど、カテナは、アンソンが副団長になると言われても、信じられるわけがない。今までの経けい験けん的てきに考えて！

ＧＭ：「それから、小隊長であったナーシアは、ゴーダ伯から任を解とくように言われている。わたしには、彼女に対する命めい令れい権けんはない。貴君は私の補佐、ゼパはゴーダ伯の護衛。もはや小隊として行動する必要はないだろう」

アンソン：ファントムレイダーズ、解散のお知らせか。

ＧＭ：はい、幻竜騎士団内部に、ファントムレイダーズという小隊の存そん在ざいはなくなります。

アンソン：ＧＭ！　ギルドとしてのファントムレイダーズは存在するんですよね？

カテナ：そのはずです。ギルドの解散はＰＣ側の任にん意いだから。

ＧＭ：解散はあくまでも物語の設定です。ＰＣが解散しようと決めない限り、ルール上ギルドとしてのファントムレイダーズは残っています。

カテナ：……では、ゼパを引ひっ張ぱる権けん限げんをもらったところで改めて「引き続き、フィリップ王暗殺未遂事件についての調査を進めます」と、ブランドル女伯に言います。

ＧＭ：ところが！　この後、ブランドル女伯は毎日あなたを呼び出し、処理しきれない仕事を次々と回してきます。カテナはたいへん多忙な日々を送ることになるわけです（笑）。

カテナ：げぇぇ（笑）。

アンソン：ようこそ、こちら側へ（笑）。

ＧＭ：そして、会う人物すべてにカテナを「私の補佐をしている」と紹介します。

カテナ：断ったのに！（一同爆笑）

ＧＭ：でも、「お手伝いしましょう」とも言ったでしょ（笑）。

カテナ：ほ、本当に自分の都合のいいことしか聞こえない人なんだ（笑）。

ＧＭ：今後カテナは、ブランドル女伯にいつでも会いに行けますし、王宮内もかなり自由に行動できるようになります。幻竜騎士団本部くらいでしたら、フリーパスです。あまり身分が高い人に会うのだけは難しいでしょうけどね。

カテナ：……まぁ、それでよしとするか（苦笑）。

ＧＭ：カテナも忙しく日々を送るうちに九月になったということで、オープニングフェイズを終了いたします。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ファリストル温泉、湯けむりの宿




　グラスウェルズとかつてのメルトランドの間にあった、要よう塞さいファリストル城じよう。

　山の上で威い圧あつしていたころの面おも影かげはなく、麓ふもとで平和な佇たたずまいを醸かもし出だしている。

　ナーシアたちを迎むかえに出てきたミネアは、嬉うれしそうに笑いかけた。




ＧＭ：ミドルフェイズの最初のシーンです。まずは、全員でファリストル城しろにて情じよう報ほう交こう換かんというのを想定しているのですが、それでいいですか？

アンソン：おお！　これで《ＧＨ：クアハウス》が演えん出しゆつできる！（笑）

ナーシア：それは確たしかに重要！（笑）

カテナ：でも、それ以上に重要なのは、久ひさしぶりにメンバーが集合することだろう。

ゼパ：九～一〇ヶ月ぶりの全員集合なのじゃ。

カテナ：交換しなくちゃいけない情報は山のようにある状じよう況きようだからな。

アンソン：そういえばそうだった！　温泉の演出ばっかり考えて忘わすれてた！（一同爆笑）

ＧＭ：はいはい、とりあえず、温泉からすませましょうか（笑）。では、みなさんがファリストル城へ到とう着ちやくすると、ミネアが「聞いてください！　いいことがあったんですよ！　温おん泉せんが湧わいたんです！」と笑え顔がおで出で迎むかえてくれるということで。




ミネア

『ブレイク』第一話に登場した、機械人間エクスマキナの少女。その正体は国こつ境きようの城じよう塞さいファリストル城の外部ユニットである。




[image: ]




ＧＭ：急きゆう遽きよ、別べつ棟むねとして、温泉施し設せつが作られました。大浴場になっており、ついたてで区切られています。もし、兵士たちがたくさんやってきた時には、男湯／女湯どちらかのみに変えられるようにという心こころ遣づかいです。

アンソン：すばらしい！

ＧＭ：「今日はみなさんのために、温泉は貸かし切きりです！　自由に使ってください！」

アンソン：では、話もそこそこに、「ひゃっほー！」と温泉に飛とび込こみます（笑）。

カテナ：お前は子こ供どもかっ！　……こんなのが幻げん竜りゆう騎き士し団だんの副団だん長ちようになるのか。

アンソン：ゼパを捕つかまえて、頭を奇き麗れいに磨みがくぞ！

ゼパ：は、ピカピカに磨かれたのじゃ（笑）。

カテナ：「隣となりがうるさい」と言いながら、女湯に入る（笑）。
















ナーシア：……アンソン、はしゃぎすぎ。

ＧＭ：そんな感じで、ひととおり温泉を堪かん能のうしたあと、バルコニーで涼すずみながら話をするといいと思います。ついたて越ごしに話をするのは何でしょうから。

ナーシア：……いいお湯だった。

アンソン：いやあ、まるで、ＨＰが10増ふえそうなくらいいいお湯だ（笑）。

カテナ：またメタな表現を……。

アンソン：夕ゆう涼すずみをしつつ、夕飯もいただこう。

カテナ：確かここらへんは、山あり海ありの地形だから、食事は美う味まいはずだな。

アンソン：宿屋としても機き能のうしてるから、ファリストル城は儲もうかってるんじゃない？

ナーシア：……次は《ＧＨ：サルーン》を取って、料理もお酒も提てい供きようするようになるといいかもしれない。

ゼパ：どうせやるなら、本ほん格かく的てきにやるのじゃ（笑）。

アンソン：戦争が終わっても、僕ぼくらはここの経けい営えいで食べていけそうだ（笑）。




　残念ながら、そういうルール的効果はありません。




ＧＭ：では、食事を取りつつ、情報交換したという展てん開かいにしましょう。オープニングまでに伝えた情報の他ほかに、このシーンで情報収しゆう集しゆう判はん定ていをして成功すれば、ここまでに調べていたことにして新たな情報を得られます。

アンソン：うーん。グラスウェルズに潜むバルムンクを追うにしても、今手がかりはロッシュの事件だけ。ロッシュについて調べるかなぁ？

ＧＭ：一いち応おう、もう一度おさらいしておきます。ナーシアとアンソンはゴーダ伯はくを説得し、ロッシュを自由の身にしていいという許きよ可かを得ました。ところが、王宮へ向かうと、ロッシュは出かけていて、女官から手紙を渡わたされました。

カテナ：手紙の内ない容ようは「ロッシュは預あずかった。返して欲ほしければ森の奥おくまで来い」だっけ？

ＧＭ：そんな感じです。郊こう外がいの森へ行くと、ロッシュはいたのですが、その時にはベイオネットに体を乗っ取られていました。

アンソン：どうしてベイオネットに体を乗っ取られてしまったか、そのいきさつが分からないんだよなあ。

カテナ：ロッシュの足取りもよく分かっていない。

ＧＭ：ロッシュの足取りについては、目もく撃げき情報があります。【精せい神しん】か【幸運】で判定して、難なん易い度どは10と15の二段だん階かいで、高い達成値を出だすとその分情報が増えます。

カテナ：ナーシアと連れん絡らくを取っていたわけなんで、わたしが調べていたことにしよう。《ドラゴンソウル》を使用。（ダイスを振ふる）……16で成功。

ＧＭ：すると、夕方から夜にかけて、うつろな目の身なりのよい少年が、ひとりで街の外へ出かけていくのが目撃されていたことが分かります。

カテナ：……ベルクシーレの中で乗っ取られて、外へ出て行ったということか。

ＧＭ：そうなります。達成値15で分かる情報は、「街の外では目撃されていない」です。

カテナ：なるほど……、ピアニィがベルクシーレに来てすぐに、ロッシュの身み柄がらは押おさえられたわけだから、関係ない人物がどこかでロッシュを待ち受けていたとは思えない。

アンソン：じゃあ、ロッシュと接せつ触しよく可か能のうそうな人物を洗あらいだしたらいいんじゃないか？

ナーシア：ロッシュは王宮内に住んでいるのだから、関かかわれる人は少ないはず。

ＧＭ：軟なん禁きんされているわけではないので、時間が空けば外出も可能でした。ただ、通つう常じようは関われる人が少ないのも確かです。

カテナ：ゴーダ伯とか、フィリップ王とか？

ＧＭ：ゴーダ伯、リシャール、エダム公アンリ、ブランドル女伯、フィリップ王、レアノールあたりが候こう補ほになります。

ゼパ：では、ワシはレアノール王おう太たい后ごうについて調ちよう査さしておくかのぅ。（ダイスを振る）……達成値は23じゃ。

ＧＭ：レアノールは個こ人じん的てきにはゴーダ伯を非ひ常じように信しん頼らいしています。ゴーダ伯の解かい任にんに関しては猛もう烈れつに反対し、結果として権けん力りよくを落としました。自分がゴーダ伯のアドバイスを聞き入れず、フェリタニアへ侵しん攻こうした結果、敗戦し、ゴーダ伯がすべての責せき任にんを負って解任されてしまいましたので、精せい神しん的てきにも参っているようです。

ゼパ：つまり、自分のせいで、自分の右みぎ腕うでを左さ遷せんさせてしまったわけじゃしな。

ＧＭ：レアノールは、メルトランド戦せん役えき以い降こうおとなしくなり、若じやつ干かん老ふけ込こんだようです。新しん興こう派はのトップがこの状じよ態うたいですので、守しゆ旧きゆう派はは権力を盛もり返かえしています。ただ、政せい治じ的てきな感覚は鈍にぶい人なので、レアノール自身はそこを危き惧ぐしてはいないようです。

ゼパ：むう、犯はん人にんはレアノール王太后ではなさそうじゃのぅ。

カテナ：裏うらの顔を隠かくしている、ということでもない限かぎり、犯人にはなりそうもないな。

アンソン：では、僕はアンリ新団だん長ちようについて調査したい。

ＧＭ：ああ、アンリは今のところ、アンソンしか接せつ点てんがありませんからね。どうぞ。

アンソン：（ダイスを振る）……達成値20だ。

ＧＭ：アンリはグラスウェルズ内で有名人です。もちろん守旧派です。ただ、今まで話に出てこなかったのは、有ゆう能のうだという評ひよう判ばんが一いつ切さいないような人物だったからです。

アンソン：そうだろうなぁ（笑）。

ゼパ：幻竜騎士団団長は無む能のうなヤツになってしまうのか。悲しいのぅ……。

アンソン：ほら、副団長は有能なヤツだって噂うわさだから安心して！

一同：そこも不安なんだ！（笑）

アンソン：……あれーっ？（笑）

ＧＭ：アンリはろくに戦争に行ったことはありません。王宮にも顔を出しますが、今まで基き本ほん的てきには自分の領りよう地ちの中にいました。そして、毎日遊あそび暮くらしていたようです。

アンソン：パーティを開いたり？

ＧＭ：はい。狩かりをしたり宴うたげを開いたりするのが好きで、酒と奇麗な女じよ性せいが大好きな、絵に描えがいたような放ほう蕩とう貴き族ぞくです。政せい治じ、戦争、領りよう土ど拡かく大だいに一切興きよう味みを示さなかったようです。

カテナ：有能な部下がいて、その人たちが一いつ生しよう懸けん命めい領地を切きり盛もりしてきたんでしょう。

ＧＭ：ただ、社しや交こう性せいは高いので、みんなから「いい人なんだけどね」と言われます。

カテナ：……戦時中でなければ、芸げい術じゆつなどで才さい能のうを発はつ揮きしたかもしれなかったな。

ＧＭ：愚おろかな人間だと推すい測そくでき、しかも王位継けい承しよう権けん第一位ですから、御み輿こしとして担かつぎたがっている人はそれなりにいます。

カテナ：なるほど。アンリを形だけの王にすれば、自分が実じつ権けんを握にぎれるから、か。

ＧＭ：はい。ゴーダ伯も、アンリには優やさしくしていたようです。

アンソン：うーん。アンリも犯人じゃなさそうな雰ふん囲い気き。

ＧＭ：ナーシアはどうします？

ナーシア：ブランドル女伯について調べます。【精神】が４しかありませんが（笑）。

カテナ：ゴーダ伯の後こう任にんだから、調べておいて損そんはないでしょうね。

ナーシア：（ダイスを振る）……12です。

ＧＭ：それでは、達成値10以上で分かる情報を伝えます。メルトランド戦役の和平会議で、エストネルへグラスウェルズの代表として行ったのが、ブランドル女伯とアンリでした。




メルトランド戦役の和平会議

　帝紀八一二年の一二月にエストネル王国で行なわれた国こく際さい会議。グラスウェルズのメルトランド侵攻が否ひ定ていされ、かつての国境まで引き下がることを余よ儀ぎなくされた。




ＧＭ：会議の結果がグラスウェルズにとって最悪のものだったので、お互たがいが「あいつのせいだ」と責任をなすりつけあっていて、ふたりの仲はとことん険けん悪あくになってます。

カテナ：ブランドル女伯は新興派ですよね？

ＧＭ：はい。新興派の代表はレアノール、ゴーダ伯ですが、リシャールの対たい抗こう馬ばとして、シルヴェストル・カローという美形の貴族もいます。シルヴェストルも、比ひ較かく的てきよく王宮に出入りしてます。
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アンソン：なんか、戦争前より権力争いがひどくなってない？

ＧＭ：今までは、守旧派のリシャールと新興派のゴーダ伯が、お互いの能力を認みとめあい、それなりに上手くやってきたんです。ところが、ここに来て突とつ然ぜん、ふたりがいなくなったため、対立が表面化してしまったという感じです。

ナーシア：……なるほど。

ＧＭ：そういえば、カテナを通じてブランドル女伯から、ファントムレイダーズ小隊解かい散さんの通達が来たわけですが、みなさん、ギルドとしてはどう対たい応おうします？

アンソン：ギルドマスターはナーシアだし、ロッシュが目を覚ますまでは解散しなくていいと思うけど。

ＧＭ：ロッシュを目覚めさせるために、バルムンクを追うギルドという認にん識しきでいいですか？

ゼパ：うん。それでいいのじゃ。

ナーシア：……でも、カテナは敵かたき討うちが終わってしまったんですよね？

カテナ：わたしは、バルムンクはずっと追い続けていくし、ロッシュの事じ件けんを追えば、バルムンクにたどり着くのは間ま違ちがいないわけだし……。それに、普段は言わないけど、ナーシアのことは心配してるんで（笑）。

ＧＭ：ナーシアに対して、他の三人は感かん情じよう移い入にゆうしてますからね。問題はないでしょう。

ナーシア：……ありがとう。

ＧＭ：では、ひととおりの情報交換がすんだということで、ここでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆幻竜騎士団の栄光……？





　グラスウェルズの王都ベルクシーレ。都市の中央には王宮が聳そびえ、周囲を圧あつしている。

　その王宮に設しつらえた広場に、儀ぎ礼れい用の鎧よろいを身につけた幻竜騎士団の団だん員いんたちが整列している。

　大陸最強と名も高い幻竜騎士団の、新団長の就しゆう任にん式しきが始まるのだ。




ＧＭ：ミドルフェイズのシーン２は、イベントシーンになります。ナーシアのみ登場するかどうか自分で決めてください。他の人は登場してもらうことになります。

アンソン：どんなシーンです？

ＧＭ：幻竜騎士団の新しい団長の就任式です。幻竜騎士団団員はベルクシーレの王宮の広場に集められ、儀礼用の装そう備びをし、整列しています。フィリップ王をはじめ、白竜騎士団団長のエゼルバルド、軍ぐん師し代行のブランドル女伯など、グラスウェルズの偉えらい人たちが来らい賓ひんとして来ています。

アンソン：なるほど。

ＧＭ：フィリップ王は、全員の前でアンリを団長に任にん命めいします。アンリも就任の挨あい拶さつをしたりします。

ゼパ：もしかして、騎士団の中で一番戦せん闘とう力りよくが低いのは……。

ＧＭ：アンリかもしれないですね（一同笑）。

ゼパ：ワシらはきっと、列の中ぐらいで話を聞いているのじゃな。

アンソン：で、「たりぃー。早く終われー」とか言っているわけだ（笑）。

カテナ：何を言っているんだ？　アンソンは最前列にいるに決まってるだろう。

アンソン：え？　……ああ！　僕、今日から正式に副団長か！（笑）

ＧＭ：はい。アンソンは最前列にいますよ。それでナーシアはどうします？

ナーシア：前のシーンで名前があがった人たちって、この式典に来てます？

ＧＭ：ほとんど来ています。

ナーシア：なら、木こ陰かげにでも隠れて、こっそりと様子を伺うかがいます。

アンソン：そうだ！　リシャール先せん輩ぱいはこの場にきてますか？

ＧＭ：リシャールも来ています。前団長ですし、幻竜騎士団自体を抜ぬけたわけではありませんから、団員として最前列にいます。

カテナ：そうか！　騎士団内の序じよ列れつで言うと、今はリシャールよりアンソンの方が上なんだ。

アンソン：何と！　まさかそんな日がこようとは！

ＧＭ：では、アンリの就任の挨拶が始まります。挨拶は意外としっかりとしています。歴代の国王や将しよう軍ぐんの名言を引用した、賢かしこい感じのスピーチをします。

アンソン：……実はアンリって、賢いキャラ？

カテナ：スピーチの原げん稿こうを書いた人が頭ず脳のう派なのかもしれない（笑）。

ＧＭ：「今は辛い時ではあるが、心をひとつにして、この国を守っていこう！　我われらの悲願、フィリップ陛下を統とう一いつ帝ていにするまで！　このグラスウェルズに統一帝を！」とアンリは宣せん言げんします。

アンソン：確かに。それなりにいいこと言う。

ＧＭ：ここで、ちょっと【知力】判定をしてください。

アンソン：（ダイスを振る）12だ。

ナーシア：（ダイスを振る）13。

カテナ：（ダイスを振る）16です。

ゼパ：（ダイスを振る）９なのじゃ。

ＧＭ：それでは、全員が分かってよいのですが、明らかに団員数が減へっていることに気づきます。リシャールが団長でないと納なつ得とくがいかないという人たちが去ったからでしょう。ちなみに、スカーもこの場にいません。

カテナ：逆ぎやくに、アンリを支し持じする人たちが入ってきたりはしてないの？

ＧＭ：もちろん、アンリの支持者と思おぼしき人が増えていたりはします。が、トータルで見ると人員は減ってます。

カテナ：なるほど。リシャールの人望が窺うかがえる。

ゼパ：ゴーダ伯は？

ＧＭ：自じ宅たく謹きん慎しん中なので、公式の場である就任式にはいません。代わりにブランドル女伯がいるわけです。

アンソン：時代は変わるものだ……。

ＧＭ：幻竜騎士団における、新興派の勢せい力りよくが落ちてますねぇ。

カテナ：守旧派が実権を握ったか。

ナーシア：……考えたら団長も副団長も守旧派だった。

アンソン：……そうそう。僕は守旧派！（笑）

ＧＭ：アンリの挨拶が終わったあと、アンソンも紹しよう介かいされます。「新しい副団長の、アンソン・マンソン伯だ」

ナーシア：「ぶーぶー！」

アンソン：いきなりブーイングを飛ばすなよっ！（笑）

ＧＭ：どれくらい人望があるかを決めましょうか（笑）。アンソンは【精神】で判定してください。

アンソン：（ダイスを振る）達成値は20です。

ＧＭ：では、けっこうな人数が、アンソンの副団長就任を祝ってくれます。特に若わか手てから支し持じされているようです。ロッソという若わかい騎士などは、ニコニコと笑いながらアンソンを祝ってくれますよ。

ゼパ：む？　新キャラかのう？

ＧＭ：せっかくこういう展開になったので、騎士団のＮＰＣを増やしておこうと思いまして。このシナリオではたぶんもう登場しませんけど（笑）。

アンソン：なんにせよよかった！　少しだけ安心したよー！

カテナ：まあ、アンソンは武ぶ術じゆつに優すぐれた家の出身、それなりに認められているはずだな。

ＧＭ：「マンソン家の人間が出世するのはおかしくないけど、最近何か功こう績せきをあげたっけ？」という反はん応のうは少なくありません。コネで出世したのか、と。

ナーシア：何だ、家の力なのかぁ。

アンソン：……いいんだよ！　家いえ柄がらもステータスのひとつ！（笑）

ＧＭ：アンソンは公にできないような仕事ばかりさせられているんで、そういう評ひよう価かになってしまうんです。ネーロという新興派の中年の騎士などは、アンソンに対して聞こえよがしに「功績もなくコネで出世した」と言っていたりします。

カテナ：ファントムレイダーズは裏部隊だから、それは仕方ない。

ＧＭ：「ゴーダ伯の許で働いてたらしいぞ」「今回の戦果ナンバーワンだと言って、リシャール殿どのがフィリップ陛下に紹介したらしい」「悔しい、リシャール様はわたしのものよ！」と団員たちは囁ささやきあってます。

アンソン：……待て！　今、変なのが混まじってたぞ!?（笑）

カテナ：「あの若さならいずれは団長になるな。今から取り入っておくか」とか企たくらんでいるのもいそうだな。

アンソン：幻竜騎士団にも、俗ぞく世せにまみれたヤツがいる？

ＧＭ：けっこういると思います。エリート部隊だからこそ、国のためにというより、自分が偉くなりたい、出世したいと思う人たちもそれなりにいるでしょう。だって、手て柄がらを立て、出世するのは悪いことじゃないでしょう？

アンソン：む……確かに。

ＧＭ：一方で、淡たん々たんと任にん務むをこなす人たちもいます。ビアンコという老騎士などはその代表ですね。

アンソン：その人はどんな人？

ＧＭ：たたき上げの老騎士で、グラスウェルズ王国に忠ちゆう誠せいを誓ちかっている人です。守旧派でも新興派でもない、中立的な立場を保たもっています。

ゼパ：なるほどのう。まだ、救いはあるか。

カテナ：ところで……。

ＧＭ：はい？

カテナ：ロッソ、ビアンコ、ネーロって、イタリア語で赤、白、黒ですよね？

アンソン：なんてテキトーな名前だ！（一同爆笑）

ＧＭ：名前をたくさん考えるときは、外国語の色とか数字にすると楽なんですよ（笑）。

アンソン：ああ、その気持ちは分かるなあ（笑）。

ＧＭ：まあその辺はともかく、就任式が終わると、その後にパーティが催もよおされます。みなさん、出席しますか？

アンソン：副団長だから、出席しないわけにもいかないだろう。

カテナ：わたしも出席しておこう。

ゼパ：ワシは堅かた苦くるしいのは苦手じゃ。就任式が終わったら、すぐに帰るのじゃ。

ナーシア：パーティはやめておく……。

ＧＭ：では、アンソンとカテナはパーティ会場へ、他のふたりはシーンから退たい場じようです。

一同：はい。

ＧＭ：先ほどまでとはうって変わり、アンリは鎧なども脱ぬいで、非常にフランクな態たい度どに戻もどります。そして、団員たちにしきりに酒を勧すすめます。

アンソン：じゃあ、僕は最初は断ことわってるんだけど、そのうち飲みだして……。

ゼパ：ちょっと……。

アンソン：盛せい大だいに酔よっ払ってしまう！

一同：またか！（笑）

アンソン：グラスウェルズのために、くゎんぷぁ～い！

ＧＭ：「くゎんぷぁ～い!!」と、若い騎士たちが一緒に杯を干します（笑）。

ナーシア：……これが副団長。

ゼパ：幻竜騎士団は、もう終わりなのじゃ（一同爆笑）。

カテナ：ではわたしはアンリを観察していよう。

ＧＭ：ひとりひとりの騎士に声をかけてますね。「キミは○○君だね？　たしか××の戦いで戦果をあげていたね。いや、私わたしは戦争が苦手だから、よろしく頼たのむよ！」

カテナ：ほぅ？

ＧＭ：アンリは団員の名前や経けい歴れきをしっかり覚えているようですね。

アンソン：おお！　実はけっこう頭いいんじゃん!!

ＧＭ：かと思うと、給仕の女官のお尻にさわって「キャー」と騒がれたり（一同笑）。

カテナ：ふーん……。「新しい団長は、なかなかやるようじゃないか」とアンソンに声をかける。

アンソン：超ちよう酔っ払った声で、「あ？　とーぜんじゃーないか！」と答える（笑）。

カテナ：……お前という男は、本当にどうしようもないな（笑）。

ＧＭ：それなりの人数がアンリに対して「軽けい薄はくな人かと思っていたけど、実はいい人じゃないか」と喜んでます。

アンソン：気のいいあんちゃんじゃないか、アンリ団長。

ナーシア：……アンソンもね（笑）。

ＧＭ：……さて、そろそろ次のシーンに移うつりますが、やりたいことはありますか？

アンソン：そうだなあ。王宮に行って、ロッシュが出て行く様子を見ていた人がいないか、いまのうちに目もく撃げき者しや捜さがしをした方がいいと思う。

ナーシア：……けっこう時間が経たったけど、まだ覚えてる人がいるかな？

アンソン：ロッシュはフィリップ王の従じゆう者しやだから、覚えている人がいてもおかしくはないだろう。

カテナ：それから、ゴーダ伯に会って話をしておいた方がいいと思う。

ＧＭ：手分けして調査します？

アンソン：ああ、それも手だな。なら、僕はリシャール先輩に会いに行く！

ナーシア：……私はゴーダ伯に会いに行く。

カテナ：それならわたしは王宮内で聞きき込こみをして、ロッシュの足取りを追いましょう。

ゼパ：ワシもカテナに付き合うのじゃ。

ＧＭ：分かりました。では、シーンを終了します。







◆Middle 03◆リシャール邸にて





　パーティが終わり。参加者たちが解散していく。

　その最中、アンソンはリシャールに声をかけた。

「先輩、お時間をいただけませんか？　少々お話したいことがあって」




ＧＭ：まずはリシャールに会いに行ったアンソンのシーンからいきましょうか。

アンソン：なら、先ほどのパーティのあと、リシャール先輩に声をかけて、ふたりきりの時間を作ってもらったことにしよう。

ＧＭ：はい。では、「込み入った話なら、私の屋敷で話そう」と言われ、リシャールの自宅へ招まねかれました。

アンソン：僕は喜んで先輩についていきますよ。

ナーシア：ひゅーひゅー♪

アンソン：なんだよ。せっかく僕がロッシュのために情報収集をしようとしているのに。

ナーシア：……気にせず続けて（笑）。

ＧＭ：気を利きかせたリシャールが人ひと払ばらいをしてくれて、ふたりきりになりました。リシャールが手ずからお茶を淹いれてくれます。……さてどんな話をしますか？

アンソン：アンリ団長のことを話します。「リシャール先輩が幻竜騎士団団長に一番ふさわしい人物だと思っています。ただ、スピーチといい、パーティでの立ち回りといい、アンリ公もそれなりの人物と見受けました」

ナーシア：酔っ払ってたくせに……。

アンソン：うるさいなぁ（笑）。きっと、酔いが醒めたところでカテナが耳打ちしてくれたんだよっ！

カテナ：じゃ、そういうことで（笑）。

ＧＭ：リシャールは「たしかに、あの人は他人から好かれやすい。だが、幻竜騎士団を率ひきいるに足る人物ではない。軍事に関してはまったくの無能だ」と苦く笑しようします。

アンソン：だからこそ、僕が副団長になったのではないかと考えておりますが。

ＧＭ：「ああ、私が強く推すい薦せんしたからな」

アンソン：そういえばそうだった！（笑）

ＧＭ：「面おも白しろいことに、ゴーダ伯もアンソンのことを推薦したようだよ？」

アンソン：「そうでしたか……」と、僕も釣つられて苦笑い。それから、ロッシュの件けんについても話をしておこう。

ＧＭ：ロッシュとリシャールとはそれほど縁えんがあるわけではないので、ほとんど目新しい話は訊きけません。「グラスウェルズにも、バルムンクは潜ひそんでいるのだな……」と、リシャールがバルムンクへの危惧を強める感じに会話が転がります。

アンソン：「フィリップ陛下の従者がそのような目にあっていたのか」という感じ？

ＧＭ：そのとおりです。幻竜騎士団団長を辞した後、リシャールはバルムンクについては調査をしていたようですが、進しん展てんはなかったようですね。

アンソン：リシャール先輩は、戦いは得意でも、調査は不得意そうだろうからなぁ。

カテナ：騎士らしい騎士、だからね。謀ぼう略りやくは不得手な方だろう。

ＧＭ：正せい攻こう法ほうを好むタイプで、ゴーダ伯のように密みつ偵ていを使うというのも不得意でしょう。助言をしてくれる参さん謀ぼうが配下にいるでしょうが、さすがにバルムンクの件は相談できません。

カテナ：どこに潜んでいるかも分からないし、相談相手を巻まき込こんでしまうしなあ。

ＧＭ：リシャールはアンソンに言います「バルムンクについて独どく自じに調べ、このグラスウェルズにどれほど潜んでいるか調査してみた。だが、私には、まったくその痕こん跡せきを摑つかむことができなかった」

アンソン：まったく、ですか？

ＧＭ：「ああ。もしかしたら私には見つけることはできないのかもしれない。私とは違ちがうものの見方をする者が、違う角度から調査をしなければ無理なのだろう」

アンソン：……どういうことですか？

ＧＭ：リシャールは恥はずかしげに「私は少々頭が固いのかもしれないな」と言います。

アンソン：……いかんいかん！　つい「そうですね」と言いそうになった（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：メタな言い方をすると、ＮＰＣだから発見できないんですけどね（笑）。

アンソン：そうなの？

ＧＭ：ただ、ゴーダ伯はバルムンクの存そん在ざい自体は知っていましたが、リシャールの立場からだとグラスウェルズ内のバルムンクは見つけられないんです。これには理由があります。

アンソン：ふーむ……。その違いが、何かのヒントなのかな。とりあえず、「バルムンクに関しては、僕らが追います。ご安心を」と言っておこう。

ＧＭ：「アンソンの周りにいる、デコボコな連中からならば、僕が見えなかったものが見えるかもしれないね」と、ちょっとイタズラっぽい笑えみを浮うかべながらリシャールが言います。

アンソン：じゃあ、「そうですね」と苦笑します。カテナがデコで、ゼパがボコ、か？

ゼパ：ボコ扱あつかいされたのじゃ（笑）。

ＧＭ：リシャールの言うデコボコな連中にはナーシアも含ふくみます。今までは外国人だからと軽かろんじて見ていましたが、少し考えを改めたようです。

アンソン：なるほどねえ。僕も貴族うんぬんのやり取りが馬ば鹿からしく思えてしまって……。

ＧＭ：少しだけ眉まゆをしかめて「そのようなセリフは、場を弁わきまえて発言するのだよ？　守旧派は快こころよく思うまい。アンリ殿は、アンソンの家柄を見て副団長に任命したのだから」と、アンソンに念を押します。

アンソン：もちろん、部屋を出たならば、このような言葉は口にしません。

ＧＭ：そろそろアンソンはリシャールの態度で分かるのですが、リシャールはアンリのことがあまり好きではないようです。

アンソン：そりゃあ、そうだろうなあ。……リシャールがアンリをどう見ているか、もう一度はっきり聞くよ。「先輩は、アンリ殿をどうお思いで？」

ＧＭ：リシャールはこう言います。「世が世ならば、芸術などで才能を発揮したかもしれない。でも、この戦せん乱らんの世では駄だ目めだ。騎士の才能はない。生まれてから今までずっと、貴族として生きてこられたのだ。他人に何かをしてもらう以外のことは、一切考えていないだろう。人の上に立つ器は、フィリップ陛下の足下にも及ばない」

アンソン：そうですか……そんな人物が、新しい団長……（肩かたを落とす）。

ＧＭ：「幻竜騎士団の未来は、アンソンの両りよう肩かたにかかっているということだ」と、リシャールはアンソンにプレッシャーをかけます。

アンソン：やめてくださいよ、リシャール先輩。僕はそれほど優れた人物ではないですから。

ＧＭ：ここで、リシャールは話題を変えます。「そういえば、私は明日旅立つ」

アンソン：どちらに？

ＧＭ：「北方へ。北の辺へん境きようで小こ競ぜりあいが起きていて、それを治めに行くことになった」

アンソン：あっ、もしかしてオープニングでナヴァールからもらった情報の、物ぶつ資しの行き先がその辺だったりしない？

ＧＭ：よく覚えてましたね、正解です。

アンソン：つまり、北の反乱の影にはバルムンクの暗あん躍やくがあると！

ＧＭ：間違いないでしょう。ただ、今回のシナリオで北方の反乱にＰＣたちが直接関わることはありません。

アンソン：むむむ、じゃあせめてそのことを先輩に伝えておく。

ＧＭ：リシャールは注意深くアンソンの話を聞いて、「では慎重に対たい処しよすることにしよう」と答えます。

カテナ：今回のシナリオでは、リシャールはここで退場ってことかな？

ＧＭ：そのとおりです。リシャールは「では、しばしの別れの前に、今こ宵よいは……」とワインを持ってきてくれました。

アンソン：はい。ゆっくりと、飲みましょうか。

カテナ：それって……。

ゼパ：いやな予感がするのじゃ……。

ナーシア：死にフラグ？

一同：言っちゃダメぇー（爆笑）。

ＧＭ：アンソンとリシャールが、ふたりで飲み明かしたところで、シーンを終了します。







◆Middle 04◆手がかり





　カテナとゼパはロッシュの足取りを調べるために、王宮へやって来た。

　王宮の人々の協力的な態度に、カテナは苦笑した。

　山のような雑務と引き替えに得た立場だ！　少しは利用させてもらおう……。




ＧＭ：次は、カテナとゼパのシーンです。

カテナ：王宮でロッシュの足取りを追うシーンですね。

ナーシア：……ふたりとも、調査をよろしく。

ゼパ：任されたのじゃ☆

ＧＭ：調査のための情報収集判定を行ないます。【精神】か【幸運】で判定してください。

ゼパ：よーし！　【精神】は任せろー！　（ダイスを振る）達成値は21なのじゃ！

ＧＭ：すると、ゼパが忍にん耐たい強づよく聞き込みをした結果、ロッシュに言こと伝づてを伝え、一緒に王宮から外出した人物を目撃した女官がいたことが判はん明めいします。

カテナ：それは、どんな人物だったか女官に詳しく聞きます。

ＧＭ：情報を教えてくれた女官は「よく思い出せないんですけど……たしか、騎士団の鎧を着ていたような？　あまり印象が残らなくて……」と困こまった顔でいいます。

ゼパ：そ、それは……。

一同：クレセントの仕し業わざだー!?（笑）

ＧＭ：えー。一応、その人を特定できないという情報なわけですが（笑）。

カテナ：でも、そんな芸当ができるのは、クレセントしかいないだろうから、消去法的に彼かの女じよだと推すい定ていできてしまう（笑）。

ＧＭ：では、【感知】の判定をどうぞ。

カテナ：《偽ぎ装そう情報》かっ!?




《偽装情報》

　情報ひとつを偽装、または隠いん蔽ぺいすることができるギルドスキル。怪しいと思ったら、使用者のギルドレベルに12を加えた値を目標にした判定に成功すると、偽装を暴くことができる。




ゼパ：（ダイスを振る）３＋５だから、８なのじゃ。

カテナ：《ドラゴンソウル》。（ダイスを振る）16。クリティカルはしなかった。

ＧＭ：判定は失敗ですね。残念ながら、確信は持てません。

ナーシア：……残念。

ゼパ：しかし、どう考えても、こんなことができるのはクレセントしかいない！

ＧＭ：（ニコニコ笑いながら）まぁ、プレイヤーが犯人を推測するのは自由ですよ。

ゼパ：「……信じたくないのじゃ」と暗い顔で呟つぶやく……。

アンソン：あ、そういえばさ。

ナーシア：……何？　アンソン。

アンソン：考えてみると、ピアニィがグラスウェルズに来ていたことを知っていた人物は、リシャール先輩、ゴーダ伯、クレセントの三人だけだったよね。

カテナ：その情報まで加味すると、該がい当とう人物はひとりしかいなくなる。

ゼパ：（耳をふさいで）い、いないのじゃ！　思い当たる節はないのじゃ！

カテナ：ゼパ、気持ちは分かるが、現げん実じつから目をそむけるな。

ゼパ：……うぅ（肩を落とす）。

アンソン：これはがぜん、クレセントに会いに行きたくなってきたなあ。

ゼパ：しかし、どこへ行けば会えるのじゃろう？

ＧＭ：今まで、クレセントから会いに来たことはあっても、みなさんから会いに行ったことはありませんからね。

アンソン：そういえばそうだった。

カテナ：隠おん密みつとか得意なタイプだからなあ。クレセントは。探すのも大変そう……。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終了します。







◆Middle 05◆ゴーダ伯に会いたい





　あまり人気のない、王宮から少し離はなれたエリアにゴーダ伯はくの屋や敷しきは佇たたずんでいた。

　質しつ素そで飾かざり気けのない、実用一いつ点てん張ばりの小こ振ぶりな屋敷は、主の性せい格かくを想そう像ぞうさせるものだった。

　ナーシア・アガルタがそこへとやって来たのは、ずいぶん久ひさしぶりのことだった。




ＧＭ：次のシーン。ナーシアがゴーダ伯に会いに行くシーンです。

ナーシア：はい。ゴーダ伯の屋敷に向かいます。

アンソン：ひとりで？

ナーシア：……ここはひとりで。

ＧＭ：了りよう解かいです。マンソン家よりも王宮から少し遠いエリアにある屋敷――とはいってもさほど大きくもない、素そっ気けない作りの建物に到とう着ちやくしました。

ゼパ：いかにもゴーダ伯らしい家なのじゃ。

ナーシア：うーん、どうしよっかなぁ……。

一同：？

ＧＭ：ナーシアがゴーダ伯の屋敷の門に取り付けられたドアベルを鳴らすと、執しつ事じが出てきて応おう対たいしてくれます。

ナーシア：……。

ＧＭ：執事は「これはこれはナーシア様、お久しぶりでございます」と言います。

ナーシア：……この人は私わたしのことを知っているんですか？

ＧＭ：ゴーダ伯はナーシアの後見人なので、この家の執事は知っています。両親が亡くなった後ゴーダ伯に引き取られたので、幼い頃はここで暮らしてたんじゃないでしょうか？　もちろん使用人たちは、裏うらの任にん務むについては知らないわけですが。

ナーシア：あ、そっか。

ＧＭ：そういうことを細かくは設定してなかったですものね。ゴーダ伯はナーシアのお父さんの友人で、亡なくなった知人の子こ供どもを保ほ護ごしたわけです。だから、部下と上司の関係になる前には、育ての親と子供という関係だったわけです。

ナーシア：じゃあ、ロッシュは？

ＧＭ：ロッシュはナーシアのことを姉だと知らないので、別々に育てられたんでしょう。たぶん、小さかったロッシュを独り身のゴーダ伯が育てるのは難しかったので、どこかへ預けたんじゃないでしょうか？

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：もちろん、プレイヤーの好きなように設定していいんですよ。

ナーシア：そういうことでいいです。

アンソン：じゃあ、昔はゴーダ伯のことを「お父様」とか呼んだ時期があったりして（笑）。

ナーシア：……えぇ、なんか違和感ある（笑）。

ゼパ：そんな風にゴーダ伯が呼よばれる状じよう況きようを想像できないのじゃ。

ナーシア：せめて、おじさん、かなぁ？

ＧＭ：ナーシアのお母さんはとても身分の高い人でしたから、小さい時はちゃんとしつけられていたはずなんで、〝おじさま〟じゃないですか？（笑）

ナーシア：お・じ・さ・ま……（一同爆笑）。

アンソン：似合わねぇぇ、なんだそれ（爆笑）。

ナーシア：……殺す（笑）。

ＧＭ：まぁまぁ、ナーシアは、アンソンやカテナより高貴な血筋ですから。〝メルトランドの女王になるべき人〟ですよ（笑）。

ナーシア：そうそう、女王なんだから！（笑）　なんかー、オープニングで親戚に会ったりしたから、そういう昔のこととか思い出すようになってます。

ＧＭ：よろしいんじゃないでしょうか。

ナーシア：では、その執事に聞きます。「……お、」

ＧＭ：？

ナーシア：おじさまは……、いますか？

ＧＭ：（ニコニコ笑いながら）執事は「旦だん那な様さまは今不ふ在ざいです」と教えてくれます。ナーシアは身内扱いなんで、ゴーダ伯への呼こ称しようが旦那様なんですね。

ナーシア：えぇえぇぇえぇぇぇえぇ、いないのぉ!?

一同：どうしたの？

ナーシア：そ、そんな……。

カテナ：ナーシアがショックを受けてる！

ゼパ：これは珍めずらしいのじゃ！

アンソン：いったい何にショックを受けたんだ？

ナーシア：……以前「もう、これでお会いすることはないでしょう」と言って別れたから、いったいどんな風に挨あい拶さつしようか、っていろいろ考えてたっていうのに！

アンソン：そこを気にしてたのか！

ナーシア：必死で「おじさま」って言ってみたのに……。

カテナ：必死だったんだ（笑）。

ＧＭ：す、すみません（笑）。執事は、ゴーダ伯が王立図書館へ出かけたと教えてくれます。

ナーシア：……王立図書館？

ＧＭ：ナーシアは行ったことはないと思いますねぇ。つまり、王宮内の書庫ですね。

アンソン：しかし、ゴーダ伯は王立図書館に何しに行ったんだろう？

ＧＭ：執事は「何か調べ物があるとおっしゃってました」と言います。

ナーシア：……そう。じゃあ、王立図書館に行った方がいいかな？

カテナ：王立図書館って、誰だれでも入はいれるものなのかな？

ＧＭ：禁きん書しよも収おさめられていますから、一いつ般ぱん開放はしていません。ただ、アンソンやカテナなら立場上フリーパスで入れますし、同行すればナーシアやゼパも入ることができます。

アンソン：禁書！　それはすごい！　せっかくの機会だから、行ってみたい。

ナーシア：……全員で行く？

ゼパ：図書館で調べ物じゃと、ワシはあまり役に立たなかろう。ワシはゴーダ伯の屋敷にいようと思う。もしかしたら、クレセントが連れん絡らくをしにくるやもしれんし。

カテナ：まぁ、判はん定ていがあったとしても、使うのは【知力】だろうから、ゼパがいなくても何とかなるかな。

ナーシア：……じゃあ、全員に声をかけて、そういう案に落ち着いたということで。

ＧＭ：分かりました。このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆三日月を待ちながら





　ゼパはゴーダ伯の屋敷でひとり待っていた。

　来るかどうかも分からない、ひとりの女のことを。

　どれほど時間が経たっただろうか？　ゼパの背はい後ごに、突とつ然ぜん人の気配がした。




ＧＭ：では、ゴーダ伯の家でクレセントを待っているゼパのシーンです。

ゼパ：はい。

ＧＭ：主あるじのいないゴーダ伯邸は、もちろん来客もなく、シーンと静まりかえっています。ひとり静かに座っているゼパの背後に、突然人の気配がします。

ゼパ：後うしろを取られたのじゃ！

ＧＭ：そこに立っているのはクレセントです。彼女はゼパに淡たん々たんと「こんなところで何をしている？」と訊たずねます。
















ゼパ：ワシはおぬしを待っておったのじゃ。

ＧＭ：「わたしをか。いったいどういう風の吹ふき回まわしだ？」とクレセントは言います。

ゼパ：ワシはおぬしが仲間が裏うら切ぎったりはしないと信じている。そのことを伝えたくてな。

ＧＭ：少し沈ちん黙もくがあった後、クレセントがゼパに問います。「何が言いたい？」

ゼパ：ワシらはこの国に拾ってもらったようなものじゃ。なのに、この国を潰つぶすつもりか？

カテナ：……言っていることが、けっこうグダグダだ（笑）。

ナーシア：……ゼパ様、必死。

ゼパ：ううう……では、もうちょっと分かりやすく……「どうしてロッシュを連れ出したのじゃ!?」と聞きます。

アンソン：今度は、ストレートに追おい詰つめた！

ＧＭ：うーん、そうですね。では、クレセントは「なぜ、わたしの仕し業わざだと分かった？」とゼパに答えます。

一同：おお！

カテナ：なぜ？　クレセントにしては迂う闊かつな……。

アンソン：事実上、犯人だと認みとめたようなもんだよな、これ!?

ゼパ：完かん璧ぺきすぎたのじゃよ。その完璧さが、おぬしが犯人である証あかしとなったのじゃ。

ＧＭ：「なるほど。今後は気をつけねばなるまい」

カテナ：ず、すいぶんあっさり認めるんだな？　クレセント。

アンソン：これは……。何か裏がある？

ゼパ：そうか。「やはり、お前の仕業じゃったか」、とあえて穏おだやかな口調で言うのじゃ。

ＧＭ：「そうだ。だがロッシュを連れ出したことと、この国の未来と何の関係がある？」

ゼパ：知っているか？　お前に連れ出されたロッシュはバルムンクに体を乗っ取られ、魂たましいを奪うばわれておった。つまり、裏で手を引いているのはバルムンク。……クレセントよ、バルムンクと手を切るのじゃ。ヤツらは、この国に災わざわいをもたらすぞ！

ＧＭ：クレセントは首を横に振ふります。「今いま更さら、……そんなことはできない」

ゼパ：おぬしの過か去こに何があったのかは知らんが、未来は変えられるじゃろう？　今からでも遅おそくはないぞ。

ＧＭ：「わたしは常つねにグラスウェルズのために任務をこなしてきた。たとえそれが、お前たちがバルムンクと呼ぶ存そん在ざいの命令だとしても」

ゼパ：む……。

カテナ：グラスウェルズのため？

ナーシア：……なに？　どういうこと？

ＧＭ：クレセントは続けます。「逆ぎやくに言う。ゼパ、わたしたちの仲間になれ」

一同：なんと！

カテナ：それか！　クレセントはゼパを勧かん誘ゆうするつもりで、自分がやったと明かしたのか。

アンソン：高く評ひよう価かされてるなあ、ゼパ様。

ナーシア：……愛ねっ！（一同爆笑）

ゼパ：それはできぬ！　おぬしに命令を下している者たちは、この大陸に戦せん乱らんをもたらそうとしているのじゃ！

ＧＭ：すると、クレセントは目をすっと細めて言います。「では、バルムンクがいなければ、この大陸から戦争がなくなる。お前はそういうのか？」

ゼパ：……おぬし、何が言いたいのじゃ？

ＧＭ：「確かにバルムンクは非ひ道どうなことをしている。しかし、それは他の組そ織しきも同じ。各国の王家だって、貴き族ぞくだって、貧びん乏ぼう人にんから金を巻まき上あげる商人だって、神のための戦いを唱える神しん殿でんだって同じことではないのか？」

アンソン：そ、そんな！

ナーシア：……どうしたのアンソン？

アンソン：クレセントが、……クレセントがいっぱいしゃべってる！（笑）

ＧＭ：まぁ、確かに、クレセントは珍しく感情的になっているようですね。

アンソン：僕たちはこんなとこ見たことないよ！

カテナ：気持ちは分かるけど、ここは茶々を入れずに見守りましょうよ。

アンソン：……ごめんなさい。

ゼパ：では気を取り直しまして（笑）。……クレセントよ、おぬしは何が言いたいのじゃ？

ＧＭ：「わたしには、しなければならないことがある。そのためにバルムンクを裏切るわけにはいかない」とクレセントは答えます。

ゼパ：……では、おぬしの目的とは何じゃ？

ＧＭ：「今はまだ言えぬ。お前が、わたしの仲間になると誓ちかってくれぬ限かぎり」とクレセントは答えます。

アンソン：ならいっそ、仲間になってみたら？

ゼパ：そ、それは……。って、できるわけないじゃろーっ！（笑）




　そりゃそうだ（笑）。




ＧＭ：クレセントは言います。「逆に聞こう。ゼパよ、お前こそ何が目的なのだ？」

ゼパ：決まっとる。このグラスウェルズを守ることじゃ。

ＧＭ：「何のために？　この国で生まれたかどうかも分からぬお前が、この国を守る理由などあるのか？」

ゼパ：ふうむ。確かにワシには記き憶おくもないし……、

ＧＭ：するとゼパの頭がキーンと痛くなり、失われた記憶の中の秘められた目的が……。

一同：おおぉぉ!!

ＧＭ：……もうちょっとで蘇りそうなんですけどねぇ。次の話からかな（笑）。

ゼパ：ワシは、どうすればいいんじゃぁぁぁぁぁぁ！（一同爆笑）

ＧＭ：すみません、まだ記憶が戻るのには早いんで、もう少し待ってください。

ゼパ：うーん、自分でなんとかするのじゃ……。

ナーシア：がんばってゼパ！　愛があれば大丈夫!!

ゼパ：（気を取り直して）確かにワシには記き憶おくもないし、どこで生まれたかも分からぬ根無し草じゃ。だからこそ、今ワシによくしてくれる人たちを守りたい。身の回りにいる人たちが苦しむ様を見たくない。ただ、それだけのことじゃよ。

ナーシア：……ゼパ様かっこいい。

アンソン：これは、……惚ほれるなあ。

ＧＭ：いい答えですねぇ。クレセントは言い返せずに、無言であなたの顔を見つめます。

ゼパ：ワシも見つめ返すぞ。キラーン☆

ＧＭ：やがてクレセントはうつむくと、「ならば、王立図書館へ行き、仲間と合流するといい。そして、わたしが言った言葉の意味を、嚙かみしめるといい」と言います。

ゼパ：図書館？

ＧＭ：「お前の仲間はそこに向かっているんだろう？」

ナーシア：……バルムンクに私たちの行動が、知られている!?

カテナ：これは……。マズいか？

ゼパ：これはピンチかもしれないのじゃ！　急いで、図書館の方へ足を向けるぞ。

ＧＭ：分かりました。

ゼパ：おおっと！　その前に、ひと言だけよいかの？

ＧＭ：どうぞ。

ゼパ：ワシの〝守りたい人〟にはおぬしも含まれるのじゃ。必ず、おぬしをバルムンクから引ひき離はなす。

ＧＭ：なるほど。クレセントは意表を突かれて、息を呑みます。何も言い返しません。そして……、ちょっと顔を赤らめたようです。

一同：おおーっ！

アンソン：クレセントがデレた！

ナーシア：……ゼパ様。意外にたらしだ。

カテナ：よもやこんなところでフラグが立つとは……。

ゼパ：あれっ？　な、なんじゃ、いったい？（←気がついてない）

アンソン：ゼパ様……。そりゃないよ（笑）。

ＧＭ：立ち去るゼパに向かってクレセントは言います。「……バルムンクは、意外なところに潜ひそんでいる。気をつけるんだな」

ゼパ：いろいろ訊ききたいことはあるけど、ここは仲間の命が優ゆう先せんなのじゃ！

ＧＭ：では、ゼパが部屋を出て行ったところで、このシーンを終わります。







◆Middle 07◆歴史の暗部





　ナーシアたちはゴーダ伯に会うために、図書館へとやって来た。

　そのときはまだ気がつかなかった。

　悲ひ劇げきが、すでにこのときに起こっていたということに。




ＧＭ：次のシーン。場所は、グラスウェルズの王宮図書館。名前のとおり、ベルクシーレの王宮内にある施し設せつです。登場するのは、ナーシア、アンソン、カテナの三人でいいですね？

ナーシア：はい。

アンソン：一いち応おう、警けい備び兵へいに「ゼパが来るかもしれないので、その場合は通してやってくれ」とお願いしておきたいんだけど、いいかな？

カテナ：ああ、そうか。わたしかアンソンがいないと、ゼパはここに入れないんだったな。

アンソン：うん。でも、「僕ぼくらがここで調べ物してるの、ゼパは知っているわけだから、向こうで何かあった時に呼びに来るだろう」って推すい測そくくらいはできると思うんだ（笑）。

カテナ：そうだね（笑）。

ＧＭ：了解です。「マンソン伯の頼たのみでしたら」という感じで、今回に限り許きよ可かされたことにしましょう。

ゼパ：ありがとうなのじゃ！

アンソン：さっきのシーンのあとだから、手を打っておかないとな。




　王立図書館内は、しんと静まりかえり、目的のゴーダ伯を見つけることはできなかった。

　ただ、調べ物をした痕こん跡せきが残っているだけだった。




カテナ：調べ物の痕跡？

ＧＭ：本が乱らん雑ざつに積み重なっていて、ゴーダ伯の手て書がきのメモが残されていたりします。

カテナ：ゴーダ伯が調べた形けい跡せきか。……どんな内容か見てみよう。

ゼパ：きっと何か重大な秘ひ密みつが隠かくされているのじゃ！

ＧＭ：ゴーダ伯は、グラスウェルズの歴代の王について調べていたようです。内容は大きく分けて三つ。「騎き士し王エグベルトについて」「不ふ死し王ユーグについて」「賢けん者じや王フェルナンドについて」です。

カテナ：ふむふむ。

ＧＭ：詳しよう細さいな内容を知りたい場合は、それぞれ【知力】で判定してください。ひとり一回、判定が可か能のうです。




　三人がそれぞれ判定をして、なんとか成功。




ナーシア：アンソン、使えなーい！（笑）

アンソン：待て！　とりあえず成功はしたよ？

ＧＭ：はいはい（笑）。それでは、順番に説明していきましょう。




騎士王エグベルト

　フィリップ王の祖そ父ふ。

　帝てい紀き七二五年、リド＝エマルム地方をメルトランド王国より奪だつ取しゆする。

　これにより、統とう一いつ帝の称しよう号ごうを得ようとするが、現統一帝であるレイウォールより領りよう土どを奪取しなくてはいけないという裁さい定ていを下され、統一帝の座ざは得られなかった。

　そののち、神しん託たくを受け、レイウォールと開戦。七〇年もの間戦争を続けるが、勝利しないまま死し亡ぼうする。




アンソン：リド＝エマルム地方？

ＧＭ：ナーシアの父、マクリルが赴ふ任にんした地です。

アンソン：こんなところで名前が出てくるとは……。

ＧＭ：なお、リド＝エマルム地方は神託戦争終結でメルトランドへ返へん還かんされましたが、そのあと、再びグラスウェルズの領土になりました。たぶん、レアノール王おう太たい后ごうの命令で、ゴーダ伯が手を打ったのでしょう。

カテナ：騎士王と呼ばれていたということは、武ぶ力りよくも秀ひいでた人物だったんだな。

ＧＭ：エグベルトは国王でありながら、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの団だん長ちようを兼けん任にんするほどの実力の持ち主でした。それで〝騎士王〟と呼ばれたんですね。

カテナ：レイウォールの国王、オーギュストと似にたタイプか。

ＧＭ：このベルクシーレを王都にし、今のグラスウェルズの基き礎そを作り上げた人物です。




不死王ユーグ

　帝紀四八五年、ゴルフォードと戦争を行ない、一時的に属ぞつ国こくにした。しかしその後、ゴルフォードのアドヘルム王に抵てい抗こうされ、領土を奪うばい返かえされてしまう。

　アドヘルム王はその功こう績せきを認められ、エストネルより統一帝の称号を得ることとなる。




ＧＭ：不死王というあだ名は、時間すら操あやつり、死ぬことはないと噂うわさされていたため、つけられたそうです。

カテナ：死ぬことはないって……すごい噂だ（笑）。

ＧＭ：ちゃんと死んだんですけどね（笑）。ただ、そのような噂が立つくらい、強かったのでしょう。




賢者王フェルナンド

　帝紀六一五年、アヴェルシアの領土を奪うが、アヴェルシアのウエルドム王のねばり強い戦いで押おし返かえされ、領土を奪い返される。

　その功績により、アヴェルシアのウエルドム王は統一帝の称号を得ることになる。




アンソン：なんか……おかしくない？

ＧＭ：何でしょう？

アンソン：グラスウェルズは一時的とはいえ領土を広げてるのに、統一帝になれない。奪われた領土を奪だつ還かんしただけの国は、統一帝になれる。これは、どう考えてもおかしいよ。

ＧＭ：グラスウェルズという強国に打ち勝ったのですから、統一帝の称号をもらってもおかしくはない、というのが理由のようですよ。

アンソン：エストネルって依え怙こ贔ひ屓いきしてない？　それともグラスウェルズイジメか？（笑）

ＧＭ：さあ？　これらは『アルディオン大陸ガイド』にも載のっている、歴史です。ほら（とプレイヤーの前に『アルディオン大陸ガイド』を開いてみせる）。

アンソン：うーん、何度も読んでいるんだけど……気がつかなかった。

ナーシア：確かに作さく為いが見えるけど……これは、誰が得をしているんだろう？

カテナ：誰が得をするというより、グラスウェルズが一方的に損そんをしている気がする。

ＧＭ：では、ここで統一帝の仕組みを改めて説明します。




・アルディオン大陸は、最初はひとつの国だったが、王家の血ち筋すじが絶たえ、七つに分ぶん裂れつすることになった。その際さい、一番強い国は、統一帝という名めい誉よを授さずかれることになった。

・統一帝になれば、他国に命令したり税金を受け取ったりできる。各国は必死でその座を争うことになる。

・神託を受け、仕組みを整せい備びしたエストネルが、統一帝にならない代わりに、審しん判ぱん役やくを請うけ負おうことになった。

・強さを証しよう明めいする方法は、戦争をして勝つこと。ただし、その戦争において、敵てき国こくの王を殺すことは禁きん止しされていた。




ＧＭ：グラスウェルズは、昔から強国でありました。ただし、グラスウェルズの旗色がいい時は統一帝の称号をもらえず、負けていた国が盛もり返かえした時に統一帝の称号が授じゆ与よされる……ということが何回かあったわけです。

一同：…………。

ＧＭ：最後にもうひとつ。アルディオン大陸八〇〇年の歴史の中で、グラスウェルズ王が統一帝になったことは、一度もありません。統一帝になったことがないのは、審判役のエストネルと――――グラスウェルズだけです。

ナーシア：……おかしい。あからさまな悪意を感じる。

ＧＭ：グラスウェルズ側から見ると、不公平さを感じるでしょう。生おい立たち的に、アンソンは怒おこっていてもいいと思います。

アンソン：グラスウェルズの視し点てんから見ると、エストネルが悪いように見える。でも……。

カテナ：アルディオン大陸の一いつ般ぱん的てき視点からすれば、正しさで軍配があがるのは、エストネルだな。エストネルは審判役でしかないから、最初から統一帝の名誉はもらえない。だから、不公平に扱って、なにか得するわけじゃない。

ナーシア：じゃあ、グラスウェルズが悪いの？

カテナ：エストネルは、グラスウェルズが何か悪いことをしているから、統一帝になるのを、いろいろと理由をつけて防ふせいでいるとか？

アンソン：そういう見方をすることもできる、という話だけどね。

ＧＭ：じゃ、そこでゴーダ伯の筆ひつ跡せきでメモが残っているのに気がつきます。

ゼパ：おお、なんと書いてあるのじゃ？

ＧＭ：「グラスウェルズが戦争に駆かり立たてられているのがバルムンクの陰いん謀ぼうだとすれば、長い期間をかけ、ゆっくりと計画を進行させているのではないか」

アンソン：……なるほどな。

ナーシア：……どういうこと？

カテナ：つまり、バルムンクに駆り立てられて戦争をしているグラスウェルズには、統一帝を渡すことはできない……と。

アンソン：ああっ！　今、リシャール先せん輩ぱいの言っていた言葉の意味が分かった。

カテナ：グラスウェルズという国が、遙か昔からバルムンクの意図で動いているのだとすると、生粋きっすいのグラスウェルズ人はバルムンクの存在を感知できるわけがない。

ナーシア：……バルムンクの意図にしたがって動くことが当然だから、疑うたがいようがないと？

アンソン：もしそうなら、エストネルがグラスウェルズに統一帝を渡わたさなかったのも、バルムンクの手に渡るのを防ぐためだったのかもしれない。あくまで可か能のう性せいの話だけどさ。

ナーシア：……一応、エストネルが悪いことをしている、という路線もありますよね？

アンソン：むむむ、そう思いたい気持ちもあるんだが……。

ゼパ：さて皆みなの衆しゆう。

一同：？

ゼパ：そろそろ、ワシが登場してもいいかのう？

一同：あっ！

アンソン：すっかり忘わすれてた（笑）。

ＧＭ：了解です。そろそろ登場してかまわないでしょう。

ゼパ：それでは、「みんな、無事か！」と駆かけつけるのじゃ。

カテナ：「ゼパ、どうした？」と聞いておこう。

ゼパ：「クレセントに王立図書館に行くように言われたのじゃ！」と、先ほどのシーンであったことを簡かん単たんに説明します。

ナーシア：……でも、それって。

アンソン：そうだな。

カテナ：クレセントが我われ々われがこの図書館に向かったことを知っていた、ということは……。

ＧＭ：と、いうわけで、ここでイベントが起きます。

一同：ですよねー（笑）。

ＧＭ：みなさんのいる部屋に、徐じよ々じよに霧きりが立ちこめてきまして、それにつれてだんだん気温が下がってきます。

ナーシア：……これは、何かの罠わな!?

ＧＭ：では、ここで一いつ旦たんシーンを切ります。







◆Middle 08◆エル川の戦い





　突然立ちこめた真っ白な霧は、みるみるうちにナーシアたちを包み込んでいく。

　天井はおろか、ずらりと並んでいるはずの本棚も見えず、

　お互いの姿も視認することすらできなかった。




ＧＭ：では、図書館のシーンの続きになります。ゼパもやってきて、全員登場となります。

ゼパ：間に合ったのじゃ（笑）。

ＧＭ：しかし、周囲は霧に包まれていて、まったく見えなくなっています。

アンソン：ゼパの頭の輝きだけは見えそうだな。

ゼパ：キラン！（一同笑）

ＧＭ：では、それを頼りに四人は一ヶ所に集まることができたということで（笑）。

カテナ：しかし、図書館の中なのに、霧が立ちこめるとはいったいどういうことだ？

ＧＭ：分かりません。ただ、異常事態であることは間違いないですね。

ナーシア：でも、このままでは動くわけにはいかない。

アンソン：とりあえず、あたりの警戒を怠らないようにしよう。

ＧＭ：そうして、みなさんがじっとしていると、次第に霧が晴れていきます。だんだんと霧が薄れてきて、周囲の様子も見えるようになってきます。遠くまで見渡せる開ひらけた場所で、近くから川の流れる音がします。

ゼパ：川の流れる音？

ＧＭ：はい。しかも、足下は湿地帯のようでかなりぬかるんでいます。

アンソン：湿地帯？

ナーシア：図書館にいたはずなのに……急に場所が変わった？

ＧＭ：そのようですね。時刻は夜明け。東の空が明るくなるとともに霧は完全に消えます。すると、みなさんの左右両側にはずらりと並んだふたつの軍勢の姿が（笑）。

アンソン：えーっと……何かの心象風景とか、幻かな？（笑）

ＧＭ：いえ、リアルに感じ取ることができます。そして「うぉ―――っ！」という鬨ときの声とともに、ふたつの軍勢が一気に動き出します。

アンソン：僕らが狙われている!?

ＧＭ：違います。ふたつの軍の戦いのさなかに、あなた方が放り出されたのです。

ゼパ：……もしかして、片方はグラスウェルズ軍だったりするのかのぅ？

ＧＭ：【知力】か【感知】で判定してください。

カテナ：（ダイスを振る）クリティカル♪

アンソン：さすがはカテナ！

ＧＭ：では、周囲の風景や軍勢の様子から、カテナは推測がついたことにしましょう。

カテナ：もしや、これは……（一同笑）。

ＧＭ：片方は不死王ユーグの紋章をつけたグラスウェルズ軍。もう片方はゴルフォード軍です。これは、帝紀四八五年に行なわれたエル川の戦いですね。

ナーシア：エル川の戦い？

ＧＭ：エル川を踏破して進軍してきたグラスウェルズ軍と、国境を守るゴルフォード軍とが全面対決したという、第四次ウィンフォード大戦という歴史的戦争です。

アンソン：（自分の頰をつねり）……痛い。これは現実、か（一同笑）。

ＧＭ：もちろん、みなさんにとっては現実です。

カテナ：魔法的な力で過去に送られたか、それとも過去の出来事を再現する状況に置かれたか、そんなところだろう。

ゼパ：どちらにしても、危機なことには変わらん。

ナーシア：軍勢って、どのくらいの数がいるんですか？

ＧＭ：それこそ何千とか何万とかいうオーダーです。

アンソン：そんなの、勝てるわけないじゃん（笑）。

ＧＭ：ええ。ですから、この戦場から脱出することが目的となります。では、今回の戦いのレギュレーションを説明しましょう。
















アンソン：カテナがシーン全体攻撃で敵を一掃すればいいんじゃないか？

カテナ：そこは何か対策していると思う。それに《アニマルパクト》はシナリオ中に一回しか使えないから、ここで失敗すると大変なことになるよ。




　ファントムレイダーズがこの時空間から脱出するためには、彼らをここにつなぎ止めている魔法的な力の元コアを破壊しなくてはならない。それは、倒しても倒しても押し寄せてくる両軍の兵士の誰かに巧妙に隠されている。

　ファントムレイダーズはカテナの《アニマルパクト》を使ったシーン全体に魔法攻撃で兵士の一掃を狙う。しかし、両軍の指揮官は部下を魔法攻撃から完全に防御する能力を持っていた。しかも、異空間に閉じ込められたＰＣたちのＨＰとＭＰは、刻々と削られていく……。




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスから。まず、グラスウェルズ、ゴルフォードの指揮官両方とも、《魔法防壁》というオリジナルのエネミー特殊能力を使用します。

アンソン：どんな効果？

ＧＭ：自身とシーンに登場している配下の兵士に効果を発揮するスキルで、ラウンド終了まで、受けた魔法ダメージを攻撃をしたキャラクターに反射します。

カテナ：いきなり《アニマルパクト》を防がれました（笑）。

アンソン：ですよね～～（笑）。

ＧＭ：やっぱり、一発で決まったら面白くないですから。

カテナ：《インタラプト》を使っても、グラスウェルズからゴルフォードのどちらかしか消せないからなぁ。もし、反対の陣営にコアがあると無駄撃ちになっちゃう。

アンソン：まぁ、このラウンドは物理攻撃で指揮官を倒す。それから、カテナのシーン攻撃で兵士を一掃がいいんじゃない？

カテナ：やっぱり、それしかないか。




　ギルドスキル《陣形》と、アンソンの《テレポート》を駆使したお得意の戦法で、ファントムレイダーズは両軍の指揮官を狙った。




「ゴルフォード軍が攻めてきたぞー！」

「……違う。私たちは――ファントムレイダーズ」

「ここで僕たちが名乗りをあげたら、歴史が変わっちゃったりして？」

「歴史が変わるとどんな影響があるか分からんので、止めておいた方がいいのじゃ」

「えっ、もう言っちゃった（笑）」

「ゴルフォードの犬め！　グラスウェルズを馬鹿にする気か!?」

「僕らもグラスウェルズの騎士なんだけど……」

「何百年も前の人に、なに言ってるの（笑）」

「いや、それは分かるんだけど……。なんとなく釈然としないぞ」

「前方の部隊が倒れましたー！　押されてます！」

「何だと!?　押し返せ！」

「本当にきりがないのじゃ」

「よしっ！　これで全員そろったな。みんなを連れて《テレポート》！」

「何!?　グラスウェルズの奇襲か!?」

「確かにグラスウェルズだけど……」

「もういいって（笑）」

「ダメージは０じゃ！」

「でもトラップのダメージは軽減できません（キッパリ）」

「まだミドルの戦闘なのに、《ファミリア》のＭＰに突入しそうなんですけど（笑）」




　そして、ついに指揮官を倒し、第三ラウンドのカテナの魔法――《アニマルパクト》を使用し、範囲をシーン全体に広げた《サモン・リヴァイアサン》により、グラスウェルズ、ゴルフォード両軍の兵士たちは一掃された。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、兵士たちは魔法によって一掃されました。グラスウェルズ、ゴルフォード両軍とも、先鋒の兵士たちは全滅です。

アンソン：ある意味、壮観だなぁ。

ナーシア：……全滅したということは、歴史に名前は残らない？

ＧＭ：はい（笑）。「先鋒部隊がやられたぞー！」という声が聞こえてきます。ただし、みなさんの周りは風景が歪み始めます。

アンソン：元の時代に戻れるんだな？

ＧＭ：そうです。ハッと気がつくと、図書館に戻っていました。

アンソン：「王立図書館にこんな罠があるとは思わなかった」とため息をつきます。

ナーシア：……ここのエリア、一部の人しか立ち入れないんだよね？

カテナ：よほどの身分がない限り、ダメと言っていたな。

ナーシア：じゃあ、誰が、何のためにこんな罠を仕掛けたんだろう？

カテナ：もし、誰かを確実に害するならもっと即効性のある、……例えば爆発を起こすとか毒を使うようなトラップを仕掛けるんじゃないかな？

アンソン：確かに。殺すつもりがなかったと言い切るのには証拠がないけど、どちらかというと遠回しなやり方だと思うな。

ゼパ：おそらくこの罠を仕掛けたのは、クレセントかその仲間なのじゃ。

ナーシア：……なら、その目的は？

一同：…………。

アンソン：もしかして、時間稼ぎ？

ナーシア：……つまり本当の狙いは別にいる？

ゼパ：ゴーダ伯が危ないのじゃ！

ナーシア：急いで駆けつけないと。

カテナ：駆けつけるって、……どこへ？

一同：…………。

ＧＭ：実はゴーダ伯がどこへ行ったのか、先ほど見つけたメモの中にそれと推定できる場所が書いてありました。

一同：なんと！

ＧＭ：ただし、そこがどこかをプレイヤーのみなさんに教えるのは、マスターシーンを挟んだ後にしたいと思います。

アンソン：ＰＣは知っているが、プレイヤーは知らない情報か。ちょっと面白い。

ＧＭ：さて、クライマックスに移る前に、マスターシーンが入ります。







◆Middle 09◆見えざる影





　久ひさ方かたぶりの宮きゆう殿でんだというのにも関わらず、ゴーダ伯は厳きびしい顔をして歩いていた。

「まさか、こんなことだとは」

　呟つぶやきながら、目的の部屋の扉とびらを開けた。




ＧＭ：ここで、マスターシーンが入ります。ゴーダ伯が宮殿を早足で歩いているところです。

アンソン：ああ、ゴーダ伯が……。

ＧＭ：ゴーダ伯は、「まさか、こんなことが起きていようとは」などと言っています。

一同：やばい！

アンソン：ゴーダ伯！　それは死にフラグです!!




　オスウィン・ゴーダ伯。

　冷れい徹てつで、およそ物事に動じることがないと思われている男。

　その人物が、血相を変えて王宮の廊ろう下かを早足で進む。

　ゴーダ伯が、行き着いた先の扉を開けると、そこには小さな人ひと影かげが立っていた。

　ゴーダ伯は目の前の人影に問う。

「グラスウェルズのバルムンクとは、あなただったのですね……」




カテナ：「あなた」？

アンソン：敬けい語ごを使う相手？




　だが、人影は何も答えない。

　ゴーダ伯は、部屋へと入りその人ひと陰かげに近づいていく。

　部屋の中に立っていた人物は、ゴーダ伯が手の届とどくほどの距きよ離りまで接せつ近きんした刹せつ那な、隠かくし持もっていた白はく刃じんを閃ひらめかせた。




ナーシア：ええっ!?

アンソン：ゴーダ伯が！

ＧＭ：その人物は、隠し持っていた短たん剣けんを抜ぬくと、よどみのない動作でゴーダ伯を刺します。

ゼパ：うぉおおおおー！

ＧＭ：血を吐はいてゴーダ伯が倒れたところで、マスターシーンを終了します。

アンソン：死ぬ、ゴーダ伯が死んでしまう！　急いで駆けつけないと！

ＧＭ：ミドルフェイズはこれで終了です。クライマックスフェイズに移ります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆白竜王国の秘密




　その部屋の扉とびらは開いていた。

　ナーシアたちが飛とび込こむと、そこには血を流し倒たおれ伏ふすゴーダ伯はくの姿すがたがあった。

　凶きよう器きと思おぼしき、血まみれの短たん剣けんを握にぎっていたのは……。




ＧＭ：クライマックスフェイズです。みなさんがゴーダ伯の刺さされた現げん場ばに駆かけつけたところから、シーンスタートです。

アンソン：「ご無事ですか!?」と扉を開けるけど……。

ＧＭ：そこには、ゴーダ伯が血を流して倒れていて、その横に冷たい笑えみを浮うかべてひとりの人物が立っています。

カテナ：ＧＭ。そろそろ、その場所を教えてください。

ＧＭ：その前に、ゴーダ伯を刺した人物が誰だれかを先に明かしますね。

一同：……。




　倒れているゴーダ伯の横に立つひとりの少年。

　それは、紛まぎれもなくグラスウェルズ国王フィリップその人だった。




アンソン：な、なにーぃっ！

ＧＭ：ちなみにこの場は国王の執しつ務む室しつ。アンソンはフリーパスでこの場に来れますから。

一同：あちゃーっ！

ＧＭ：みなさんが部屋に入ってくるのを見ると、地の底から響ひびくような、少年らしからぬ声が語りかけます。「来たか、ファントムレイダーズ」

アンソン：僕ぼくはフィリップ陛へい下かに忠ちゆう誠せいを誓ちかった身なので、目の前の状じよう況きようが信じられないだろうな。「陛下、これはいったい？」と問いかけます。

ＧＭ：すると、フィリップは直ちよく接せつ返答せずに、逆ぎやくに聞き返します。「アンソンよ、バルムンクの正体を知ったか？」

アンソン：……仕方ないな。「バルムンクとは、このグラスウェルズそのもの。そういう結けつ論ろんに至いたりました」と答えます。

ＧＭ：すると、フィリップは呵か々かと侮ぶ蔑べつ的に笑いながらこう、答えます。




「よくぞ突き止めた。そのとおりだ。余よがバルムンクだ。すなわちグラスウェルズそのものがバルムンクだ、ということだ」




一同：…………。

アンソン：何という……！

ゼパ：ショックなのじゃ！

ナーシア：ゴーダ伯の様子は？

ＧＭ：血を流しながら苦しげに「気をつけろ、ナーシア……」とだけ呟つぶやきます。

カテナ：わたしはゴーダ伯の許へ駆かけ寄よろう。

ＧＭ：ゴーダ伯の衰すい弱じやくは著いちじるしく、息はまだありますが、このまま放置しておけば間ま違ちがいなく死し亡ぼうするでしょう。

ナーシア：……それは、どういうこと？

カテナ：おそらく、クライマックスの戦せん闘とうでラウンド制せい限げんがあるってことだろう。

ＧＭ：正せい解かいです。ただ、その前にもう少し演出を続けます。ゴーダ伯は息も絶たえ絶だえになりながら、「あ、あれは、フィリップ陛下ではない」と声を絞しぼり出だします。

アンソン：……どういうことですか？

ＧＭ：「フィリップ陛下の……、手にあるものを見よ」と言います。

アンソン：手にあるもの？

ＧＭ：そこでみなさんは気づきますが、フィリップは、グラスウェルズの王おう威いの竜りゆ輝うき石せきを握っています。そして、竜輝石は今まで見たことがないような、異様な光を発しています。まぁフィリップがしゃべっているんですが、声は竜輝石から聞こえて来るような気がします。

一同：な、何だってーっ!?

カテナ：これは……。さすがに驚おどろいた！

ゼパ：うーむ。だが、いろいろな辻つじ褄つまはこれで合うのう。

ナーシア：え、なんで？　……竜輝石がバルムンクってこと!?

ＧＭ：正確には、この王威の竜輝石に宿った怨おん念ねんがバルムンクなのです。フィリップはそれに取り憑かれているって感じですね。

ゼパ：つまり歴代の王様の一番近いところに、バルムンクは潜んでいたわけじゃな。

カテナ：みんな戦争に駆り立てられるわけだ。

ＧＭ：グラスウェルズ白竜王国を象徴する竜輝石がバルムンクなのです。アンソンが言ったとおり「グラスウェルズそのものがバルムンク」という表現は、ある意味で正しいのです。

アンソン：でも……、もしかして、フィリップ王自身は違うんだよね？

ＧＭ：はい（にっこり笑う）。すると、フィリップが突とつ然ぜんがくりと床ゆかに倒れ、その手から離はなれた王威の竜輝石が宙ちゆうに浮かび上がります。

ゼパ：また何か起こったのじゃ！

ＧＭ：宙に浮うかび上あがった竜輝石は、どす黒い霧きりのようなものを噴ふき出だします。

一同：げげっ！

ＧＭ：すると、次の瞬間、みなさんの周りに亡ぼう霊れいのような影かげが三つ現あらわれます。

カテナ：三つの影？

アンソン：……もしかして、さっき王立図書館で調べた、三人の王たちだったりする？

ＧＭ：正解。そのとおりです。




　亡霊のような姿の王たちは、次々に呪のろいの言葉を紡つむぐ。

「我われは不ふ死し王ユーグ。四八五年、ゴルフォードを占せん領りようしたにも関わらず、統とう一いつ帝ていとなることあたわじ。この恨うらみ、忘わすれることなし」

「我は賢けん者じや王フェルナンド。北方の領りよう土どを拡かく大だいし、アヴェルシアを取ったが、統一帝となることあたわじ。この恨み、忘れることなし」

「我は騎き士し王エグベルト。リド＝エマルム地方をメルトランド王国よりもぎ取るが、統一帝となることあたわじ。この恨み、忘れることなし」
















一同：…………。

アンソン：これが、グラスウェルズの怨念か……。

ＧＭ：はい、グラスウェルズを戦争へ駆かり立たててきた怨念が、亡霊となって現われたのです。

アンソン：僕はグラスウェルズの騎士として、国のためを思ってバルムンクと戦ってきたわけだから、この現げん実じつは信じ難がたい。ガックリとうなだれる。

ＧＭ：代々グラスウェルズの騎士の家か系けいであるアンソンにはショックが大きいでしょうね。

アンソン：「僕らが今までやってきたことはいったい……？」

ＧＭ：亡霊たちは言います。「「「統一帝になることこそ、グラスウェルズの悲願。グラスウェルズに忠誠を誓うならば、我らに従したがえ、フィリップの声に従え、グラスウェルズ王家の命令に従え。そして、戦争を！　征せい服ふくを！　そして、この大陸を我わがものに！」」」

アンソン：じゃあ、亡霊に問おう。「グラスウェルズとは……、グラスウェルズとは、いったい何だったのですか!?」

ＧＭ：亡霊たちは答えます。「「「王威の竜輝石に導みちびかれし、我らが心を継つぐもの」」」

アンソン：今一いち度ど問います。僕は、誰に従うべきなのでしょう？

ＧＭ：「「「我らの声、グラスウェルズ王家の声に従え。この大陸すべてを我らのものとするまで、戦い続けるのだ、アンソン伯！」」」

アンソン：……きっついなあ。ガックリとうなだれて膝ひざを突いちゃうよ、この展てん開かいは……。

ナーシア：アンソン……。

カテナ：うーん。アンソンにとっては、自分の先せん祖ぞ代々に至るアイデンティティーを否ひ定ていされたようなものだからなあ。

ゼパ：ショックを受けるのは無理ないのじゃ。




　絶ぜつ望ぼう的てきな状況。

　崩くずれゆく自じ我がのより所。

　自分自身の、いや先祖から続く忠誠の対象が、戦争と破は壊かいをもたらす者であったことに、アンソンは衝しよう撃げきを受けていた。

　もし、彼かれがひとりだったら耐たえきれなかったかもしれない。

　だが、アンソンには絶ぜつ望ぼうの淵ふちにいるときでも、声を掛かけてくれる仲間がいたのだ。




ゼパ：では、ここでアンソンを励ますのじゃ！　「アンソン！　騙だまされるでない！　おぬしは今まで何を見てきたんじゃ」

一同：おお！

ゼパ：いいかアンソン。例え古いにしえの王の憎悪が王威の竜輝石に残っていたとしても、そんなものはただの残ざん骸がいじゃ！　おぬしが今まで何に忠誠を誓ってきたのか、よーく考えるのじゃ!!

アンソン：それじゃ、「……何に、忠誠？」と呟つぶやきます。

ゼパ：おぬしは見てきたはずじゃ！　国こつ境きようの町で！　異い国こくの孤こ児じ院いんで！　国とはなんなのか、何を守らねばならんのか、おぬしはよーくわかっているはずじゃ。

アンソン：何を……、守るか……？

ゼパ：そうじゃ。日ひ頃ごろからワシが言っておるじゃろう。この世で一番大切なことは……。




「愛じゃ！」

　亡霊と化した王たちを、みじんも恐おそれることもなく、ゼパは言い切った。

　その瞬間、場の雰ふん囲い気きが明らかに変わっていくのを、誰しもが感じていた。




ナーシア：ここで、私わたしもアンソンに声をかけていいですか？

ＧＭ：どうぞ。

ナーシア：（毅き然ぜんとした声で）「アンソン！」

アンソン：……ナーシア？

ナーシア：「騙されないで。アンソンが忠誠を誓った王が、戦争なんてそんなことを望んでいるはずが、ない！」

アンソン：……ナーシア。

ナーシア：……フィリップはバルムンクに操あやつられているだけ。ロッシュと同じように。

ＧＭ：では、床に倒れているフィリップが声を出だしたような気がします。「……アンソン、助けて……」

アンソン：陛下！

カテナ：なんか、わたしもひと言こといわないといけない気分になってきた（笑）。

ＧＭ：では、カテナからもどうぞ。

カテナ：アンソン。敵てきの言動に騙されるな。敵の妄もう執しゆうに付き合う理由なんてない！

アンソン：……そろそろ僕も何か言わないといけなくなったな。

ＧＭ：どうぞ。

アンソン：……そうだな。……確かに、僕はグラスウェルズの騎士。だが、グラスウェルズとは過か去この王の妄執にあらず！

一同：おおっ！

アンソン：……ところで、この部屋って窓あるんですか？

一同：なに言ってるのっ!?

アンソン：いや、かっこいいこと言おうと思ったんだけど、部屋に窓がないと台無しになるんで……（一同爆笑）。

カテナ：まあ、確たしかに窓の有う無むについてＧＭの描びよう写しやはなかったけど……。

ＧＭ：分かりました（笑）。じゃあ、執務室から広く開け放たれた扉の向こうは、みなさんも何度か来た、ベルクシーレの街並みを見下ろすバルコニーだということにしましょう。窓ではないですが、外はよく見えるということで。

アンソン：よかったー！

ゼパ：では、どうぞ！

アンソン：この地に集つどう民たみこそ、このグラスウェルズ真の姿だ！　と言って、窓まどの外に広がる街まち並なみを指します。




　夕闇迫るベルクシーレの街並みのあちこちからは、夕ゆう餉げの煙が無数に立ち上っていた。その煙の下では、昼間の仕事を終えた人々が、家族と憩いこいの時を過ごしているはずだった。




アンソン：あの民こそがグラスウェルズという国をなす存そん在ざい！　そして、王とはその命を背せ負おうものだ！　民に害をなす存在が、国の真の姿であるわけがないっ!!

一同：おおっ！

ゼパ：アンソンにしてはよく言ったのじゃ！（笑）

カテナ：アンソンにしては格かつ好こうよかったぞ！（笑）

ナーシア：かっこよかった。……アンソンにしては（笑）。

アンソン：これでもがんばったんだからさー。褒ほめるならちゃんと褒めて！（笑）

ＧＭ：アンソンのセリフを聞くと、亡霊たちは喚わめきます。「「「くだらぬことを！　民は王のために在あるもの！　グラスウェルズが世界を掌しよ握うあくするための兵であり、使用人であり、駒こまである。駒の分ぶん際ざいで国の真の姿など、くだらぬことを言うな!!」」」

ナーシア：（凜りんとした声で）くだらないのはあなたたちの方。

一同：おお！

カテナ：やばい！　今のは本当に格好よかった。

ゼパ：声せい優ゆうってすごいのじゃ……。

アンソン：……てか、ずるいよ！　僕のときと全然反はん応のうが違ちがうじゃないか!!（笑）

カテナ：みずからの妄執で、民を害する亡霊たちよ。お前たちがかつての王であっても、わたしたちは膝を屈くつするわけにはいかない。

アンソン：歴代の王たちよ、あなたたちの妄もう言げんは否定された！　民を思い、民を背負える人がここにいる！　……フィリップ陛下、聞こえますか!?

ＧＭ：フィリップはうっすらと目を開け、「アンソン……。この国を……、助けてくれ」と、すがるようにアンソンに言います。

アンソン：フィリップ陛下の命令、しかと聞きき届とどけました。このアンソン、フィリップ陛下のために命を賭とします！　と言うと、ハンマーを「ガシン！」と床に叩たたきつけます。

ＧＭ：「「「ならば、反はん逆ぎやく者しやは死ね！」」」と亡霊たちは叫さけびます。ここで、ナーシアはあることに気づきます。

ナーシア：え？

ＧＭ：怨念に染そまった王威の竜輝石から、ロッシュの気配が感じられます。

ナーシア：グラスウェルズの王威の竜輝石から？

ＧＭ：はい。この王威の竜輝石は、魂を食くらうのです。

ナーシア：……ロッシュの魂も、そこに閉とじ込こめられているってこと？

ＧＭ：そう感じます。

カテナ：……なるほど。じゃあ、この三人の王の亡霊も竜輝石に食らわれた魂のなれの果てなのかもしれないな。

ＧＭ：竜輝石の怨念に取り憑かれて覇権を望み、目的を果たせずに妄執を残して死んだ魂が竜輝石に取り込まれ、そしてまた怨念が膨らむ。こんな負の連鎖をずっと昔から繰り返してきたんでしょう。

アンソン：そういえば、フィリップ王も態たい度どを豹ひよう変へんさせてたことがあったっけ。

ＧＭ：はい。フィリップは、ときどきこの竜輝石に意い識しきを乗っ取られていたのです。

アンソン：なるほどなー。言われてみれば思い当たる点があるよ。

カテナ：そのうち、フィリップも妄執に取り憑かれて「戦争！　戦争!!」って言うようになったのかも……。

ゼパ：逆に言えば、この王様たちも、最初はいい人だったかもしれないのじゃ……。

ＧＭ：今は確かめるすべはありませんが。

ナーシア：……私たちが倒すべきはこの竜輝石に取とり憑ついた亡霊？

ＧＭ：このシナリオは、王威の竜輝石に取りついた亡霊三体を倒せば終わりです。

ナーシア：なら、言います。「返してもらう。大切なものを」

ＧＭ：亡霊たちは言います。「「「慮りよ外がい者めらが！　王からこの国を奪うばうつもりか!?」」」

ナーシア：……違う。

ＧＭ：「「「なにっ！」」」

ナーシア：お前たちのものなんて、何もない。盗ぬすまれていたものを取とり戻もどすだけ……。




「我われ々われファントムレイダーズが！」




アンソン：ようし！　言い切った。

ＧＭ：では、シーンを変えて、戦闘に移うつりましょう。







◆Climax 02◆妄執の三王





　妄執に飲み込まれた三王の亡霊が、四人を取り囲みながら怨念の言葉を呟つぶやき続ける。

　彼らは王威の竜輝石に取り込まれた哀れな犠牲者にすぎないのかもしれない。

　だが、グラスウェルズの民のため、そして敬けい愛あいすべきフィリップ王のため、

　アンソンは彼ら歴代の王たちを倒す覚悟を決めていた。




ＧＭ：それでは戦闘の前に、もう一度条件を確認しておきます。フィリップ、ゴーダ伯、王威の竜輝石はこの戦闘に参加しません。したがって、対象がシーンとなるような攻撃が発生しても、彼らをかばう必要はありません。

アンソン：それは助かる。

ＧＭ：ただし、ゴーダ伯はかなりの重体のため、三ラウンド以内に戦闘が終了しなかった場合、出血多量で死亡します。戦闘中に《ヒール》で彼の傷を治すこともできないとします。

カテナ：かばわなくてすむ方がありがたい。

ナーシア：……必ず助けますからね、ゴーダ伯。

ＧＭ：賢者王はスタッフを持ち、風もないのにはためいているローブを身にまとっています。不死王は両手にそれぞれ魔導銃を持っていて、豪ごう奢しやな服を着ています。騎士王はプレートメイルを着て、馬にまたがっています。そして、その周りには炎のようなオーラが見えます。

アンソン：騎士王はその名のとおりだな。

カテナ：不死王はガンスリンガー？

ナーシア：賢者王は魔術師か僧侶みたい。

ゼパ：それに、賢者王と騎士王はそれぞれ属性のある攻撃をしてきそうなのじゃ。

ＧＭ：エネミーの配置はみなさんを中心として、正三角形を描くようにして、亡霊が取り囲んでいます。それぞれ距離は、みなさんから一〇メートルです。では、戦闘を開始します！




●第一ラウンド

▼行動値

ナーシア　　　　　　　　　35

騎士王エグベルト　　　　　20

カテナ　　　　　　　　　　14

賢者王フェルナンド　　　　14

不死王ユーグ　　　　　　　13

アンソン　　　　　　　　　12

ゼパ　　　　　　　　　　　10
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ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセスですが、その前に不死王が《加速する不死王の刻とき》というオリジナルエネミー特殊能力を使用します。セットアッププロセス開始直前に使用して、シーンを変えます。


カテナ：シーンを変える？　ということは、このタイミングでシーン持続のスキルの効果が切れるってこと？

ＧＭ：はい。逆に言うと、シーン１回のスキルが再び使えるようになるというメリットもあります。それと、シーンが変わってもラウンド進行は継続されます。

カテナ：シーンが変わるってことは、《ホーリーウェポン》が一ラウンドで切れるのか！

アンソン：それはかなりつらいぞ。

ゼパ：となると、やはり不死王から倒した方がいいかのぉ。

アンソン：う～ん。不死王の能力は、僕たちをエンゲージさせるための罠のような気もするんだよね。（マップを眺めて）……騎士王はたぶん、こっちに近づいてくると思うんだ。だからここはＧＭの裏をかいて、賢者王にエンゲージしない？（笑）

ナーシア：ピアニィが言ってた、「まずは神官から狙いなさい」って（一同笑）。

カテナ：それがいいかもしれない。不死王がガンスリンガーで魔導銃を持っているなら射程は一〇メートルしか届かないはず。《ロングレンジショット》を持っていたとしても、それでマイナーがつぶれるならそれはそれでラッキー（笑）。

ＧＭ：では、改めてセットアッププロセスに移りましょう。まずはナーシアから。

ナーシア：《陣形》と《限界突破》を使用します。それから《パワースマイト》です。

アンソン：よしっ！　全員で賢者王にエンゲージだ！（笑）

ＧＭ：「ほぅ、私を最初に倒そうとはなかなかよい判断をしよるわ」　焦あせるそぶりも見せずに賢者王が呟きます。

ゼパ：だが、どうやら当たりだったようじゃな。

ＧＭ：「だが、どこに行こうと結果は同じことよっ！」　騎士王が叫びながら手綱を引くと、彼の乗る馬が大きくいななきます。ということで、騎士王のセットアップは《大地を揺ゆるがす騎士王の馬》というオリジナルのエネミー特殊能力です。

アンソン：こいつもオリジナルの能力を持ってるし（笑）。

ＧＭ：騎士王が乗っている馬が口から黒い息を吐き、その場で大きく足踏みをすると、まるで地震のように地面が揺れ始めます。

アンソン：そんなの馬じゃないっ！（笑）

ＧＭ：シーンに登場している任意のキャラクターは難易度14の【敏捷】判定を行ない、失敗した場合、バッドステータスの転倒を受けます。ただし、飛行状態のキャラクターには効果がありません。

アンソン：ひどい能力だ！

カテナ：いや、このラウンドは《限界突破》で達成値が＋10されているから、けっこう回避できるはず。




　カテナの言ったとおり、騎士王の愛馬の攻撃を避けることに成功する四人。

「ほぅ、余の愛馬の攻撃をかわすとは……」

　感心したように騎士王が呟く。だが、敵のグラスウェルズの王たちの攻撃はこれで終わりではなかった。騎士王の言葉に続けて、賢者王が杖を振りかざしながら言った。

「ならば、この攻撃はどうかな？」




一同：今度は賢者王かっ!?

ＧＭ：はい。賢者王のオリジナルエネミー特殊能力は《風かぜ凪なぐ賢者王の杖》。シーンに登場している任意のキャラクターと【精神】による対決を行ないます。これに勝利すると対象にバッドステータスの重圧を与えます。もし、この判定でクリティカルをしていた場合、この重圧はスキルやアイテムで回復することができません。さらに対象が飛行状態だった場合、その飛行状態を解除します。

アンソン：また全員に攻撃か。

ＧＭ：ええ。（ダイスを振る）達成値は25です。

カテナ：（ダイスを振る）26で回避成功。

アンソン：ファンブル以外は成功。（ダイスを振る）うん、11が出たから回避成功。

ゼパ：25からスタートなので、ワシもファンブル以外成功なのじゃ。

ナーシア：フェイトを１点と《ダンシングヒーロー》も使用。（ダイスを振る）22で失敗!?

一同：えぇ――――っ！

ナーシア：ここで失敗するわけにはいかない。フェイト１点使って振り直し！　さらにもう１点使って、ダイス増やします。（ダイスを振る）26で回避成功！

ＧＭ：またしても全員避けましたか。

アンソン：ちょっと待て！　歴代の王たちが次々とこんな攻撃を仕掛けてくるのか？

ＧＭ：そ～のと～りじゃ～（笑）。次は不死王。彼のオリジナルエネミー特殊能力は《すべてを蝕むしばむ不死王の毒》。シーンに登場している任意のキャラクターに魔術による攻撃を行ないます。この攻撃が命中した対象は、バッドステータスの毒を受けます。

一同：今度は毒っ!?

ＧＭ：ええ。この毒によるＨＰダメージは10点。しかも、この毒はスキルやアイテムなどで回復することはできません。回復する手段はただひとつ。不死王を戦闘不能にすることです。




　不死王の創り出した魔ま毒どくが四人へ襲いかかる。

　機き敏びんなナーシアこそ華か麗れいな身のこなしで逃れることができたが、アンソン、そしてカテナをかばったゼパは、不死王の毒に冒されてしまう。




アンソン：くっ、さすがに全員の攻撃を避けるのは無理だったか。

ＧＭ：「我が毒は永劫に続くぞ。我はその名のとおり不死ゆえ」アンソンとゼパが毒を受けたのを見て、不死王は不敵な笑みを浮かべます。

アンソン：ならば賢者王の次にお前を倒してやろう。次は僕の番だな。《インペレイティブ》でセットアッププロセスのスキルをふたつ使用。《コーデックス》でアコライトのスキルのコストを下げ、《パワースマイト》でダメージを上昇させるぞ。

ゼパ：では、ワシは賢者王を《プロヴォック》で挑発。（ダイスを振る）34なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）22で抵抗失敗。「ほぅ、この私を挑発するか。では、その報いにお前たちを切り裂いてやろう」

カテナ：賢者王は〈風〉属性の魔法使いっぽいな（笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。

カテナ：先に支援をかけさせてもらおう。《カリキュレイト》で割り込みます。

ＧＭ：分かりました。メインプロセスをどうぞ。

カテナ：マイナーで《ランニングセット》を使用してスキルをふたつ使用。《リミットブレイク》で魔術のＳＬを上げて、《ファストドロウ》で魔術の対象を３体に変更。メジャーは《ホーリーウェポン》。（ダイスを振る）判定は成功。ナーシア、アンソン、ゼパの武器攻撃のダメージを21点上昇させました。

ＧＭ：「どうせ、その効果はこのラウンドで消えてしまうぞ？」と不死王が笑っています。

アンソン：ふっ、ならば不死王に言い返そう。「だが、僕たちファントムレイダーズの攻撃は永えい劫ごうにも続くように感じるぞ？」

ゼパ：ワシらには《再行動》があるからな（笑）。

ＧＭ：「だが、先に倒れてしまっては元も子もあるまい」そう言って、騎士王が両手剣を構えます。マイナーで《ディフェンダー》を使用して防御を固めつつ、メジャーでオリジナルエネミー特殊能力の《すべてを灼やき尽つくす騎士王の剣》を使用！

アンソン：何かすごい攻撃がきそうだ！

ＧＭ：シーンに登場している任意のキャラクターに武器攻撃を行なう特殊能力です。命中判定は17＋４Ｄ６。ダメージは[image: 100]＋４Ｄ６の〈火〉属性の魔法ダメージ。しかも、この攻撃によるダメージは対象の【魔法防御力】を０として算出します。ただし、一シーン一回しか使用できません。

カテナ：なるほど。《加速する不死王の刻》でシーンを変える意味はここにあったのか。

ＧＭ：「余の攻撃を見事受けてみよ！」（ダイスを振る）命中は34です。

カテナ：ゼパ、まだＨＰは大丈夫？

ゼパ：たぶん。

カテナ：なら、ミスティックガーブの能力は使わない。（ダイスを振る）回避は失敗。

アンソン：僕も回避失敗だ。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》を使用。（ダイスを振る）クリティカル！　回避成功！

ゼパ：ワシも回避失敗なので、《アラウンドカバー》でふたりをかばうのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）〈火〉属性の魔法ダメージで[image: 110]点！

ゼパ：《アイアンクラッド》を使用するのじゃ。（ダイスを振る）19点軽減。

アンソン：ゼパへ《プロテクション》。（ダイスを振る）43点軽減。

ゼパ：むぅ～、【魔法防御力】を無効にされるとつらい。48点ダメージを受けたのじゃ。

ＧＭ：次は、賢者王。マイナーはなし。メジャーはオリジナルエネミー特殊能力の《すべてを切り裂く賢者王の風》を使用。

ゼパ：もしかして、またシーン攻撃かのう？

ＧＭ：ええ（笑）。

ゼパ：悲しみのあまり、血の涙を流すのじゃ（一同笑）。

ＧＭ：《すべてを切り裂く賢者王の風》は魔術による攻撃で命中判定は６Ｄ６＋10、６Ｄ６＋70点の〈風〉〈闇〉の魔法ダメージを与えます。転倒している対象にはダメージに＋20されますけど、今回はいないのでこれは関係ないですね。

アンソン：なるほど。騎士王の馬の攻撃とのコンビネーションか。

ＧＭ：そうです。命中は……（ダイスを振る）クリティカル！




　賢者王が手にしたスタッフをひと振りするとともに、周囲に突風が吹き荒れ、カマイタチとなって部屋にあるものを次々と斬り裂いていく。

　四人は目に見えぬ風の刃による攻撃を避けることもできず、みるみる血にまみれていく。




ＧＭ：（ダイスを振る）〈風〉〈闇〉属性で、95点の魔法ダメージです。

アンソン：全員に《プロテクション》を！　（ダイスを振る）ナーシアへは42点、カテナへは39点、ゼパへは40点、僕自身は39点のダメージ軽減。

カテナ：くっ！　いきなりＨＰの半分近く持って行かれたっ！

ゼパ：ワシは１点しかダメージを受けなかったのじゃ。

ナーシア：さすがはゼパ様（笑）。

ＧＭ：次は不死王。えー、マイナーアクションでみなさんの方へと５メートル移動。

一同：移動？

カテナ：やはり、《ロングレンジショット》は持っていなかったようだ（笑）。

ＧＭ：はい。まさか、みなさんが賢者王から狙うと思っていなかったのです（一同笑）。メジャーアクションで、《エクシードショット》で攻撃。対象は……（ダイスを振る）カテナを狙うことにしました。

カテナ：こっちか！

ＧＭ：命中は……（ダイスを振る）片方が６なので、《ハードラック》を使ってこの判定をクリティカルに変更します。

カテナ：こざかしい真似をする。とはいえ、これ以上ゼパのＨＰを減らすわけにもいかないので、《ドラゴンソウル》とフェイト２点使って回避判定のダイスを増やします。（ダイスを振る）ダメかっ！　クリティカルしないので、回避失敗!!

ＧＭ：「不死王の攻撃は、己にとって致ち命めい的てきな一撃となろう」　そう言いつつ、賢者王がカテナを指さして《チェックメイト》を使用！　（ダイスを振る）ダメージが16点上昇。合計で[image: 127]点〈水〉属性の魔法ダメージです。さらに不死王は《テンポラリリペア》を使用し、壊れた魔導銃を使用可能な状態まで修理します。

カテナ：それはいくらなんでも保たないっ！　すまん、ゼパっ!!

ゼパ：カテナを《カバーリング》するのじゃ。

アンソン：《プロテクション》。（ダイスを振る）ダメージ、38点軽減。

ゼパ：《アイアンクラッド》は……（ダイスを振る）24点のＨＰダメージを受けた。これくらいなら、まだまだ平気じゃ！

ＧＭ：では、これだけの攻撃を受けても、平気な顔をしているゼパを見て騎士王が呟きます。「余の攻撃に《チェックメイト》を使わんからだ！」

一同：？

ＧＭ：すると、騎士王の言葉を聞いた賢者王が――「ふん、本当なら私の攻撃に使いたいのだがな。この技は他人の援護にしか使えぬゆえ、仕方なく我が先祖に使ったまでのこと」

カテナ：もしかして、この三人は仲悪い？（笑）

ＧＭ：そのようですね。さらに賢者王の言葉に不死王も「仕方なくとはなんじゃ、仕方なくとは！」と言い出します。

ナーシア：なんて醜みにくい争い……（笑）。

アンソン：これが我が国のかつての王たちかと思うと情けないぞ！（一同笑）

ゼパ：しかし、今がチャンスなのじゃ！　マイナーで《クローズショット》、メジャーで《ダブルショット》を使って賢者王を攻撃。（ダイスを振る）一発目の命中は、44なのじゃ。

ＧＭ：《スネイクビート》のダイスペナルティのせいで回避は無理そうなので、賢者王は「女、私をかばえ」とナーシアを指します。オリジナルエネミー特殊能力《心をあやつる賢者王の指》を使用。自分に対して対象に「他人をかばう」を行なわせます。これは行動済でも関係ありませんし、対象は行動済になりません。

ナーシア：抵抗はできないんですか？

ＧＭ：できません。

ナーシア：ええー!?

ＧＭ：でも、一ラウンドに一回しか使えませんから安心してください（笑）。では、ゼパはダメージをどうぞ。

ゼパ：ナーシア、すまぬのじゃ。（ダイスを振る）70点の物理ダメージなのじゃ。

アンソン：《プロテクション》、いる？

ナーシア：（計算して）64点ダメージが通るけど、《レイジ》を使うためにはちょうどいいダメージ累るい積せきだから、《プロテクション》はいらない。

ＧＭ：残りＨＰはいくつになりました？

ナーシア：これで、９点になりました。……すべて、計算どおり（笑）。

ゼパ：すまんが、シックルチェインを使っているので転倒も受けるのじゃ。

ナーシア：じゃあ、転んだ状態で「……すべて、計算どおり」（一同爆笑）

ゼパ：うぉ～、本当に申し訳ないのじゃ。で、二発目――（ダイスを振る）命中は42。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ゼパ：ならば《ブルズアイ》を使う。（ダイスを振る）[image: 118]点の物理ダメージなのじゃ。

ＧＭ：88点ダメージくらいました！　「よくも私の体に傷をつけたな！」と言って、賢者王は自分へ《エンカレッジ》。他のふたりはシーン一回という制限つき攻撃ばかりなので、自分を動かした方が得！（一同笑）

ナーシア：本当に仲が悪いみたい（笑）。




　再び《すべてを切り裂く賢者王の風》を使って攻撃する賢者王。

　しかし、転倒しながらもナーシアは華麗に回避。カテナもミスティックガーブの能力で回避に成功する。残るふたり――アンソンとゼパは回避できなかったものの、アンソンの《プロテクション》とゼパの《アイアンクラッド》のおかげで、アンソンはわずか11点のＨＰダメージ。そしてゼパは……。




ゼパ：ダメージは０じゃ☆

ＧＭ：「何故、何故倒れぬっ!?」と賢者王は焦り始めます。

アンソン：それはダメージが０だからだよ（笑）。賢者王へ攻撃。メジャーアクションは《タイダルウェイブ》。（ダイスを振る）命中は37。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が５と６!?　あと少しでクリティカルだったのですが……回避失敗です。

アンソン：ダメージは77＋６Ｄで……（ダイスを振る）98点のダメージ！　さらに重圧のバッドステータスもつくが……。

ＧＭ：《バッドステータス無効》を持っているので、重圧は受けません。

アンソン：やはりか。だが――ナーシアっ！

ナーシア：（無言で頷うなずく）賢者王へ攻撃。マイナーアクションで転倒を回復、メジャーアクションで《ダーククロス》。33＋４Ｄで……（ダイスを振る）命中は45。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ナーシア：（ダイスを振る）[image: 124]点ダメージです。

ＧＭ：「だが、その程度のダメージでは私を倒すことはできんぞ！」と賢者王は言いますが、もう一回ナーシアの攻撃が来るんですよね？

ナーシア：（にっこりと笑って）ええ。じゃあ、いきますね。




「ば、馬鹿な。統一帝になるという私の願いは、こんなところで潰ついえるのか……」

　ナーシアの連続攻撃をまともに受けた賢者王は、自分に起きたことが信じることができないというような驚きの表情を浮かべたまま、霧のように消滅していった。




ナーシア：すべて計算どおり（一同笑）。

ＧＭ：「我の子孫ながら情けないやつめ」消えていく賢者王を横目で見ながら不死王は罵ば倒とうし、騎士王は「しょせんは魔法使い。やはりＨＰが少ないところが弱点か……」と呟きます。

カテナ：何というメタな分析（笑）。

ＧＭ：ここで、賢者王を戦闘不能にしたことによる、討とう伐ばつボーナスが入ります。

ナーシア：ボーナス!?（嬉しそう）

ＧＭ：みなさん、フェイトを１Ｄ６点回復してください。ただし、ここで回復したフェイトを使用しても成長点にはなりません。

ナーシア：（ダイスを振る）全快です。

ゼパ：ワシも全快なのじゃ。

カテナ：げっ！　１点しか回復しなかった（一同笑）。

アンソン：う～ん、こんなことだったら、もっとフェイトを使っておくんだったな。

カテナ：そんなことよりも、ここで《再行動》だな。一気に不死王も叩たたいてしまおう。

ナーシア：もちろんです！　《再行動》を使います！　そして私は待機です。

ＧＭ：では、カテナの行動、どうぞ。

カテナ：マイナーで《ランニングセット》を使用して《エンハンスブレス：風》と《アーティラリィマジック》、メジャーは《ダブルキャスト》で《サモン・リヴァイアサン》を二回撃つ。対象は不死王。（ダイスを振る）一発目の命中は43。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目が悪い！　回避失敗です。

カテナ：それなら、ここで《マジックフォージ》だな。（ダイスを振る）[image: 126]点の無属性、魔法ダメージ！　ダメージが通れば転倒だが……。

ＧＭ：《バッドステータス無効》を持っているので、転倒は受けません。

カテナ：それは予想ずみ（笑）。だが、これで終わりじゃない。（ダイスを振る）34で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が６と４なので、《ハードラック》でクリティカルに変更します。回避成功！

カテナ：う～ん。さっきもそうだったけど、《ハードラック》は意外と厄やつ介かいかも。

ゼパ：６がひとつでもあればクリティカルになるからのぉ。

アンソン：だが、こればかりはこちらではどうしようもない。というわけで、僕はコンボスキルのトスを上げるために待機する。

ゼパ：では、次はワシじゃな。このあと、騎士王も倒すことを考えると、この位置にいた方がよさそうなので、マイナーは特に何もせずに、メジャーで《ダブルショット》。（ダイスを振る）一発目の命中は43なのじゃ。

ＧＭ：《スネイクビート》のダイスペナルティにより、回避は失敗です。




　まるで蛇が這はうような軌道を描きながら、ゼパの放った鎖鎌シツクルチエインが不死王へと伸びていく。予想もしない方向からの攻撃に、不死王は避けることもできない。

　このゼパの攻撃で、あっけなく不死王は倒れた。




ナーシア：ええっ!?　予想していたよりも、ＨＰが少ない気がする！

ＧＭ：が！　不死王は《永遠なる不死王の魂》というオリジナルエネミー特殊能力を使用して、戦闘不能を回復し、ＨＰも最大ＨＰまで回復します。

ゼパ：なるほど、なるほど。不死王と呼ばれるわけじゃ。

ナーシア：感心している場合じゃない！（一同笑）

カテナ：問題は何回蘇よみがえるからだな。

アンソン：ならば、復活しなくなるまで倒すだけだ！　マイナーで不死王にエンゲージ、メジャーで《タイダルウェイブ》！　（ダイスを振る）命中は44。

ＧＭ：（ダイスを振る）６が出ない！　回避は失敗！

アンソン：ナーシアのダメージで倒れると推測して、《ボルテクスアタック》はまだ使わない。（ダイスを振る）97点のダメージだ！

ＧＭ：77点ダメージを受けました。「生意気な技を使いおって。だが、我は死なぬぞ！」

ナーシア：次は私の番。マイナーで《ダッシュアタック》。不死王の許へ走り寄ったあと、《バーサーク》を使用してダメージを上昇させます。メジャーアクションで《ダーククロス》。（ダイスを振る）命中は53です。




　ナーシアの短剣が閃せん光こうとなって不死王の身体を斬り裂き、[image: 139]点のダメージを与える。再び戦闘不能となる不死王ユーグ。

　だが、またしても何事もなかったかのように起き上がる。




カテナ：《インタラプト》で打ち消さない？　もし、不死王が《インタラプト》を持っていたとしても、ここで使ってくれればそれはそれでありだし。

ナーシア：分かりました。《インタラプト》で《永遠なる不死王の魂》を打ち消します。

ＧＭ：「我は永遠！　我は不死王なり！」　ナーシアの《インタラプト》を不死王が《インタラプト》で打ち消します。

カテナ：やっぱり持っていたか。




　しかし、ナーシアの攻撃はまだ終わっていない。

　振り下ろした左右の短剣の刃を返し、今度は切り下ろした軌道をなぞるように振り上げる。しかも渾こん身しんの力――《ボルテクスアタック》を込めて。

　ダメージは[image: 183]点！




ＧＭ：では、その攻撃で倒れます。《永遠なる不死王の魂》は一シナリオに二回使えるスキルでした。

アンソン：永遠じゃないじゃないかっ！（笑）

ＧＭ：本当に永遠だったら困るでしょう？　「そこの騎士！　確かに永劫にも思える攻撃であったぞ。だが……」と言いながら、《ラストアクション》を宣言。もう一回攻撃します。

カテナ：そんなのまで持ってるのかっ！

ＧＭ：ガンスリンガーですから（笑）。マイナーで《カッティングプラン》、メジャーで《エクシードショット》。目標は――ナーシア！




　だが、不死のふたつ名を持つ王の、死に際ぎわの攻撃はナーシアには届かなかった。

　不死王は無念そうな表情を浮かべながら霧と散った。それとともに、アンソンとゼパを蝕むしばんでいた毒の効果も消える。




ＧＭ：一回も《すべてを蝕む不死王の毒》のダメージを与えられなかった（涙）。

ゼパ：危なかったのじゃ（笑）。

ＧＭ：では、討伐ボーナスとして、１シナリオ内で使用回数制限があるクラススキルを、ひとつだけもう一度使用できるようになります。ただし、この効果はＰＣひとりにだけ適用することができます。

アンソン：ひとりだけか……何にする？

ゼパ：ナーシアの《ボルテクスアタック》かのぅ。

カテナ：いや、ここはナーシアの《インタラプト》で！

アンソン：それだ！　じゃあ、《インタラプト》を復活させよう。

ＧＭ：了解しました。




●第二ラウンド

▼行動値

ナーシア　　　　　35

騎士王　　　　　　20

カテナ　　　　　　14

アンソン　　　　　12

ゼパ　　　　　　　10




[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアッププロセスになります。

カテナ：一ラウンドで二体か。なかなかいいスコアだな。

ゼパ：残るは騎士王のみなのじゃ！

ナーシア：すべて計算どおり（一同笑）。

アンソン：なら、さっさと騎士王も倒してしまおう。《陣形》をよろしく！

ナーシア：分かりました。ギルドスキルの《陣形》を使って、騎士王にエンゲージです。それから、自分は《パワースマイト》を使います。

ＧＭ：次は騎士王。不死王が《加速する不死王の刻》を使う前に倒れたので、《大地を揺るがす騎士王の馬》を使用できません。なので、《フォートレス》で自身の防御力を上げます。

カテナ：さらに防御力が上がったっ!?　こうなると、ナーシアの《ピンポイントアタック》が頼りか……。

アンソン：ということは、コンボスキルで攻撃した方がよさそうだな。僕も《パワースマイト》を使っておこう。

ゼパ：ワシは一応、《プロヴォック》をするのじゃ！　フェイトを４点使って……（ダイスを振る）む、出目が悪くて、達成値は30なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）34で抵抗に成功しました。「騎士王にそのような挑発は効かん！　正々堂々、剣で勝負せよ！」

ゼパ：それは無理なのじゃ。ワシの武器は鎖鎌だからのぅー（一同爆笑）。

カテナ：なら、魔法はどうだ？　《カリキュレイト》で割り込んで、《ダブルキャスト》を使って、《サモン・リヴァイアサン》を二発撃つ！




　カテナの呼びかけに応え、〝水泳ぐ魚の王〟リヴァイアサンの幻体が召喚され、騎士王へと大津波を放つ。

　だが……。




ＧＭ：ＨＰダメージは０です。現在の騎士王の【魔法防御力】は90。その程度のダメージでは傷ひとつつけられません。

カテナ：90っ!?　これではわたしの攻撃は意味ないな。

アンソン：こ、これは固い。リシャール並みの固さだ（笑）。

ＧＭ：「それで終わりか？　ならば、次は余の番だな。騎士王の剣、その身に受けてみよ！」騎士王がナーシアへ《ラッシュ》で攻撃！　（ダイスを振る）命中はクリティカル！

一同：クリティカルっ!?

ナーシア：（ダイスを振る）ダメ、回避失敗！

ＧＭ：では、そこで《ダイレクトヒット》を宣言！

ゼパ：ぬぉっ！　《カバーリング》できないのじゃ！

ＧＭ：では、ダメージを出します。真っ赤に燃える炎を巻き上げている剣で、騎士王がナーシアを斬りつけます。（ダイスを振る）[image: 156]点の〈火〉属性ダメージ！

ナーシア：《蘇生》を使います？

カテナ：いや、ここは勝負を決めるために《ガーディアン》を使おう。その方が《レイジ》の効果が上がるはずだ。ナーシアへ《ガーディアン》。ダメージを０にする！

ＧＭ：「何だと！　余の攻撃を無効化しただと！」

アンソン：僕はもちろん待機！

ゼパ：ワシも待機しておこう。ダメージが通りそうにないのじゃ。

カテナ：ナーシア、アンソン！　あとはふたりに任せたぞ。

アンソン：任せろ！　メジャーで《タイダルウェイブ》。（ダイスを振る）命中は35。

ＧＭ：（ダイスを振る）18で回避失敗。

アンソン：《ボルテクスアタック》とフェイト４点を使用。これで、ダメージが77＋20Ｄ６だ。（ダイスを振る）[image: 132]点のダメージ！

ＧＭ：27点のＨＰダメージを受けました。しかし、騎士王はＨＰが高いですから、そう簡単には倒れませんよ？

アンソン：だが、これでコンボは発生している。僕の役目はここまでだ。あとはナーシアにがんばってもらうしかない。

ナーシア：私のＭＰが足りなくなるんで、ギルドスキルの《祝福》使っていいですか？

一同：もちろん！

ナーシア：では、《祝福》で全員のＭＰを全快させます。

ＧＭ：分かりました。

ナーシア：そして、マイナーで《レイジ》、メジャーで《ダーククロス》。《ダンシングヒーロー》を使用して……（ダイスを振る）ちょっと低いかな？　フェイトを１点使って振り直します。（ダイスを振る）命中は39です。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ナーシア：《デスゲイル》を使ってダメージを上げます。[image: 240]＋８Ｄだから……（ダイスを振る）[image: 273]点ダメージです。

ＧＭ：[image: 168]点のＨＰダメージを受けました。「くっ！　余の鉄壁の防御を崩すとは……。貴様ら、何者だっ!?」

ナーシア：私たちは――ファントムレイダーズ！（一同笑）

ＧＭ：「ファントムレイダーズ……だと？　この盗賊風情がっ！」

ナーシア：そう。だから今回はフィリップ王を奪わせてもらう。二回目の攻撃も《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）命中は44です。

ＧＭ：（ダイスを振る）それも回避失敗！

ナーシア：（ダイスを振る）ダメージは[image: 239]点です。

ＧＭ：「ふっ！　ここまではよくやったと褒ほめてやろう。だが、それもここまでだ」　あれだけの攻撃を受けても、まだ騎士王には余裕が見えます。

アンソン：さっきも言ったはずだ！　僕らの攻撃は永劫にも続くと！

ＧＭ：「何？」

ナーシア＆アンソン：《エンカレッジ》！

ＧＭ：「まだ動けるだとっ!?」　と、騎士王が驚きの声を上げます。では、行動値の順番にしたがって、まずはナーシアの《エンカレッジ》から。

ナーシア：私はアンソンに《エンカレッジ》。

アンソン：もちろん、コンボを発生させるしかない。《タイダルウェイブ》を使用して……（ダイスを振る）命中は28。

ＧＭ：（ダイスを振る）19で回避失敗。

アンソン：ダメージは通らないだろうなぁ……。（ダイスを振る）75点ダメージです。

ＧＭ：ダメージは通りませんでした（笑）。でも、命中したのでコンボは発生しました。

アンソン：よしっ！　そして、ここでナーシアへ《エンカレッジ》だ！

ナーシア：任せて。マイナーで《ピンポイントアタック》で騎士王の【物理防御力】を無視に、メジャーはもちろん《ダーククロス》。一発目の命中に、フェイト３点と最後の《ダンシングヒーロー》を使用。これで、８Ｄ振れるから……（ダイスを振る）クリティカル！

一同：やったっ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメです。こちらはクリティカルしません！

ナーシア：[image: 107]＋10Ｄ点で……（ダイスを振る）[image: 156]点ダメージです。

ＧＭ：騎士王は炎に包まれた剣でナーシアの攻撃を防ごうと、自分の前に構えます。そのダメージを《インヴァルネラブル》で０点に変更！

ナーシア：そんなことをしても無駄。《インタラプト》で《インヴァルネラブル》を打ち消します。

ＧＭ：分かりました。しかし、まだ騎士王は倒れません！

ナーシア：大丈夫！　もう一回攻撃できる。フェイトを３点使用……（ダイスを振る）二発目の命中も、クリティカル！

一同：おおぉぉぉ―――――――っ！

アンソン：さすがナーシア！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。ダメージをください。

ナーシア：最後のフェイトを使用して……（ダイスを振る）[image: 152]点のダメージです。こちらも【物理防御力】は無視です。

ＧＭ：この攻撃で、騎士王も戦闘不能になりました。「我が野望、二度も潰えたり……」と言って、騎士王が消えていったところで、クライマックスを終了いたします。




















ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆妄執の果てに




　三王の亡霊は消えた。

　だが、数百年続くグラスウェルズの妄執はそう簡単に消えることはない。

　ファントムレイダーズの前に、新たな敵が姿を現わすのだった。




ＧＭ：それではエンディングを始めます。クライマックスの戦闘直後になります。

一同：はい。

ＧＭ：霧が晴れるかのように、亡霊はかき消えていきます。王威の竜輝石は光を失い、床へ落ちました。

ナーシア：……複ふく雑ざつな気持ちで、竜輝石を拾います。

ＧＭ：では【敏捷】で判定をしてください。ナーシアが竜輝石を拾おうとしたその瞬間、ひとつの人ひと影かげが現われ、ナーシアよりも早く拾い上げようとします。

一同：なっ！

ナーシア：もうフェイトも、《ダンシングヒーロー》も尽きてる……。（ダイスを振る）達成値は19。

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらは達成値22。ナーシアの負けですね。

アンソン：【敏捷】でナーシアが負けるって……！

ＧＭ：隠密系の得意な人物ですから。

ゼパ：まさか！　そやつは!!

ＧＭ：その人影はクレセントです。

ナーシア：え!?

ＧＭ：竜輝石を手にしたクレセントは言います。「お前たちには助けられた。到とう底ていわたしひとりでは、亡霊を倒すことができなかったからな」

ナーシア：……どういうこと？

ＧＭ：「主あるじの命令だ。竜輝石を持ってくるように、という」

ゼパ：クレセント！　おぬしは騙されているのじゃ！　目を覚ませ!!

ＧＭ：クレセントは言います。「目を覚まさねばならぬのはお前たちだ。確かに亡霊たちは永ながきに渡ってこのグラスウェルズを支し配はいしてきたバルムンクだと言えよう。しかし……」

カテナ：ゼパの言ったことが正解のようだな。グラスウェルズの歴史は、バルムンクに欺あざむかれてきた歴史だったということか……。

アンソン：……まさか！

ナーシア：……でもそういうことなのね。

ゼパ：王威の竜輝石に取り憑いた亡霊の他にも、バルムンクがいる。そういうことじゃな！

カテナ：そして、そいつこそがこの国に憎悪と怨念を振りまく、真の敵!!

ＧＭ：クレセントは、皮肉な笑みを浮かべて言います。「正解だ。ゼパ、今ここで亡霊を払はらえても、それは終わりではない。まだ終わりの始まりにたどり着いたに過ぎない」と言うと、ギルドスキル《ＧＨ：緊急脱出》を使います。




　クレセントは、表情ひとつ変えることなく、バルコニーから飛とび降おりる。

　あわてて追うファントムレイダーズが目にしたのは、夕闇のベルクシーレ上空で、幻のようにかき消えていくクレセントの姿だけであった。




ゼパ：クレセントォォォ！　と魂の咆ほう哮こうをあげるのじゃ!!

ナーシア：ＧＭ、あの竜輝石の中に、ロッシュの魂があったんですよね？

ＧＭ：はい。ナーシアの耳みみ飾かざりになっている、知ち恵えの竜輝石が「そうだな。あの竜輝石の中にあるようだ」と囁ささやきます。

ナーシア：……なら、取り戻さないといけない。

アンソン：竜輝石は重要だけど……。それはそれとして、フィリップ陛下はどうなった？

ＧＭ：フィリップは介かい抱ほうすれば意識を取り戻します。まだだいぶ混こん濁だくしているようですが、特に外がい傷しようなどはありません。

アンソン：では、僕はフィリップ陛下を介抱するよ。

ゼパ：ゴーダ伯はどうなったのじゃ？

ＧＭ：３ラウンド以内に戦闘が終わりましたので、辛かろうじて生きています。

ゼパ：「まだ死ぬべき時ではありませんぞ！」　こっちもすぐに介抱せんと！

ナーシア：……私がゴーダ伯を抱だき起おこします。

ＧＭ：ゴーダ伯は「ナーシア……。この私がお前に助けられるときが来ようとは……」と呟いたあと、意識を失います。

ナーシア：……ゴーダ伯。

カテナ：「しかし」と、ここで呟つぶやこう。「……どうなってしまうんだ？　この先、この国は……」




　帝紀四八五年、ウィンフォード地方に侵攻してきたグラスウェルズ軍と、ゴルフォード軍がエル川の南岸で正面衝突をする。「エル川の戦い」と呼ばれる戦争である。

　夜明けとともに霧が晴れた時、エル川を踏とう破はしてきたグラスウェルズ軍は、ゴルフォード軍の目と鼻の先にいたという。戦いは苛烈を極め、グラスウェルズ、ゴルフォード両軍とも、先せん鋒ぽうの兵士たちは瞬く間に全滅したと記録に残されている。

　しかし、全滅の原因については記述があいまいで、現在も歴史家の議論の種となっている。




　ファントムレイダーズ――――。

　アルディオン大陸の歴史書に、その記録は何も残されてはいない。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』

第五話「見えざる影」

―了―






















ＰＲＥＰＬＡＹ






　前回の収しゆう録ろくから約二週間後。第六話の収録の日がやってきた。




ＧＭ：では、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第六話の収録を開始します。

一同：よろしくお願いしまーす！

アンソン：前回はグラスウェルズの未来に暗雲立ちこめる結末だったわけだが……（笑）。

カテナ：ゴーダ伯は死にかけるし……。

ゼパ：クレセントはバルムンクだったし……。

ナーシア：ロッシュの魂は奪われたままだし……。

アンソン：そもそもグラスウェルズそのものがバルムンクの手による存在ぽいし……。

一同：大丈夫か、この国。

ゼパ：い、いやきっと大丈夫！　ワシらがいる限りこの国にはきっと平和と輝かしい未来が待っているのじゃ……っ。

ＧＭ：そのとおりです。すべてはあなた方の肩にかかっています。では、さっそくですが今回予告とハンドアウトの読み上げに入りましょう。




●今回予告とハンドアウト

　グラスウェルズに潜ひそむバルムンクは、この国の歴史に深く根ざした怨おん念ねんそのものであった。

　去り行く人々。漂ただよう戦争の予兆。失われた竜りゆう輝き石せき。

　今、栄光に満ちた白はく竜りゆう王おう国こくの、崩ほう壊かいが始まる。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第六話

「白竜王国最後の日」

　……すべては竜輝石の導みちびきの下に。




一同：ぜんぜん大丈夫じゃねえっ!?（笑）

アンソン：最後の日!?　なんだ最後の日って！（笑）

ＧＭ：ああ、この副題は「地球最後の日」という古典ＳＦのオマージュでし……。

アンソン：そこを聞いてるんじゃなくてっ！（笑）

ＧＭ：みなさんの行動次し第だいでは危き機きが回かい避ひできるかもしれません。がんばってください。

ナーシア：しれっとこっちの責せき任にんにされた！

ゼパ：今回のシナリオ、前回からどれくらい日数が経っているかのぅ？

ＧＭ：グラスウェルズの亡霊を退たい治じしてから、一週間くらいが経けい過かしていますね。

ナーシア：じゃあ、ゴーダ伯の容態は？

ＧＭ：一時は危き機き的てき状況に陥おちいったりもしましたが、何とか持ち直し、自じ宅たく療りよう養よう中です。まだ、ひとりではベッドから動くことはできない状じよう態たいですが。

アンソン：なるほど。今回の件でリシャール先せん輩ぱいは戻ってきたりしてます？

ＧＭ：リシャールは、幻竜騎士団の一部隊を引き連れて北方にある小国の反はん乱らんを鎮しずめに行ったまま、まだ帰還していません。つまり、ベルクシーレには不ふ在ざいということですね。

アンソン：ありゃ、そうなのか。

カテナ：フィリップはあの後、どうなってます？

ＧＭ：彼は前回の事件後、高熱を出して寝ね込こんだりしてましたが、今は心も落ち着き、体調も回かい復ふくした状態にありますね。

ナーシア：自分が何をしたか覚えているんですかね、フィリップ。

ＧＭ：王おう威いの竜輝石に乗っ取られている間の記憶はあいまいだったようです。一応「悪あく夢むを見た」という感覚ではありますけど、起こった出来事を認識してはいます。もちろん、記憶していないうちに、なにかをやってる可能性はありますけどね。

ゼパ：ふうむ……。

アンソン：もうひとつ、現げん状じよう、幻竜騎士団の指し揮き系けい統とうはどうなってます？

ＧＭ：かなり混こん沌とんとしています。基本的には前回の状況を引き継いでますね。補足しておきますと……かつては、リシャールが団だん長ちようで指揮を執とっていましたが、裏うら部隊はゴーダ伯が指揮を執っていましたよね？　加えてゴーダ伯は王国軍師でしたから、国内の軍人に対して命令をする権けん利りを持っていました。ですから、身分は上の幻竜騎士団団長のリシャールや、白竜騎士団団長のエゼルバルドにも命令できたんです。

アンソン：うん、裏も表もひとつの意志の下にまとまった行動ができたわけだ。

ＧＭ：そうです。ところが現在は、リシャールの位置にアンリが、ゴーダ伯の位置にブランドル女伯がついて……。

カテナ：聞くからにグダグダだ。敵対するふたりがその位置にあったら、連動して動くなんて絶対に無理だ（笑）。

ＧＭ：ええ、なので混沌としていると……（笑）。

アンソン：とほほ。まさにグラスウェルズに暗雲が立ちこめている……（笑）。
















ＧＭ：もう質問はありませんか？　では、ハンドアウトを配ります。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：ゴーダ伯はく　　　関係：上司

　元上司で育ての親でもあるゴーダ伯は、深しん刻こくな怪け我がのため、伏ふせっていた。

　王国を不安が覆おおう中、かつての王国軍ぐん師しは力なく歯は嚙がみするばかり。

　そんな彼かれが、あなたに託たくした願いは……。




ＧＭ：グラスウェルズは激げき動どうの時代を迎むかえることになります。ナーシアには、分かりやすいように、ゴーダ伯へコネクションを取っていただきます。

ナーシア：分かりました。ゴーダ伯のためにがんばります（笑）。（クールな声で）「……あなたに今死なれると困こまるの」

カテナ：ナーシアらしいセリフだ。

ナーシア：ゴーダ伯は悪役と思わせておいて、実はいい人だったという……。このギャップで人気が上がるのを狙ねらってますよね、絶対！（笑）

ＧＭ：さあ、どうでしょう？（笑）　ゴーダ伯自身は人気上じよう昇しようを狙ってないと思いますけどね（一同爆笑）。では、次にカテナ。




▼カテナ用ハンドアウト

コネクション：ブランドル女じよ伯はく　　　関係：上司

　困った人に見こまれたものだ。

　ブランドル女伯は、あなたの都合をよそに、次々と面めん倒どうな仕事を押おしつけてくる。

　確かに、ゴーダ伯、リシャールのふたりが職しよくを退しりぞいた今、白竜王国は大きく揺ゆれている。

　しかし、あなたは、王国を覆う不安のうしろに、バルムンクの影かげを感じるのであった。




ＧＭ：前回、ブランドル女伯から副官になれと誘さそいを受けましたが、断りましたよね？

カテナ：ええ、わたしは出世には興きよう味みがありません。

ＧＭ：ところが、ブランドル女伯は、まるでカテナが副官であるかのように扱あつかい、次々と仕事を割わり振ふってきます。前回もそうでしたが、それがずっと続いています（笑）。

カテナ：……そんな予感はしてました（笑）。

ＧＭ：さすがに、まだ領りよう地ちはもらってませんけどね。

カテナ：もらっても困る（笑）。バルムンクを追うのに支し障しようが出るだろうから。




▼ゼパ用ハンドアウト

コネクション：クレセント　　　関係：同どう僚りよう

　キミの同僚であるクレセントはバルムンクに従したがう者だった。だが、キミは諦あきらめていない。

　彼かの女じよを救えるのは、キミの愛だけなのだ！

　それはそれとして、キミの頭の中の愛が囁ささやく。キミの本当の使命は……。




ＧＭ：メインはクレセントなんですが、そろそろゼパの失われた過か去こについて言げん及きゆうしたいところなので、ちょっと触れることにしました。

ナーシア：失われた過去――、そんな設せつ定ていあったっけ？（一同笑）

ＧＭ：謎なぞの都市から使命を帯びて出てきた、という設定があります。その使命が重要であるがゆえに、記き憶おくを封ふうじられているという……。

ナーシア：それからどれくらい時間が経たってるんですか？

ゼパ：何十年も経っているっぽいのじゃ！

アンソン：おじいちゃん、それすら覚えてないのか……（笑）。

ＧＭ：今までの設定から考えて、ゼパはこのメンバーの中では、アンソンの次くらいにグラスウェルズにいる年数が長いんじゃないですかね？

ゼパ：ワシはネヴァーフじゃからな。むしろ種族の寿じゆ命みようを考こう慮りよすると、所しよ属ぞく年数はアンソンより長い可か能のう性せいもあるのじゃ。

アンソン：だな。

ゼパ：そんな長い年月を経へて、ようやく使命を思い出すのじゃな……。




▼アンソン用ハンドアウト

コネクション：フィリップ王　　　関係：庇ひ護ご

　竜輝石を失ったフィリップ王はもはや、陰いん謀ぼう渦うず巻まく宮きゆう殿でんにひとり残されたただの一三歳さいの少年にすぎない。しかし、王国を不安が覆い始めた今、フィリップは否いやが応おうでもそれと戦わねばならない。そのか細い腕で、そしてたったひとりで。

　今こそフィリップを助け、グラスウェルズを救う時だ……！




アンソン：うむっ、そのとおりだ……っ！　今こそ、我がハンマーを持って忠誠を見……っ。

ナーシア：あれ？　フィリップの母親はどうなってるんですか？

アンソン：人がしゃべってる時に話の腰を折らないでいただきたい。

カテナ：（笑）。フィリップの母……レアノール王おう太たい后ごうって前回、メルトランド戦せん役えきの敗戦の心労で若じやつ干かん老ふけ込こんだみたいな描びよう写しやをされてましたよね。

ＧＭ：すっかり元気がなくなってしまいました。

アンソン：王太后も含めてフィリップ陛へい下かが頼たよれる人物が減へったということか。がんばって支ささえるとしよう（笑）。

ＧＭ：では、ハンドアウトの配はい布ふが終わったので、レベルアップのデータを確認したら、プリプレイは終了です。




●ＰＣのレベルアップ

　ＰＣのレベルアップは次のとおりです。それぞれのデータについては、キャラクター紹介をご覧ください。




ナーシア：《デスゲイル》　ダメージ＋30。１シナリオ二回に！

　　　　　《アクセルヒット》白兵のダメージがさらに上昇。

カテナ：　《リミットブレイク》　《ホーリーウェポン》の支援効果が上昇。

　　　　　《アンプリフィケイション》　魔法ダメージがさらに上昇。

ゼパ：　　《パーフェクトシールド》　盾の防御力がさらに上昇。

　　　　　《フィールドバトラー》　命中判定とダメージが上昇。

アンソン：《ブルヒット》　マイナーアクションで白兵攻撃のダメージ上昇。

　　　　　《フェイタルアーツ》　アコライトのスキルの効果＋20。

























●ギルドスキル

　今回もギルドレベルが上がって、12になったファントムレイダーズは、新規に《ＧＨ：サルーン》を取得。それ以外は前回と同じギルドスキルを持って行くことになった。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆水と油とカテナの災難




　グラスウェルズ王国王都ベルクシーレの王宮に、カテナはいた。

　その日、王宮で行なわれる重要な会議に出席のためだ。

　冷静に振ふり返かえると、なぜ自分がこの会議に出ることになったのか、よく分からない。

　あまりにも不ふ透とう明めいな成り行きに、カテナは思わずため息をついた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。まずはカテナのシーンからです。

カテナ：はい。

ＧＭ：シーンの舞台となるのはグラスウェルズ王国王都ベルクシーレ……その王宮の廊ろう下か。ここを今、カテナはある女性のあとをついて歩いています。

カテナ：……まぁ、予想はつきますが（笑）。

ＧＭ：そう、キミの前にいるのは……背筋をピンと伸ばし、硬い足音を響かせて颯爽と歩くブランドル女じよ伯はく。カテナが彼女の付つき添そいとしてその後うしろを歩いているとこからシーンがスタートです（笑）。

カテナ：すっかり副官扱あつかいだ、断ったのに（笑）。

ＧＭ：ええ。レイウォールの貴き族ぞく出身で、傭よう兵へい隊の隊長を務つとめた経けい験けんが長く、さらには放ほう浪ろうの旅で多くを学んだカテナは、ブランドル女伯から見てとても優ゆう秀しゆうな人材なのです。

アンソン：仕事をそつなくこなしてしまって、重ちよう宝ほうがられてたりするんでしょ（笑）。

ＧＭ：そうなったということで（笑）。それから、シルヴェストル・カローという、グラスウェルズの南方にあるウィンフィールド地方の領りよう主しゆも一いつ緒しよにいます。エルダナーンの貴族で、リシャールのライバルとも噂うわさされる男だん性せいです。政せい治じ的てき権けん力りよくと発言力はけっこうあります。

カテナ：美形で、宮きゆう廷ていの女じよ性せいに人気というあの人物か……。たしか、新しん興こう派はだったような？

ＧＭ：はい。元は他の国の貴族で、早くからグラスウェルズ側について、徐じよ々じよに権力を手にしていったのです。軍人ではなく、どちらかというと政せい治じ家かタイプの貴族ですね。

カテナ：それはともかく……。わたしから見て、ブランドル女伯はどんな感じですか？　副官のように扱われていたなら、その仕事ぶりは間近で見ていたはず。

ＧＭ：才さい媛えんで、仕事を手て際ぎわよくこなし、内ない政せいや軍事に関しても見けん識しきのある人物です。若わかいヒューリンにしてはかなり有ゆう能のうと言えるでしょう。

カテナ：ゴーダ伯と比ひ較かくして遜そん色しよくない感じ？

ＧＭ：ゴーダ伯と比くらべると、ブランドル女伯は言動に若さが出ます。あまり感かん情じようを隠かくさず、不満や愚ぐ痴ちを平気で漏もらしたりもしますね。本人に才さい能のうがあり過すぎて、周りの人間がついていけないこともあるという現げん実じつに気づけないタイプと言いますか。

カテナ：なるほど、そこで人とぶつかってゴーダ伯ほどは上手く立ち回れない、みたいな？

ＧＭ：そうですね。「わたしの主しゆ張ちようの方が正しいじゃない」と平気で口にするため、守しゆ旧きゆう派はからの受けはかなり悪いです。まぁ、ゴーダ伯と違って若いですから、仕方ないとも言えるでしょう。

カテナ：ブランドル女伯、あと一〇年も経たてばいい軍ぐん師しになれるのかな……。

アンソン：ゴーダ伯がいかに有能であったかを痛つう感かんするな（笑）。

カテナ：で？　わたしたち三名はどこへ向かっている？

ＧＭ：これから会議があるので、会議室へ向かっている最中です。

カテナ：会議？　その内ない容ようは？

ＧＭ：グラスウェルズが併へい合ごうした、北方の小国で起きた反はん乱らんについてです。

カテナ：北方？　リシャールが軍を率ひきいて鎮ちん圧あつに向かったってあれ？

ＧＭ：そうなのですが、リシャールは真ま面じ目めに攻せめてはいないのです。

カテナ：何な故ぜ？

ＧＭ：相手は自じ治ち権けんを求めて反乱を起こしたので、「自治権を認みとめてくれれば、矛ほこを収める。講和を結びたい」と使者を送ってきたのですよ。

カテナ：それで、リシャールは攻撃を停止したと？

ＧＭ：はい。リシャールの実力ならば、流血の事じ態たいを厭いとわなければ、反はん乱らん軍ぐんの鎮圧は簡かん単たん。今回、剣を納めたのは相手の申し出に対してどう対応するか、政治的な判断をベルクシーレにゆだねることにしたわけですね。

アンソン：北方の反乱の影にバルムンクがいる可能性があるんだよな？

ＧＭ：それもあります。前回アンソンから忠告をもらったリシャールは、普段より慎重になっています。もっとも、それを知るのはＰＣだけでしょうが。

カテナ：なるほど、つまりその返答をどうするかを決定する会議がこれからある、と。

ＧＭ：そうです。さてそんな状況下、会議室に向かうカテナたちですが……会議室の扉を挟んだ向こう側から、守旧派の貴族を連れたエダム公アンリたちが歩いてくるのに気づきます。ブランドルとアンリも同時に気づき、視線を合わせ……。

カテナ：……う、嫌な予感しかしないぞ。

ＧＭ：ええ！（笑）　両者は、それぞれ相手を見据えて皮肉げな笑みを口元に浮かべ―――。




　視線を合わせたふたりは、どこか取り繕ったかのような笑みを浮かべ、無駄にさわやかな声で挨拶を交わす。

「これはこれは、栄えある王国軍師代行のブランドル女伯。今日も、実にお美しい」

「光栄ですわ、アンリ幻げん竜りゆう騎き士し団だん団長殿どの。貴殿もご機嫌麗しく」

　会議室のドアの前、吐息がかかるほどの距離まで歩み寄り、しかし互いをよけるでもなく向かい合ったまま……。もちろんその言葉は、文字どおりの意味ではない。

　それは付き添う武官たちの、神にでも祈るかのような表情を見れば一目瞭然だった。




ＧＭ：と、こんな素敵な場面がカテナの眼前で繰り広げられています。

カテナ：…………。

ＧＭ：前の回で説明したとおり、メルトランド戦せん役えきの停戦会議にメルトランド代表として出かけて以来、とても仲が悪いです。

カテナ：まぁ、仲なか違たがいの理由としては分かりやすい。

ＧＭ：ふたりの会話はなおも笑顔のまま、北方の件に関する議論へと変わっていきます。アンリは強きよう硬こう的てき、ブランドル女伯は穏おん健けん的てきな態度を取ろうという意見のようですが……。

アンソン：（いきなりアンリになって）「ははは、女伯は面白いご意見をお持ちだ。反乱など大軍を送って一気に叩たたきつぶせばいい。付け入る隙を相手に与えてどうするのです。それはグラスウェルズの権けん威いを落とすだけのこと。相手の言い分など聞くべきではなーい」

ＧＭ：ではブランドルも笑顔のまま反はん論ろんします。「ほほほ、やたらと兵を動かして国を疲ひ弊へいさせようとはなんたる愚ぐ作さく。向こうは、流血の事態を望んではいません。どの程てい度どの自治権を渡わたすかだけ考えればすむことなのだから速すみやかに会談の席につくべきです」

カテナ：え、えーと……（笑）。

アンソン：（アンリになって）「ははは、女伯の言葉は下手な小話よりもずっと面白い。小国の意見に屈するは我がグラスウェルズに悪しき前例を作ることに他ならなく……」

カテナ：いいから話を終わらせろっ！（笑）　だいたいこれは機き密みつ事じ項こうだろう。廊下で話すような話題じゃないし、止めに入るよ。ブランドル女伯に向かって、「そろそろ、会議のお時間です」と声をかける。

ＧＭ：その言葉に最初に反応したのはアンリですね。彼は顔をしかめ、不機嫌そうに「お前は誰だれだ？」とカテナに向かって言います。

カテナ：……まぁ、そういう態度だろうな。わたしはグラスウェルズ人じゃないから、アンリの眼がん中ちゆうにはないだろうし。

ＧＭ：お供の貴族に耳打ちされたアンリは「ああ。その女はキミが副官として雇やといたいと言っていた人物か。話は聞いている。名前は……ええと、何と言ったかな」と言います。

カテナ：「カテナ・アウレアと申します」と静かに答えよう。

ＧＭ：「そうそう、カテナだったか。すまんな、僕は人の名前を覚えるのが苦手でね」

アンソン：あれ？　前の回では幻竜騎士団の団だん員いんの名前を全部暗記してい……。

ＧＭ：「……そう、特にどこの馬の骨ほねとも分からぬ人間の名前は、な」

アンソン：そうくるか（笑）。

ＧＭ：「エルミール、お前がこうやって簡単に傭兵上がりの者を副官にするから！」「いつまでも、そういう古い考えでいるから、この国は……！」と口こう論ろんを再さい開かいしますが（笑）。

カテナ：わたし自身がどう言われようと気にしないが、ここで口論するのはやめてもらいたいな。周りの迷めい惑わくになるだろうし、体てい裁さいもよくない。

ＧＭ：諦あきらめずに止めますか？

カテナ：止めておこう。「エダム公も、用があってここをとおられたのでございましょう？　ならば、ここで時間を浪ろう費ひするのは無用かと存ぞんじ上あげますが？」

ＧＭ：アンリは冷たい目でカテナを見下ろして言います。「大層な口を利きく。……まぁいい。続きは会議にて行なおう」　その言葉に、ブランドル女伯が道を譲ゆずり、アンリが先に会議室に入っていきます。

アンソン：……僕ぼくに対する態度と、カテナに対する態度がすごく違うなぁ。

カテナ：やれやれ、守旧派らしい態度だ。だが、わたしは傭兵上がりだからな。この程度のことは慣なれている。気にしない。

ＧＭ：シルヴェストルがカテナの肩かたを叩たたき、「ブランドル女伯がキミを信しん頼らいする理由が分かったよ。しっかりやってくれ」と言います。

カテナ：苦く笑しようして、頷うなずいておこう。

ＧＭ：ブランドル女伯はどこかすねたような表情を見せつつ、「さ、こちらも行きましょう」と会議室に入っていきます。

カテナ：了りよう解かいしました。

ＧＭ：そのようにして会議は始まったのですが、当然紛ふん糾きゆうします。どう対たい応おうするかについては守旧派と新興派で意見が割われます。

カテナ：……さっきのブランドル女伯とアンリの喧けん嘩かの繰くり返かえしみたいな感じ？

ＧＭ：はい。

カテナ：「これだから貴族は……」と遠い目をします（笑）。

ＧＭ：もちろん、数時間の会議ののちに一応の結論は出だされますけどね。

カテナ：おや。守旧派も新興派も一歩も譲ゆずらないかと思ったら、そんなことはなかったのか。どんな結論になったんですか？

ＧＭ：双そう方ほうの意見を取り入れて、「白竜騎士団の本隊を送り、威い圧あつしつつ交こう渉しようを行なう」という結論に落ち着きました。

カテナ：………………。

アンソン：なんだその中途半端な対応策。

カテナ：うーん。状じよう況きようを悪化させそうな案になった気がする（笑）。交こう渉しよう役やくは誰？

ＧＭ：アンリの「交渉はブランドル女伯がしたまえ」という言葉に、彼女が白竜騎士団本隊を率ひきいて現げん地ちに向かうことになりました。

カテナ：ブランドル女伯に副官扱いされているわたしも、現地に行くことになる？

ＧＭ：いえ、ブランドル女伯は「わたしがいない間、留る守すを頼たのむわね」と言います。

カテナ：……わたし、グラスウェルズ王国軍師代行代理？（笑）

ＧＭ：そうなります（笑）。

ゼパ：エゼルバルドといい、ブランドル女伯といい……カテナはいつも上司に困こまらされている気がするのじゃ（笑）。

カテナ：……否ひ定ていはしない。

ＧＭ：ああ、ちなみにその会議の席にはエゼルバルドもいました。「カテナ、出世したなぁ」と笑顔で声をかけてきたり、カテナが責せめられそうになると「いや、彼かの女じよはとても有能でその発言には価値がある……！」などとかばってくれたりしましたよ？（一同笑）

アンソン：い、いいヤツだ（笑）。

カテナ：エゼルバルドはリシャールに同行しなかったんだ？

ＧＭ：はい。彼はベルクシーレに残っていますね。

カテナ：なるほど。

ＧＭ：では、だいたいこんなとこで、カテナのオープニングシーンは終しゆう了りようです。







◆Opening 02◆ゼパの憂鬱





「よお、向かいに座すわっていいか？」

　ゴーダ伯邸の食堂にてゼパが遅めの昼食をあらかた平らげた頃、どこか上機嫌な様子で声をかけてきたのはスカーだった。

　ゼパからの返事も待つまでもなく、ガタガタと椅子を引いてぞんざいな態度で腰をかける。

　スカーは、明日に祭りを控えた子供のように瞳をきらきらと輝かせていた。

　――――ゼパは、ため息をついた。




ＧＭ：次はゼパのオープニングシーン……なんですが、最初に言っておきます。申もうし訳わけないですけどこのシーンにクレセントは出てきません（笑）。

ゼパ：神しん出しゆつ鬼き没ぼつな女じゃからのぅ（笑）。ワシはおとなしく、ゴーダ伯の警けい備びをしていよう。

ＧＭ：では、場所はゴーダ伯の屋や敷しき……その食堂にでもしましょうか。休きゆう憩けい中、ゼパが食事を取っていると、少し遅れてスカーがやってきます。

アンソン：ああ、リシャールにぞっこんの、トゥーハンドソード使いの男だね。

カテナ：なにその覚おぼえ方かた（笑）。

ＧＭ：アンソンの言うとおりの人物ですなんですけどね（笑）。彼も、リシャールから命令を受け、ゴーダ伯の護ご衛えいをしているところです。

ゼパ：では、「おぬしも食事か？」と声をかけるのじゃ。

ＧＭ：「飯なんて食ってる場合じゃねえぞ？」　スカーはどこかわくわくとした表情でそう言い返します。「さっき仕入れた話なんだけどな？　どうやら白竜騎士団の本隊が、北方へ出向くらしいぜ？」

ゼパ：カテナのオープニングシーンで語っていた件けんじゃな。「どうやら、そうらしいのぅ」と相づちを打ちます。

ＧＭ：「……なんだよ、知ってたのか」と、少しがっかりした態度を見せて、でもすぐに顔をパッと輝かせて言います。「……ああ！　てことはお前、招集を受けたんだな？　幻竜騎士団の一部の団員もお供するらしいからな」

ゼパ：いいや、そんな指令はかかっておらんよ。ワシは、ゴーダ伯の警備をしたいとブランドル女伯に伝えておる。それに北の動きには興きよう味みがない。情勢が情勢じゃし、できるだけベルクシーレを離はなれたくないという思いもあるのじゃ。

ＧＭ：「そうかぁ……」と、スカーはどこかがっかりした様子でガックリうなだれます。

ゼパ：？　おぬしは招集を受けたのか？

ＧＭ：「いや……オレもおいてけぼりさ」　そう告げてしばらく沈黙したのち、スカーはポツリと呟きます。「……最近、何かつまんねぇよなぁ」

ゼパ：スカーって戦せん闘とう狂じゃからな。ゴーダ伯邸の警備じゃ物足りん、ということかの。

ＧＭ：「いや、そういうことじゃなくてよ」

ゼパ：じゃあなんじゃ。

ＧＭ：「……オレは今までずっと、戦いに明け暮れて……これで飯を食っていけるならなんでもよかったんだ」

ゼパ：うむ。スカーらしいのう。だが、いきなりなんじゃ（笑）。

ＧＭ：「……まあ、聞けよ。で、戦功を認められて、ゴーダ伯に声をかけられて……幻竜騎士団に入ってさ。あん時は大した出世だと思ったよ。でもな、同時に自分が井の中の蛙だって知っちまった。リシャール団長と出会ってからな」

ゼパ：おや、スカーはリシャールに憧あこがれとったのか。

ＧＭ：ええ、スカーはリシャールに対してはっきりとした畏い敬けいの念を抱だいてますね。「オレがどれほどがんばろうと手が届とどかねぇ。強いだけじゃなく公こう爵しやく様だしな？」と苦笑します。

ゼパ：ふむふむ。

ＧＭ：「いや、すごいと思ったのはリシャール団長だけじゃねぇ。ゴーダ伯も大した男だよ。任にん務むを受けてる時は「うるさいオッサンだな」と思っていたが、いざ目の前からいなくなってみると……な？」

ゼパ：寂さびしいのか？

ＧＭ：「そうかもしれねぇ。新しい団長はいけ好かねぇ野や郎ろうだし、軍師代行のねーちゃんもイマイチでなぁ」

カテナ：まぁ、そこは否定はできない（笑）。

ＧＭ：「うるさいと思っていた上の連中が、いざいなくなってみると、そのよさが分かるってのはあるもんなんだなぁ」

カテナ：恩おん師しが退たい職しよくしてしまったあとの不良学生のような態度だな。

ＧＭ：そんなイメージですね（笑）。そして、スカーは言います。「なぁ、ゼパよ」

ゼパ：何じゃ？

ＧＭ：「……オレ、幻竜騎士団を辞やめようかと思うんだ」（一同爆ばく笑しよう）

ゼパ：スカー、やる気なくしすぎじゃろうっ!!（笑）「も、もう少しがんばってみんか？」

ＧＭ：「でもよぉ、リシャール団長もゴーダ伯もいねぇんだぜ？」

ゼパ：おぬしは平和ボケしすぎなのじゃ。あのふたりが退しりぞいたあと、何も起こらないはずがない！　今、気を引ひき締しめねば、今後起こりうる祖そ国こくグラスウェルズの有事に対たい処しよできぬぞ！

ＧＭ：「祖国って言うけどよ。お前の祖国はグラスウェルズじゃねぇだろ？」と不思議そうな顔をします。

ゼパ：生まれは関係ないのじゃ。実力があれば、グラスウェルズは取り上げてくれる。いろんな人に世話にもなった。そこに恩おんを感じ、第二の祖国と慕したう気持ちも湧わき出でるもんじゃ。

ＧＭ：「そうかぁ？　宮廷には、大した才能もねぇのに、親の七光りでふんぞり返っていて、オレら外国人を見下す連中も多いと思うがなぁ。……あ、リシャール団長くらいになれば別だ。あれは七光りなんかじゃねぇ」

ゼパ：スカー……すっかり、リシャール公のファンになっておる（笑）。

ＧＭ：「しかし、ゼパよぉ。何でそんな〝祖国のため〟って気を張はってるんだ？　『ダメージは０じゃ』なーんて言えない状況にだって何度も追おい込こまれてるだろ？」（一同笑）

ナーシア：何でそんなこと知ってるのよ!?（笑）

ＧＭ：ファントムレイダーズに配はい属ぞくされる前に、ゼパとスカーは何度も一緒に戦ってきていますからね。スカーはゼパのことをいろいろ知ってるんですよ。

ゼパ：む、ではスカーには教えておこう。「……話したことはなかったな。記き憶おくを失っていたワシを拾ってくれたこの国に、恩おん返がえしがしたいと思うのはおかしなことではあるまい？」

ＧＭ：「……お前、記憶なくしてたのか」

ゼパ：そうなのじゃ。

ＧＭ：「じゃあ、生まれたところも、親の顔も知らないのか？」

ゼパ：もちろんじゃ。

ＧＭ：「……お前、怒おこると『親の愛を知らないのか!?』って言うよな？」（一同爆笑）

ナーシア：ゼパ様、矛む盾じゆんだらけの存そん在ざい（笑）。

ゼパ：（目を泳がせつつ）そ、それは、ほら、自分が知らぬからこそ大事なものが見えるというか……な？

ＧＭ：「なるほど、そうかぁ。お前みたいなじいさんが言うと、含がん蓄ちく深ぇなぁ！」

ゼパ：う、うむ（安心した顔）。

ＧＭ：では、スカーはゼパの頭をぺしっとはたいて立ち上がります。「ま、いいや。オレともあろうものが少しナーバスになりすぎだな！　リシャール団長もゴーダ伯も消えてなくなったわけじゃねぇ。もうちょっとここで踏ん張ってみるわ」

ゼパ：ああ、それでよい。

ＧＭ：スカーは、笑いながら部屋を出て行きます。で、ドアを開けながら振り返り、「お前の記憶も、戻るといいな」と最後にひと言付け加えて姿を消しました。

ゼパ：……。

アンソン：で、このシーンはいったいなんだったんだ。スカーと友情を深めるシーンになってるんだが……（笑）。

カテナ：なんか危険なフラグが立った気がしないでもないが……（笑）。

ゼパ：まあ、よいのじゃ。では、スカーの最後の言葉を反芻しつつ、ポツリと言おう。「……記憶を取り戻す、か」　そんなところでシーンを切ればい……。

ＧＭ：いえ、そこで突とつ然ぜん、ゼパは耳鳴りと頭ず痛つうに襲おそわれます。

一同：はい？

ＧＭ：それはまるで、自分の記憶の奥底を揺さぶられるような感覚で……ぶっちゃけると、これがゼパのオープニングでやりたかったことです。

一同：ここからが本番かよっ!!（笑）

アンソン：（爆笑しながら）で、それって、ゼパの記憶が戻もどるフラグ？（笑）

ナーシア：（切なげな声で）「……思い出して。私わたしよ、ゼパ……っ！」

アンソン：……って、誰だよ、それっ！（笑）

ＧＭ：えっと（少し考える）、そういうことにしましょう（笑）。では、その切なげな女性の声は、続けて「……使命を果たして―――」とだけ告げると、ふいに頭痛と耳鳴りが治まります。

ゼパ：だ、誰の声……？

ＧＭ：そこまでは分かりません。

ゼパ：「……お、思い出せないのじゃ」と、ちょっとションボリします。

ＧＭ：では、ゼパがそう呟つぶやいたところで、シーンを終了しましょう（笑）。







◆Opening 03◆ナーシアの意志





　ゼパがスカーと言葉を交わしていたその頃ころ。

　同じ屋敷の中で、ナーシアは寝しん室しつで眠ねむるゴーダ伯に付き添っていた。

　手当ての甲か斐いもあり、ゴーダ伯は状じよう態たいは回復に向かっている。

　ナーシアは、彼が目覚めるのを静かに待っていた。




ＧＭ：次はナーシアのオープニングシーンに入りましょう。ゼパとスカーが食堂で話をしているのと同じ頃です。自室で眠るゴーダ伯に、ナーシアが付き添う場面から開始します。

ナーシア：ゴーダ伯の容態はどうですか？

ＧＭ：プリプレイでも少し話しましたが、もう意い識しきは戻っています。介かい助じよなしに歩き回ったりはできませんが、食事や読書といった軽い作業は、自力でできるまで回復しています。

アンソン：前回のエンディングの時点では、かなり重じゆう傷しようじゃなかったっけ？

ＧＭ：あれから一週間くらい経ってますからね。最初の二～三日は意識不明だした。

ナーシア：んー……ここは、ゴーダ伯が目を覚まして「ずっと側にいてくれたのか？」っていう演出をして欲ほしい！

ＧＭ：分かりました（笑）。では、そこは飾かざり気けのない地味なゴーダ伯の寝室。眠っていたゴーダ伯がふいに意識を取とり戻もどします。少し理解するのに時を費やしたのち、あなたの存在に気づいて、囁ささやくように言います。「……ナーシアか」、と。

ナーシア：（抑よく揚ようのない口調で）……気がつかれましたか？

ＧＭ：「ずっとそこにいたのか？　心配をかけたな」

ナーシア：……別に。今、あなたに死なれては困りますから。

ＧＭ：その言葉に、ゴーダ伯は少し自じ嘲ちよう気味に……しかしどこか嬉しそうに呟きます。「ふふ、そうか。そうだな」

ナーシア：……。

ＧＭ：「城内の様子を聞かせてくれぬか？　陛へい下かはどうされておる」

ナーシア：アンソンの話では、お元気だと。

ＧＭ：「そうか……」と、彼は少し安心したような表情を見せます。

ナーシア：……ゴーダ伯。どうしてあのようなことになったのか、教えてくださいますね？

ＧＭ：「グラスウェルズの歴史を調べていて、お前たちがバルムンクと呼よぶものの正体に気がついたのだ。グラスウェルズ建国以来の怨おん念ねんとでもいうべきものが、おそらくバルムンクなのだろう。私がこの国に来るずっと前から、バルムンクはこの地にあったのだ。よもや、竜輝石にその怨念が取り憑いているとは、な」

ナーシア：竜輝石がクレセントに奪うばわれたところまで、いきさつを説明します。

ＧＭ：グラスウェルズを王国たらしめる竜輝石……それが奪われたと聞いてさすがに〝びくり〟と体を動かしますが、激げき痛つうが走ったのか、少し顔をしかめると、そのまま黙だまり込みます。

ナーシア：……あなたは、クレセントの正体を知っていたのですか？

ＧＭ：「いや」

ナーシア：意外です。あなたともあろう御お方かたが。

ＧＭ：「そう言われても仕方あるまいな。まさかクレセントが裏うら切ぎるとは思いもしなかったよ」と笑います。

アンソン：ゴ、ゴーダ伯、自じ虐ぎやく的てきになっているな。

ＧＭ：「……ナーシア。私はこれまで、なにをしてきたのだろうな」

ナーシア：は？

ＧＭ：「グラスウェルズに統一帝をもたらすこと。世界の覇者にならんとすること。私の野望そのものがバルムンクの陰いん謀ぼうだとするなら、私の意志はどこにあるのだろうな」

アンソン：ゴ、ゴーダ伯の存在理由レゾンデートルが崩ほう壊かいした？

カテナ：バルムンクに踊おどらされていたことがはっきりしたわけだからなあ。

ＧＭ：「何百年にも渡ってこの国を蝕んできた陰謀。切り離そうにも、おそらくそれは王国の中枢深くに食い込みすぎておる。厄介なことだ」と、沈ちん痛つうな面おも持もちで語ります。

ナーシア：……あなたは、これからどうなさるのですか？

ＧＭ：「決まっている。王宮へと戻り、王国に食い込む悪しき意志を駆逐する。それが王国の痛みを伴うものであろうと、だ」

ナーシア：……今、ゴーダ伯の権力ってどのくらい残っているんですか？

ＧＭ：王国軍師という地位はなくなりましたが、グラスウェルズの政せい界かいに対して厳げん然ぜんたる影えい響きよう力りよくを残していますから、まだまだ発言力はあります。

アンソン：でも、職しよくはないんだよね？

ＧＭ：伯爵としての身分はありますが、王宮内での役職はなくなりました。ただ、ブランドル女伯やシルヴェストルなど、ゴーダ伯の言葉に従したがっ動く人々がいますから、まだまだ隠居というわけではありません。

アンソン：なるほど。

ＧＭ：ゴーダ伯が尋ねます。「……ナーシア」

ナーシア：はい、何でしょう？

ＧＭ：「ロッシュは、どうなった？　ロッシュの魂たましいは取り戻せたのか？」

ナーシア：……いいえ。

ＧＭ：「お前たちも気づいていよう。ロッシュの魂は奪われた竜輝石の中に閉とじ込こめられている。グラスウェルズの象徴たる竜輝石が人の魂を食らっているのだ。おぞましいことに」

ナーシア：……。

ＧＭ：と、そこでおもむろに、ゴーダ伯は顔をあげてなにかを思い出したかのように言います。「……ナーシア。ひとつ、お前に言っていない事実がある」

ナーシア：言っていない事実？

ＧＭ：「そうだ。前にロッシュがフィリップ陛下の身代わりになったことがあったな？」

ナーシア：はい……ってそれ、フィリップ王暗殺未み遂すい事じ件けんの時ですよね？

ＧＭ：そうです。「私はロッシュに、フィリップ陛下の身代わりをせよなどと言っておらんのだ」

ナーシア：え？

ＧＭ：「それだけではない。フィリップ陛下に暗あん殺さつの危き機きが迫せまっていたことすら、ロッシュに伝えてはおらんのだ」

ナーシア：それはどういうこと？　でもロッシュは、フィリップの危機に身代わりを申し出たんですよね？　でも、そんなことロッシュに言うのってゴーダ伯くらいしか……？

ＧＭ：「……分かるか？　フィリップ陛へい下かが狙ねらわれているとロッシュに伝えた誰かが、今の王宮内にいるということだ」

ナーシア：……クレセントが漏らしたのでは？

ＧＭ：その案に、ゴーダ伯は苦にが笑わらいを浮かべながら言います。「可か能のう性せいはある。だが、ロッシュが、クレセントの言うことを信じると思うか？」

ナーシア：クレセントがロッシュと親しい誰かに化ばければ……。

ゼパ：あ、それはないのじゃ。クレセントは今まで一度も「特定の誰かに化ける」ということをしておらん。常つねに、身元不明の〝誰でもない人〟になっていただけじゃ。

アンソン：なるほど。言われてみれば、そうかもしれない。

ナーシア：……では、王宮内に他のバルムンクがいると？

ＧＭ：「そうだ。暗殺未遂事件自体、グラスウェルズをフェリタニアに攻せめ込こませるための、バルムンクの陰謀だったのだろう？」

ナーシア：はい。

ＧＭ：「つまり、その暗あん殺さつ劇げきにロッシュを巻まき込こんだ何者かがいるということだ。そして、それは私ではない」

カテナ：そしてその何者かが前回クレセントに竜輝石を回収するように命令した黒幕！

ナーシア：うーん、クレセントと話ができればいいんだけど……。

ＧＭ：では一応、クレセントと連れん絡らくを取る手しゆ段だんは教えてもらえます。呼よび出だしに向こうが応おうじるかは分かりませんが。

ナーシア：じゃあ、それは教えてもらったとして。「ゴーダ伯、その黒幕に該がい当とうしそうな人物に、心当たりはありませんか？」と聞きましょう。それができそうな人物をあげてくれるだけでもいいんですけど。

ＧＭ：王宮でフィリップ王の周りにいる人物全員が容疑者ってことになりますが、その中でも彼と親しく話せるとなれば……おのずと候補は絞られますね。

ナーシア：……（無言でアンソンを見る）。

アンソン：絶ぜつ対たいそう来ると思ったよっ!!（一同大爆笑）

ナーシア：（ＧＭの方へ向き直り）もうちょっと、具体的に教えてもらえませんか？

ＧＭ：そうですね……フィリップ王が信頼をおく人物となると、レアノール王太后、ゴーダ伯、リシャール、アンソンが真っ先に上げられますね。立場や地位から考えると、アンリ、ブランドル女伯、シルヴェストル、エゼルバルドも候こう補ほになります。

カテナ：メタな視点になるけど、ゲームとして考えればその中の誰かだろうね。

ゼパ：そうじゃないと、「その人、誰？」ってなってしまうのじゃ（笑）。

アンソン：あと、ゴーダ伯がバルムンクってのはありえないでしょ。でないと、「ふざけるな、今までの話は何だったんだ」って言いたくなる。

カテナ：確かに（笑）。

アンソン：そして、もうひとつ推測できるとするならば、だ。

一同：はい？

アンソン：たぶん僕はバルムンクじゃない。

一同：おいっ!!（大爆笑）

カテナ：何で推測なんだよっ!?（一同大爆笑）

ナーシア：いやいやっ、意外な人物が犯人なのはよくあるしっ！　もうアンソンでいいよアンソンでっ！（←手をたたいて爆笑している）

アンソン：勝手なことを言うなあっ!?

ナーシア：（笑いをこらえながら）ま、まあ冗談はともかく……該当者、けっこう多いなぁ。

ＧＭ：そう考え込むナーシアに、ゴーダ伯がおもむろに、そして意を決したように言葉をかけます。「……ナーシア。お前にひとつ、頼みがある」

ナーシア：……頼み？

ＧＭ：痛みをこらえながらゴーダ伯は身体を起こし、告げます。「そうだ。わたしを今すぐ……王宮へ連れて行って欲しい」

ナーシア：今すぐっ!?

ＧＭ：「そうだ。統一帝という称号をもたらすべく、王国を戦争へと駆り立てているのはグラスウェルズに巣くったバルムンク。わたしもそれに縛られるひとりだったが……真実が明らかになった今、看かん過かはできぬ。それはさっきも言ったな」

ナーシア：ええ。だから、あなたが出向くと？　その身体で？

ＧＭ：「他に誰がいる。この事実に気づき、なおかつ王宮にて力を振るえる者にしかできないことだ。肩を、貸してくれ」　じわり、ゴーダ伯の額に浮かぶのは脂汗。相当の痛みをこらえていると分かります。その、決意の強さも。「さぁ、肩を……」

ナーシア：……それは、命令ですか？

ＧＭ：「いいや。わたしはもう、お前に命令する権利を持ってはおらん。だから、これはあくまで〝頼み〟だよ、ナーシア」と、そこでゴーダ伯は強い笑みを浮か……。

ナーシア：（少し考えてから）……ならば、お断りします。

一同：へ？

ＧＭ：ふむふむ？

アンソン：断るのっ!?　ゴーダ伯と我々が直に共闘するのって燃えるとこじゃんっ!?

ゼパ：ワ、ワシもゴーダ伯と一緒に戦いたい……っ（笑）。

カテナ：あんたら……（笑）。

ＧＭ：（少し考えて）「……これは、お前のためでもあるのだぞ。グラスウェルズ中枢のバルムンクにたどり着けば、すなわちそれはロッシュ救出へと繫つながる。それが分からぬではあるまい」

ナーシア：……ゴーダ伯。私は、あなたに感謝しています。

ＧＭ：……感謝？

アンソン：なんだいきなり。

ナーシア：父を亡くし、無力で幼かった私とロッシュを引き取ってくれたこと。私たちに居場所を与えてくれたこと―――。

ＧＭ：「そして、わたしはお前の手を血で汚させた」

ナーシア：では、ロッシュをそうしなかったのはなぜ？

ＧＭ：「彼はまだ幼かった。それだけのことだ。大きくなれば、お前と同じように利用するつもりだったさ」

ナーシア：じゃあ、くすっと笑って……利用、ですか？

ＧＭ：「そうだ。わたしはグラスウェルズのためなら鬼になると誓った。親友の子供を利用することに躊ちゆう躇ちよはない。お前も知っていると思ったがな」

ナーシア：そんな鬼が、いつまでもそんな絵を部屋に飾っておくのもおかしな話ですね？

ＧＭ：……絵？

ナーシア：きっと部屋には父とゴーダ伯が肩を並べて笑ってる小さな絵が、飾ってあるんですよ。机の上の、小さな写真立てみたいなとこに。

アンソン：ぶ（笑）。

ＧＭ：え、えー……ではあるということで。ゴーダ伯は、そこで言葉に詰まります。

ナーシア：たとえ血塗られていようと、私にとってはずっと大事な居場所だった。ここで、私はたくさんのものをもらったの。あなたに感謝するのはおかしなこと？

ＧＭ：「…………」

ナーシア：で、こう優しく微笑したまま続けます。……でもね、ただひとつ不満があるとするなら、あなたが私をいつまでも子供として扱うことよ？
















ゼパ：ぅおう。

アンソン：な、なんだナーシアの雰囲気がいつもとこう……（笑）。

ＧＭ：な、なんて言い返そうか……（笑）。「は、話をすり替えるな。ロッシュを救うことを、お、お前は考えればいいのだ。だからわたしを……」

ナーシア：ロッシュは必ず救い出します。そして王宮に入り込んだバルムンクは、必ず見つけ出す。だから、あなたはここで休んでいて。

ＧＭ：「ば、馬鹿者！　お前は分かっていない。王宮で動くためには、権威と人脈が必要なのだ」

ナーシア：大丈夫、今の私にはアンソンがいる。カテナがいる。そして、敵がどれだけ強大だろうとゼパの盾が私を守ってくれる。

ＧＭ：「む……」

カテナ：たしかに今は王宮内で動く権限、それなりにあるはあるな……（笑）。

アンソン：幻竜騎士団副団長に、王国軍師代行補佐だものなあ。

ナーシア：アンソンは少し、頼りないけどね。

アンソン：そこで落とすなよっ!?　せっかくいい演出してるんだからっ!?

ＧＭ：「ナーシア……」

ナーシア：心配しないで。この国は……みんなの居場所は必ず守る。かつてあなたが私にそうしてくれたように。あなたの作ったファントムレイダーズは、絶対に勝つ。あなたの……。




　ナーシアは口元に優しげな笑みをたたえ、頰を薄く染めたままに言った。

「あなたの意志は、私が継ぐわ―――……オスウィンおじさま」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アンソン：なんだこのナーシアはっ!?　今までと違う生せい物ぶつじゃねえかっ!?（笑）

ゼパ：な、なんかデレよったぞ―――っ!?

アンソン：これ、絶対狙ってただろうっ!?（大爆笑）

ナーシア：もちろんですよ！　前回の展開がああだったので（笑）。

アンソン：いやあ、今のは破壊力があった。不覚にも萌えてしまった。

カテナ：実際に読者に聞かせてあげられないのが残念だ（笑）。

ＧＭ：シナリオとしては、どういう対応をしてもいいように考えてましたから、この展開はありですね。

アンソン：ありだ、あり！（笑）

ＧＭ：個人的にはナーシアがどんな反応をするか楽しみだったんですよねぇ……。いい演出でした。そうかぁ……。

ナーシア：？

ＧＭ：では、ゴーダ伯はおとなしく自宅療養を続けることになります。

アンソン：で、ここから王宮内での犯人捜しが始まるわけだな。つまり……。

一同：つまり？

アンソン：リストアップされた容疑者がこれから先、ひとりずつ死んでいく。で、最後まで生き残ったヤツが犯人（一同笑）。

カテナ：なんだその某ミステリーマンガのような展開は（笑）。

ナーシア：……なら、私がひとりずつ殺していく。そうすれば、いずれは犯人に行き当たる。

一同：いやいやいや（笑）。

ＧＭ：みんな国の中枢を担う人物たちなんですよ？　全員殺されてしまうと、国が滅ぶので勘弁してください（笑）。

ナーシア：……じゃあ、犯人を見極めて殺す。

アンソン：殺す以外の選択肢はないのか。

カテナ：というか、本末転倒すぎる（笑）。犯人を見極められるなら、殺していく意味がない（笑）。

ナーシア：目星はついてるんです。「……ゴーダ伯、私にひとり犯人の心当たりがあります。アンソンという名前なのですが」

アンソン：またそのオチかよっ!?（笑）

ナーシア：でも、これで私がアンソンに会いに行く理由ができたから、いいじゃない。

アンソン：ぜ、ぜんぜんよくないよナーシア……（笑）。

ＧＭ：では、ナーシアがアンソンのもとへ向かったところで……あ、最後にナーシアが部屋から出て行ったのを見届けた、ゴーダ伯のセリフでシーンを締めましょう。




　ナーシアが退室したあと、オスウィン・ゴーダは再びベッドに身体を横たえ、ゆっくりと息を吐いた。

　その表情は、なぜかとても穏やかなもの。

　長きに渡り王国軍師を務めあげてきた男が、久しぶりに見せた穏やかな笑顔だった。




「マクリル。お前の娘は、立派に成長したよ。

　なぜだろうな、少し寂しい気持ちになる。

　わたしには子はいないが……きっとこれが子離れを経験した、父親の気分なのだろうな」







◆Opening 04◆アンソンと少年王




　ベルクシーレの王宮内、フィリップ王の寝しん室しつ。

　アンソンは、療りよう養よう中のフィリップ王の話し相手になっていた。

　ゴーダ伯らが宮きゆう廷ていを去った今、幼おさない少年王の心の支ささえとなれるのは、

　自分しかいないと―――アンソンは知っていた。




ＧＭ：では、オープニングの最後はアンソンのシーンです。場所は、フィリップの部屋です。時刻は夕方遅めの時間としましょうか。

アンソン：えっと、フィリップ陛へい下かの体調はだいぶ回復してるんですよね？

ＧＭ：はい。ただ、完全回復とはいきませんので、まだ安静にしています。

アンソン：じゃあ、普段はなるべくフィリップ陛下の話し相手になっていよう。……あ、プリプレイで確認し忘れたけど、陛下にゴーダ伯を刺さした記憶は残っている？

ＧＭ：悪あく夢むとして認にん識しきしているようです。夢の中でアンソンに救いを求め、目覚めたらあなたが側にいてくれたという感じでしょうか。

ナーシア：「はて、余よは何かしたかなぁ？」（一同笑）

アンソン：フィリップ陛下はそんな無む責せき任にんな子こ供どもではないっ！（笑）

ＧＭ：では、いつものようにアンソンはフィリップのところにやって来て話をしている、という場面にしましょう。しばらくの間、楽しげに談笑を続けてのち……ふいにフィリップは不安そうな顔でアンソンに尋ねます。「余は王威の竜輝石を失い、王としての資し格かくを失ってしまった。これから、余はどうすればいいのだろう？」

アンソン：では、陛下が不安に思わないよう優しく笑いながら言おう。「……簡単です、陛下。……奪われた竜輝石を取り戻せばいいのです」

ＧＭ：「しかし、あの竜輝石はおかしいのだ」

アンソン：おかしい？

ＧＭ：「持っていると、頭がボーっとして、とても気持ちが悪くなる。何かを潰つぶしたり、壊こわしたりしたくなるのだ」

アンソン：バルムンクとか歴れき代だいの王の怨おん念ねんとか……フィリップは理解してますかね？

ＧＭ：いえ、理解していません。ただ、今までは毎まい晩ばんのように、歴代の王から「戦争に勝ち、統とう一いつ帝ていの称しよう号ごうを得るのだ！」と言われ続けていたので……。

アンソン：そ、そんなことになってたのか。毎晩のように悪夢って……それは辛つらい。

ＧＭ：はい。ですから、竜輝石がなくなった今、フィリップは悪夢を見ることもなくなり、気分はかなりスッキリしているのです。

アンソン：じゃあ、竜輝石が手元にない方がフィリップは楽なんじゃ……？

ＧＭ：たしかにそのとおりですが、王威の竜輝石が手元にないのでは、国王として示しめしがつきませんから難むずかしいところでしょうね。

ナーシア：王威の竜輝石がないと、国王として認めてもらえないんでしたっけ？

ＧＭ：そうですね。アルディオン大陸では王威の竜輝石がないと、王国を名乗れないのです。王威の竜輝石がないという現げん状じようが白日の下にさらされれば、グラスウェルズ王国は解かい体たいされてしまうでしょう。

アンソン：大ピンチだな。

カテナ：ゴルフォードも「王威の竜輝石がないのではないか？」と言われているが、実際に「ない」と証しよう明めいされたわけではないので、辛かろうじて王国が維い持じできている状態なんだよね。

アンソン：……分かった。では、「フィリップ陛下、ご安心を。王国とは、竜輝石のためにあらず。民たみのためにあるのです」と諭さとします。

ゼパ：でも、竜輝石がなくては国として認められないのじゃぞ？

アンソン：あくまで、フィリップ陛下を落ち着かせるための方便。……現げん時じ点てんではね。

ＧＭ：「竜輝石がなくても、余は国王なのか？」

アンソン：歴れき然ぜんとした、王でございます。

ＧＭ：「では、何ゆえ余は王なのだ？　王の子だからか？」

カテナ：賢かしこい子供だなあ。

ナーシア：こういうときはかえって扱いに困る（笑）。

アンソン：……確かに、血けつ脈みやくから始まった王としての人生でしょう。ですが、フィリップ陛下には、王としての器うつわがあると存じ上げております。

ＧＭ：「……余に、王としての力がある、と？」

アンソン：はっ。陛下は素す晴ばらしき王でございます。

ＧＭ：アンソンの発言を聴いたフィリップは、何か考え込み……黙り込みます。

アンソン：フィリップ陛下の威い光こうを貶おとしめぬため、我われらがおります。お困りならば、幾いくらでも僕たちをお使いくださいませ。

ＧＭ：「我ら？　しかし、リシャールもオスウィンも、もう王宮にはおらぬではないか」

アンソン：それは確かに……。ですが、フィリップ陛下がお声をかければ、たくさんの人間が陛下の許にはせ参じましょう。

ＧＭ：「そうだろうか？　エルミールと叔お父じ上はいつも喧けん嘩かばかりしていて、余の話など聞いてはくれぬ」

一同：たしかに（笑）。

カテナ：わたしのオープニングシーンを考こう慮りよすると、容よう易いに想そう像ぞうがつくなあ。
















ＧＭ：「本当に、余に王が務まるだろうか？」と、不安げな声でフィリップが問います。

アンソン：陛下はまだまだお若い。まだ学ぶことも多いでしょう。ですが、成人なされた暁あかつきには、立りつ派ぱな王となられるでありましょう。

ＧＭ：「では、余が王らしくあるために、どうすればいいか教えてくれ」と、フィリップがすがるようにアンソンに訊きいてきます。

アンソン：……こ、困ったな、何て答えればいいんだろう？（笑）

カテナ：ここでかっこいいこと言うといいと思うよ（笑）。

アンソン：（少し考えて）……では、フィリップ陛下には、希望はございますか？

ＧＭ：すると、フィリップは目に力を取り戻して言います。「……父上と同じだ！　国民が笑って暮くらせる、そんな国になればいいと思っている」

アンソン：では、その理想を貫つらぬき通とおすこと。それが、王たる道への第一歩となりましょう。その希望が叶かなうと信じ、日々学んでいくのです。さすれば、途と中ちゆう、フィリップ陛下が挫くじけそうになったとしても、我らがお支えいたします。

ＧＭ：「そうか……。理想を信じて進めばよいのだな？」

アンソン：そうです。もし、フィリップ陛下に迷まよいが生じれば、下々の者も不安になります。ですから、陛下は迷わず、決めた道をお進みくださいませ。

ＧＭ：「……分かった」さて、アンソンにはここで、ひとつ判はん定ていをしていただきます。名づけて「フィリップ陛下を元気づける判定」！（笑）

アンソン：なんだそれはっ！（笑）……もしかして、判定の結果次し第だいで今までのいいセリフが全部無む駄だになる!?（笑）

ＧＭ：そんなことはないです（笑）。判定の結果は、後のシーンの演えん出しゆつに関わってくるだけです。

アンソン：……フェイトを突つっ込こんででも、この判定を成功させたくなってきた（笑）。

ＧＭ：【精せい神しん】判定をお願いします。達たつ成せい値ちが高い方が、いい演出になると思ってください。

アンソン：フェイトを２点使っておこう。

カテナ：大おお盤ばん振ぶる舞まいだ（笑）。

アンソン：とりゃっ！（ダイスを振ふる）……うっわ、出目が低い!?

ナーシア：えー。ダイスを四つ振って、出目は１、１、１、６！（笑）

アンソン：達成値は28！

ゼパ：フェイトを使わなかったら、ファンブルだったかもしれないのぅ（笑）。

アンソン：うーん。微び妙みようだ……。

ナーシア：……微妙じゃないから！　はっきりと悪いから！（笑）

アンソン：い、いやほら。２Ｄの判定だと思うとそれほど悪くないかな……と（笑）。

ＧＭ：（笑）。ともかく、フィリップはアンソンの言葉に笑顔で頷きます。「分かった。アンソン、お前の言葉は心に刻きざみおこう」と言いました。

アンソン：ふう、危ない危ない。

ＧＭ：では、これでオープニングを終了して、ミドルフェイズに入りましょうか！











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆出立の朝




　白はく竜りゆう騎き士し団だん主力の出立式の朝。

　グラスウェルズ王国の上じよう層そう部ぶが直ちよく接せつ兵士たちに激げき励れいするとのことで、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの副ふく団だん長ちようであるアンソンも、その場に呼よばれていた。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入りましょう。ミドルの最初は、白竜騎士団が北方へと出しゆつ撃げきしていくシーンで、引き続きアンソンがシーンプレイヤーとなります。

カテナ：出撃？　もう出撃シーンなのか！

ゼパ：展てん開かいが早いのう。

アンソン：じゃあ僕ぼくはお見送りしましょう。

ＧＭ：なお、他の方々の登場は自由です。

カテナ：ブランドル女じよ伯はくも出撃するんだよね？　わたしも登場しよう。

アンソン：白竜騎士団本隊と、ブランドル女伯が出撃だっけ？

ＧＭ：はい。まずは、幻竜騎士団の人間が三名、大隊長として白竜騎士団本隊を率ひきいて出撃、そのあとアンリ率ひきいる幻竜騎士団が続きます。ブランドル女伯は、総そう指し揮き官かんなので白竜騎士団に随伴することになりますね。

アンソン：ブランドル女伯が、トップになるのか！　大隊長ってどんなヤツら？

ＧＭ：はい。まず、ネーロという新しん興こう派はの中年の騎士。歴れき戦せんの強者で。前回のお話しでアンソンに向かって、「家いえ柄がらだけで、幻竜騎士団の副団長になったか」と言った人です。

アンソン：ああ、あいつかあ。

ＧＭ：は、アンソンをライバル視ししているんです。

アンソン：（肩かたをすくめて）やれやれ。出世すると妬ねたみ嫉そねみが大変だ（笑）。

ＧＭ：一方、ロッソというアンソンより若わかい騎士が、「アンソン伯！」と笑顔で語りかけてきます。ロッソは家いえ柄がらはよいのですが、これまで手て柄がら自体はパッとせず、今回初めて隊長に登用されたのです。

アンソン：「そうか……このようなつまらない戦いで命を落とすなよ？」と返事しておこう。

ＧＭ：「アンソン伯、そのような物言いはマズいですよ？」（笑）

アンソン：そうか、では、内ない密みつに頼たのむ（笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。ドジは踏ふみませんから」と、ニコニコ笑いながらロッソは言います。

アンソン：……死にフラグっぽいセリフを吐はいてるな、コイツ（笑）。

ＧＭ：三人目はビアンコ。五〇歳さいくらいの、傭よう兵へい上がりの歴戦の戦士です。アンソンに軽く会え釈しやくをします。

アンソン：この人は中立なんだっけ？　会釈を返しておくか。

ＧＭ：では、そんなやり取りがされる中、出撃の時刻が迫ります。白竜騎士団はかなりの大所帯ですから、ベルクシーレ城じよう内ないでは収おさまらず、街の外で出立式を行なっていますね。フィリップも直々に激げき励れいの言葉をかけます。「みなのもの、くれぐれもよろしくな」

カテナ：（一いつ般ぱん兵へいになって）「グラスウェルズ王国万ばん歳ざい！」

ゼパ：（一般兵になって）「フィリップ陛へい下か万歳！」

ＧＭ：と、そんな感じで鬨ときの声こえを上げ、順々に部隊は出立を開始。その光景を見ながら、アンリが「がんばれよ～！」と声をかけていたりします（笑）。

カテナ：なるほど。……また絡からまれてもたまらないから、アンリには近ちか寄よらないようにしておこう。

ＧＭ：ブランドル女伯は、カテナに「あとはよろしく頼たのむわよ」と声をかけます。

カテナ：正式な補ほ佐さ官かんでもないというのに、仕方ない人だ（笑）。苦笑いをしつつ、「ご武ぶ運うんを」と返します。

ＧＭ：騎士団出立の光景は、あまりに壮観。なにせ万単位の軍団ゆえ、丸一日かけてベルクシーレから出て行くことになります。

カテナ：おお、それはすごい（笑）。

ＧＭ：その白竜騎士団の出立と入いれ替かわりに、各地に散っていた幻竜騎士団の兵士たちが順次、ベルクシーレに戻もどってきます。三日後に予定されている、幻竜騎士団の出兵のための招しよう集しゆうでしょう。

カテナ：なるほど。そういえば、シルヴェストルは出立組？　ベルクシーレ残ざん留りゆう組ぐみ？

ＧＭ：シルヴェストルはベルクシーレに残ります。

アンソン：……今回の出兵について、バイゴットはどう思っているんだろうね？

ＧＭ：出兵するとなれば勝つために手しゆ段だんを講こうじますが、出兵するか否いなかについては口を挟はさみません。政せい治じは政せい治じ家かに任まかせればいい、自分は軍人だから戦いに勝つことしか考えない、というのが彼かれの考えです。

アンソン：課せられた任にん務むを全うするのみ、というヤツか。

ＧＭ：はい。昔は「リシャールが言うのならば正しいのだろう」というスタンスだったので、彼が去った今、いろいろとやりづらい部分はあるようです。

アンソン：なるほど。いい人なんだろうけど、こういうときには裏うら目めに出ちゃうよなあ。

ＧＭ：では、このシーンはここで終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆バー・ファリストル





　―――バー・ファリストル。

　そこは、ナーシアたちのギルドハウスであるファリストル城じようが、支し店てんとしてベルクシーレに出店した酒場だ。

　数日ぶりに一堂に会した四人は、店の最奥にある個室へと集まっていた。




ＧＭ：さて、ここで相談なのですが、作って欲ほしいシーンはありますか？　今回のシナリオで、わりと自由に動けるのは、このタイミングが最後になるんですが……。

アンソン：ナーシアから現げん状じようを聞いておきたい。

ＧＭ：では、みなさんで集まるシーンを作りましょう。場所はどこにします？

ナーシア：酒場！

アンソン：うむ、せっかく《ＧＨ：サルーン》を取得したんだし、その演えん出しゆつをしておきたいところだな（笑）。

ＧＭ：さすがに、《ギルドハウス》であるファリストル城まで赴おもむくのは時間が足りませんので、ベルクシーレ内に支店として〝バー・ファリストル〟という名前の酒場を出したことにしましょうか（一同笑）。

カテナ：では、バー・ファリストルの個こ室しつで相談することにしよう。

ナーシア：……あ、その店にミネアはいる？

ＧＭ：ミネアはファリストル城から離はなれられないので、彼女が働いていたゲイリーズ・インの店員がここを切きり盛もりしていることにしましょう。「ミネアさんから話は聞いています。どうぞ、奥おくの会員専せん用よう室しつへ」と通してくれました。

ナーシア：では、ゴーダ伯から言われたことを話します。

カテナ：……なるほど。バルムンクは王宮の中ちゆう枢すうに潜ひそんでいそう、か。まあクレセントの件けんを考えても妥だ当とうな推すい理りだ。

ナーシア：……そう。だから、ひとりずつ殺していけば、いつかはバルムンクにたどり着く。

ゼパ：そ、それは……。

ナーシア：さて……アンソン、お覚かく悟ご！（ナイフを抜ぬく仕草をする）

アンソン：（悪人口調で）くっくっく、はて何のことやらさっぱり分からんなあ……って、僕は犯人じゃないと言ってるだろうっ！（笑）

ＧＭ：（笑）。ではここで、ロッシュが信用しそうな人物を整理しましょうか。

ナーシア：ロッシュが行方ゆくえをくらました当日、どこにいたかって調べられますか？

アンソン：おぉ、当日のアリバイを調べるのは犯人捜しの基本だな。

ナーシア：……まずはアンソンのアリバイを。

アンソン：その日はナーシアと一いつ緒しよにいただろう!?（笑）

ナーシア：（ポンと手を叩たたき）わかった、私が「アンソンとは一緒にいませんでした」って証しよう言げんすればいいんだ！（一同笑）

アンソン：冤えん罪ざいを作ってどーするっ！（笑）

カテナ：アンソンを犯人にしたてあげても、事じ態たいは解かい決けつしないから（笑）。

ＧＭ：では、「ロッシュが失踪した日に王宮にいたかどうか」、「ロッシュに吹き込めそうかどうか」という条件で調べましょうか。では、情報収集判定をどうぞ。




　ＰＣたちは、《ドラゴンソウル》《ストリートワイズ》などを駆使して判定した。




ＧＭ：はい、結果です。
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アンソン：（表を見ながら）そういえば、ロッシュ失しつ踪そうの直前まで、僕らとリシャール先せん輩ぱいとゴーダ伯は会話をしていたっけ。

ＧＭ：アンリは、その期間は自分の領りよう地ちにいたので、王宮にはいません。

ナーシア：フィリップという線はなし？

ＧＭ：そこは保証します。フィリップに取とり憑ついたバルムンクは前回倒たおしましたからね。

カテナ：メタ視し点てんで考えると、同じ人物が二回犯はん人にんというのは厳しい（笑）。

ＧＭ：「吹き込めそうかどうか」の条件は、フィリップと個人的に接点があって、しかもロッシュが信用するかどうか、という視点です。

ナーシア：アリバイがなくて、さらにロッシュに吹ふき込こめる人物というと……。

一同：……（まじまじと人物のリストを見る）。

アンソン：両方とも被かぶる人物は、ブランドル女伯しかいないじゃないか。

ＧＭ：まあ、リプレイ上に書かれてないだけで、ロッシュとの会話でアンソンが吹ふき込こんでいたという可か能のう性せいはありますが（笑）。

アンソン：ふうむ、一理ある。

ナーシア：あるのぉっ!?

アンソン：冗談だ。

カテナ：お前は犯人になりたいのか、なりたくないのかどっちなんだっ！（笑）

ゼパ：（リストを見ながら）……ところで、レアノールも吹き込めそうではないかの？

ＧＭ：レアノールにとっては王宮にいる従者のひとりでしかなく、個人的な接点はなさそうです。今だとちょっと違う態度になるかもしれませんが。

アンソン：まあ、ずいぶんとおとなしくなった現状を考えると、可能性は低いと思う。

カテナ：あの態度が演技だというのなら、話は違ってくるがな。

アンソン：まとめると本命・ブランドル女伯、対たい抗こう馬ば・アンリ団長、大おお穴あな・レアノール王太后ってところかな。

ゼパ：もし、アンリ殿どのを疑うたがってかかるんだとするならば、三日以内に何とかしないと、ワシらの手の届とどかないところへ行かれてしまうぞ。

カテナ：ブランドル女伯に至いたっては、すでに遠えん征せい中だからなぁ……。

アンソン：ＧＭに質しつ問もんなんだけど、今回は犯人捜さがしをするシナリオなのかな？

ＧＭ：申もうし訳わけないのですが、違ちがいます。誰だれが犯人かはイベントシーンで判はん明めいしてしまいます。

カテナ：……じゃあ、このシナリオの目的は？

ＧＭ：敵てきが事じ件けんを起こしますので、それに対たい処しよすることになります。ただ、犯人を推理して状況を把握していただいたので、説明しやすくなりました。ありがとうございます（笑）。

カテナ：なるほど。

ＧＭ：他に特になければ、シーンを終了しますが、よいですか？

アンソン：うん。情報収集もできたし。

ＧＭ：……あ、最後にアンソンに質問なのですが、《テレポート》のマークポイントは、どこに設せつ置ちしますか？

アンソン：《テレポート》でどこに行けるようにしておくってことか。それ、なんかシナリオに関係するのか（笑）。んー……ベルクシーレの城内は、設置不ふ可かだっけ？

ＧＭ：はい。二巻かんで破は壊かいされた、城内の《テレポート》防ぼう止し結けつ界かいは、すでに再設置されました。

アンソン：《テレポート》のマークポイント、候こう補ほはどの辺かなぁ？

カテナ：ベルクシーレ内だと、安あん全ぜん性せいで言うならばマンソン邸てい。脱だつ出しゆつ経けい路ろとして利用するつもりなら、ファリストル城ってところかな。

ナーシア：……ゴーダ伯の屋や敷しきっていうのはどうですかね？

カテナ：マンソン邸よりは外周よりになるというだけで、ベルクシーレ内なのには変わりないし、安全度でもマンソン邸とさほど変わらないから、ゴーダ伯の屋敷もありかな。

アンソン：（しばし考えて）……嫌いやな予感がヒシヒシとするから、ゴーダ伯の屋敷にしよう。

ＧＭ：では、ゴーダ伯のお見み舞まいに行ったついでにマークポイントを設置したということで。

ナーシア：これで、ゴーダ伯の身に危き機きが迫せまっても、私たちがすぐに駆かけつけられる。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle 03◆それならばせめて





　一足先にバー・ファリストルを出たゼパは、近くで遊んでいた子こ供どもから手紙を渡わたされた。

　誰だれからかと首を傾かしげつつ手紙を開けば、簡かん素そな文章が認したためられていた。

　ただひと言、「いつもの場所で待つ」と。




ＧＭ：では、次のシーンになります。シーンプレイヤーはゼパ。他の人は登場不可とします。

アンソン：ほほう。これはゼパ様の萌もえシーンと見た。じっくり拝はい見けんしよう（笑）。

ゼパ：いやいやいや、そんなことはないと思うのじゃ（笑）。

ＧＭ：情報交換が終わったあと、みんなと別れ、ゼパはひとりでベルクシーレの街中を歩いているとも思ってください。そんな時、ふいに背後から子供の声に呼び止められます。

ゼパ：ほ？　振り返るのじゃ。

ＧＭ：そこに立っていたのは、十歳くらいの少年です。「……じいさん、ゼパっていうんだろ？　この手紙を渡してくれって頼たのまれたんだけど」と、子供から手紙を渡されます。なお、この少年は街にいる庶しよ民みんの子供で、怪あやしい点はありません。

ゼパ：では受け取るのじゃ。パラっ、とな（手紙をめくった音）。

ＧＭ：その手紙には、ただ一文……「いつもの場所で待つ」とだけ書いてあります。

ゼパ：これはクレセントからの手紙じゃな。

ＧＭ：はい、そうです。

ゼパ：その場所へ向かうのじゃ。……幻竜騎士団裏うら部ぶ隊たいのための、地下の待機室じゃよな？

ＧＭ：そのとおりです。ベルクシーレでも内ない郭かくの方にあります。

ゼパ：いつもどおりに、中へと入るのじゃ。

ＧＭ：では、そのどこか殺風景で薄暗い部屋に入ると、クレセントがひとりで佇たたずんでいます。ゼパが入ってきたのを見て、静かに「……来たな」と声をかけます。

ゼパ：クレセントひとりだけ？　他のメンバーはおらんのか。

ＧＭ：表だって招集がかかっているので、ここに集まる必要がないんじゃないですかね？

ゼパ：ワシはクレセントに「もう、戻もどってこんかと思った」と言おう。

アンソン：そんなのんびりした態度でいいのかー？（笑）

ナーシア：竜輝石を持ってるかもしれない相手なのに（笑）。

ゼパ：だ、だって、ほら、今はナーシアが登場してないから……《ギルドシンボル》のペナルティがかかっちゃうからのぅ？（一同笑）

アンソン：雰囲気台無しになること言うなっ！（笑）

ＧＭ：（笑）。では、クレセントはゼパの問いかけに、落ち着いた声で問い返します。「なぜ、戻ってこないと思ったのだ？」

ゼパ：おぬしはもう、ベルクシーレから離はなれたかと思ったからのぅ。

ＧＭ：「それはお前の考かんがえ違ちがいだな」

ゼパ：……竜輝石はどうしたのじゃ？

ＧＭ：「あの石は持つべき者に渡した。そのうち、お前の前にも姿すがたを現わすだろう」

ゼパ：なぜ、ワシを呼よび出だしたのじゃ？

ＧＭ：「改めて言う。我われ々われの仲間にならないか？」

ゼパ：前にも言ったとおり、ワシはこの国を裏うら切ぎるつもりはないのじゃ。第一、おぬしらの目的も分からないというのに、仲間になれるはずもなかろう？

カテナ：一いち応おう、相手の名前を聞いてみたらどうだろう？　もしかしたら、すごく説得力のある相手なのかもしれない。

ゼパ：おお、なるほど。……クレセント、前に聞いたかもしれぬが……おぬしが仕えている相手とは誰なのじゃ？

ＧＭ：「それについては、答えかねる。仲間になってくれるのならば、教えよう」

ゼパ：むむっ。上手くかわされたのじゃ。では質問を変えて……。おぬしはなぜその相手に従したがっているのじゃ？

ＧＭ：クレセントは、腕を組んで壁にもたれかかり、どこか遠い目をします。「……わたしは北の小国に生まれた。そこがグラスウェルズ王国に支し配はいされた時、契けい約やくを交わしたのだ。グラスウェルズのために働く見返りとして、わたしの故こ郷きようの平へい穏おんを約やく束そくしてもらうとな」

ゼパ：じ、じゃが……。

ＧＭ：「これは、国王と領りよう主しゆが結ぶ契約と、何ら変わりがなかろう？　だから、わたしは命令を受けて働くのだ。おかしなところがあるか？」

ゼパ：むむ……。

ＧＭ：「お前がこの国の民のために働いているというならば、わたしは自分の故郷のために働いている。ただそれだけだ」

ゼパ：そうか。じゃが、ワシは……。

ＧＭ：「ゼパ。わたしは、お前のことが気にいっている。だから、仲間にならないかと誘さそっているのだ」

ナーシア：ああ、上の人からの指し示じではなく、クレセント自身がゼパに誘いをかけているんですね？

ゼパ：ワシには、おぬしに命令している者に従したがうことが、この国の民たみのためになるとはとても思えないのじゃ。

ＧＭ：クレセントは不思議そうな顔でゼパを見ます。「この大陸の民は、竜輝石の意い志しに従って生きているのではないのか？」

ゼパ：え？

ＧＭ：クレセントの発言は、竜輝石こそが大切で最さい優ゆう先せんされるという価か値ち観かんに基もとづくものです。この大陸に住んでいる人々にとっては普通だと思いますが。

カテナ：クレセントに命令している人物が王威の竜輝石を持っているのだから、民がどう思おうと好き勝手する権けん利りがあると？

ＧＭ：要約するとそんな感じですね。

ナーシア：……そういう考え方って普ふ通つうなの？

ＧＭ：例えばメルトランドでは、聖せい樹じゆの託たく宣せんは絶ぜつ対たい的てきな価値がありました。魔ま法ほうがあり、神の実じつ在ざいする世界ですしね。程てい度どの差はありますが、クレセントのような考えの人は、決して珍めずらしくはありません。

ゼパ：なるほど……。「少なくとも、ワシはそういう生き方をしておらん。竜輝石や統とう一いつ帝ていの称しよう号ごうを得るためになら、何をしてもいい……そういう考え方は持っておらん」

ＧＭ：「そうか……。わたしには、理り解かいし難がたい考えだ」とうなだれます。

ゼパ：いや、そんなことはない。いつか、おぬしも考えを変える日がきっと来るのじゃ。

ＧＭ：「そうか？」

ゼパ：うむ。おぬしは先ほど、故郷のために働いていると言っておった。それはつまり、故郷で暮くらす民が大切だと思っているということじゃからな。

ＧＭ：「お前は、ときどき変わったことを言う。……だから、お前が好きだった」

ゼパ：ク、クレセント……。

ＧＭ：「では、もはや無理には誘うまい。ただひとつだけ……言っておく。わたしは、おまえを死なせるのは惜おしいと思っている」

ゼパ：は？

ＧＭ：クレセントは、少しの間を取ったのちに言います。「……これから、街でちょっとしたことが始まる。だからお前には丸一日、ここでおとなしくしていて欲しい」

ゼパ：な、なにをするつもりじゃ。ゴーダ伯の警備に戻らぬわけにもいかんし、ここから出ないという選択もない。

ＧＭ：その返答に、クレセントは静かに瞳を閉じて、「……そうか」とだけ呟つぶやきます。それと同時に、突とつ然ぜん、〝ドォン……っ！〟という激はげしい爆ばく発はつ音おんが街の方から聞こえてきました。

ゼパ：む!?　確かく認にんをせねば。外に出るのじゃ！

ＧＭ：では、駆け出すゼパの背せに彼女が声をかけます。「どうしても、行くのか？　ゼパ」

ゼパ：おとなしくしていられるわけもなかろう？

ＧＭ：「ならば、せめて死なないでくれ」

ゼパ：すべてが終わったら、また会おう。

ＧＭ：「……生きていれば」とクレセントが呟つぶやいたところで、このシーンを終了します。







◆Middle 04◆反乱





　幻竜騎士団が北方に向けて出立する時刻が迫る頃、その団長室でふたりの男が言葉を交わしていた。

　ひとりは、幻竜騎士団長エダム公アンリ。

　今ひとりは、白竜騎士団長エゼルバルド・バイゴッド。

「……というわけだ。協力してくれるな？　エゼルバルド卿きよう」

　どこか余裕に満ちたアンリの言葉に、エゼルバルドは血相を変えた。

「あなたは何を言っているのだ!?」

　声を荒げるエゼルバルドと対照的に、アンリは落おち着つき払はらった声で言葉を繰り返す。

「おや、言っている意味が分からなかったか？　では、もう一度言うぞ？　フィリップは王威の竜輝石を持っておらん。ただの一三歳さいの少年では、国王としては不十分ではないか？　今から、そのことを話しに行く。エゼルバルド卿も一緒に来てくれるであろう？」

「何を馬鹿なことを！」

　机を強く叩き、バイゴットは叫さけぶ。

「エダム公、しっかりなされよ！　それは、反はん逆ぎやく行こう為いですぞ！」

「なぁに。ものの数時間もすれば、反逆などではなくなる」

　それがさも当然と言うように、アンリが落ち着き払った笑みを浮かべる。

「……なぜなら、もうすぐわたしが国王になるのだからな」

「そ、そのようなことはさせぬ！　このエゼルバルド・バイゴット、白竜王国と国王に忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだ。目の前の反逆者を、むざむざ見み逃のがすとお思いか!?」

　そう言い放ち、腰にぶら下げた剣に手をかける。

　しかし、それが引き抜かれることはなかった。

「……キミのような武ぶ勇ゆうに優すぐれた人物と話し合いをするのに、何の用意もしていないと思ったか？」

　アンリの言葉と共におもむろにドアが開け放たれる。

　そこからなだれ込んできたのは、抜剣した幻竜騎士団の団だん員いんたちだった。

「対たい策さくは講こうじてあるよ、エゼルバルド卿」

　幻竜騎士団団員のひとりがエゼルバルドに剣を突きつけたまま、冷静な声で勧告した。

「お腰こしのものを渡していただけますね？」

「…………」

　忌いま々いましそうな顔をして、エゼルバルドは剣を投なげ渡わたす。

　その様子にアンリは口元を歪ゆがませて笑み、余裕の口ぶりで告げた。

「エゼルバルド卿はお疲つかれのご様子だ。ゆっくりと休める場所へお連れしろ」

「エダム公、考えを改められよー！」

　そんな叫びもむなしく、幻竜騎士団の団員に両りよう脇わきを固められ、エゼルバルドは部屋から引きずり出されていく。そしてその背中で、聞いた。




　ひとり部屋に残されたアンリの、歪んだ哄こう笑しようを。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……という感じのマスターシーンが挟はさまります。

アンソン：いやーん！　やっぱり、アンリ団長が黒くろ幕まく!?　エゼルバルド、このままだと殺されるんじゃない？

ＧＭ：細かい演出はしませんが、一方、別の部屋ではシルヴェストル・カローも剣を突きつけられて降こう伏ふく勧かん告こくを突きつけられている場面がカットインします。彼も、おとなしくそれに従したがったようですね。

ナーシア：こっちは、すぐには殺されなさそうな感じ（笑）。

ＧＭ：では、そんなところでマスターシーンを終了します。







◆Middle 05◆喧けん噪そうの中で





　城しろの方から爆ばく発はつ音おんが響ひびいてきた。

　見回せば、城より立ち上る白はく煙えん。町中を慌ただしく白はく竜りゆう騎き士し団だん王都守しゆ備び隊たいの兵士たちが城へと走っていくのを見て、カテナは肩かたをすくめた。

「どうやら、解散というわけにはいかないみたいだな」




ＧＭ：では、次の場面に移りましょう。シーンプレイヤーはアンソン。バー・ファリストルを出た後、街中を歩いているところから始まります。ゼパ以外は登場可か能のうです。

アンソン：ああ、ゼパはクレセントと話してるシーンの裏側かな。

ＧＭ：その少しあとですね。アンソンがベルクシーレの街中を歩いていると、ふいに城の方から爆ばく発はつ音が聞こえてきます。

アンソン：おお、まさにさっきのゼパのシーンのちょっとあとだ。

ＧＭ：はい。城の方へ視し線せんを向けると白い煙けむりが立ち上り、銃じゆう声せいがまばらに聞こえてきます。

アンソン：なにが起こった……！　と、声をあげて、急いで城に向かって駆け出す！

ナーシア：ね、三人で一いつ緒しよに行動した方がよさそうな気がするんだけど。

カテナ：ああ、そうかも。では、三人が酒場から出て、解散しようとしたところで爆発を目もく撃げきしたことにしない？

ＧＭ：それでもかまいません。

アンソン：ＯＫ。なら、「じゃあ、今日は解散……」と言いかけたところで、城の方から爆発音が聞こえてきたということで（笑）。
















カテナ：「どうやら、解散というわけにはいかないようだな」と肩をすくめよう。

ＧＭ：そんなみなさんの横を、白竜騎士団の兵士たちが駆かけ抜ぬけていきます。みんな城へと向かっているようですね。城じよう門もんの辺りに視線を向ければ、すでに戦せん闘とうが始まっています。

アンソン：僕らも行くぞ、ナーシア、カテナ。

ナーシア：……うん。

ＧＭ：そこで気づきます。戦闘をしているのは、白竜騎士団と幻げん竜りゆう騎士団の兵士たちです。

アンソン：えっ!?　な、なぜ!?　……と、それはさすがに驚くわ。

ＧＭ：驚きの声と同時に、そこを白竜騎士団王都守備隊隊長のダリウス・フォーミダブルがとおりかかります。「む、そこにいるのはアンソン伯か！　伯、これはいったいどういうことか……っ!?」
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アンソン：ダリウス卿！　それはこちらのセリフです！　いったい何が起こっている！

ＧＭ：「何をとぼけているか！　ベルクシーレに駐ちゆう屯とんする幻竜騎士団が一斉に武ぶ装そう蜂起し、街の要所に攻め入っているのだぞ！」

アンソン：待て、それは何かの間違いじゃないのか！

ＧＭ：「……本当に、何も知らないのか？　貴殿は幻竜騎士団の副団長であろう！」

アンソン：知らん！（カッと目を見開き）この目を見ろ！　これが噓うそを言う者の目か？

ＧＭ：「むう……っ」と、声をあげたあと、ダリウスはおもむろにカテナとナーシアの方に視線を向けます。

カテナ：……本当だ。わたしたちは、たった今、騒さわぎを聞きつけたところだ。

ＧＭ：「軍ぐん師し代行代理のカテナ殿どのまでそう言われるのであれば、信じよう」

アンソン：お、お前……僕をぜんぜん信じていやがりませんね？（一同大爆笑）

ナーシア：そこはいい。とにかく状況を教えて。

ＧＭ：「あまりに突然のことで、現状の把握はできていない。ただ、王都守備隊の隊員がすでにふたり死んでいる」

ナーシア：……そう。

ＧＭ：「とにかく事じ態たいを収しゆう拾しゆうするのが先だ。あなた方を疑いたくはないが、本ほん件けんに関係ないのであればご自じ宅たくに戻っておとなしくしていただきたい。最悪、幻竜騎士団の者であれば、誰彼かまわず斬きりかからねばならなくなる！」

アンソン：そのようなことができるか！　身の潔けつ白ぱくは、自分の手で証しよう明めいしてみせる！

ＧＭ：では、ダリウスを説得できるか、【精せい神しん】判はん定ていをしてもらいましょう。

アンソン：（ダイスを振ふる）28！

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらは16でしたので、アンソンに説得されました。「アンソン伯のことは信用しよう。だが、どう見てもこれはクーデターだ。首しゆ謀ぼう者しやが誰だれかは分からないが、私わたしは鎮ちん圧あつのために動く」

アンソン：そうか。何か分かったら連れん絡らくをくれ。

ＧＭ：「うむ、了解した。では、ご無事で」と、ダリウスは馬で走り去っていきます。

アンソン：……というわけで、クーデターが起きたそうだ。

カテナ：一いち応おう、確かく認にんしておこう。……アンソン、何も聞いていないのだな？

アンソン：仲間を信じろ！（笑）

カテナ：……分かった。

アンソン：ここで少し考えて……「このクーデターを鎮圧する！」

ナーシア：どうやって？

カテナ：……白竜騎士団の本隊が出しゆつ陣じんし、ベルクシーレの警けい備びが手て薄うすになったところを狙ねらってクーデターを起こしたような輩が相手だぞ。敵は相当、用意周到だ。

アンソン：クーデターの首謀者を抑えれば、それで終わる。……ＧＭ、襲撃は城だけじゃなく、あっちこっちで行なわれてる？

ＧＭ：はい。たぶん小隊ごとに、制せい圧あつする場所が決められているのでしょう。

アンソン：蜂起と同時に街の要所・要人を抑えにかかっているんだな。現げん状じようで命が危あぶないと推すい測そくできるのは……フィリップ陛へい下かとゴーダ伯はく、か？

ナーシア：プレイヤーとしては、首謀者がアンリであることも、幻竜騎士団団長室にいることも知っているけど、キャラクターとしては知らない……（笑）。

アンソン：敵の目的はフィリップ陛下だろう。ならば首謀者もそこに姿を現わすはずだ。

ナーシア：アンソン、落ち着いて考えて。この状況で一番危き険けんなのはゴーダ伯よ、

カテナ：フィリップ陛下の許へは、厳げん重じゆうなガードを潜くぐり抜ぬけねばたどり着けない。警護の兵も数多くいる。しかし、ゴーダ伯の警備はゼパやスカーを含ふくめ数人だけ。明らかに手薄だ。

アンソン：む、たしかにそれはそうだが……。

ナーシア：ゴーダ伯の安あん否ぴを確認してから、王宮に向かえばいいだけのこと。

アンソン：確かに、《テレポート》のマークポイントはゴーダ伯の屋や敷しきに設せつ定ていしてあるから、一いつ瞬しゆんで行けるしな……（少し考えて）……分かった。ナーシアの言うとおりにしよう。

カテナ：ゼパは今いないが、この騒ぎだ。王宮に向かう途とち中ゆうで合流できるだろう。

アンソン：よし、じゃあとっとと行こう！

ＧＭ：ではゴーダ伯の屋敷へと《テレポート》したところで、シーンを終しゆう了りようします！







◆Middle 06◆凶刃に散って





　三日前、ベルクシーレを出立した白竜騎士団主力は一路、北を目指していた。

　夜となれば、兵士たちは天幕を張ってひとときの休息を得る。

　それはまるで、闇に満ちた平原に無数に咲き乱れる……白い花の様にも見えた。




ＧＭ：では、ここでマスターシーンを挿そう入にゆうしましょう。時刻は深夜……どこかの平原で休息を取る、白竜騎士団内の様子を演えん出しゆつします。

アンソン：う、そっちでもなにか起こるのか。

ＧＭ：もちろんです。場面は、本ほん陣じんの天てん幕まく内でブランドル女伯とビアンコ、ロッソ、ネーロが会議をしているシーンなんですが、そこにひとりの訪問者がやってきます。アライン・リーンという幻竜騎士団員なんですが……。
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カテナ：待てっ！（笑）　アライン・リーンって、バルムンクじゃないか！




　アライン・リーンはこの時すでに『ゲーマーズ・フィールド』誌別べつ冊さつに掲載されていたので、久保田は知っていたのである。『アリアンロッド・サガ・タクティクスガイド』にも載ったので、みなさんはそちらを参照していただければ幸いだ。




ＧＭ：はい、そのとおりです（笑）。やってきたアラインは不敵に笑みながらブランドル女伯に語りかけます。「……ブランドル女伯。アンリ閣かつ下かの命により、本軍の指し揮きは私が執とることになりました」

ナーシア：こっちでも反乱が！

ＧＭ：エルミール・ブランドルは、最初言われた意味が分からなかったのかきょとんとした表情を見せた後、声を張り上げます。「何ですって!?　わけの分からないことを言わないで！」　激げつ高こうするブランドル女伯に、アラインは冷たい笑みを見せ―――。

アンソン：ぐは（笑）。

ＧＭ：アラインは、笑顔のまま女伯の許に駆け寄り、モーニングスターを振り上げます。

アンソン：ま、待て！　「させるか！」と、ネーロが腰をあげて剣を引き抜……。

ＧＭ：……引き抜こうとした時。ごろり、ネーロの首は床に転がります。

一同：…………はい？

アンソン：モーニングスターでどうやって首を落とすんだ。器用なことをするヤツだな。

ＧＭ：いやいや、ネーロの首を落としたのはアラインじゃありません（笑）。「悪いね、ネーロ。アンタみたいな歳としになっても出世しないのは、嫌いやだからさ」

一同：は？

ＧＭ：落ちた首の傍らに立っているのは、ネーロの血で濡ぬれた剣を握にぎるロッソです。

アンソン：なにぃっ!?　ロ、ロッソ、ダメな子だったっ!!（笑）

ナーシア：アンソンを慕したうなんておかしいと思ってたら、やっぱり悪人だった……（笑）。

アンソン：……ナーシアさん？　そういう基き準じゆんで人を疑うたがうのはよくないよ？（笑）

ＧＭ：（笑）。で、呟くロッソの言葉に反応したのは残るひとりの男、ビアンコです。彼は、落ち着いた口調で剣を引き抜きながら言います。「若いから出世ができない……？　つまらないことを言うのじゃな」

アンソン：そうだビアンコ。お前のことはよく知らないが、幻竜騎士団の正義を見せてやれ。

ＧＭ：「年を食っても、案外いけるものじゃよ」と、ビアンコはブランドル女伯の胸に剣を突き立てます。

一同：お前も敵かよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：あまりに突然の出来事に驚いたのか、声を上げることもできず……ブランドル女伯は刺された胸を押さえてアラインを睨みつけるだけです。

カテナ：え、あれ？　ちょっと待て、女伯、死ぬのかここで!?

ゼパ：ちょ……っ。

ＧＭ：　「さようなら、エルミール・ブランドル―――」　それだけ告げて、冷笑のままにアラインはモーニングスターをブランドル女伯の頭目がけて振り下ろします。ぐしゃり、という鈍い音が鳴り、天幕の中は静まりかえりました。

アンソン：え、えーと。

カテナ：……ほんとに死んだの？

ゼパ：これで生きていたら、人間じゃないのじゃ……。

ナーシア：一番怪しかったのに（笑）。

ＧＭ：やがてそんな騒ぎに、ブランドル女伯の天幕の周囲に多くの団員たちが不安げな表情で集まってきます。喧騒とざわめきはやがて、全軍に伝播していくのですが……天幕の中よりロッソ、ビアンコを従えて出てきたアラインが宣言します。「明朝六時、我が軍は出立する！　だが、目的地は北にあらず！　目的をベルクシーレの包囲に変更する！」

アンソン：え？　白竜騎士団がそう簡かん単たんにアラインの命令を聞くか？

ＧＭ：ブランドル女伯がいなくなった上、大隊長のふたりが賛同しているとなれば、従したがうしかないでしょう。アンリからの命令書も持っていますし。

アンソン：な、なるほど。

ＧＭ：では、明朝になって出立した白竜騎士団が、一斉に反転……ベルクシーレに向けて動き始めたところでマスターシーンを終了します！







◆Middle 07◆ゼパ、疾走す





　幻竜騎士団がクーデターを起こした事実は、瞬時にベルクシーレの隅々にまで伝播した。

　城内の窓より街を見渡し、ゼパはベルクシーレの街で起こったその惨状に歯嚙みする。

　そして駆け出した。

　信頼できる、仲間たちの下へと。




ＧＭ：では、場面は変わりましてゼパのシーンになります。

ゼパ：ナ、ナーシアたちの下へ走るのじゃ……！

ＧＭ：はい、そういうシーンです。あなたはベルクシーレの城じよ内うないで、幻竜騎士団がクーデターを起こしたことに気づきました。

ゼパ：何人くらい決起したんじゃろう？

ＧＭ：七～八〇〇人くらいじゃないかと推すい測そくできますね。

ゼパ：うーん。ワシは、詳くわしい情報を摑つかんでおらんからのぅ。ゴーダ伯のことも心配じゃし……一旦、ナーシアたちと合流したいと思うのじゃ。

ＧＭ：了解です。では、城内を歩き回る幻竜騎士団団員の目をかいくぐり、外を目指すことになります。ここで、難易度10の【感知】判定をお願いします。

ゼパ：お、意外に低い……（ダイスを振る）達たつ成せい値ちは11じゃ！

ＧＭ：では、排はい気き口こうなどをとおり、ゼパは外を目指すのですが……まず、そこであることに気づきます。

ゼパ：あること？

ＧＭ：この城の中にも、蜂起した幻竜騎士団員が動いているのですが、彼らはもともと人数が少ないので制圧した場所……城の要所となるポイントすべてを確保したままにできないんですね。

ゼパ：ふむ、じゃあ襲撃だけしておしまいってこと……？

ＧＭ：いや、兵士を残すかわりに、警けい備びシステムとして置かれていたゴーレムの操そう作さを乗っ取り、自分たちの駒こまとして配置しているようです。

ゼパ：なるほど、そんなことを……。

ＧＭ：そしてゼパは、割われたガラスの上を歩いたり、ホースを命いのち綱づなにして壁かべを降おりたり……何とか城の外へと出ることができました（一同笑）。

アンソン：何というハードアクション（笑）。

ゼパ：無ぶ事じに外に出られてよかったのじゃ。

ＧＭ：なお、その途と中ちゆうでゼパの見知った顔を何人か見かけています。

ゼパ：むっ、クーデターに加わったヤツらか……。途中でそやつらの会話を盗ぬすみ聞ぎきして、アンリ団だん長ちようが首しゆ謀ぼう者しやだというのを知ったことにはできぬかのう？

ＧＭ：ああ、それはいいですね。では、【知力】判定をどうぞ。難易度は……そうですね、10ということにしましょうか。

ゼパ：ち、【知力】か……（ダイスを振る）お、11なのじゃ！

ＧＭ：では、リシャール派はだった幻竜騎士団団員はクーデターに参加しておらず、アンリ団長の息がかかった団だん員いんだけが参加していることに気づきます。総そう合ごう的てきに考えて、アンリが首謀者だと推測がついたことにしましょうか。

ゼパ：うむ！　……あれ？　そういえば、アンソンはクーデターに誘さそわれなかったわけじゃよな？

ＧＭ：そうですね。アンリは、アンソンが味方してくれるとは思わなかったようです。

アンソン：うわー、信頼されてね―――っ！　いや、信頼されても困るがっ！（笑）

カテナ：そう気を落とすな。フィリップ王への忠ちゆう誠せい心しんが評ひよう価かされたってことなんだから。

アンソン：そ、そうか。……うん、そういうことにしておこう（笑）。

ゼパ：さぁ、みんなと合流するのじゃ！

ＧＭ：では、シーンを終了し、マスターシーンを挟はさみます！







◆Middle 08◆次なる王の言葉





　幻竜騎士団の兵士に両りよう脇わきを固められ、ダリウス・フォーミダブルはアンリの前へと突つき出だされた。眼前で笑みに歪む男の顔を見上げ、ダリウスは驚きの声をあげる。

「ア、アンリ殿どの……あなたか、首謀者は……っ」

　その言葉に応えることなく、アンリは己の目的を簡潔に告げた。

「ベルクシーレ内の白竜騎士団に対して、無む駄だな抵てい抗こうをするのをやめるよう命令したまえ」




ＧＭ：……と、そんな場面からシーンは始まります。

アンソン：って、ダリウスも捕まったのか……。

ＧＭ：そのようです。押おさえつけられながらも、ダリウスはアンリを睨にらみつけて言います。「い、いったいなぜこのようなことを……！」

アンソン：あれ、たしかに。アンリって王おう位い継けい承しよう権けん第一位ですよね？　クーデターを起こすのは、リスキー過ぎないか？

カテナ：いや、王位継承権第一位だからこそだろう？　自分よりも若わかい王が、自分よりも先に王位を退しりぞく可か能のう性せいは低い。フィリップが成人して子供ができればなおさらだ。

ゼパ：もどかしがる気持ちは何となく分かったのじゃ。

ナーシア：クーデターなんか起こさなくても、フィリップを暗あん殺さつすればすむことなのに……。

アンソン：まだ、他にもなにか理由があるのか……？

ＧＭ：さあ、どうでしょう？（笑）とりあえず、演えん出しゆつを続けますよ？　アンリは先ほどの命令を繰り返します。「停戦命令を出したまえ。あと数時間すれば、わたしがこの国の王になる。なにが賢い選択か、分かると思うがね？」

アンソン：まさかダリウスはこれに屈したりしないだろうな？

ＧＭ：もちろん、ダリウスは毅き然ぜんとした態たい度どでアンリの要求をはね除のけます。「私には白竜騎士団王都警けい備び隊たい隊長としての誇ほこりがある。国王以外からの命令は、受けん！」

アンソン：よしよし、さすがグラスウェルズの騎士。アンリの態度は？

ＧＭ：愚か者を見るような、あきれた様子でため息をつき、ダリウスに言いますね。「……やれやれ。頑がん固こな騎士だ。時代の先を読めない愚か者が」　そう言ったあと、なにか素敵なアイディアを思いついたかのか……笑顔でダリウスに向き直ります。




　アンリは床に押さえつけられたダリウスを見下したまま、冷たい声で言った。

「卿が命令を下さぬ限かぎり、白竜騎士団の兵士の首が次々とこの城の壁の上に並ならぶことになる。何とも嘆なげかわしいことではないかね？」

　そのおぞましい言葉に、ダリウスは歯嚙みした。







◆Middle 09◆交わされる言葉に




　悲鳴、怒ど号ごう、嗚お咽えつ―――大地を揺ゆるがすほどの爆発音に、鉄と鉄がかち合う音。

　オスウィン・ゴーダは自室のベッドに横たわり、瞳を閉じたまま聞こえてくる喧けん騒そうに耳を傾けていた。そしてゆっくりとまぶたを開き、おもむろに窓からのぞく青い空を見入る。

　不思議と心は落ち着いていた。




　その時は、刻こく一いつ刻こくと近づいていた。




ＧＭ：では、改めまして次のシーン。シーンプレイヤーはナーシアですが……最初に、少し演出を挟みます。その舞台は、ゴーダ伯邸ていです。




　王国軍師を務めた男のものとしてはずいぶんと質しつ素そな建物。そんなゴーダ伯の屋敷に、殺さつ気きをともなって集まってくるのは幻竜騎士団員たちだった。三〇名はくだらないと思われる一団は、門の前に集まると一斉に抜ばつ剣けんする。

「屋敷を包囲しろ。アンリ次期国王陛下に仇あだなす奸かん賊ぞく、絶対に逃がしてはならん！」

　リーダー格らしい男の指示で、一斉に解き放たれた火の魔術が屋敷の門をいともたやすく破は砕さい。鬨ときの声こえをあげ、もうもうと沸わき立たつ黒こく煙えんを割って、兵士たちが一斉に敷地内になだれ込んでいく。

　だが、突入する幻竜騎士団の前に、巨大なトゥーハンドソードを無む造ぞう作さに構えた人影が立ちふさがった。

「……おいおい、何の騒さわぎだ？　ずいぶんと物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きじゃねえか」

　騎士団の中でも名うての使い手、スカーだ。




ＧＭ：そこからスカーと幻竜騎士団員の剣けん戟げきが繰り広げられるわけですが……力りき量りようの差は歴然。スカーの剣のひと振りで、二～三人が吹っ飛ぶくらいの勢いです。

ゼパ：おぉ、スカー強いのじゃ！　ワシら行くまでは大丈夫そう……っ？

ナーシア：そうかな……。




「は、白はく兵へい戦せんでは話にならん！　弓きゆう兵へい隊たいを呼べ……！」

　団員のひとりが声をあげると、兵士たちは門まで下がり、かわりに弓を持った兵士たちが、入れ替わりに整列する。一斉に弦を引く兵士たちを視線で数え、スカーはぺろりと舌なめずりし、不ふ適てきに笑えんで呟いた―――。

「……残りはざっと四〇人ってとこか。ゼパよ、三〇人はオレが引き受けてやるわ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……と、そんなところで演出は終わりまして……。

アンソン：いいとこで終わるなよっ!?（笑）

ゼパ：と、登場！　登場させて欲しいっ！（笑）

ＧＭ：では、まずはゼパの方から演出しましょう。ゼパがゴーダ伯はく邸ていにたどり着いて、粉々になった門の外より敷しき地ちの中を見れば、数十の死体がそこに転がっています。

ゼパ：スカーはどこじゃ！

ＧＭ：そんな壮そう絶ぜつな風景の中、敷地の中央にひとり……巨大な剣を振り下ろしたまま、微び動どうだにしない人影があります。ただ、まるで剣山のように無数の矢が突き刺さって……。

一同：ぐは！

ゼパ：スカーに駆け寄るのじゃ！　大丈夫か、スカー……！

ＧＭ：「ば、馬鹿野郎。大声を出さなくても聞こえてるよ、じいさん」　彼は相当苦しいはずですが、無理に笑って応えます。「悪ぃな、三〇匹は受け持つつもりだったけどよ、一二～三人、屋敷に入られちまった」

ゼパ：なにを言っておるのじゃ、あまりしゃべるな……っ。

ＧＭ：「……なぁ、ゼパよ。前に〝最近つまんねえ〟とか言ったがありゃ噓だ。訂正する。なかなか面白いことも起こるじゃねえか」

ゼパ：スカー……いけ好かんヤツじゃと思っておったが、最後まで裏うら切ぎらなかったのがおぬしだけとは皮肉なものじゃな。

ＧＭ：スカーは血ちの気けの失せた顔で答えます。「……馬鹿野郎、最後じゃねえよ」

ゼパ：そ、そうか。まあ、いずれにせよ、ワシらは戦いの中で死ねれば本ほん望もうじゃな。

ＧＭ：「だから縁起でもねえことを言うなって。早くゴーダ伯のところへ行け。オレもちょっと休んだら、すぐ追いかける」

ゼパ：「……うむ、待っておる」とだけ言って、や、屋敷の中に走っていくのじゃ。

ＧＭ：分かりました。では、ゼパが屋敷に入ったところでスカーのセリフをひとつ入れて、視点を移しましょう。スカーは、遠ざかるゼパの足音が聞こえなくなるまで待って……呟つぶやき、剣を握りしめたまま―――事こと切きれます。




「……本当に楽しかったぜ、ゼパ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、場面変わって屋敷の中。「オスウィン・ゴーダはどこだ……！」スカーの言葉どおり、屋敷に突入した十数名がゴーダ伯を探し回っています。震ふるえて怯おびえる使用人たちには目もくれず、次から次へと室内を確かく認にんしていきます。

ナーシア：と、登場！　登場は！

ＧＭ：まだです（笑）。兵士たちはやがて、屋敷の奥にあるゴーダ伯の寝室へとたどり着きます。その扉を蹴り開け、部屋になだれ込み……「いたぞ、ゴーダ伯だ！」

カテナ：やばい。寝室にゴーダ伯はいるの？　どこかに隠れてるとか……。

ＧＭ：いえ、隠れもせず、ゴーダ伯は寝室にいます。ベッドの中……しかし来客を迎えるかのように上体を起こし、落ち着いた表情で座っています。「―――騒さわがしいな、このわたしにいったい何用か」

ナーシア：お、かっこいい。

アンソン：なんだこの落ち着きっぷりは。

ＧＭ：そんなゴーダ伯の態度に兵士は気け圧おされつつも、声をあげます。「……国こく政せいを壟ろう断だんする奸かん臣しんオスウィン・ゴーダ―――貴き殿でんに間違いないな？」　その言葉に、ふっ、と笑んで、伯は言葉を返します。「国政を壟断する、という部分の意味は分からぬが……いかにもわたしがオスウィン・ゴーダだ」

ナーシア：と、登場！　登場っ！

ＧＭ：（聞こえてないかのように）兵士は、彼がゴーダ伯であることを確認すると、互いに頷き合います。「オスウィン・ゴーダ―――これは、天誅である……っ！」　そう言って、剣を高々と振り上げて……しかし、ゴーダ伯は落ち着いた表情のまま瞳を閉じて―――。

一同：おいおいおいおいおいおいっ!!

ＧＭ：《テレポート》のマークポイントを他に設定していれば、間に合わなかったことにしようと思ってたんですがねぇ……（笑）。

ナーシア：と、いうことはっ……！

ＧＭ：その瞬間、部屋の中に魔法の光が満ち、光の中から三人の人影が現われます。では、みなさん登場してかまいません。

ナーシア：ゴーダ伯を《カバーリング》しますっ！

ＧＭ：了解です。あ、ここに登場している兵士はエキストラなので演えん出しゆつで《カバーリング》してくれれば大だい丈じよう夫ぶです。コストの支払いは必要ありません。

ナーシア：じゃあ、遠慮なく！

ＧＭ：ひゅっ、と風を切る音と共に振り下ろされた剣は、ぎぃん、と鋼がかち合う音と共にはじかれました。兵士は突然の乱入者に驚いて声をあげます。「!?　ナ、ナーシア・アガルタ……!?　貴様も裏切るのか！」

ナーシア：（すっ、と声を低くして）……裏切る？　その言葉の意味は理解できない。

ＧＭ：驚きの声をあげているのは兵士たちだけではありませんね。ゴーダ伯も、吃きつ驚きようします。「……ナーシア、なぜここにいるっ。フィリップ陛下をお守りするのがお前の役目だ」

ナーシア：……間違えないで。命令する権限はないって言ったのはあなた。だからこれは、私の意志よ。

ＧＭ：「む……」

アンソン：では、僕も登場します。幻竜騎士団員たちに向かって言います。……お前たち、剣を引けっ！　これは副団長命令だ！

ＧＭ：「アンソン伯!?　貴殿まで我われ々われの行動を邪じや魔まするのか？」と驚おどろいた声を上げますね。「我々はアンリ団だん長ちようの命令を受けている！　逆さからうというならばアンソン伯のお命も頂ちよう戴だいいたします！」と、声高に叫んで斬りかかってきます。

アンソン：うっわ、ぜんぜん躊ちゆう躇ちよしないよっ!?

ナーシア：あなたも反撃すればいいでしょっ！（笑）

アンソン：僕はまだ若わかいから部下を切きり捨すてるのには躊躇するんだっ！（笑）

カテナ：なら、わたしも登場して魔法でアンソンの近くにいるヤツらを蹴け散ちらして声をあげます。……甘あまいぞ、アンソン！

ＧＭ：では、カテナの放った魔法で、アンソンに襲おそいかかろうとしていた兵士たちはなぎ倒たおされます。

カテナ：ためらうなアンソン！　今、守るべきは誰だれかを考えろ！

アンソン：では、演出で《トルネードブラスト》、残りを戦せん闘とう不ふ能のうにします。

ＧＭ：了解、残る兵士たちも一掃されました。

アンソン：な、なお全員峰みね打うちだっ！

一同：お前の武ぶ器きはハンマーだろっ！（大爆笑）

ゼパ：ほ、ほんとにオチをつけないと気がすまない人じゃ（笑）。では、遅おくればせながらワシもその場にたどり着くぞ。

カテナ：ゼパ、無事だったか。

ゼパ：コクリと頷うなずきます。……じゃが、それどころではない。すでに城内にも蜂起した騎士団員があふれかえっておる！

ＧＭ：ゼパが見た感じだと、すでに城の半分以上が占せん拠きよされている状態でした。

アンソン：げ、フィリップ陛へい下かが危あぶない！

ゼパ：どうやら首謀者がアンリだ、ということも伝えておこう。

アンソン：「アンリ公が!?」やっとここでアンリが首謀者だとＰＣも知ることができた（笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯もそれで初めて事態を理解しますね。「……何ということだ。アンリ殿どのはいったいなぜそのような愚ぐ行こうを……」と、残念そうに言います。

アンソン：とにかく、フィリップ陛下をお救いしないと！

ナーシア：そうね。ただ、ゴーダ伯をこのままにしておくわけにも……。

アンソン：どこか安全な場所に預あずけるしかないな。

ＧＭ：「わたしのことは、いい。……一いつ刻こくも早く、フィリップ陛下を救い出せ」と言って、ゴーダ伯は痛みを堪えつつ、杖つえを使って立ち上がります。

アンソン：そうは参りません。あなたを失うことは、この国にとって大きな損失です。

ゼパ：（少し考えて）ふうむ……では、バー・ファリストルに匿かくまうというのはどうじゃ？　ベルクシーレにある建物の中では一番信しん頼らいがおけるじゃろう？

アンソン：なるほど、それはいいアイディアだ。

ナーシア：さすがはおじいちゃん。ゴーダ伯にバー・ファリストルの位置を教えます。

ＧＭ：「分かった。私はそこへ隠かくれていよう。……それにしてもお前たちは、変わった場所に隠かくれ家がを持っているのだな……ふっ、ははははは」と愉快そうに笑います。

一同：っ!?

アンソン：ゴ、ゴーダ伯が笑っている……。

ゼパ：なんじゃこの違和感は……（笑）。

カテナ：いつもしかめっ面だったからな……。

ＧＭ：では、ぽかんとするあなたたちの眼前、ゴーダ伯はひとしきり笑ったあと……優しげな笑みをたたえて言います。「……ファントムレイダーズの諸しよ君くん。今までよくやってくれた」

一同：は？

ナーシア：え？

ＧＭ：「諸君と会えるのは、これが最後かもしれない。だから、わたしは思い残しがないように、ここで言いたいことを言っておこうと思うのだ」

ナーシア：ゴーダ伯、それは……と、ちょっと不安げな顔を見せますが……。

ＧＭ：「ははは、そのような顔をするな、ナーシア。わたしとて簡かん単たんに死ぬつもりはない。よほどの相手が来ない限かぎりはな」

アンソン：ダメだ―――っ！　ゴーダ伯、そのセリフはダメですっ！

カテナ：そんなこと言ったらよっぽどの相手が来ちゃうから！（笑）

ＧＭ：「アンソン」　ふいにゴーダ伯は傷きずの痛いたみをこらえつつ、あなたの名を呼びます。

アンソン：は……っ。

ＧＭ：「なぜ、わたしがお前をナーシアたちと同じように扱あつかったか……分かるか？」

アンソン：と、申しますと？

ＧＭ：「この国は今、新しん興こう派はと守しゆ旧きゆう派はのふたつに割われている。仕方のない派は閥ばつ争いだ。だが、このままではグラスウェルズが大国としてこの大陸で立ちゆくことは叶わないだろう。派閥を超こえ、この国をまとめ上げる必要があったのだ……」

アンソン：そのために守旧派の僕を、新興派のあなたが率ひきいるこの部隊に配はい属ぞくした、と？

ＧＭ：「そうだ。守旧派から一目置かれる家いえ柄がらに生まれ、かつ、新しき民の心も理り解かいできる人物。そのような人材が必要だった。だから、お前に白しら羽はの矢を立てたのだ」

アンソン：「それは……」と言いながら。今までの任にん務むで立たち寄よった町の風景などを反はん芻すうしますが……。

ＧＭ：「お前はいろいろなものを見て、視し野やを広げたであろう？　そして、わたしが予想だにしなかったことを、先に見つけられるようになった」

アンソン：先に見つけた……何のことです？

ＧＭ：『無印』シリーズの四巻かんで、アンソンがゴーダ伯を論ろん破ぱしたことを言っているのです。

アンソン：ああ、言われてみれば……ゴーダ伯は満足顔で僕のことを見ていたっけ。

ＧＭ：「このクーデターがどのように収おさまるにせよ、今までの権けん力りよく者しやがこのグラスウェルズを治めることは叶うまい。フィリップ陛下であろうともだ。だが、陛下にはお前がついている。……来たるべき日に、フィリップ陛下を支ささえ、この国を背せ負おうのは―――お前だ、アンソン」

アンソン：!?　そんな……もったいないお言葉です。

ＧＭ：「謙遜するな。フィリップ陛下をお救いしたら、伝えて欲しい言葉がある。一言一句、わたしの言うことを伝えて欲しい」

アンソン：はい、間違いなく。

ＧＭ：「陛下にお伝えする言葉は、こうだ。〝―――アンソン・マンソンを、グラスウェルズ王国軍ぐん師しに推すい挙きよする〟」

一同：……っ!?

アンソン：……は？

ＧＭ：「オスウィン・ゴーダの後こう任にんは、アンソン・マンソン以外にはあり得ぬ。……今、ここにいる三名が証しよう人にんだ」

アンソン：（少し考えてから）……分かりました。慎つつしんで拝はい命めいいたします―――が。ただ、僕が軍師としてこの国を背負う時、あなたのご支し援えんがあると信じております。

ＧＭ：「……もちろんだ。案ずるな」　微笑んでそう言ったあと、ゴーダ伯は次にゼパの方に向き直ります。「―――ゼパ・フリンジコルト」

ゼパ：……はっ！

ＧＭ：「今までよくやってくれたな。……お前と指したチェスは、実に楽しかった」

ゼパ：……身に余あまるお言葉、痛み入ります。では、ワシからもひと言だけよろしいか。

ＧＭ：「遠慮なく、申せ」

ゼパ：あなたはまだこの国に必要な人材。ゆめゆめ、このクーデターで倒たおれることなきよう、お願い申し上げますぞ。

ＧＭ：「分かった。……ゼパよ、アンソンを守ってやってくれ。頼たのむぞ」

ゼパ：ご命令とあらば、守り抜ぬいてみせましょうぞ。

ＧＭ：その言葉に満足げに微笑み、次はカテナに視線を移します。「……カテナ・アウレア」

カテナ：はい。

ＧＭ：「わたしたちの敵てきは一いつ致ちした。……バルムンクをひとりも残さずこの国から排はい除じよせよ」

カテナ：言われるまでもなく。……もっとも、この大陸全土から排除するつもりでいるが。

ＧＭ：「うむ。ただこれだけは覚えておけ。敵を、憎にくむな。……憎にくしみは、判断を鈍にぶらせる」

カテナ：……憎しみはまた、新しい悲しみを生むことにもなるからな。その言葉、心に刻んでおこう。

ＧＭ：そして最後に、ナーシアに向かって話を始めます。

ナーシア：はい。

ＧＭ：「お前の父とわたしは、同じ志こころざしを持ち、同じ道を歩んだもの同士だ。……だが、父親の志をお前が継つぐ必要はない」

ナーシア：……え？

ＧＭ：「お前は自由に生きればいい。……わたしからの仕事が終わったあと、お前には幸せになって欲ほしいと思っていた。これは、偽いつわりのない気持ちだ」

ナーシア：ゴーダ伯……。

ＧＭ：「ロッシュはお前の父によく似にている。必ず助けてやってくれ。わたしは……それを手伝えなくてすまないと思っている」

ナーシア：ロッシュは私の命に替かえてでも助けます。でもロッシュだけじゃない……。

ＧＭ：「……うん？」

ナーシア：ここでクスリと笑って言います。「もう命令する権限はないって言ったでしょ？　もう一度言います。これは私が勝手にすること……」




　父とあなたの志を継いで、この国を救います。




ナーシア：だから……だから、もう無理はしないで。

アンソン：ふたりとも素直じゃないな（笑）。

ナーシア：……。

ＧＭ：「……ずいぶんと時を使ってしまったな。もはや一刻の猶予もない。これを、役立てよ」と、伯は一枚の紙を差し出します。

アンソン：これは？

ＧＭ：城の外から城内へと通じる、秘密通路を記した地図ですね。「あくまで第一層そうまでしか侵しん入にゆうできないが、知らないよりはマシだろう」

アンソン：おお、これは助かる！

ナーシア：おじさま……。

アンソン：ゴーダ伯。あなたはもはや命令する権限をお持ちではない……そう思っておられるようだ。ですが、我々はいつまでもあなたの意志と共にあります。そして、我々への指令系統はあくまでひとつ―――それを持つのは、あなたです。

カテナ：ふっ、と笑っておこう。

ゼパ：強く頷くのじゃ。

ナーシア：私も微笑して……コクリと頷きます。

ＧＭ：「……まったく、いつまで経っても甘いことを言うヤツらだ」ゴーダ伯は苦笑しながら、しかしすぐに表情を引き締め、声をあげます。「わたしとお前たちで作ったファントムレイダーズは、あらゆる敵に打ち勝つ〝白竜王国の剣〟だ。……ゆえに命じよう。そして、必ずや任務を果たし―――ひとりとして欠けることなく、帰還せよ」

ナーシア：あら、今回の任務はずいぶんと優しいことを言ってくれるのね、おじさま？

アンソン：条件が多いとも言うぞ？（笑）

ＧＭ：ゴーダ伯はその言葉に頷き……そして、いつもの言葉を言い放ちます。「……ゆけ、ファントムレイダーズ！　必ずやフィリップ陛下をお救いするのだ……！」

一同：……はいっ！







◆Middle 10◆突入





　狭く、薄暗いの闇の中から怒号渦巻く城内へ。

　ゴーダ伯に教えられた抜け道をとおり、ナーシアたちは王宮内部下へとたどり着く。

　城内のくわしい様子は不明だが、ゼパのもたらした情報では城の要所の五割以上は敵に制圧された状態にあるという。

　四人は互いに頷き合い、城の回廊を駆け出した。




ＧＭ：では、ここから新しいシーンに入ります。みなさんがゴーダ伯から教えられた秘密の通路をとおって、城内に侵入したところから開始となります。

アンソン：おお。

ＧＭ：ここから先に用意されたイベントは、クリアするかどうかみなさんが選択できます。先にレギュレーションを説明しておきましょう。




▼クライマックスへの条件

　フィリップ王の下にたどり着くこと。




▼救出イベント

　現状、フィリップ王の下に向かう途中に三ヶ所、要人ＮＰＣ（エゼルバルド・バイゴット、シルヴェストル・カロー、ダリウス・フォーミダブル）が捕らわれている場所を通過する。

　そこで発生する〝救出イベント〟（戦闘や判定）をクリアすることで要人を救出できる。

▼オプション

　ＰＣは、発生した〝救出イベント〟ごとに「撤てつ退たい」を選せん択たくしてもよい。その場合、救出イベントはスキップされる。

〝救出イベント〟がスキップされた場合、そこで捕らわれている要人ＮＰＣは死し亡ぼうする。




ＧＭ：……と、だいたいこんなところでしょうか。

アンソン：なるほど、つまりクライマックスまでにクリアすべき障害が三つあり、ただし挑ちよう戦せんしなくてもよい、と。

ＧＭ：そうです。城内はたいへん混乱しているので、すべてやり過ごして王の部屋へ行くだけなら、判定はいらないと考えてます。ファントムレイダーズですから（笑）。

カテナ：ただし、その場合はＮＰＣが死ぬわけね。

ＧＭ：三名のＮＰＣはいずれも王国の重要人物です。ひとり失うごとに、仮にクーデターを鎮しずめたとしても、グラスウェルズの再さい興こうには支障をきたすでしょう。

ゼパ：白竜騎士団のお偉えらいさんたちと、新興派の貴き族ぞくじゃからのぅ。

ＧＭ：明確に言いますね。ひとり救出で王都を脱出できるようになります、ふたり救出で王都を奪だつ還かんできる可能性が出ます。ＮＰＣにリシャールを呼びに行ってもらって、反転してくる白竜騎士団を押さえる、という演出になります。

アンソン：最低でもひとり救出しないと、フィリップ陛下を助けられないのか……。

ナーシア：三人とも救出に成功すると？

ＧＭ：三人目は内緒です（笑）。クーデター阻止の確率が上がる、とだけ言っておきます。

カテナ：うわっ。微び妙みような言い回し（笑）。

ナーシア：時間制せい限げんは？

ＧＭ：ゲーム的にはありません。ただ、城内で数日潜伏する、とか言われると、フィリップが死にます。

アンソン：……さすがにそれはないな。

カテナ：この三名が捕らわれているって、キャラクターとして知っていていいの？

ＧＭ：はい。ゼパが城から脱だつ出しゆつする際さいに、兵士の話を耳にしたことにしましょう。

アンソン：了解。じゃあ、行くか！

ナーシア：行きましょう！

ＧＭ：では、シーンを変えて、イベントシーンに移うつりますね。







◆Middle 11◆選択





　普ふ段だんは多くの貴族や女官で賑にぎわう城内も、今は人の気配もまばらでどこか閑かん散さんとしていた。その中で、機き械かい的てきな動きを繰り返していたのはいくつかの人影―――。

　いや、正確には人影ではない―――それは、ゼパの話にあった警けい備び用ゴーレムだった。




ＧＭ：それでは、ひとつ目のイベントといきましょう。四人が隠し通路を抜けてしばらく城内を走っていると……。

カテナ：あ、そのイベントとイベントの合間に誰かと遭遇したりはしない？

ＧＭ：しません。正確には、誰か見かけることはあっても戦闘のようなイベントには発展しない、というところでしょうか。

アンソン：了解。まあ、とにかく一いち路ろフィリップ陛下の下へ！

ＧＭ：はい。では、どこか閑かん散さんとした城の回かい廊ろうを走り、ある角を曲がろうとして気づきます。曲がった少し先に、城に常じよう駐ちゆうする兵士のためのレストルームがあるんですけど、その手前周辺で数体の人影が無む機き質しつな動きで巡回しているのに気づきます。

アンソン：……っとと、あわてて曲がり角の陰に引っ込もう。で、そっと覗のぞいて……。

カテナ：無機質な動き……警備用のゴーレムってヤツか。敵は、兵士の代わりにゴーレムを配置してると言ってたな。

ナーシア：つまり、ゴーレムがいる場所に守っておきたいものがある。そのレストルームってとこに、誰かが捕まっているのね。

ＧＭ：そのとおりです。ちなみに、ゴーレムたちが巡じゆん回かいしている回廊の奥にあるレストルーム前を抜けていくのが最短ルートですが、この角を曲がらず直進してもフィリップの部屋にはたどり着けますよ？

カテナ：……だ、そうだ。どうする？

一同：……。

アンソン：フィリップ陛下を助けて、王都も奪還する。三人とも救出して、クーデターは阻止する。それ以外、選せん択たく肢しはない。

ナーシア：……ゴーダ伯も、きっとそう言うと思う。

ゼパ：うむ、よく言ったのじゃ。ＧＭ、その巡回してるゴーレムの様子をもう少し詳しく。

ＧＭ：では、しばらく様子を見ていて気づきます。ゴーレムたちはプログラムされたとおりに動いているだけで、その動きに一定のパターンがあるようです。

アンソン：つまり、ゴーレムの巡回コースのパターンを見切って走り抜ければいい……？

ＧＭ：はいそうです。ゴーレムの巡回コースのパターンを見抜き、見つからないようにとおり抜ぬける判定には、フォーカスシステムを使用します。それに失敗した場合、ゴーレムと戦闘になり、さらに警報が鳴って後のイベントの敵が増えます。

ナーシア：……ね、フォーカスシステムって？

ＧＭ：あ、そうか。「ブレイク」では使うの初めてでした。では、解説しておきますと……。




　フォーカスシステムとは、一度の行こう為い判定では成せい否ひを決定することが難むずかしいような状じよう況きようを処しよ理りするためのルールである。

　例えば、障しよう害がい物ぶつ競走は、ゴールするために走るだけでなく、網あみをくぐったり、平へい均きん台だいを渡わたったり、粉の中に埋うもれている飴あめを探さがしたりと、さまざまな競技を行なうことになる。

　これをひとつの能のう力りよく値ちの行為判定だけで、決定するのは難しいことは分かるだろう。

　このようにさまざまな能力で判定したり、何回も判定が必要だったする状況を乗のり越こえ……最終的な目的を果たせるかを決定するのがフォーカスシステムだ。

　このフォーカスシステムで行なう判定を、〝ＦＳ判定〟と呼よぶ。




ナーシア：……なるほど。

ＧＭ：なんとなく分かりました？

ナーシア：やってみないとよく分からない（笑）。

アンソン：（笑）。ま、案ずるより産むが易し！　行こう！




　用意されていたＦＳ判定は、［廊下を駆け抜ける］と［侵入ルートの探知］。

［侵入ルートの探知］を先にクリアすることで、終了条件である［廊下を駆け抜ける］の難易度が下がる、という仕掛けだ。

　ナーシアが待機している間に、他の三人が全力で［侵入ルートの探知］をクリア。

　――あとは〝ナーシア無む双そう〟となった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ゴーレムの移動パターンをカテナが見抜き、隠おん密みつの得意なナーシアが先せん導どうするというやり方で、四人はゴーレムの警けい備び網もうを突とつ破ぱし、鍵かぎの掛けられたレストルームのドアの前にたどり着きました。

ナーシア：……アンソン、使えない。

アンソン：ちゃんとファンブルはフェイト使って振り直したじゃん！（一同笑）

ＧＭ：では、ドアを破って中に入ると……猿ぐつわとロープで拘こう束そくされて転がっているのは、エゼルバルド・バイゴットです。

アンソン：まずはひとり目！　とりあえず、ロープをほどいてやろう。

ＧＭ：エゼルバルドは、少し驚おどろいた顔を見せ―――。

アンソン：大丈夫ですか、エゼルバルド卿。

ＧＭ：「カテナ！　助けに来てくれたのか……っ！」

カテナ：無事でなによりだ、エゼル。

アンソン：こっちはスルーかよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：エゼルバルドはカテナに惚ほれてるって設定ですから（笑）。むしろ、アンソンには警戒した態度を見せますよ。なにせ、今回のクーデターの首しゆ謀ぼう者しやであるアンリから副団長を任命されていますからね。「アンソン伯、説明をしていただこうか」

アンソン：いや、僕はあなたの敵ではない。信じて欲しい。

ＧＭ：「……信じられると思うか？」

カテナ：本当だ、エゼル。

ＧＭ：「そうか、信じよう」（一同大爆笑）

アンソン：おい、こいつもう一回縛しばっていいか？（一同爆笑）

ナーシア：（←パンパンと手をたたいて爆笑している）

ＧＭ：エゼルバルドは縛いましめを解かれたあと、首をコキコキ鳴らしながら言います。「もう知っていることと思うが、フィリップ陛下に対して謀む反ほんを起こしたのはエダム公アンリだ」

アンソン：ええ。我々は、フィリップ陛下を助けに上がろうと思っています。

ＧＭ：「ほう、そうか。ならばこの俺は……」と、ここであることに気づきます。

ナーシア：あること？

ＧＭ：はい。城を占拠しただけでは、この国を占拠することはできない、という事実です。

カテナ：ああ、なるほど。

ＧＭ：このクーデターが綿密な計画に基づいて行なわれているのだとすれば、出陣した白竜騎士団にも何らかの手が打たれていてしかるべきでしょう。

ゼパ：あ、ああ……！　そうか、ブランドル女伯が殺されたのはマスターシーンじゃった。プレイヤーは知ってるけど、ＰＣは知らない（笑）。

カテナ：「……ブランドル女伯も、おそらく無事ではあるまい」と言っておこう（笑）。

アンソン：進軍した白竜騎士団の指揮権が奪われ、ベルクシーレを襲うのも確実だな、うん。

ナーシア：（感かん情じようを抑おさえた声で）「……陛下は私たちにお任まかせください。あなたは、リシャールへ連絡を。彼ならひとりでも反乱軍を抑おさえられる」とエゼルバルドに言います。

ＧＭ：「しかし……」と、エゼルバルドはナーシアへ向き直っ……。

カテナ：頼む、エゼル。事は一いつ刻こくを争うのだ。

ＧＭ：「よかろう」

アンソン：………………。

一同：……（←全員、笑いをこらえて微妙な表情）。

ＧＭ：「分かった。リシャールに連絡を取ろう。白竜騎士団を可能な限り抑おさえる。そして、必ずやベルクシーレへと戻ろう。くれぐれも、フィリップ陛下のことを頼む」

アンソン：お任せを。

ＧＭ：「よし、確かに約束したぞ……！」　そう言ってにやっと笑み、エゼルは剣を抜き去って……「うぉおぉおお！　どけどけどけぇえい……っ！」　警備ゴーレムを粉ふん砕さいしながら城じよう外がいへと向かう回廊を駆け出していきます。

ナーシア：（兵士になって）「うわー、エゼルバルド卿が脱だつ走そうしたぞー」（←棒読み）

一同：…………。

アンソン：これってある意味……陽よう動どう？（笑）　大丈夫かあれ……。

ＧＭ：彼の白竜騎士団団長の名は伊だ達てではありません。エゼルバルドは敵を蹴け散ちらしつつ、馬を奪うばい、上う手まいことベルクシーレの街を脱出します。

カテナ：とりあえず、よかった……のか？

ＧＭ：どうでしょう？　ただ、白竜騎士団を抑おさえるのに、バイゴットひとりでは難しいことは想そう像ぞうできると思いますよ。

カテナ：ならば、まだ捕つかまっているふたりも助ければいい。そうすれば協力者が増ふえる。

アンソン：なるほど。救出人数によってエンディングが変わるとは、そういうことか。

ＧＭ：そういうことです。では、このシーンを終了します！







◆Middle 12◆鉄壁の重砲隊





　城の長い廊下を駆け上り、四人は一路フィリップの下を目指す。

　その幅広で長い回廊の先には、階上への侵入を防ぐための……王家を守る近この衛え兵へいが駐ちゆう屯とんするガードルームがあった。

　そこに、敵が布ふ陣じんしているであろうことは容よう易いに想像ができた。




ＧＭ：次のイベントに入りましょう。場所は、普ふ段だんは階上の王室を守る近衛騎士が守っている警備室が舞台となります。誰が捕らえられているかは分かりませんが撤……。

カテナ：［撤てつ退たい］することはない。これは基き本ほん方ほう針しんだ。

ナーシア：ええ。その場所の様子は？

ＧＭ：では再び、廊下の角かどからこそっと覗きますと……戦車のようなゴーレムが四体と、その制せい御ぎよを行なっているであろう技ぎ術じゆつ士官がいます。なお、先ほどのシーンで警備ゴーレムに発見されていた場合、ここで登場する敵の数が増える予定でした（笑）。

アンソン：ところで戦車みたいなゴーレムって……タンクゴーレムだな、あれ……。
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カテナ：だな。

ナーシア：そこにいる技術士官て、どんな人？

ＧＭ：ひょろっと細い身体にはげ上がった頭、白い顎あご髭ひげ、そしてなによりぐるぐる渦巻きの丸まる眼め鏡がねが特とく徴ちよう的てきです。手には鉄人28号を操あやつれそうな、巨きよ大だいなコントローラーを持ってますね。

ナーシア：鉄人28号って言われても分かんないよ！（笑）

カテナ：まあ、コントローラーを奪えば、ゴーレムを活動停止に追おい込こむことはできるってことだろう（笑）。

ＧＭ：そういうことです。ここのイベントのクリア条件は、戦闘の勝利です。

カテナ：敵までの距離は？

ＧＭ：三〇メートル、というところですね。

ゼパ：ぬ、それなりに離れてるのぅ。このままだと最初のラウンドは移動しておしまい、敵から一方的に撃たれるだけ、か。嫌いやな配置じゃ。

アンソン：んー…………………………あ。ＧＭ。

ＧＭ：はい？

アンソン：今、我々は敵を見てますよね？

ＧＭ：見てますね。

アンソン：この隙すきに《テレポート》のマーキング、できませんか。

ＧＭ：…………。

アンソン：…………。

ＧＭ：王宮への進入や脱出は結けつ界かいではじかれるとして……、見える範はん囲いならＯＫかな？

一同：それだ―――――――――っ!!（大爆笑）




「……っ!?」

　戦場へと飛び出した四人の姿を捉とらえると同時に、それはすぐに男の視界からかき消え……直後、彼の眼がん前ぜんに姿を現わした。

「き、貴き様さまら何者じゃ……っ!?」と、眼鏡の男が甲高い声で叫んだのは、すでに彼の後こう頭とう部ぶに激しい衝しよう撃げきが走ったあとだった。

　男の意識が途と切ぎれた。

　戦闘は終結した。

　ぴくぴくと痙けい攣れんしたまま床に転がる男を見下ろし、ナーシアが髪をかき上げながら言った。




「……ファントムレイダーズよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：（←大爆笑している）。

ＧＭ：ひどい、これはひどい……っ（←しかし大爆笑している）。と、ともかく……ゴーレムたちが警備していたその部屋に捕らわれていたのは、シルヴェストル・カローです。

アンソン：よし、縄なわをほどいてやろう。

ＧＭ：縛いましめを解かれ、自由にしゃべれるようになったシルヴェストルは、ほっとした口調で言います。「カテナ殿どの、助けてくれたのか……！」

アンソン：またカテナかっ!?（笑）

ＧＭ：他た意いはないです。このメンバー中、彼が一番よく知っているのがカテナなので（笑）。

カテナ：シルヴェストル殿、ともかくここは危険だ。抜け道があるので、そこから脱出してくれ。脱出後、エゼルバルド卿の手助けをして欲しい。

ＧＭ：「分かった。が、その前にひとつ意見を聞きたい。今回のクーデター……リシャール殿はアンリに協力していると思われるか？」

カテナ：それはあるまい。両者が協力体制にあったのなら、リシャール不ふ在ざいの時にクーデターを起こす必ひつ要よう性せいはない。

ＧＭ：その言葉を聞いて、シルヴェストルは笑顔で頷うなずくと……「私は手勢を率ひきい、エゼルバルド卿のバックアップに回ろう！　では……！」　それだけ言うとシルヴェストルは華か麗れいに踵きびすを返して、城外へ脱出します。では、次のシーンに移りましょう！







◆Middle 13◆多頭の竜





　ナーシアたちは、王おう城じようの廊ろう下かを風のように駆かけ抜ぬけていく。

　残る要人はひとり……ダリウス・フォーミダブル。

　しかし、一いつ刻こくも早く救出せねばと焦あせるナーシアたちを待ち受けていたのは―――。




ＧＭ：では、次が最後のイベント……ダリウス・フォーミダブルの救出となります。次の舞台は、普段なら貴族たちが集められてパーティなんかが開かれる広間なんですが……。

ナーシア：また、ＮＰＣが捕まっている部屋の前はいっぱい警けい護ごがついてる？（笑）

ＧＭ：はい。ただし全員……数十人が血の海に倒れています。

一同：…………はい？

アンソン：な、なんだこれは。何が起こってる……？

ＧＭ：「ああ、気にしないでよ。こいつら足手まといだから、餌になってもらっただけさ」……見ればその死体と血だまりの中に、見た目一三歳ほどの少年が屈くつ折せつした笑えみを浮かべて立っています。「やれやれ、まさかキミたちが敵に回るとは、ねえ？」

ゼパ：……誰じゃ。見覚え、ありますかの？

ＧＭ：明確にあります。その少年は、幻竜騎士団裏部隊のメンバーですね。第一話のオープニングに登場した、フィルボルのテイマーです。

ゼパ：…………あー、いたいた。たしか狼おおかみかなんか連れていたヤツじゃな。

ナーシア：……そう、つまりこの死体の山はその狼にやらせた、ってわけね。

アンソン：仲間の生命をこうもゴミのように扱うとは、騎士の風上にも置けないヤツだな……と、ハンマーを握にぎりしめてその少年に向かってスッ……と歩き始めます。

ＧＭ：「やれやれ、キミにはこいつが狼に見えるのかい？」少年の傍かたわらにいるのは、一頭の魔ま獣じゆうです。それも狼なんかではなく、百の頭を持つ竜のような生物で―――。

アンソン：ハンマーを握りしめたまま、スッ……とうしろに下がっていきます。

一同：こらっ!!（笑）

アンソン：だってお前これっ、しゃれになってないだろっ!?　たぶんこの魔獣って……！

カテナ：ああ、こいつ……ラドンだ―――（笑）。
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ナーシア：ふたりがそういうってことは、強い……？

アンソン＆カテナ：超強い。

カテナ：いや、プレイヤー知識で言うのもアレですが（笑）。

アンソン：さすがに細かいデータは覚えてないが……死人が出るぞこれ……。

ＧＭ：「くくく、分かってるじゃないか。こいつは、今日のために一週間ほど餌えさを与えてなくてね。飢うえた魔獣は……怖いよ？　この場にいる人間すべてがただの肉になるまで、飢えは治まらない―――」と、周囲の死体、そしてあなたちを見み据すえて言います。

ゼパ：やるしかないようじゃの……っ、と武器を構えるのじゃ！

ＧＭ：「さあ、ラドン……っ、すべてを食らいつくせ！」　少年がそう叫ぶと、ラドンは百の頭を振るわせ、天を揺ゆるがすほどの咆ほう哮こうをあげます。

アンソン：おい、少年！　まだお前の名前も聞いてないぞ。名乗りくらい上げたらどうだ！

ＧＭ：「ああ、どうせこれでお別れだけど最後に教えてあげるよ！　僕の名前は……っ！」―――ぱくり。

一同：ぱくり？

ナーシア：ぱ、ぱくりって、おかしな名前……ね？

アンソン：って、まさか……。

ＧＭ：少年はラドンに頭から食われました。

一同：おい――――――――――――っ!?（大爆笑）

カテナ：（げらげら笑いながら）……確かに……っ、確かにお別れになった……！

ゼパ：（げらげら笑いながら）め、命令どおりすべて食らい尽つくすつもり……っ！（笑）

ナーシア：（大爆笑している）

アンソン：出オチ担当かよ……っ！　名前っ、名前くらい……っ！（←腹を抱かかえて大爆笑）

ＧＭ：いやいや、笑ってる場合じゃありませんよ？　このイベントの達成条件は、このラドンを倒すことですから……！

アンソン：ああ、こいつを倒してダリウス卿を救い出さないとな。よし、戦いを……。

ナーシア：……始めましょう！




　魔獣ラドンとの戦いは始まった。

　それはカテナやアンソンの予想以上に苦しいものとなった。

　普段ならば、クライマックスバトルでしか繰り出さないコンボまで持ち出しての戦い。

　そして数ラウンドに及ぶ死し闘とうの末……被害者を出すことなくナーシアたちの勝利で戦いの幕は下りた。




　なお、ダリウス・フォーミダブルは無事に救出された。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、これでシーンは終了です。回復を行なって、クライマックスに入りましょう！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆白竜王国グラスウェルズの王




　玉ぎよく座ざに座すわりながらも、体からだを震ふるわせるフィリップ。

　その後ろでは、レアノールが落ち着かない様子で成り行きを見守っている。

　一方、屈くつ強きような兵士を連れたアンリは、威い圧あつ的てきな空気を醸かもし出だしていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入ります。まず、ＮＰＣが会話をしてから、みなさんが登場可か能のうになります。ちょっと待ってくださいね。

カテナ：了りよう解かい。

ＧＭ：ベルクシーレ王宮の最上階、王の執務室です。前回のクライマックスの場所ですね。登場しているのは、フィリップ王、王母レアノール、そしてエダム公アンリとその護衛の兵士ふたりです。

ゼパ：護衛の兵士がふたり？

ＧＭ：巨きよ大だいな弓を持ったヴァーナの女性と、数多の傷きずが刻きざまれたハルバードを持っている男性です。ゼパは会ったことがあります。

ゼパ：ああ、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの裏うら部ぶ隊たい仲間だったヤツじゃな。

カテナ：第一話に登場したんだっけ？

ＧＭ：オープニングにちょっとだけね（笑）。弓を持っている方がイーグルアイ、ハルバードを持っている方がエピタフです。

ゼパ：敵を倒すたびに印を刻んでいるからエピタフ（墓碑銘）と名乗ってるんじゃったな。

ＧＭ：そのふたりを従えたエダム公アンリがフィリップに話しかけます。




「フィリップ。一三歳さいの身で、戦せん乱らんの世に、グラスウェルズを背せ負おって立つのは骨ほねが折れるだろう？　その役目、わたしが代わってやろうではないか」

　エダム公アンリは、いつも見せる陽気な笑顔でフィリップ王に話しかけた。しかし、その目は笑ってはいない。威圧するような厳しい視線を少年王に送っていた。

「叔お父じ上うえ、何をしていらっしゃるかお分かりですか？　それは、反はん逆ぎやくというものです！」

　怯おびえながらも言い返すフィリップに、アンリは書類を突つきつけた。

「いや、お前がこの書面にサインさえしてくれれば、反逆にはならん。わたしが正当な国王となるのだからな。さぁ、サインをしたまえ」

「……こ、このような理り不ふ尽じんなことがとおるとお思いか？」

　青い顔のまま、それでもフィリップは首を横に振ふる。

「サインはしません。あなたの思いどおりになると思ったら間ま違ちがいです！」

「それでもかまわぬが……」

　アンリは余よ裕ゆうのある態たい度どで、後うしろでうろたえているレアノールへ視し線せんを向けた。

「その場合、美しいお母はは上うえがどうなるか、分かるであろう？」

　アンリの瞳の暗い光が増す。

「子こ供どもは子供らしくしていた方が幸せというものではないかね？　素す直なおに従したがってくれるならば、命までは……な？」

「…………」

　フィリップは母であるレアノールの方へと顔を向ける。




アンソン：汚ねぇ、こいつ！　母親の命を盾に脅すなんて!!

ナーシア：王様って言っても、まだ子供だものね……。

ＧＭ：さて、ここで、アンソンのオープニングでの「フィリップ陛下を元気づける判定」の結果が活かされます。

アンソン：おや？




　しかし、その瞬しゆん間かん、それまで無言だったレアノールが立ち上がった。

「フィリップ、何を迷まよっているのですか！　栄光あるグラスウェルズ国王が、母の命を惜おしんで、敵てきに屈くつしてはなりません！」

　やつれた顔ながらも、しっかりとした口調でレアノールはフィリップを諭さとす。

「母上……」

　そして、フィリップの脳裏にもうひとりの声が響く。

『陛へい下かは迷まよわず、お決めになった道をお進みくださいませ』

　アンソンの言葉だった。

『フィリップ陛下が挫くじけそうになったとしても、我われ々われがお支ささえいたします』

　少年王の表情が決意に満ちる。

「……叔父上……いや、エダム公アンリよ」

　震ふるえる体を意い志しでなだめつけ、フィリップは毅き然ぜんと立ち上がった。

「我われはグラスウェルズ国王、フィリップなるぞ。お前のやっていることは反逆だ。すぐさま矛ほこを収おさめるなら命だけは助けてやってもよい。だが、そうでないならば、反はん逆ぎやく者しやとして処しよ罰ばついたすぞ」

　フィリップの強い態度を見て、アンリは舌した打うちをした。

「けっ、このガキが！　まぁいい！　死体の指でも血けつ判ぱんは押おせる。殺せ！」




ＧＭ：アンリがそう叫さけんだところで、みなさん、登場可能になります。

アンソン：バンッと扉とびらを開けて、突とつ入にゆうするよっ！

ＧＭ：アンリが「ここには入るなと言っただろう！」と振り返った後で、部下の兵士ではないことに気づき、片眉を上げ「何者だ!?」と言います。

一同：……（ナーシアに視線を向ける）。

ナーシア：たまには、みんなで言ってもいいと思うんだけどな（笑）。

カテナ：まぁ、みんなはナーシアに期待してるから（笑）。

ナーシア：では、言いましょう。「……ファントムレイダーズ」

ＧＭ：アンリは「わけが分からない」という顔をします（一同笑）。で、横にいるイーグルアイが「幻竜騎士団の秘ひ密みつ部隊の名前です」と説明をします。エピタフが「ゼパか、久しいな」と声をかけてきます。

ゼパ：うむ……できれば、敵てき対たいしたくなかったがのぅ。

ＧＭ：ここでアンリは、アンソンの姿すがたに気づき、「おや、副ふく団だん長ちようではないか。少し待ちたまえ。今、わたしが国王になるところだ」と初めて会った時と同じような、軽い口調で言います。

アンソン：……こいつ。

ＧＭ：そしてカテナの方へ目をやると続けます。「白竜騎士団本隊も新わ国た王しに従ってすぐにここへ帰って来る。今ごろエルミールも生きてはいまい。お前たちに勝ち目はないのだ」

カテナ：知っている（笑）、でもキャラクターは「……やはりそうか」と言う（一同笑）。

ＧＭ：「そーだ、おとなしくしていれば、あとで重じゆう鎮ちんとして用いてやるぞ。キミは優秀らしいからなぁ」と笑いながら言います。ただ、目は笑っていませんが。
















アンソン：申もうし訳わけありません。我わが主あるじは――。

ナーシア：……アンソン。

アンソン：この世界に、フィリップ陛へい下かただおひとりです。

ＧＭ：……。

ゼパ：よく言ったのじゃ！

ＧＭ：アンリは少し黙ります。そして「……つまり、わたしの言うことが聞けぬと言うのかね？　アンソン・マンソン」と顔を歪ゆがませます。

アンソン：アンリを無む視しして――。

ＧＭ：無視するなよっ！（笑）

アンソン：（スルーして）アンリを無視して、フィリップ陛下へと向き直ります。




　一礼をしたアンソンは息を吸い込み、うやうやしく言った。

「フィリップ陛下、あなたの騎き士しにご命令を」




ＧＭ：フィリップは頷うなずきます。「アンソン、反逆者にしかるべき対たい応おうをせよ！」

アンソン：「かしこまりました」と答えると、ここでやっとアンリの方を向くと、ゆっくりとハンマーを構かまえます。

ＧＭ：アンリは「こいつ無視しやがって」という顔でアンソンを睨にらみつけます。さすがに笑いは消えてますね。「おい、外のヤツらを呼べっ」と叫びます。




　その頃階下では、開放されたフォーミダブル卿に再編された王城護衛の騎士たちが、クーデター軍と激戦を繰り広げていた。




ＧＭ：フォーミダブル卿を解放できなければ、ここで敵が増えたんですけどね（笑）。アンリは「どうした？　なぜ来ない？　くそっ！」と苛いら立だちを隠かくそうともしません。

ナーシア：……アンリって、思っていたよりも、小物っぽい？

カテナ：もともとこのくらいの小こ悪あく党とうだったような気もする。途と中ちゆうの演えん出しゆつで、ちょっとできるような気がしただけで（笑）。

ＧＭ：さぁ、どうでしょうねぇ（ニヤリ）。

ゼパ：油断はできないのじゃ！

カテナ：まぁ、そうだな（笑）。

ＧＭ：「仕方ない。イーグルアイ、エピタフ、やれ！」とアンリは命令を下します。イーグルアイが巨大な弓に、槍のような矢をつがえると「死にたいのは誰からだピョン？」とおどけた表情で言います。

一同：ピョン？（爆笑）

ＧＭ：ヴァーナだから（笑）。分かりやすいでしょ？

ゼパ：「その矢は誰も貫つらぬくことはない。ワシがすべて弾くからな」と答えよう。

ＧＭ：エピタフは念ねん仏ぶつを唱えて――。

一同：念仏!?

ＧＭ：そう言ったのはあなたたちです！（一同爆笑）

アンソン：そうだっけ？（笑）

ＧＭ：まぁとにかく、エピタフが「また傷きず跡あとが増ふえるか」とハルバードを構かまえます。

ナーシア：じゃあ、ここは怖い笑顔で答えましょう（笑）。




「増える傷跡は、あなたたちの分よ？」
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　かつての仲間だったイーグルアイとエピタフ。

　しかし、今、この白竜王国の命運をかけて、

　ファントムレイダーズと対たい峙じする！




ＧＭ：では、戦闘シーンになります。イーグルアイは「シリーズ初、レジェンドデータを使っているアタシを甘く見ない方がいいよ？」と言います。

アンソン：メタなセリフを……（一同笑）。

カテナ：ああ、巨大な弓って、レジェンドデータの《ギガントウェポン》で表現してるんですね（笑）。

ＧＭ：一話の時は適当な演出だったんだけど（笑）、その後ぴったりのデータができたから利用させていただきました。『タクティクス・ガイド』に掲載してね。




　はい、どうやらちゃんと掲載されたようです。『タクティクス・ガイド』Ｐ[image: 131]を参照してください。




アンソン：そういえば、フィリップやレアノールはどうなる？

ＧＭ：ふたりとも部屋の隅すみに避ひ難なんしているということで、攻撃対象にはならないことにします。ただし、みなさんがこの戦闘に敗北した場合、ふたりはアンリたちに殺されてしまい、クーデターの阻そ止しに失敗ということにもなります。

アンソン：了解。負けられないな。

ＧＭ：まず、部屋の広さは三〇メートル四方です。

ナーシア：一応聞いておきますが、窓から脱出は？

ＧＭ：ロープなどがあれば降りられるでしょうが、フィリップやレアノールにはとても無理ですね。

カテナ：《フライト》をかけるという方法もあるけど、どっちにしろ全員に一度は無理だからな。

ＧＭ：はい。それに《フライト》をかけたので飛び降りろと言われても、普通の人であるふたりはやはり躊ちゆう躇ちよしてしまうので、それも難しいです。したがって、この戦闘では部屋から脱出するのは不可能だと考えてください。

ナーシア：分かりました。

ＧＭ：ちなみに、ＰＣたちで１エンゲージ。アンリたちで１エンゲージ。三〇メートル離れた状態が初期位置となります。それでは戦闘を始めましょう！




●第一ラウンド

ＧＭ：行動値は、アンリが38、エピタフが30、イーグルアイが29です。

ナーシア：私より、アンリの方が早い！

アンソン：意外とできるぞ、この男（一同笑）。




▼行動値

　アンリ　　　　　38

　ナーシア　　　　35

　エピタフ　　　　30

　イーグルアイ　　29

　カテナ　　　　　14

　アンソン　　　　10

　ゼパ　　　　　　10




[image: ]




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。アンリからになります。《ダンスマカブル》＋《エントリーマカブル》をエピタフへかけます。これによってエピタフは、攻撃の命中判定で６が一個でも出るとクリティカルになります。持続時間はクリティカルするか、シーンが終了までのどちらかです。

カテナ：厄介なスキルを使ってくる。

ＧＭ：そして、ギルドスキルを使用。《陣じん形けい》を使います。まず、エピタフがみなさんのエンゲージに突入。そして、アンリが一〇メートルほどみなさんの方へ踏ふみ出します。以上です。

アンソン：アンリは支し援えん役やくか……。

ナーシア：次は私。自分は《パワースマイト》。ギルドスキルは《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用！

ＧＭ：分かりました。続いてイーグルアイ。《スナイピング》を使用して、ラウンド終了まで射しや撃げき攻こう撃げきのダメージロールを＋５Ｄ６します。

アンソン：イーグルアイは範はん囲い攻こう撃げきしてきそうな気がするなぁ。

ゼパ：次はワシじゃな。《プロヴォック》の射程は一〇メートルなので、エピタフしか狙えんか……（ダイスを振る）29なのじゃ。「エピタフ、一対一で勝負じゃ！」

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらは20で抵抗失敗。

カテナ：お前ら仲がいいな（笑）。

ＧＭ：「望むところだ。元より一度戦ってみたかった」とエピタフはゼパを睨みつけました。最後、アンソンです。

アンソン：《インペレイティブ》で、《コーデックス》と《パワースマイト》を使用。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。

カテナ：《カリキュレイト》で割り込む！

ＧＭ：では、イーグルアイも《カリキュレイト》を宣言します。

カテナ：ちっ！　行動値はそちらの方が早い！

ＧＭ：マイナーアクションで《ハイスピード》、《モードバスター》と《アーマーブレイク》＋《トゥルーブレイク》を使用。構えている弓が変形して、矢の雨を降らせます。《トゥルーブレイク》は、命中すると、シーン終了まで【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】を０にするスキルです。ちなみに、解かい除じよの方法はありません。

ゼパ：何じゃとー!?（笑）

アンソン：防御力がなくなるのはマズい！　ここは《インタラプト》で打ち消した方がいいだろうな。

カテナ：《トゥルーブレイク》はシナリオ一回のスキルだから打ち消す価値はあるけど、メジャーアクションでどんなスキルを使ってくるかだな……。

アンソン：《トゥルーブレイク》を通したあと、メジャーアクションでスキルを使わずに攻撃って言われる可能性もあるからなぁ。そうすると打ち消すことができないで、誰かの【物理防御力】が０に（笑）。

ゼパ：そりゃ、ワシに決まっておるじゃろうが！（一同笑）

ナーシア：それは困るので、《トゥルーブレイク》を《インタラプト》！

ＧＭ：分かりました。では、イーグルアイはメジャーアクションで《アローシャワー》を使用！　さらに判定の直前に《ユニット：カースド》を宣言。１点でもダメージが通ると、重圧のバッドステータスが入ります。

ナーシア：……これは、死んじゃうかもしれない（笑）。

アンソン：大丈夫。死ぬとしたら、盾役のゼパが先だ（笑）。

ゼパ：《インデュア》があるから、バッドステータスは何とかなるのじゃ。

ＧＭ：対象はＰＣ全員です。（ダイスを振る）命中は37です。

アンソン：（ダイスを振る）出目が７で回かい避ひ失しつ敗ぱい。

ゼパ：（ダイスを振る）む、22で回避失敗なのじゃ。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》とフェイト１点を使用。これで、５Ｄ６振れます。

アンソン：それだと、回避成功するか五分五分なんじゃ……いや、今日のナーシアの出目を信じて、何も言わないでおくよ（笑）。

ナーシア：（ダイスを振る）やった、37で回避成功！

アンソン：やっぱりかよ（笑）。

カテナ：レンジャースキルを使ってくるってことは、「他人をかばう」行動を防ふせぐ《ダイレクトヒット》を使ってくる可能性があるから、全力で避けた方がいいな。ミスティックガーブと、フェイトを１点使用。（ダイスを振る）やった！　クリティカル!!

ＧＭ：（ちょっと考えてから）《ダイレクトヒット》を宣せん言げん。これで、《カバーリング》などは不可になります。（ダイスを振る）[image: 116]点ダメージです。ちなみに、《アーマーブレイク》の効果を算さん出しゆつしたあと、このダメージの処理をしてください。

ゼパ：《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）28点軽けい減げんなので、防御力を足して68点軽減なのじゃ。

アンソン：ゼパへ《プロテクション》。（ダイスを振る）36点軽減。

ゼパ：12点のＨＰダメージを受けたのじゃ。そして、《インデュア》で重圧を解除するのじゃ。

ＧＭ：わざわざ《アーマーブレイク》を入れたのに、それでもほぼダメージが通らないとは……恐るべし、ゼパの固さ！（一同笑）

アンソン：で、こっちも自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）おぉ！　出目がいいぞ！

ＧＭ：どのくらい軽減しました？

アンソン：《プロテクション》で47点軽減。防御力を含めると74点軽減だから、ＨＰダメージは42点だね。

ＧＭ：「アンソンには利いているようだな、ピョン♪」（一同笑）

アンソン：イラッとしました（笑）。

ＧＭ：では、次はカテナの《カリキュレイト》が発動します。カテナ、メインプロセスをどうぞ。

カテナ：マイナーは《ランニングセット》で《リミットブレイク》と《ファストドロウ》、メジャーで《ダブルキャスト》で《フライト》と《ホーリーウェポン》を使う。（ダイスを振る）両方とも発動成功。ナーシア、ゼパ、アンソンの三人のダメージが＋21点で、さらに、飛行状態で移い動どう力りよくに＋５メートル！

ゼパ：移動力が増えるのは助かるのじゃ！

カテナ：ただし、ＭＰを大量に消しよう費ひしたから……あとは任せたっ！（笑）

アンソン：まぁ、いつものことだがな（笑）。

ＧＭ：さて、アンリの番ですね。「待たせたな、アンソン。私が何もできない男だと思っていただろう？」

アンソン：いや、さっきその考えを改あらためましたよ。

ＧＭ：「そうかい？　実は、戦うのは不ふ得とく意いだが、戦わせるのは得意なのだよ。今、見せてあげよう」マイナーで《ファストドロウ》、メジャーで《ホーリーアシスト》で《ホーリーアーマー》と《ホーリーウェポン》を使用！

カテナ：わたしと似たタイプのキャラか……。

ＧＭ：はい。ただ、《リミットブレイク》を使わないだけマシだと思ってください（笑）。対象はアンリ、イーグルアイ、エピタフです。

アンソン：そうだろうなぁ。

ＧＭ：（ダイスを振る）お、５がたくさん出ている……だけど、ここで出目がよくても意味がない！（笑）アンリのメインプロセスは終了ですが、次のイニシアチブプロセスでアンリは《エンカレッジ》を宣言します。

アンソン：くっ！　それは止められない！　今度は何をしてくるんだ？




　ゆっくりと左手を挙げるアンリ。

　パチン！　アンリの指が小こ気ぎ味みよい音を立てて鳴る。思わず身み構がまえるナーシアたち。

　だが、何も起こらない。不ふ審しんな表情を浮かべる四人に、アンリは不敵な笑みを浮かべる。

「エピタフ、イーグルアイ。あとは任せたぞ」

　そういうアンリの右手には小さな水すい晶しよう――転てん送そう石せきが見える。




一同：転送石っ!?

カテナ：城の中で転送石が使えるのか？

ＧＭ：だから、マイナーで指を鳴らしているわけです。あれは《テレポート》や転送石で城内外を行き来できないようにするための結界を開けさせるための合図です。

アンソン：なるほど！　イベントシーンみたいなものか。

ＧＭ：そうです。「お前たちがここまで来たということは、やり方を調整しなくてはならないだろうからな。さらばだ」

カテナ：腹が立つが、打つ手がない。ここは見逃すしかないだろう。

ＧＭ：では、エピタフのメインプロセスに移ります。マイナーは《ファストセット》で《インヴィジブルアタック》と《ブラッディフィート》を使用。これで命中判定にダイスボーナスを得ます。メジャーは《ストラグルクラッシュ》で、ゼパに攻撃をします。「正々堂々と力比べをしようではないか！　さぁ、あの世に逝いくがいい！」

ゼパ：残念じゃが、まだあの世からのお誘いは来てないのじゃ。

ＧＭ：「ならば送ってやろう」（ダイスを振る）まず、一撃目はクリティカル。

ゼパ：クリティカルじゃと！　（ダイスを振る）出目は６と５……惜しいが、回避失敗なのじゃ。

ＧＭ：《バーストスラッシュ》の効果が発動するので、ゼパの【物理防御力】は０となります。さらに、《ボルテクスアタック》を使用。ダメージロールで、ダイスは24Ｄ振れます（笑）。

ゼパ：《インヴァルネラブル》の構えをするのじゃっ！

一同：早っ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は71……[image: 168]点ダメージです。《ストームアタック》の効果により、ＨＰダメージは軽減不可です。

アンソン：《プロテクション》もできないのか！

ゼパ：《アイアンクラッド》も使えないのじゃ。しかし、[image: 168]点受けたとしても何とか立っていられるが、きっとこれがエピタフの最大火力じゃろう。ここは《インヴァルネラブル》を使って、ダメージを０にするのじゃ。

ＧＭ：よし、ゼパに《インヴァルネラブル》を使わせたぞ！（一同笑）

ゼパ：さすがは我が戦友。ワシの動きをよく知っておる！

ＧＭ：「受けたか。だが、もう一撃行くぞ？」　（ダイスを振る）《グレートバースト》を使って、再びクリティカル！

ゼパ：またクリティカルしおったか！　……（救いを求める目でカテナを見る）。

カテナ：分かっている。いざという時は、《ガーディアン》を切るから、まずは回避判定をしてくれ（笑）。

ゼパ：（ダイスを振る）また片方だけ６が出ている……すごーく悔しいが、回避失敗なのじゃ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: 150]点ダメージです。ただし、今回はＨＰダメージを軽減できます。

ゼパ：それが救いじゃな。まずは《アイアンクラッド》。（ダイスを振る）28点軽減。

アンソン：こっちからは《プロテクション》を飛ばす。（ダイスを振る）37点軽減。

ゼパ：合わせて65点軽減なので、ダメージを85点受けたのじゃ。

ＧＭ：「オレの二撃目を食らって立っていたのは、お前が初めてだ」

ゼパ：「おぬしのやり方くらい、知っておるのじゃ」と答えるのじゃが……実は、アンソンがいなかったら死んでおったわい（一同笑）。

ＧＭ：それでは、こちらの行動は終了。次はアンソンとゼパ。

アンソン：ここは待機しておこう。

ゼパ：ならばワシじゃな。マイナーアクションで移動、イーグルアイから一〇メートルの位置まで前進して、メジャーアクションで《ダブルショット》なのじゃ！

ＧＭ：え？　ゼパって二〇メートルも動けましたっけ？

ゼパ：《高こう機き動どう部ぶ隊たい》と、カテナの《フライト》のおかげなのじゃ。（ダイスを振る）命中は47じゃ！




　一回目の攻撃こそクリティカルで回避されたものの、ゼパは二撃目を見事に命中させ、これに《ブルズアイ》とフェイトを使用して、ゼパは[image: 108]点のダメージを叩き出す。これに対して、イーグルアイは《ストライクダウン》を使用してダメージを軽減する。

　だが、攻撃はこれで終わりではなかった。アンソンは、コンボスキルを決めるためにマイナーとメジャーの両方を使ってイーグルアイにエンゲージし、さらに自分に《エンカレッジ》を使用。そして、《ブルヒット》＋《タイダルウェイブ》を命中させる。




アンソン：ナーシア！　行けっ!!

ナーシア：もちろん。マイナーで《ダッシュアタック》を使って、イーグルアイに接せつ敵てきしつつ、《バーサーク》でダメージを上昇します。そして、メジャーは《ダーククロス》！（ダイスを振る）命中は45。

ＧＭ：クリティカル以外避けられません。（ダイスを振る）出目は11で回避失敗。

ナーシア：（ダイスを振る）[image: 120]点ダメージです。

ＧＭ：81点のＨＰダメージを受けましたが、まだ倒れません。

ナーシア：では、二撃目。《ダンシングヒーロー》を使用。（ダイスを振る）命中は48です。

ＧＭ：（ダイスを振る）28で回避できません。

ナーシア：（ダイスを振る）[image: 126]点ダメージです。

ＧＭ：87点のＨＰダメージを受けました。立て続けに攻撃を受けて、イーグルアイの顔が苦痛で歪ゆがんでいます。「これ以上はやばそうだ、ピョン」（笑）

カテナ：でも、緊きん迫ぱく感かんは全然ない（笑）。

アンソン：今ならまだ遅くない。投とう降こうするんだ！

ゼパ：昔の仲間のよしみじゃ。悪いようにはせんぞ。

ＧＭ：「お情けを受けるほど、まだやられてはいないピョン！」イーグルアイは次のイニシアチブプロセスで《アデンダム》を使用！　マイナーで《ハイスピード》でマイナーアクションのスキルをふたつ使います。ひとつ目は《フェイドアウェイ》で、エンゲージを離り脱だつして、カテナの方へ二五メートル移動します。

カテナ：え？　こっちっ!?

アンソン：くっ！　これで僕はマイナーだけだと、イーグルアイに接敵できなくなった！

ＧＭ：そして、ふたつ目は《カッティングプラン》で攻撃をダメージ軽減不可にして、メジャーは《ダブルショット》を使ってナーシアを狙います。《ユニット：カースド》も使用して……（ダイスを振る）一撃目、命中は39。

ナーシア：《ダンシングヒーロー》とフェイト２点。（ダイスを振る）44で回避成功！

ＧＭ：二撃目！　また《ユニット：カースド》を使用。（ダイスを振る）命中は33！

ナーシア：確実に避けるために、フェイトを１点使います。（ダイスを振る）34で回避成功！　ぎりぎりだった！（笑）

ＧＭ：悔しいなぁ（笑）。では、ここで全員の行動が終了になります。

ナーシア：その前にアンソンに《エンカレッジ》を使います。

アンソン：助かる！　マイナーとメジャーを使って移動して、イーグルアイに接敵。




[image: ]




ナーシア：そして、ここで《再行動》を使います。

ＧＭ：分かりました。では、ＰＣたちが全員未行動になります。まずはナーシアから。

ナーシア：私は待機します。

カテナ：次はわたしだな。ＭＰが《ファミリア》の分にまで突入するが、出し惜しみせずに全力攻撃しよう。マイナーで《ランニングセット》で《アニマルパクト》と《エンハンスブレス：風》を使用！　メジャーアクションは《ダブルキャスト》！　《サモン・リヴァイアサン》をシーン全体の攻撃に変えて、二度放ちます。




　カテナが召しよう喚かんした〝動物の王〟リヴァイアサンの放つ水すい流りゆうが、津つ波なみとなってイーグルアイとエピタフへと襲いかかる。

　さらにカテナは一度の攻撃に《マジックフォージ》も使用。[image: 119]点と69点のダメージをふたりに与えた。




ＧＭ：「……付く側をどうやら間違えたわね」　そう言ってイーグルアイは倒れます。

アンソン：おおっ!?　もう倒れるのか。ちょっと意外だぞ！

ＧＭ：イーグルアイに対して、どれほど集中攻撃したと思っているんですか？（笑）　でも、エピタフはまだ大丈夫です。では、次は行動値が一緒のアンソンとゼパ。

ゼパ：アンソンはコンボの起動があるから、ワシが先に動こう。「ワシの奥おくの手てを見せてしんぜよう！」と言います。

ＧＭ：「奥の手だと!?」

ゼパ：そして、マイナーアクションでエピタフにエンゲージ。

ＧＭ：「ふっ、マイナーアクションで近づいたなら、《クローズショット》は撃てまい？」

ゼパ：確かに、同一エンゲージに射撃攻撃はできない。じゃが、白兵攻撃はできるのじゃ！（一同笑）

カテナ：いや、ゼパの武器はもともと白兵攻撃できるから（笑）。

ゼパ：しかし、普段は投げ専門なのじゃ。（ダイスを振る）命中は54なのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ファンブル!?　いつもと違う戦法を取ったゼパに、エピタフはビビっています（一同笑）。

ゼパ：フェイトを１点使って、《ボルテクスアタック》の封印を解放して使用。そして、剛神の鎧の効果で白兵攻撃のダメージは＋５点。（ダイスを振る）[image: 146]点のダメージなのじゃ。

ＧＭ：（ちょっと考えて）[image: 115]点ダメージを受けるので、《ソウルバスター》を使用！

ゼパ：む、ＨＰが92点なので、それを食らうと倒れてしまうのじゃ。

アンソン：なら、ここは《蘇生》の使い時かな？　ＨＰを全快にさせれば、耐えられるよな？

ゼパ：もちろんじゃ。

ナーシア：分かった。《蘇生》を使います。

ゼパ：ＨＰが全快したのじゃ。

ＧＭ：では、そこでエピタフの《ソウルバスター》が飛んできます。

ゼパ：せっかく治ったのに、またＨＰが減ったのじゃ（一同笑）。

アンソン：大丈夫！　ここでコンボスキルを決める！　マイナーアクションで移動してエピタフに接敵。メジャーアクションで《タイダルウェイブ》。（ダイスを振る）命中は33。

ＧＭ：（ダイスを振る）27で回避失敗。

アンソン：ならば《ボルテクスアタック》を使用。（ダイスを振る）[image: 135]点ダメージ。

ＧＭ：[image: 104]点のＨＰダメージを受けました。「アンソン卿、《再行動》からくるファントムレイダーズの連れん携けいはすばらしい。美しいともいえる」

アンソン：ありがとう（一同笑）。

ＧＭ：「だが、何度も繰り返されれば、こちらもやり方を覚える。《エンカレッジ》！」

アンソン：割り込まれたっ!?

カテナ：そう来たか。こちらの行動の間に割り込めば、コンボは成立しなくなるからな。

ナーシア：……コンボがなくても、なんとかしてみせる。

ＧＭ：「負まけ惜おしみとは、まだまだ青いな」マイナーで《ファストセット》を使い、《インヴィジブルアタック》と《ブラッディフィート》、メジャーで《ブランディッシュ》。攻撃判定の命中を上げてから、エンゲージしているアンソン、ゼパ、カテナの三人を攻撃します。

アンソン：よし、こいっ!!

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ！　クリティカルしない。《バトルコンプリート》を使って振り直して……よし、６が三つ出た。クリティカル！

ゼパ：（ダイスを振る）うーん、惜しい。出目が５と６でクリティカルせず、回避失敗じゃ。

アンソン：こっちも回避失敗。

カテナ：わたしも失敗だ。ゼパ、頼む！

ゼパ：承知なのじゃ。《アラウンドカバー》で同一エンゲージの全員をかばうのじゃ。

ＧＭ：クリティカルが出ているので、相手の防御力を０にするんですが（笑）。

ゼパ：何じゃと!?（カテナに助けを求める視し線せんを向ける）

カテナ：うん、分かってる。マズそうならば、《ガーディアン》を使うから（笑）。

ゼパ：頼むのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、ダイス目がいまいちなので《ソアスポット》を使って、出目が低いダイスを振り直して……[image: 136]点、防御力無視のダメージです。

アンソン：ここは効果を＋20する《フェイタルアーツ》の使いどころだな。《プロテクション》に《フェイタルアーツ》を乗せて使用。（ダイスを振る）57点も軽減したぞ。

ゼパ：それなら何とかなりそうなのじゃ。《アイアンクラッド》を使用して……（ダイスを振る）57点のＨＰダメージですんだのじゃ。

カテナ：《ガーディアン》がなくても大丈夫だったな（笑）。

ＧＭ：「ゼパめ、しぶといのぅ！」と唸ります。

ゼパ：それはおぬしもよく分かっておるじゃろう？

ナーシア：次は私。マイナーで《ダッシュアタック》して、《ピンポイントアタック》。メジャーで普通に攻撃します。《ダンシングヒーロー》とフェイトを３点使用して、クリティカルを狙ってみます。（ダイスを振る）む、出ない。フェイトを使って振り直して……やっぱり出ません。命中は48です。

ＧＭ：それでもクリティカル以外は避けられない。（ダイスを振る）回避失敗。

ナーシア：《ボルテクスアタック》を使用。（ダイスを振る）[image: 158]点のダメージです。

ＧＭ：ナーシアの刃やいばが鎧の隙すき間まに突つき刺ささり、エピタフに致ち命めい傷しようを与えます。しかし、ここで生命の呪じゆ符ふが発動します。

一同：えーっ!?

ＧＭ：（ダイスを振って）ＨＰが４点で復ふつ活かつします！　ただし、こっちに攻撃の順番が回ってくるかが問題なんだよなぁ（一同笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ルール上の処理に変更はありませんが、演出上、マスターシーンを入れたいので、ここでマスターシーンを挟はさみます。

カテナ：シーン持続のスキルの効果とかは消えないということですか？

ＧＭ：はい。

アンソン：了解。どんな演出？

ＧＭ：舞台はバー・ファリストルの奥の部屋です。




　バー・ファリストルの奥にある小さな部屋。ゴーダ伯はそこにひとりで座っていた。

　ベルクシーレの街は、今、争そう乱らんのまっただ中である。しかし、時とき折おり聞こえる鬨の声や剣戟の音も、遙はるか遠くのことのようであった。

　部屋の扉が音も立てずに開き、ひとつの人影が入って来る。

　入ってきた人物を見て、ゴーダ伯は少し驚おどろいたような顔をした。

「お前だったのか……」

「気づかなかったことを恥はじることはないわ。私が七〇〇年かけて準備してきたことだから。あなたたち人間が見み抜ぬけなかったとしても、悲ひ観かんするものでもないわよ？」

　相手の口元に浮かぶ笑みを見て、ゴーダ伯は自じ嘲ちよう気ぎ味みに続けた。

「すっかりしてやられたというわけか」




ナーシア：七〇〇年って……誰？

ＧＭ：扉から入ってきたのは――――ひとりの魔ま族ぞくです。人に似た姿をしていますが、背中からコウモリの翼が生えていて、禍まが々まがしいオーラをまとっています。

ナーシア：でもゴーダ伯の知っている人みたいじゃない？

ＧＭ：その答えは、もうちょっと待ってくださいね（笑）。




　魔族は妖よう艶えんに笑う。

「そうでもない、あなたは手強いわ。何度罠わなを仕し掛かけても切り抜けてきたでしょう？　だからこうして自分で出てきたのよ、敬けい意いを表してね」

　彼女は芝しば居いっけたっぷりに、手を口に当ててクスクスと笑う、

「グラスウェルズの怨おん念ねんは、私が育ててきたの。……そう、この〝報復者フラガラッハ〟のアザゼルがね」




●第二ラウンド

ＧＭ：では、第二ラウンドに移ります。

ナーシア：魔族が黒くろ幕まくだったんだ……。

カテナ：ついに姿を現わした、って感じだな。

ゼパ：しかもゴーダ伯が危ないのじゃ！

アンソン：とはいっても、こっちも危ない（笑）。




▼行動値

　ナーシア　　　　35

　エピタフ　　　　30

　カテナ　　　　　14

　アンソン　　　　10

　ゼパ　　　　　　10
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ＧＭ：まずはセットアッププロセスから。

アンソン：向こうの残りＨＰが４点なら、《パワースマイト》しない方がいいんじゃない？　行動を最後に回してダメージあげる必要はないだろう。

ナーシア：……いや、すごく嫌いやな予感がする。ＧＭはなんか余よ裕ゆうな顔をしてるよ？（笑）

ＧＭ：……いや（微妙な顔）。

ナーシア：先手を打って相手を叩けばいいのなら、カテナに《カリキュレイト》で割り込んでもらえばいい。ここはあえて、私は《パワースマイト》を使っておきたい。

カテナ：分かった。ナーシアの思うとおりに動いていい。ついでに頼みたいことがある。

ナーシア：何？

カテナ：ＭＰがきついので、ギルドスキルの《祝しゆく福ふく》を使ってもらえると嬉しい（笑）。

ナーシア：分かりました（笑）。《祝福》を使います。

カテナ：助かる。

ナーシア：そして自分に《パワースマイト》を使用します！

ＧＭ：では、エピタフの番です。《ネバーギブアップ》を使用して、ＨＰを最大ＨＰまで回復します。

一同：ええっ!?

アンソン：ナーシアの勘かんが当たった～!?（笑）

ＧＭ：読まれました（笑）。さらに、ギルドスキルの《背水の陣》を使用。登場しているすべてのキャラクターの【物理防御力】と【魔法防御力】が０になります。

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：「さぁ、本当の戦いはこれからだ」とエピタフはニヤリと笑います。最大ダメージを出すナーシアを戦闘不能にできれば、まだ勝しよう機きはありますからね。

アンソン：そうなると、エピタフはもう《エンカレッジ》が使えないと信じて、僕も《パワースマイト》だな。ただ、向こうは全力でナーシアを狙ってくると思うけど。

ゼパ：ならば、ヤツの攻撃はワシが引き受けよう。《プロヴォック》するのじゃ。（ダイスを振る）22なのじゃ。「おぬしの相手はワシじゃ！」

ＧＭ：（ダイスを振る）惜しい、24で成功。「力比べはもう終わった。もう挑ちよう発はつには乗らん」

ゼパ：つれないのぉ（一同笑）。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移りますが……。

カテナ：そういうことなら今回は《カリキュレイト》は使わない。いざという時、わたしがナーシアをかばおう。

ＧＭ：では、エピタフの攻撃からですね。目標はもちろんナーシア！

ナーシア：……。

ＧＭ：マイナーで《ファストセット》を使い、《スマッシュ》と《ブラッディフィート》、メジャーは《ストラグルクラッシュ》。（ダイスを振る）出目が悪いので、《バトルコンプリート》で振り直して……よし、クリティカル！

ナーシア：普ふ通つうに回避します。（ダイスを振る）うーん、クリティカルしない。回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 162]点！

ナーシア：《ナイフパリィ》を使って、ダメージを24点減らします。[image: 138]点のＨＰダメージを受けました。

ＧＭ：では、二撃目。（ダイスを振る）６がふたつ出て、またしてもクリティカル。《グレートバースト》を使って、６を三つに変更しておこう（笑）。

ナーシア：（ダイスを振る）回避失敗です。

ゼパ：《カバーリング》しようかのぅ？

アンソン：いや、ここは僕が《カバーリング》して、《ソウルバスター》を狙う。

ＧＭ：分かりました。（ダイスを振る）くっ！　６が多いのに、他のダイス目が厳しい。《ソアスポット》も使って……それでもよくならない。ダメージは[image: 195]点です。

アンソン：[image: 195]点か……。さて、現在のＨＰは[image: 162]点。《プロテクション》を使って、（ダイスを振る）[image: 154]点ダメージを受けたぞ。そして、《ソウルバスター》を宣言。

ＧＭ：エピタフも[image: 154]点ダメージを受けました。エピタフの行動はこれで終わり。

ナーシア：あとは、全力で潰つぶすのみ！




　仲間を鼓こ舞ぶするナーシア。

　それに応こたえるように、カテナが、ゼパが、次々とエピタフに攻撃を当てていく。だが、それでも彼は倒れない。




アンソン：それならこれでどうだ！　《タイダルウェイブ》で攻撃!!　（ダイスを振る）命中は31。

ＧＭ：これさえ避ければ、次はこちらの攻撃……（ダイスを振る）出目がすごく悪い（笑）。回避失敗です。

アンソン：（ダイスを振る）ダメージは87点！　ナーシア、あとは任せた！

ナーシア：分かった。マイナーで《レイジ》、メジャーは《ダーククロス》。《ダンシングヒーロー》を使って、（ダイスを振る）命中は35だけど、フェイトを１点使って振り直し。（ダイスを振る）うん、クリティカル！

ＧＭ：（ダイスを振る）２ゾロなので、当たりです。

ナーシア：《デスゲイル》も使用します。これでダメージロールは[image: 295]＋10Ｄ！　（ダイスを振る）[image: 330]点のダメージです。

ＧＭ：それは二撃目を撃つまでもありませんね。「ついに自分の名前を墓ぼ碑ひに刻きざむことになったか……」と言って、エピタフは倒れます。戦闘が終了し、エンディングに移うつります。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆クーデターの結末




　イーグルアイとエピタフは倒たおれた。

　だが、ナーシアたちには、まだ解かい決けつしなければならない問題があった……。




ＧＭ：では、エンディングフェイズです。

一同：はい。

ＧＭ：フィリップが「アンソン！」と叫さけんで駆かけ寄よってきます。

アンソン：おお、かわいい、かわいい。

一同：……。

アンソン：は、すいません（笑）。「陛へい下か！」と返事します。

ＧＭ：「よくやった。ありがとう」

アンソン：「いえ、礼には及およびません。職しよく務むを果たしたまでのことです」と答えます。

ＧＭ：「そうか……」と言って、フィリップはナーシアたちへと向き直ります。「ファントムレイダーズの面々だな」

ナーシア：はい。

ＧＭ：「噂うわさには聞いたことがある。まさか、お前たちだったとはな」

アンソン：……今まで隠かくしておりましたが。

ＧＭ：ここで、街の様子が聞こえてきます。戦せん闘とうの音は、まだまだ止やみません。

カテナ：ダリウス卿きようたち、白はく竜りゆう騎き士し団だんが抵てい抗こうしている音だな。

ＧＭ：「王おう都とたるベルクシーレで、このように人々が争いあうとは……」と、フィリップは悲しげな顔をします。

アンソン：おおよその戦力とか戦せん況きようが分かったりしませんかね？

ＧＭ：たぶん、白竜騎士団側が押おされているでしょう。ただ、フィリップ王は無ぶ事じ確かく保ほできましたから、解決の糸いと口ぐちはあると思います。

ナーシア：うーん。フィリップは他に何か言います？

ＧＭ：「ここで、竜りゆう輝き石せきを示しめし、威い厳げんを示せればいいのだろうが」

アンソン：しかし、グラスウェルズの王おう威いの竜輝石はここにないからなぁ。

ナーシア：……竜輝石なら、ここにある。でも、力を貸かしてくれるかな？

ＧＭ：ナーシアの持つ、知ち恵えの竜輝石ですか？

ナーシア：はい。

ＧＭ：すると「本意ではないが……、力を貸してやってもよい」と答えます。

アンソン：竜輝石が？

ＧＭ：そうです。

ナーシア：では、《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使って、この竜輝石を王おう威いの竜輝石だと思わせましょう！

アンソン：ひどい手しゆ段だんだ！（笑）

カテナ：『無む印じるし』シリーズのピアニィだって、真実の竜輝石を王おう威いの竜輝石であるかのように見せかけているんだから、やってもいいんじゃないか？

ナーシア：では、「竜輝石なら、ここにあります」と、耳みみ飾かざりの竜輝石を差し出します。

ＧＭ：「しかし……、それでは余よは噓うそをつくことになる。本当に、これはよいことなのか？」とフィリップは言います。

カテナ：無む駄だな血を流すよりは、よほど。

アンソン：僕が説得しよう。「竜輝石などなくとも民たみから王と認みとめられる。いずれ、そんな人物に、なられればよろしいのです」と進言します。

ＧＭ：なるほど。フィリップは、ナーシアに向かって「そなたの名前は？」と訊ききます。

ナーシア：「ナーシアと申します」と答えましょう。

ＧＭ：「では、ナーシア。しばし、その竜輝石をお借りしよう」と言って、受け取ります。

　フィリップがバルコニーに立ち、竜輝石を掲かかげた。

「争いをやめよ！」

　風に乗り、フィリップの声が町中に響ひびき渡わたった次の瞬しゆん間かん、竜輝石が眩まばゆい光を発した。

「余はグラスウェルズ国王、フィリップ。その命令である！」




　街角で戦っていた幻げん竜りゆう騎き士し団だんの面々は、その光を見て、戦意を喪そう失しつした。

「フィリップ陛下が竜輝石を失ったというのは噓うそだったのか」

　矛ほこ先さきを収おさめ、散り散りに去っていく。

　逃にげ遅おくれたものは、投降を始める。




　また、街のいずこかで、アンリは舌打ちをしていた。

「竜輝石を持ち去ったというのは噓だったのか。ひとまずは退たい却きやくするぞ！」

　素早く外へと逃にげ出だすアンリ。

　入いれ違ちがうようにして、伝令が到とう着ちやくした。

「まもなく、リシャール殿どのが参られます！」




アンソン：リシャール先せん輩ぱい、帰ってくるの早っ！

ＧＭ：エゼルバルドとシルヴェストルの両方を救出したからです。エゼルバルドが《テレポート》を使える部下を用いてリシャールの下に到着し、リシャールも同じ手段で舞い戻ってきたわけです。

一同：なるほど！

カテナ：リシャールひとりが帰ってくるだけで、戦局は逆ぎやく転てんするからな……。とりあえず、王都の奪だつ還かんは成功？

ＧＭ：はい。ダリウス率ひきいる白竜騎士団王都警けい備び隊たいが、次々と争いを収めていきます。

ゼパ：よかったのじゃ。

ＧＭ：竜輝石を返したあと、フィリップは気を失います。相当緊きん張ちようしていたのでしょう。

カテナ：まぁ、まだ一三歳さいの子供だからな……。

ＧＭ：すると、倒たおれたフィリップを介かい抱ほうするのは、レアノールです。

アンソン：……しまった、存そん在ざいを忘わすれていた（笑）。

ＧＭ：レアノールはフィリップを抱だき、アンソンに向かって、「今日のことは忘わすれまい、アンソン・マンソン。そして、ファントムレイダーズよ」と言って、奥おくにある寝しん室しつへとフィリップを連れて戻もどっていきます。

アンソン：では、僕らもバルコニーから撤てつ退たいしようか。

ＧＭ：では、ここでシーンを切きり替かえます。







◆Ending 02◆報復者フラガラッハ





　頭上から、拍はく手しゆの音が降ふってきた。

　空を仰あおげば、そこには、拍手をするブランドル女伯がいた。

　いや、ブランドル女伯に似ているが、人ではない〝なにか〟であった。




ＧＭ：さて、みなさんがバルコニーから室内へ戻もどろうとすると、頭上から拍手が聞こえてきます。みなさんが振ふり向むくと、バルコニーの上に、ひとりの女性が立っています。

ゼパ：現われたのじゃ！

ナーシア：誰？

ＧＭ：――――ブランドル女伯です。

一同：えぇっ!?

アンソン：どうして生きてるのー!?（笑）

ＧＭ：手をたたくブランドル女伯の背には、コウモリのような翼つばさが生えています。〝バルコニーの上〟と言いましたが、正確には上空に浮かんでいます。
















ナーシア：なるほど……この人が魔族……。

カテナ：声をかけよう。「あなたがすべての黒幕だったのですね、ブランドル女伯」




　ブランドル女伯と呼よばれた魔族は、妖艶に微笑ほほえみ、名乗り直した。

「ここまで来たのだから、きちんと自じ己こ紹しよう介かいさせていただくわね？

　私は、バルムンク〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとり、〝報復者フラガラッハ〟のアザゼル」




ナーシア：バルムンクのボスってこと？

ＧＭ：そんな感じですね。

アンソン：お前たちはいったい何者なんだ？　なにが目的だ!?

ＧＭ：「私たちがこの大陸に渡ってきたのは今から七〇〇年ほど前のこと……」




　人々がエリンディル大陸からアルディオン大陸へと移住したのがおおよそ八〇〇年前。移住から一〇〇年ほど経たった頃ころ、アルディオン大陸へ魔ま族ぞくが大挙して押おし寄よせてきた。

　神しん竜りゆう王おうとそれにしたがう人々は、魔族と激しく戦い、そして痛み分けた。しかし、このことは、人々に余計な不安を与えないように、エストネル王エル・ウォーデンによって隠いん匿とくされた。つまり、表の歴史には魔族のことは、何も書かれていないのだ。

　生き残った四人の魔族は闇に潜ひそみ、神竜王を倒し、大陸全土に混乱を巻き起こすべく、陰いん謀ぼうを張り巡らす。

　彼らが作った組織こそが、〝バルムンク〟なのだ。

ＧＭ：「我々の目的は、神竜王を倒たおし、この大陸を悲ひ嘆たんと憎ぞう悪おで満たすこと」

アンソン：それで……？

ＧＭ：「分かりやすく言うと、私の担当はこのグラスウェルズ。建国間もないグラスウェルズにやってきて、今までずっと怨おん念ねんと憎ぞう悪おが満ちあふれるように、動いてきたのよ」

ゼパ：なんてヤツじゃ……。

ＧＭ：「竜輝石に、歴代の王の怨念を宿らせたのも私。ロッシュの魂たましいを奪ったのも私。フィリップ王の暗殺を画かく策さくしたのも私。上手く暗殺を阻止してくれてありがとう。レアノールを焚たきつけて、ピアニィ暗殺を企くわだてさせるのがスムーズに行ったわ」

アンソン：ずっと背はい後ごで動いていたというわけか。

ＧＭ：「そうよ。アンリにクーデターを起こさせたのも私なのだから」

アンソン：だが、お前の目的は、今ここに潰ついえたぞ！

ＧＭ：彼かの女じよは嬉うれしそうに笑い、「私の目的はアンリを国王にすることではない」と言います。

アンソン：え？

ＧＭ：「この大騒ぎクーデターを起こさせた理由は、この国にいる一番の敵に死んでもらうこと。お前たちのおかげで、その男がついに、私たちの存在を知ってしまったから、ね？」

ナーシア：……ゴーダ伯のこと？

ＧＭ：そうです。

アンソン：ゴーダ伯を殺すために、クーデターを起こさせたってこと？　……ずいぶんとまわりくどい手段を使うんだな。

ＧＭ：ピアニィを暗殺させるために、わざわざフィリップ王暗殺未み遂すい事じ件けんを引き起こすようなヤツですよ？　アザゼルは派は手でで、無む駄だが多くて、まわりくどい手段が大好きなんです。

ゼパ：何ということじゃ……。そこまでして、グラスウェルズの実じつ権けんが欲ほしいのか？

ＧＭ：「お前たちは勘かん違ちがいをしている。私は、グラスウェルズの権力なんか欲ほしくはない。この国で戦乱が起き、たくさん人が死に、悲しみ、苦しむこと、それが目的なんだから」

アンソン：そ、そんなことのために、七〇〇年もの間、暗あん躍やくを続けてきたということか？

ＧＭ：「いいじゃない、おかげで王国は大きくなってきたのだから。国が大きくなれば、戦争も大きくなる。苦しみも、悲しみも、憎悪も、怨念も、どんどん大きくなる」と笑います。彼女の目的は、何かを支し配はいしたり、手に入れたりすることではありません。相手が悔くやしがったり、憎にくんだり、悲しんだりすることが楽しくてしょうがないのです。

アンソン：さすがは魔族。我々には理り解かいできない精せい神しん構こう造ぞうをしている。

ＧＭ：アザゼルは美しい声でこう言います。「アンソン・マンソン、お前の愛する祖国は、私のおもちゃなのよ」

アンソン：ここで僕は「許ゆるさん！」とハンマーで殴なぐりかかります。演出ですので、好きに対応してください。

ＧＭ：では、ひらりとかわします。「そしてついに来たのよ。大事に育ててきたおもちゃを、壊こわす時が。最高に楽しい瞬間だわ。グラスウェルズは滅ほろびるのよ！　戦乱、悲嘆の中でね！」

アンソン：そんなこと、させるかっ！

ＧＭ：「アンリはいいわよ？　権けん力りよくが大好きで、まさにグラスウェルズの申し子だわ」

ナーシア：アンリは、ブランドル女伯の正体を知っていたんですか？

ＧＭ：さぁ、どうでしょうね？　「こうなったら、あの子はしっかり反乱を遂すい行こうするわよ？　だって、もう反はん逆ぎやく者しやなんですもの。あとには引けないわ」

アンソン：しかし、アンリの所有する戦力などたかが知れているはず！

ＧＭ：「その場合についても教えてあるわ。この国の戦力で足りないなら、もっと大きな戦力を持っている相手に助けを求めればいいじゃない？」

ゼパ：む……？

アンソン：（顔色を変えて）しゃちょー！　それは、『無印』シリーズに対する無茶ぶりってことですかっ!?（笑）

ＧＭ：はい（笑）。

ナーシア：どういうこと？

ＧＭ：「アンリには、フィリップが王おう威いの竜輝石を失ったことも教えてある。今日はお前たちが上手くやったけれど、本物はいつだってアンリに渡せる。アンリが王おう威いの竜輝石を持って、レイウォールに援えん軍ぐんを求めれば、喜んで軍を送ってくるでしょう？」

アンソン：そんな……。誰だれがその軍ぐん勢ぜいを率ひきいて……？

ＧＭ：「さぁ？　でも、レイウォールも本気で攻せめてくるはずよ？　だって、グラスウェルズを手に入れるチャンスなんですから」

カテナ：確かに……。

アンソン：「お前が何を画かく策さくしようと、グラスウェルズは滅ほろびない。必ずお前を追おい詰つめ、もう一度この国をまとめ上げてみせる！」

ＧＭ：「がんばるといいわ、アンソン・マンソン。わたしをもっと楽しませて頂ちよう戴だい？」

アンソン：くっそーっ。

ＧＭ：嘲あざけるような笑顔は消えません。

カテナ：他人を見下すのはけっこうだが、慢まん心しんが元で足をすくわれぬようにな。

アンソン：……あれ？　でも、七〇〇年も生きてるのに、周りは何も気づかなかったのか？

ＧＭ：そもそも、ブランドル家に女児はいません。

アンソン：え？

ＧＭ：魔ま術じゆつなどを使い、彼女がブランドル家とその周辺を騙だましてきたのです。データ的に言えば《偽装情報》を使ったという感じです。

ゼパ：ＧＭ、途中でブランドル女伯が死ぬシーンが挿そう入にゆうされたはずじゃが、あれはなんだったのかのう？。

ＧＭ：あれは、ブランドル女伯自身が仕組んだ、派手な仕掛けのひとつです。あそこで上司を殺した騎士たちは、もう退ひくに退ひけなくなるじゃないですか。

ゼパ：何という……。

ＧＭ：それから、エルミール・ブランドルを演えんじるのに、そろそろ限界がきていたということもありました。こうやって、繰り返し別の人物になりすまして、ずっと長い間グラスウェルズで活動してきたのです。

アンソン：……だんだん自分らが負け犬っぽく思えてきた（笑）。

ＧＭ：そんなことはないですよ？　ここまでアザゼルに迫せまった人間は、きっとあなたがたが初めてです。そして彼女は、ふと思い出したように、ナーシアの方へ顔を向けます。

ナーシア：すごく恐い顔でにらんでます。

ＧＭ：彼女は余裕の微笑みを浮かべてます「ああ、そうだわ。ロッシュにフィリップ王の影かげ武む者しやをやれといったのは私よ。あの子は素直でいい子ね、言うとおりに動いてくれたわ」

ナーシア：……許さない。

ＧＭ：「……なぜ、そのようなことをしたか分かる？」

ナーシア：私には、あなたの気持ちなんか分かりたく、ない！

ＧＭ：「ふふ。お前が苦しむからなのよ、ナーシア・アガルタ！　だって、私は、お前のことが大好きなんですもの」

ナーシア：なら、私を殺しなさい！

ＧＭ：「最後にね。お前の大好きな人がすべて死しに絶たえ、涙なみだが涸かれるほど泣いたあと、殺してあげる」

アンソン：待て、アザゼル！　お前は勘違ちがいをしている！

ＧＭ：「なんですって!?」

アンソン：ナーシアに、涙なんかないぞ（笑）。

一同：そんなフォローの仕方があるかっ！（笑）

カテナ：こ、この状じよう況きようでボケるとは……。

ナーシア：……私はロッシュがいればそれでいい！（笑）

アンソン：僕らは大好きな人たちにカウントされてないんかい！（笑）

カテナ：ナーシアは泣かないさ。我々が、ナーシアの笑顔を守り抜ぬいてみせるからな！

ゼパ：おう！　無理矢理シリアスに戻もどしたのじゃ（笑）。

ナーシア：……決してあなたの思いどおりにはさせない。

ＧＭ：そうすると、アザゼルは「あの男と同じことを言うのね」と言います。

一同：？

ＧＭ：「オスウィン・ゴーダと同じことを……」そう言うと、アザゼルは初めて忌いま々いましそうな表ひよう情じようを見せます。ここで、ちょっと過去の場面がカットインします。




　血まみれになりながらも、ゴーダ伯の瞳ひとみは輝かがやきを失うしなっていなかった。

「魔族よ、お前の目的は決して果たされることはないぞ」

「死に行く者が何を言う!!」

「人の心に希望の灯ともし火びがある限り、憎悪と怨念で塗ぬりつぶすことはできん。そして、その後を継ぐ者がいる限り、人が希望を失うことはない。たとえ命が尽きようともな」

　ゴーダ伯は笑えみを浮かべた。

「お前の陰いん謀ぼうは、あの四人が必ず砕くだくだろう。私はそのことを信じている……」

　かつての部下への、信しん頼らい。そして、希望。

　それが、オスウィン・ゴーダの最さい期ごの言葉だった。




ＧＭ：アザゼルの顔から笑みが消えます。そして、地の底から響ひびくような、憎ぞう悪おに満ちた声で言います。「忌いま々いましい人間よ、跪ひざまづけ、詫わびよ、命いのち乞ごいせよ、泣なき喚わめけ、絶ぜつ望ぼうに沈しずむのだ！　いいかっ、必ずお前たちに、私の前で後こう悔かいの涙を流させてみせる!!」

一同：…………。

ゼパ：恐ろしいのじゃ……。

ナーシア：負けずに睨み返します。「……必ずあなたを倒します。絶対に負けない！」そして、心の中でそっと呟つぶやきます。




「あの人の意志を継いだのだから……」




ゼパ：じ、じゃあ、ワシも負けずににらむのじゃ。

ＧＭ：あ、ではゼパがアザゼルと視線を合わせ瞬間、この魔族を倒すことがあなたの目的であることを思い出します。

ゼパ：お、思い出したー！　お、おぬしこそが、ワシの目的！

ナーシア：（かわいい声で）「ゼパ、この魔族を倒して！」（一同爆笑）

ＧＭ：はい、そんな感じです（笑）。

アンソン：……ゼパ、お前は何者なんだ!?（笑）

ＧＭ：さすがに、そこまでは思い出せません（笑）。

カテナ：それでも、目的がはっきりしただけでも、ずいぶん進歩したじゃないか。

ゼパ：うむ。そうなのじゃ。

ＧＭ：「それじゃあ、また会いましょう？　ファントムレイダーズの諸しよ君くん」と言って、ブランドル女伯が空の彼方かなたに去っていったところで、シーンを終了します。







◆Ending 03◆白竜王国最後の日





　エダム公アンリによる反はん乱らんは、ナーシアたちの手によって失敗に終わった。

　しかし、グラスウェルズはフィリップとアンリのふたつの勢せい力りよくに分ぶん裂れつした。

　もう未来を昨日までと同じようにすることだけはできそうになかった。




ＧＭ：さて、クーデターのその後について説明します。リシャールやバイゴットが帰き還かんし、クーデターは一いつ旦たん収しゆう束そくに向かいます。しかし、出しゆ撃つげきした白竜騎士団のうち、三分の二がアンリの味方についてしまいました。

アンソン：そんなに離り反はんするの!?

ＧＭ：先ほど説明したとおり、ロッソとビアンコはアンリに味方するしかないんです。大隊長ふたりに加え、ブランドル女伯も実じつ質しつアンリの味方のようなものだったわけですから、そのくらいですんだのがマシと言える状じよう況きようです。

アンソン：フィリップ陛下が国王なのだから、もっと味方が多いかと思った……。

ＧＭ：フィリップが持つ竜輝石が偽にせ物ものだという噂うわさが出回ることになるので、混こん乱らんが生じ、事態の成り行きを眺ながめようと中立に回る人もいます。

カテナ：アンリが本物を手にしたのかな？

ＧＭ：はっきりしません。とにかく混乱して、いろいろな噂が飛び交ってます。シルヴェストル・カローは南方の領りよう地ちに戻ったあと、フィリップ側の味方についてくれるでしょう。ただ、北半分はほとんどアンリ側につくことになるでしょうね。

カテナ：ずいぶんと混こん沌とんとした状況になりそうだな。まだら模も様ようの領りよう土どになりそうというか。

ＧＭ：そして、一番大きな問題は、アンリの援えん軍ぐん依い頼らいに応じて、レイウォール軍がすでにグラスウェルズに向けて出発していることです。

アンソン：ちょっと早くないですか？

ＧＭ：早いですよ。明らかに、クーデター発生の前から準備していたとしか思えない。

アンソン：うーん、まぁレイウォールのことを考えれば、仕方ないか。

ナーシア：……レイウォールの王様って誰だれでしたっけ？

ＧＭ：現在、レイウォールで一番権けん力りよくを持っている人物は王様ではありません。そして、その人物は、バルムンクと手を組んでいます。

アンソン：ピアニィの兄、ヒューバードだな。

ナーシア：そっか……。

ＧＭ：このまま行くと、海を越こえてレイウォール軍が進軍してくるでしょう。もちろん、その指し揮きを執とるのはレイウォール第二王子ベルフトです。

一同：げげっ！
















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、どうしますか？

アンソン：僕に訊きかれてもなあ……。

ＧＭ：なに言ってるんですか。アンソンはもうグラスウェルズ王国の軍ぐん師しですよ。……それとも、ゴーダ伯がフィリップに伝えるように言った指し示じを実行しなかったのですか？

一同：……あ。

ナーシア：……軍師ぃなんとかして。

アンソン：うーん……。これはもうお手上げだ。手の打ちようがない。

一同：おいっ！

アンソン：だって、二倍の裏うら切ぎり者ものに加えて、世界最強の軍隊だよ？　どうやったって勝ち目が……。って似たような状況に最近出くわしたな。それもプレイヤーじゃなくてＧＭで。

カテナ：もしかして『無印』三巻かんのグラスウェルズとレイウォールの連合軍が、フェリタニアを攻せめようとしたときのことじゃないか？

ゼパ：まあずいぶん違いもあるが、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状況であることは同じじゃの。

ナーシア：……そのときはどうやってフェリタニアは勝ったの？

カテナ：あのときは。現げん場ばが突とつ然ぜんの指示で混乱していた上、グラスウェルズとレイウォールの仲ちゆう介かいをしていたバルムンクが、ピアニィたちによって倒たおされたんじゃなかった？

ゼパ：メルトランドの人を説得して、グラスウェルズ軍とレイウォール軍の後方を攪かく乱らんしたのも大きかったのじゃ。

アンソン：それだ！

ゼパ：な、なんじゃ！

ナーシア：……フェリタニア・メルトランド連合王国に、救きゆう援えんを求めるのはどう？

アンソン：今、僕が言おうと思ったのにっ！（笑）

カテナ：連合王国に援軍要よう請せいか……。悪くない。というか、他に勝ち目はないだろうな。

ＧＭ：しかし、レイウォールとグラスウェルズがメルトランドに攻せめ入いったメルトランド戦役が辛かろうじて終結してまだ日が浅いわけです。果たして、グラスウェルズの危き機きに、メルトランド側が軍を派は遣けんするのをよしとするでしょうか？

アンソン：……ピアニィたちは派遣を認にん可かしてくれる気がする。

ゼパ：しかし、メルトランドの重じゆ鎮うちんはよしとしないじゃろうな……。

ＧＭ：ナヴァールは個人的には助けてあげたいですが（笑）、はたして連合王国全体を動かせるかどうか……。

アンソン：社長が言うと説得力があるというか、そのまんまというか（笑）。




　フェリタニア・メルトランド連合王国の軍師、ナヴァールは『無印』シリーズで鈴吹太郎すずふき・たろうの演えんじるＰＣなのです。




ナーシア：……それならば、私が直ちよく接せつ出向いて、話をつける。私は聖せい樹じゆに選ばれた巫み女こだから、きっとメルトランドの人は無む視しできない。

一同：おっ！

ＧＭ：そうですね。それならば、相手を動かせるかもしれません。

ゼパ：それには反対するのじゃ！　ナーシアの地位を利用して他国を戦争に巻まき込こむのは、あまりにも身み勝がつ手て過ぎるのじゃ。

ナーシア：……そのとおりね。ごめんなさい。

ゼパ：あ、いや……。可能性を論ろんじるのは別に悪くないのじゃ。こちらこそ申もうし訳わけない。

アンソン：…………。

カテナ：アンソン？　なにを考えている？

アンソン：うん。立場を利用して、無理矢理言うことを聞かせるからずるいんだよね。……なら、それに見合った報ほう酬しゆうがあればいいんじゃない？

カテナ：お前、……いったい何を考えている？

アンソン：アイディアを披ひ露ろうするのは、フィリップ陛へい下かのいるところでしようか？（笑）







◆Ending 04◆起死回生……か？





　難なん攻こう不ふ落らくを誇ほこったベルクシーレの王宮は、内側から焼かれ、所々無む惨ざんな姿をさらしていた。

　城内ですら敵てき兵へいはどこに潜ひそんでいるか分からない混こん沌とんとした状況の中。無事に残ったフィリップの執しつ務む室しつに、ファントムレイダーズの面々は集まっていた。




ＧＭ：と、いうわけでご希望どおりフィリップの執務室です。ＮＰＣはフィリップとリシャールがいればいいですか？

アンソン：うん。

ＧＭ：では、疲労のあまり伏ふせってしまったレアノールと、敵の残ざん党とうを掃そう討とう中のバイゴットはこの場にはいません。

アンソン：それでは陛下。それから先輩にも聴きいていただきたいことがあります。と言って話を切り出そう。

ＧＭ：リシャールは言います。「アンソン卿きよう。その話したいことというのは、この後どのように反はん乱らん軍ぐんと戦うか、ということか？」

アンソン：そのとおりです先輩。と答えます。

ＧＭ：リシャールはちょっとイタズラっぽい目をして、アンソンに言います。「それでは、新しい王国軍ぐん師し殿どのの策さくを聴きかせていただこうか」

アンソン：そ、そう言われると緊きん張ちようするなあ（笑）。

カテナ：今いま更さら、後には退ひけないぞ、アンソン。

アンソン：分かってますって。……まず、情じよう報ほうを分ぶん析せきして、こちらの倍以上になる敵を倒すためには、こちらにも味方が必要だ、という話しをします。

ＧＭ：リシャールは「つまり、ピアニィ陛下に救きゆう援えんを求めるということか？」と言います。一いつ瞬しゆんでアンソンの策を読んだようです。一方フィリップは、少し間があって、「援軍要よう請せいをしても、フェリタニア・メルトランド連合王国には益えきがない。少々虫がよすぎるのではないか？」と言います。

アンソン：リシャール先輩もさすがだけど、フィリップ陛下も賢かしこいなあ（笑）。

カテナ：それで、どうやって連合王国を引ひっ張ぱり出すというんだ？

アンソン：それなんだけどね。

一同：うん。




　リシャール以上にイタズラっぽい目つきでアンソンは言った。

「王おう威いの竜りゆう輝き石せきをピアニィにあげてしまおうと思うんだ」




カテナ：なるほど……。じゃあ、カテナは隣となりにいるアンソンの胸ぐらを摑み上げて殴なぐろうとします。「馬ば鹿かか！　お前は!!」

アンソン：……先輩や陛下はともかく、ＰＣにここまで反発されるとは思わなかった（笑）。

カテナ：一応言っておくと、プレイヤーとしては驚いてはいますけど、怒おこっているわけじゃありませんからね。ロールプレイとしてやってますから。

アンソン：分かってます（笑）。

ＧＭ：まあ、キャラクターとしては、アンソンの頭がおかしくなったかと思うのが当然の発言ですからね。リシャールは怒いかりの目でアンソンを睨にらみますし、フィリップも驚いて口をあんぐりと開けています。

アンソン：まあ聴いてくださいよ。これでも僕なりに考えた結果なんですから。

ＧＭ：リシャールが言います。「アンソン卿の案にはふたつの難なん点てんがある。ひとつは我々の手元に王おう威いの竜輝石がない。フェリタニア・メルトランド連合王国が空から手て形がたで動いてくれるとは思わない。次に国民が納なつ得とくすまい。王威の竜輝石を譲ゆずり渡わたすということは、グラスウェルズが連合王国の属ぞつ国こくになるのも同然なのだから」

アンソン：まず、連合王国についてですが、おそらく参戦せざるを得ないでしょう。

一同：なにっ！

アンソン：もし仮かりに連合王国が、我々に味方しないとしましょう……。

ゼパ：もし、アンリ殿が王おう座ざについてバルムンクに支配されたら、レイウォールとグラスウェルズが次に狙ねらうのは連合王国なのじゃ。

アンソン：ああっ！　セリフを取られたー！（笑）

カテナ：まぁ、確かにそのとおりだが……。

ＧＭ：「なるほど……。フェリタニアが参戦しなければならない理由は分かった。しかしグラスウェルズの国民にはなんと言って説明する？」とリシャール。

アンソン：それは重要なことなんですけど、よく考えるとそもそも選せん択たく肢しがないんですよ。

ゼパ：どういうことじゃ？

アンソン：まず、僕たちの手元には王威の竜輝石がない。敵はそのことを宣せん伝でんしている。

ＧＭ：「ふむ。そのとおりだな」とリシャールが言います。

アンソン：そして、リシャール先輩はご存ぞんじないかもしれませんが、王威の竜輝石にはかくかくしかじかな呪のろいのようなものがかかっていまして……」

ＧＭ：面めん倒どうなので、みなさんと会う前にリシャールはフィリップから事じ情じようを聴いていたことにしましょう。……それで？

アンソン：つまり、グラスウェルズはずっと昔からバルムンクの陰謀に踊らされてきたってことです。そして、その象しよう徴ちようが王威の竜輝石なんです。

ＧＭ：リシャールやフィリップはさすがにつらそうですが、ちゃんと話は聞きますよ。

アンソン：だから、我々が進むべき道はひとつです。王威の竜輝石に頼らない、新しい国を作りましょう。

ＧＭ：おおっ。

アンソン：そして、そのことを国民に真摯に訴えましょう。王威の竜輝石を渡したからって、フェリタニアの属国になるわけじゃない。グラスウェルズはグラスウェルズです。竜輝石にも統一帝にも頼らない、本物の白竜王国を作りましょう！

一同：……。

ナーシア：竜輝石に封ふうじられた、ロッシュの魂はどうするの？

アンソン：もちろん、そのことがあるから竜輝石は絶ぜつ対たいに取り返す。だけど、その後竜輝石は不要になるんだ。これは間違いない。

ＧＭ：アンソンの言葉を聴いたフィリップが、おずおずとアンソンに質しつ問もんします。「先ほど余はナーシアの石を使って王威の竜輝石を持っているかのように国民に言った。もし、本当は竜輝石を持っていないと明かしたら、余は噓うそつきにならぬだろうか？」

アンソン：陛下。申し訳ありませんが、すでに噓はついているのです。ならば、噓つき呼ばわりされるのは仕方ないでしょう。

ＧＭ：フィリップは、「そ、そんな」という驚いた表情をします。

カテナ：陛下、アンソンの言っているのは、そのくらいの覚悟がなければ、新しい国は作っていけないということです。

ＧＭ：「カテナ。そちはアンソンには反対なのではなかったか？」

カテナ：確たしかにアンソンの案は、乱らん暴ぼうではありますが……。ただ、竜輝石に頼たよった国作りをしている限かぎり、バルムンクの影かげをこの国から排はい除じよすることはできません。ならば、竜輝石による支配から逃のがれるためのひとつの方ほう策さくとして、アンソンの策は考こう慮りよに値あたいするかと……。

ＧＭ：するとフィリップは言います。「分かった。余は噓つきになろう」

アンソン：陛下……。

ＧＭ：「ただ、余が噓をつくのは民のためになるときだけだ。それ以外の噓は決してつかぬとこの場で誓ちかう」そうフィリップが言います。

ゼパ：その誓ちかい、確かに承うけたまわったのじゃ！

ＧＭ：リシャールは難しい顔で「納得できん、私は頭が固いからな」と言います。

アンソン：せ、先輩……。

ＧＭ：「だが、国王陛下と王国軍師の命に従したがわねばグラスウェルズの騎士ではない」と、にっこり笑ってこう言います。「ご命令のままに、王国軍師殿」

アンソン：ようし。じゃあナーシア、ピアニィのところに行って援軍を頼たのんでくれ。

ナーシア：……了解。

ＧＭ：フェリタニア・メルトランド連合王国へ救援を求めるために、ナーシアを使者として送ることまでは予想してたんですが、気前よく竜輝石を差し出すっていうのは想定外でした（笑）。

アンソン：えへん。

ＧＭ：さて、連合王国がどんな反応を示すことか（笑）。……というわけで、この続きは菊きく池ちさん、よろしくお願いします（一同笑）。

アンソン：まあ、そうなるとは思っていたよ（笑）。実は次のシナリオをどうしようかって、頭の中でいろいろなアイディアが渦うず巻まいてます（笑）。

ＧＭ：はい。それでは、このシナリオを終了いたします。お疲つかれ様さまでした。




　帝てい紀き八一三年九月

　白竜王国とも呼ばれた大国グラスウェルズでクーデターが起こる。国王フィリップに忠ちゆう誠せいを誓う者の手により、エダム公アンリによる王位簒さん奪だつは、辛からくも防がれた。

　しかし、それが大陸全土を揺るがす、大きな戦争の火ひ蓋ぶたを切ることになったのである。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』

第六話「白竜王国最後の日」

―了―













あとがき






『ブレイク』の著ちよ者しやとしてはお久ひさしぶりとなります、鈴吹太郎すずふき・たろうです。

　どうにかこの第三巻かんをお届とどけすることができました。なお、今回のあとがきは紙面が少ないので、いきなりシナリオ解かい説せつと相成ります。ネタバレにご注意ください。




▼第五話「見えざる影かげ」

　まずは、大国であるグラスウェルズ王国に統とう一いつ帝ていがもたらされたことがないという件けん。

　これは二〇〇八年に発売された『アリアンロッド・サガ　アルディオン大陸ガイド』を注意深く読めば、グラスウェルズの扱あつかいの不自然さが、くっきりと浮かび上がります。

　いかにも、この「ブレイク」シリーズの伏ふく線せんを仕し込こんでいたかのように見えますが……実はまったくの正反対。「大陸ガイド」の記き述じゆつは、複ふく数すうの書き手がいることから発生した偶ぐう然ぜんの産物です。原げん稿こうが仕上がってみたらグラスウェルズがかわいそうなことになっていた、というのが真相なのです。「大陸ガイド」の制せい作さく中、その不自然さに気づいて修しゆう正せいしようと思ったのですが、「……待てよ。これ、『ブレイク』シリーズのネタにならないか？」と思いついて、この二年間ずっと暖あたためてきたのです。今回、ようやくお披ひ露ろ目めできました。

　竜りゆう輝き石せきをボスにしようと考えついたのもこのネタから来るものです。本当はキャンペーンのラスボスとして想定してたのですが、「無印」とのコラボにより展てん開かいが早まったため、今巻での登場となりました。

　この第五話にはもうひとつ解説すべきポイントがあります。そう、エンディングシーンにおける〝王威の竜輝石〟の行方について、です。

　クレセントとの判はん定てい次し第だいで、ストーリーが分ぶん岐きすることを想定していましたが、結果としてＧＭにとっては（正せい確かくにはわたしの好みとしては）理想の展開となりました。

　さて、シナリオの内ない容ようではありませんが……セッション時期について触ふれておきましょう。実はこの第五話は『アクロス』第四巻収しゆう録ろくの第八話よりも先にセッションを行なっています。興味のある方は『アクロス』第四巻を注意深く読んでみてください。久保田悠羅がネタバレをしない程度に、本書の前フリをしてくれているのを発見できると思います（笑）。




▼第六話「白竜王国最後の日」

　第六話最大のポイントは〝ゴーダ伯はくの死〟とお思いになるでしょうが……真に目指したのは〝選び難がたき未来〟というテーマでした。すなわち、〝ゴーダ伯の命〟〝フィリップの命〟〝王都ベルクシーレ〟の三つを天てん秤びんにかけ、そのどれが救われるかをＰＣの行動に託たくす―――そう、彼かれらにとっては非ひ常じようにつらく厳きびしいシナリオセッティングを用意したのです。

　まず最初の分岐は、ナーシアのオープニングシーン。あそこで言われるままにゴーダ伯を王宮へ連れて行けば、彼はアンリたちに捕つかまって結果的に殺害されるはずでした。

　次のフラグは、アンソンによる《テレポート》のマーキングをどこにするかです。セッションではゴーダ伯邸ていを選びましたが、もし別の場所を選せん択たくしていたら、伯の屋や敷しきが襲しゆう撃げきを受けた際にＰＣの救きゆ援うえんは間に合わず、やはり彼はあの場で死し亡ぼうしていました。

　つまり、ゴーダ伯の命を救うという観点だけで見れば、ここまでＰＣたちは相当上手くやっています。しかし結果的にゴーダ伯はアザゼルによって殺害されました。ＰＣは自分たちの隠かくれ家がにゴーダ伯を隠かくしますが、よく考えてみてください。《ＧＨ：サルーン》には人を匿かくまうという効こう果かはありません。ゴーダ伯を確実に隠したいなら、あそこで《偽ぎ装そう情じよう報ほう》を使うという手段もあったのです。

　ただし、ゴーダ伯を救うために《偽装情報》を使えばエンディングシーンにおいてフィリップがクーデターを完全には鎮ちん圧あつできず、また違った結末を迎えたでしょう。




▼始祖の四人について

　バルムンクの〝始祖の四人〟については、シリーズをはじめる際さい、ＧＭたちで相談して分ぶん担たんを決めました。すなわち、『無印』に登場〝予定〟であるボスをトップとし、幹かん部ぶとなる魔族〝始祖の四人〟を設せつ定てい……そのルールを取り決めたのです。つまり、『アクロス』でひとり、『ブレイク』でひとり、『ノベル』でひとりずつ登場させ、最後のひとりはアルディオンを舞ぶ台たいとしてシナリオを作るユーザーさんのために残す、というものです。

　もっとも、ノベルではさまざまな都合により〝始祖〟は未登場となりました。これはまた、いずれどこかのシリーズで登場するかもしれません。




　さて、そろそろ紙面が少なくなってきましたが……もうひとつ解説しましょう。

　菊きく池ちが「竜輝石をあげちゃう」と言い出した件です。これはわたしにとってはまったくの想定外でした。フェリタニアに救援を要請するところまでは予想していたのですが（笑）。

　まぁ、『ブレイク』の流れとして「ＰＣが今の大陸のシステムから脱だつ却きやくして、新しい国を目指す方向に行けばいいなぁ」とは思っていたので、満足はしております。

　最後になりましたが、今回の本文イラストは猫ねこ猫びよう 猫ねこ先生に描いていただいています。実は四季童子先生が体調不良ということで、急きゆう遽きよお願いしたものです。この場を借りて猫猫先生へのお礼を申し上げるとともに、四季童子先生の快かい癒ゆを御ご祈き念ねん申し上げます。

　それでは、アルディオン大陸を揺るがすこの後の物語にご期待ください。





 二〇一〇年八月吉きち日じつ

鈴吹太郎
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